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はしがき

算数・数学教育に限らず、教育の最大の鍵を握るのは教師だと言われております。実際、多くの教育

の議論は、最後は教師に行き着いてしまいます。しかし、一方で、一番研究が遅れているのも教師に関

してではないでしょうか。教師が何を考え、どのような態度でいるのかを少しでも知ることは、教育に

とって非常に重要なことだと思います。

この調査は、全国的な規模で行われ、わが国の小中高校の教師約1500名の回答が得られました。その

資料は膨大であり、貴重な示唆が多く含まれております。

ところで、今回の調査では、教師の調査と並行して保護者にも調査を行いました。こちらにも小中高

校の保護者約1900名の回答が得られました。現在の教育は保護者、社会の支持があってこそ成り立つも

のだと習います。そのような意味で、これだけの保護者から回答が得られたことは素晴らしいことでは

ないでしょうか。

この報告書では、研究メンバーの分析論文だけではなく、いろいろな視点からの分析表を可能な限り

あげであります。読者の皆様がそれぞれの目的にあわせてこれらの資料をお使いいただければ幸いです。

算数・数学教育の学習指導の改善にきっと役立つことと信じております。また、この報告書には、教師

用調査、保護者用調査についての数値的な集計、分析だけではなく、自由記述部分に書かれていたすべ

ての意見をそのまま載せてあります。非常に多くの方が算数・数学について一言書かれていることに大

変感激しております。それぞれカ鵠玉の言葉であり、ぜひ時間の許す限り目を適していただけたらと思

います。先生方、保護者の方々の思いがひしひしと伝わってくるようです。

なお、このような大変な調査にご協力いただきました先生方、保護者の方々に厚くお礼申し上げます。

私たちは、この調査結果から多くの教司11を得たいと思っております。

本研究に今年度参加したメンパーは、次の適りです(五十音順:敬称略)。飯島康男(茨城大学教育

学部教授)、五十嵐一博(千葉市教育委員会指導主事)、牛場正則(足立区立蒲原中学校教諭)、久保

良宏(共立女子学園・共立女子中学校教諭)、小山正孝(広島大学教育学部助教授)、佐々木悟(所沢

市立泉小学校教諭)、島崎晃(所沢市教育委員会指導主事)、島田功(成城学園初等学校教務部長)、

塚田聡(慶応義塾普遜部教諭)、富竹徹(島根大学教育学部助教授)、永田溜一郎(千葉大学教育学部

附属中学校教諭〕、西村圭一(東京都立八丈高等学校教諭)、久永靖史(共立女子学園・共立女子中学

校教諭)、藤津由美子(共立女子学園・共立女子中学校教諭)、傍士輝彦(板橋区立板橋第二中学校教

諭)、牧野宏(飯能市立原市場小学校教諭)、増田律子(台東区立浅草中学校教諭)、松元新一郎(東

京学芸大学附属大泉中学校教諭)、富井俊充(所沢市立山口中学校教諭)、森園子(拓殖短期大学講師)

、矢嶋昭雄(東京学芸大学附属世田谷中学校教諭)、蓬田典子(練馬区立関進第三中学校〉と今年度の

国立教育研究所科学教育研究センター共同研究員である西川清次(福井県立金津高等学校教諭〕の皆様

です。

なお、本報告書は、熊岡昌子さん、吉田泉さんの真撃なご助力がなければ作成できなかったことと恩

われます。本当にありがとうございました。

平成10年3月
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研究代表者長崎栄三

1 



目 次

はじめに

1.調査結果の分析 1 

1.算数・数学教育についての教師、保護者の態度の調査の概要ー一一一一一一長崎栄三 2 

2.算数・数学科カリキュラムに関する教師用調査の因子分析}一一一一一一一富竹徹 15 

3.算数・数学教育に対する保護者の態度の研究一一一一一一一一一一一一一ー森関子 31 

長崎栄三

滋沼花子

11 .教師用調査とその集計結果 43 

1.算数・数学科カリキュラムに関する教師用調査 44 

2.教師用調査の学校段階別・選択肢別反応率 60 

3'. '教師用調査の「教材・教具J(質問項目 4)の「その他」の集計結果 68 

4.教師用調査の「参考資料J(質問項目 5)の「その他」の集計結果 72 

5.教師用調査の「指導展開J(質問項目10)の「選択理由」の集計結果 73 

6.教師用調査の「意見J(質問項目18)の集計結果 77 

7.小学校教師の算数・数学教育についての意見(質問項目18) 78 

8.中学校教師の算数・数学教育についての意見(質問項目18) 82 

9:高等学校教師の算数・数学教育についての意見(質問項目18) 86 

10.小学校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の学校段階別による態度の差“ 93 

11.小学校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の男女別による態度の差 101 

12.小学校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の出身学科別による態度の差 109 

13.小学校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の年齢別による態度の差 117 

E 



111.保護者用調査とその集計結果 c . 125 

1..算数 p数学教育に関する保護者用調査 126 

2.保護者用調査の学校・学校段階別・選択肢別反応率 130 

3.保護者用調査の「意見Jの集計結果 132 

4.小学校保護者の算数・数学教育についての意見 133 

5.中学校保護者の算数・数学教育についての意見 144 

6.高等学校保護者の算数・数学教育についての意見 152 

7.東京都内私立進学指向女子中学校の保護者の算数・数学教育についての意見 158 

8.東京近郊公立中学校の保護者の算数・数学教育についての意見 160 

IV. English Versian af Ouestiannaires and Respanse Rate 163 

1. Fra皿巴，workof Questionnaires 164 

2. T回 cherQuestionnaire on Hathematics Curriculum 166 

3. Guardian Questionnaire on Hathematics Education 183 

4. Response Rate of Teacher Questionnaire 187 

5. Response Rate of Guardian Questionnaire 195 

1Il 



本報告書の質問紙・表等の作成者・関係者

本報告書のlI~Nに掲載されている質問紙・表等については、それぞれの個所に作成者・関係者の氏

名を明記していないので、ここに一括してそれらを記しておくことにする。

教師用調査・保護者用調査の作成に携わったのは、科研「数学と社会的文脈との関係に関する研究」

(平成 6年度~8年度)の次のメンパーである。五十嵐一博、久保良宏、佐藤公作、島崎晃、島田功、

島田茂、杉山真澄、滋沼花子、富竹徹、長崎栄三、狭間節子、久永靖史、藤津由美子、牧野宏、松元新

一郎、森園子。

教師用調査の「教材・教具Jの「その他」、 「参考資料」の「その他」、 「意見」、及び、保護者用

調査の「意見」の集計結果の表は可小池利清、鈴木孝行の商名が長騎とともに作成Lた。

教師用調査の「指導展開」の「選択理由」の集計結果の表の原案は、久保良宏、久永清史、藤津由美

子、長崎栄三の4名が作成した。

教師用調査・保護者用調査の自由記述部分をまとめたのは熊岡昌子、吉田泉である。

iT，田cherQuestionnaire on Mathematics Curricul叩」の原案は、富竹徹と長崎栄三が作成し、そ

の検討には、瀬沼花子、 JuliaWhitburn (イギリス〉が加わった。

その他の表等は長崎栄三、及び、熊岡昌子、吉田泉が作成した。本報告書にこれらを掲載するにあた

り、以上の全部の資料の文責は長崎栄三にある。

lV 



調査結果の分析

1.算数・数学教育に対する教師・保護者の態度の調査の概要一一一一 一一一長崎栄三

2.算数・数学科カリキュラムに関する教師用調査の因子分析一一一一ー一一一一富竹 徹

3.算数・数学教育に対する保護者の態度の研究一一一一一一一一一一 一一一森園子

長椅栄三

瀬沼花子
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算数・数学教育についての教師・保護者の態度の調査の概要

長崎栄三

国立教育研究所

要約

平成8年(1996年)3月に実施された算数・数学教育に関する教師用調査・保護者用調査の目的、方法、

質問紙の構造、及び、教師用調査の結果についてまとめた。この調査には、日本全国の小中高校の教師

合計約1500名、保護者1900名が回答した。その結果、わが国の教師は、算数・数学と社会にかかわりを

もった教育には積極的ではないことが分かつた。一方、保護者は、算数・数学の社会的有用性に期待を

していることも分かつた。またミ学校段階別、男女別、出身学務別、年齢別に聞答を分析してみると、

学校段階による回答の差異が一番顕著であることが分かつた。

キーワード:数学と社会、教師、保護者、男女差、質問紙調査

1.算数・数学教育についての教師・保護者の態度の調査とその分析の経緯

算数・数学教育についての教師や保護者の態度を調べる調査を、平成8年 (1996年)3月に実施した。

この調査は、元来、科研「数学と社会的文脈との関係に関する研究Jにおいて行われたものである。す

なわち、算数・数学教育を社会との関連の中で見直そうとした研究である。この調査では、そのことを

端的に「実際的な問題の扱い」と表現している。つまり、この調査では、算数・数学教育と社会との関

連を中心として、教師や保護者の広範囲な意見を集め分析しようとした。その簡単な結果は、次の科研

報告書に掲載されている(長崎、 1997)。

しかしながら、この調査は、今回の科研の主題である「総合的な学習」とも密接に関係しているので、

本研究においてもさらに分析を進めることにした。

本稿では、調査の目的や調査の構造や分析の観点等、及び、結果の簡単なまとめを述べることにする。

なお、調査結果の分析については、本報告書に掲載されている 2論文に加え、すでに次の論文がある(長

崎・瀬沼・富竹、 1997;森・長崎・瀬沼、 1998)。

併せて参考にしていただきたい。また、本報告書に掲載されている、森因子・長崎栄三・瀬沼花子「算

数・数学教育に対する保護者の態度の研究」は、上記『日本数学教育学会誌』に掲載予定の論文(森・

長崎・瀬沼、 1998)の原型をなすものであり、 『日本数学教育学会誌』には紙幅の都合上これをまとめ

て作り直したものが掲載されることをお断りしておく。

はじめに、調査の全体像を把握するために、回答者数の実数を、分析の観点毎に整理してまとめると、

表I、Eの通りである。

( 1 )算数・数学科カリキュラムに関する教師用調査とその分析

1)教師用調査の目的

算数・数学の教師は、社会人の中で算数・数学に直接影響を与えている。また、カリキュラム改革を

最後に支えるのは教師である。そこで、本調査の目的は、第1に、算数・数学教師の算数・数学教育に

- 2ー



表 l 教師の回答者数

学校段階別 小学校 中学校 品等学校 全体

510名 441名 542名 1493名

男女別 男性 220 340 484 1044 

女性 272 94 48 414 

数学 113 316 434 

出身学科別 数学教育 106 231 140 477 

教育 287 320 

22歳~ 200 183 215 598 

年齢別 35歳~ 224 174 177 575 

44歳~ 83 80 140 303 

注:男女別、年齢別のそれぞれの総計が各学校段階の人数と合わな

いのは、無回答があるためである。出身学科別については、

主な学科3つを選んだためでもある。

表 H 保護者の回答者数

学校段階別 小学校 中学校 同等学校同私立中同公立中

498名 447名 508名 236名 195名

男女別 男性 140 156 186 59 29 

女性 350 287 318 177 165 

-38歳 229 72 35 24 41 

年齢別 39歳~ 196 228 168 107 72 

44歳~ 72 147 305 104 82 

注:男女別、年齢別のそれぞれの総計が各学校段階の人数と合わな

全体

1884名

570 

1297 

401 

771 

710 

いのは、無回答があるためである。年齢の区切り方が教師と異なるのは

3つの年齢集団の人数ができるだけ等しくなるように分けたためである。

対する考えやその実際についての実態を把握することにある。第2に、教師の数学と社会の関係に対す

る態度、すなわち、現在までに行われている調査によって示唆される「日本の算数・数学教育において

は実際的な問題はあまり扱われないJという仮説を検証することにある。第3に、第2における仮説に

影響を与えると思われる諸因子を同定することにある。

なお、この教師用調査では、 「実際的な問題の扱い」に加え、より一般的な意味で、数学的活動を主

体とした算数・数学教育についても焦点を当てている。それは、今回の研究の本来の呂的が、実際的な

問題だけではなく純粋数学の問題や具体的な問題などをも含めて、それらの問題を通して、子どもが、

真の数学的活動を行えることが可能になることを目指しているからである。

2)教姉用調査の方法

教師用調査は、質問紙調査法によって行う。ただし、質問紙は郵送で各学校の学校長宛に送付され、

学校長を適して、その学校に在職する教師が調査対象となる。

- 3 -



3)教師用調査の対象

教師用調査の対象母集団は、わが国のすべての小学校・中学校・高等学校の算数・数学科を指導して

いる常勤の教師とするが、抽出母体は学校である。

学校は、 『全国学校総覧 1996年版.! (文部省大臣官房調査統計企画課監修、原書房、 1995)をもと

に系統抽出法によって抽出された小中高各.500校である。なお、学校数、教師数は『文部統計要覧平

成七年版.!(文部省、 1995)により、数学科の普通免許状を持つ教師の割合は『学校教師統計調査報告書

平成4年度.! (文部省、 1994)によった。なお、数学科の普通免許状を持っている教師の割合は、中

学校では13.6%、高等学校では12.6%である。

対象の教師は、抽出された各学校の学校長を返して、原則として、その学校の教師2名に調査を依頼

した。小学校においては、学校長の判断に任せ、中学校・高等学校においては数学科の教師とした。

4)教師用調査の質問紙の構造

教師用調査は、教師の特性、算数・数学教育についての態度、実際的な問題についての態度、 p~領

域からなっており、合計で195質問項目からなっている。質問項目は、小中高校に共通である。

また、これらの3領域は、 「実際的な問題の扱い」についての要因分析のために、目的変数と説明変

数にも分けられている。以下では、目的変数と説明変数に分けて、さらに説明変数については変数を設

定した仮説をもあげることにする。それぞれの内容は次の通りである。なお、 ( )内は質問番号、項

目数である。

A.算数・数学での実際的な問題の扱いに対する態度:目的変数(被説明変数)

仮説「日本の算数・数浮教育においては実際的な問題はあまり扱われない」をさらに、いくつかの

作業仮説に細分化して、それに基づいて質情項目を作成する。

Al.問題に対する意識から見た社会的文脈に対する態度一一一一一一一ー〔質問番号6、6項目〕

作業仮説:実際的な問題をあまり重視しない

A2.実際に扱っている問題から見た社会的文脈に対する態度一ー一一一〔質問番号6、6項目〕
作業仮説:実際的な問題をあまり扱わない

A3.指導のアプローチの仕方から見た社会的文脈に対する態度ー一一一一〔質問番号7、18項目〕

作業波説:実際的な問題を扱うアプローチをあまり扱わない

A4.教具の使用から見た社会的文脈に対する態度一一一一一一一一一〔質問番号4、11項目〕

作業仮説:実際的な問題で扱われると恩われる教具をあまり使わない

A5.教材の選択の仕方から見た社会的文脈に対する態度一一一一一ー一一〔質問番号5、12項目〕

作業仮説:実際的な問題が載っている資料をあまり使わない

A6.授業の様式から見た社会的文脈に対する態度ー一一一一一一一一一一〔質問番号9、6項目〕

作業仮説:実際的な問題を扱うのに適した子ども主体の指導法をあまり使わない

A7.指導の展開の仕方から見た社会的文脈に対する態度一一一一一一一一〔質問番号10、3項目〕
作業仮説:実際的な問題を扱う展開の仕方をあまり好まない

B.仮説に影響を与えると思われる要因.説明変数

ここで説明変数として挙げてあるものは、必ずしも、向レベルのものではなく、説明変数同士でも

説明一目的の関係を持つものもあると恩われる。これには、教師の特性に関する質問項目と、算数・

数学教育についての態度に関する質問項目とがある。

BOl.背景:学校段階、種別、年令、性別ーー一一一一ー一一一一一一一〔表紙、l(1)Nα)5項目〕

B02.出身学科:数学、工学、教員養成 〔質問番号1(4)、1項目〕
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B03 数学経験 一一一一一一一一一一一〔質問番号16、7項目〕

B04. 授業.授業形態・教科書の扱い方・他教科の指導一一一一ーー〔質問番号2(l)~α)、 3項目〕

Bl1.数学鏡:純粋数学一応用数学、固定的一発展的等一一一一一ーーー〔質問番号13、30項目〕

B12.算数数学教育の授業観・目的観一一一一一一ー一一一一一一一ーーー〔質問番号12、12項目〕

B13.算数数学カリキュラムの構成原理:数学、子ども、社会-一一ー一〔質問番号11、4項目〕

B14.算数数学学習指導観:理解優先一興味優え 〔質問番号8、7項目〕

B15.算数数学の内容:理論一応用、計算ー思考一一一一一一一〔質問番号14、26項目〕

B1ι 算数数学の内容の扱い方一一一一一一一一一一一一一〔質問番号15、10項目〕

B17.算数数学教育の過去・現状認識一一一一一一一一一一一一一〔質問番号3、2項目〕

B18 算数数学教育への期待一一一一一一一一一一一一一一一〔質問番号17、25項目〕

5)教師用調査の実施

教師用調査は、平成8年3月上旬に国立教育研究所から各学校宛に送付され、回収期聞は約1か月と

する。

6)教師用調査の分析方法

第1、第2の目的に対しては、記述統計並びに調査対象閣の有意差検定を行う。第2、第3の目的に

は因子分析、重回帰分析を行う。質潤項目の目的変数、説明変数はこのためである。すなわち、目的変

数によって仮説を検証し、その仮説が由来するところを説明変数によって明らかにしようとするもので

ある。具体的には、次の分析を行う。*印は、本報告書に集計結果等が掲載されているものである。

文末の[J内は、掲載されている章・節を示す。

①*  教師用調査の学校段階別・選択肢別反応率 [II. 2J 

②*  教師用調査の「教材・教異J (質問項目4)の「その他Jの集計結果 [II. 3J 

③*  教師用調査の「参考資料J(質問項目 5)の「その他」の集計結果 [II.幻

③*  教師用調査の「指導展開J (質問項目10)の「選択理由Jの集計結果 [II. 5J 

⑤*  教師用調査の「意見J (質問項目18)の集計結果 [II. 6J 

⑥*  小学校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の学校段階別による態度の差 [II.η 

⑦* IJ惇校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の男女別による態度の差 [II. 8J 

③*  小学校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の出身学科別による態度の差 [II. 9J 

⑨*  小学校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の年齢別による態度の差 [II.10J 

⑬*  小学校教師の算数・数学教育についての意見(質問項目18) [II.l1J 
⑪*  中学校教師の算数・数学教育についての意見(質問項目18) [II.1幻

⑫*  高等学校教師の算数・数学教育についての意見(質問項目18) [II.13J 

⑬*  各項目の因子分析 [1. 2J 

⑬ 実際的な問題の扱いに関する重図録分析

最後の⑬「実際的な問題の扱いに関する霊回帰分析」については、本報告書には触れられてはいない

が、その一部は国立主主育研究所研究集録第26号に報告してある。

なお、①~⑤の反応率は、全回答者に対する割合を百分率で表したものであり、したがって、各項目

への反応率の和が100%に満たないときがあるが、それは無回答者がいることを示している。一方、⑥

~⑨においては、集団関の差を見るために、それぞれの集団、及び、質問項目への有効回答のみを対象

としてカイ 2黍検定を行ったものである。したがって、前者と後者ではその反応率に若干の差異がある。

その際、 4肢選択肢への反応を2肢選択肢の反応にまとめた。⑪~⑫の意見は、自由記述欄に記入され
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ていたことをすべて採録しである。

( 2 )算数・数学教育に関する保護者用調査

1)保護者用調査の目的

保護者は、社会人として直接的に、また、子どもの保護者として間接的に、算数・数学教育に影響を

与えている。そこで、本調査の目的は、第1に、保護者の算数・数学教育に対する考えやその実際につ

いての実態を把握することにある。第2に、 「日本の算数・数学教育においては教師は実際的な問題は

あまり扱われない」という仮説を保護者の立場に移して、すなわち、 「臼本の保護者は、算数・数学教

育においては実際的な問題は扱うことをあまり期待していない」という仮説を検証することにある。第

3に、第2における仮説に影響を与えると思われる諸因子を同定することにある。

2)保護者用調査の方法

保護者用調査は、質問紙調査法Iこよって行う。ただし、保護者用調査の質閣紙は、教師用調査の質問

紙と同時に同じ学校に同じ封筒で送付される。すなわち、質問紙は郵送で各学校の学校長宛に送付され、

学校長、教師を適して、その学校に児童・生徒が在籍する保護者が調査対象となる。

3)保護者用調査の対象

保護者用調査の対象母集団は、わが国のすべての小学校・中学校・高等学校の保護者とするが、抽出

母体は学校である。

学校の抽出は教師用調査と同様である。原則として、対象の保護者は、教師用調査の調査対象の教師

が担任している児童・生徒の保護者2名とし、その2名は、男女混合学級においては、男女それぞれの

名簿の1番の児童・生徒の保護者とし、男子校・女子校の場合には名簿で1番、 2番の児童・生徒の保

護者とする。

4)保護者用調査の質問紙の構造

保護者用調査は、保護者の特性、算数・数学教育についての態度、実際的な問題についての態度、の

3領域からなっており、合計で34質問項目からなっている。質問項目は、小中高校に共通である。

また、これらの3領域は、 「実際的な問題の扱い」についての要因分析のために、目的変数と説明変

数にも分けられている。以下では、目的変数と説明変数に分けて、さらに説明変数については変数を設

定した仮説をもあげることにする。それぞれの内容は次の通りである。なお、文末の(J内は質問番

号、項目数である。

A.算数・数学での文脈問題に対する態度ー目的変数(被説明変数)

仮説「日本の保護者は、算数・数学教育においては実際的な問題は扱うことをあまり期待していな

い」をさらに、いくつかの作業仮説に細分化して、それに基づいて質問項目を作成する。

Al.算数ー数学教育で重要なことーーー ー一一〔質問番号5、8項目〕

作業仮説:実際的な問題を扱うことに対する期待が低い

B.仮説に影響を与えると恩われる要因:説明変数

ここで説明変数として挙げてあるものは、必ずしも、同レベルのものではなく、説明変数同士でも

説明 目的の関係を持つものもあると思われる。

B1.背景:学校段階、種別、年令、性別(教師用B1と一部共通)ー〔表紙、1、2 5項目〕

B2.数学観(教師用B5と共通)一一一一一一一一一一一一一〔質問番号3、10項目〕
B3.算数数学教育の過去(現状認識(教師用B11と共通) 一一一〔質問番号4、2項目〕

B4.算数数学教育への期待(教邸周到2と一部実適)一一一一一一〔質問番号6、7項目〕
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保護者用調査と教師用調査には、共通な質問項目が18項目あり、教師と保護者の態度の比較ができるよ

うになっている。

5)保護者用調査の実施

保護者用調査は、教師用調査と一緒に平成8年3月上旬に国立教育研究所から各学校宛に送付され、

回収期間は約1か月とする。

6)保護者用調査の補充調査

保護者用調査については、特に、中学校において地域別・公私立別に特徴を明らかにするために、本

調査実施後すぐに補充調査を行った。都市の中学校として、東京近郊の公立中学校、私立の中学校とし

て東京の進学指向の女子中学校を選択した。それらの学校においては、学校長に依頼して各学年2学級

において調査を行った。

7)保護者用調査の分析方法

第1、第2の呂的に対しては、記述統計並びに調査対象間の有意差検定を行う。第2、第3の目的に

は因子分析、霊回帰分析を行う。質問項目の目的変数、説明変数はこのためである。すなわち、目的変

数によって仮説を検証し、その仮説が由来するところを説明変数によって明らかにしようとするもので

ある。具体的には次の分析を行う。*印は、本報告書に集計結果等が掲載されているものである。文末

の[J内は、掲載されている章・節を示す。

①*  保護者用調査の学校・学校段階別・選択肢別反応率

②*  保護者用調査の「意見」の集計結果

③*  小学校・中学校・高等学校の保護者の学校段階別による態度の差

④*  小学校・中学校・高等学校の保護者の男女別による態度の差

⑤*  小学校・中学校・高等学校の保護者の年齢別による態度の差

⑥*  中学校の保護者の地域別による態度の差

⑦*  中学校の保護者の公私別による態度の差

③*  小学校・中学校・高等学校の教師と保護者の態度の差

⑨*  小学校保護者の算数・数学教育についての意見

⑪*  中学校保護者の算数・数学教育についての意見

⑪*  高等学校保護者の算数・数学教育についての意見

⑫*  東京都進学指向女子中学校の保護者の算数・数学教育についての意見

⑬*  東京都近郊公立中学校の保護者の算数・数学教育についての意見

⑬ 各項目の因子分析

⑮*  実際的な問題の扱いに関する重回帰分析

⑬「各項目の因子分析」については稿を改めて報告する予定である。

[JlI. 2J 
[JlI. 3J 
[1I. 3J 
[1I. 3J 
[1I. 3J 
[1I. 3J 

[1I. 3J 
[1I. 3J 
[JlI. 4J 

[JlI. 5J 
[JlI. 6J 
[JlI. 7J 

[JlI. 8J 

[1I. 3J 

なお、①~②の反応率は、全回答者に対する割合を百分率で表したものであり、したがって、各項目

への反応率の和が100%に満たないときは、無回答者がいることを示している。一方、③~③において

は、集団関の差を見るために、それぞれの集団、及び、質筒項目への有効回答のみを対象としてカイ 2

乗検定を行ったものである。したがって、前者と後者ではその反応皐に若干の差異がある。⑨~⑬の意

見は、自由記述櫛に記入されていたことをすべて採録しである。

( 3 )英文版の質問紙と反応率

当初、イギリスとの比較調査を計画し、教師用調査の一部を翻訳し、イギリスの教育学者とも訳文の
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検討を重ねたが、諸種の事情で、調査を実施することはできなかった。しかしながら、この種の教師用

調査や保護者用調査の結果は、わが国でも貴重な成果なので、質問紙と反応、率とを英語に翻訳して、掲

載することにした。

① Framework of Questionnaires 

② Teacher Questionnaire on Mathematics Curriculum 

③ Guardin Questionnaire on Mathematics Education 

④ Response Rate of Teacher Questionnaire (日本文の教師用調査の①に相当)

⑤ Response Rate of Guardin Questionnaire (日本文の保護者用調査の①に相当)

2.主な結果

教師用調査・保護者用調査はお平成包年3月上旬に国立教育研究所から各学校宛に送付され、その後、

5月中にまでに返送されてきた。これらのうち、保護者用調査については、本報告書の森・長崎・瀬沼

による論文に詳述されており、また、因子分析については本報告書に富竹による論文がある。

そこで、ここでは、教師用調査の結果について、 E章以下の表番号に照らしながら、簡単にまとめる

ことにする。なお、教師用調査の全体的な結果についても、すでに国立教育研究所研究集録に発表され

ているが、表の説明も兼ねて簡単に述べることする。

( 1 )教師用調査の全体的な結果

教師用調査の全体的な結果については、表1-表27にまとめである。また、その後には、小中高校別

に自由記述をそのままあげである。

教師用調査に回答した教師の背景等をまとめると、表1-表7の返りである。

調査対象学校については、表3のように、公立学校の割合が、小中高で、それぞれ98%、92%、75%

であり、共学校の割合は、小中高で、それぞれ100%、94%、84%である。

調査対象教師については、表4のように、男性教師の割合が、小中高でそれぞれ43%、77%、89%で

あり、年齢は小中高とも20歳台から60歳台にわたっており、いずれも40歳台が約4寄jを占めているロ

調査対象教師が大学で学んだ学科は、表5のように、小学校は教員養成系の数学科以外と教員養成系

の数学科、中学校が教員養成系の数学科と理学部の数学科、高等学校か理学部の数学科と教員養成系の

数学科となっており、いずれも各約50%、20%の割合になっている。

白頃の算数・数学の授業をどのように行っているかを、その授業形態、教科書の扱い方、専科につい

て聞いた結果をまとめると、表6の通りである。授業形態は、小中高とも、一斉授業が90-100%となっ

ている。教科書の扱い方では、教科書とその他の教材を合わせて使っているのが約4分の3である。専

科については、小学校で12%、中学校で80%、高校で96%となっている。

算数・数学教育について全般的にどのような印象を持っているかを、自分が小中学生のときと現在に

分けて開いた結果をまとめると、表7の適りである。 r問題点が多い」としているのは現在の方が高く、

高校が一番高い。

教具の利用について聞いた結果は表8、表22の通りである。教具については、 10種類があげられてい

るが、よく使われているのは、小学校では、模型、実物、巻き尺・ひも、定規・コンパスの4種類、中

学校では定規・コンパスの1種類である。

資料の利用について聞いた結果は表9、表23、表24の適りである。資料については、 11種類があげら
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れているが、よく使われているのは、小中学校では、算数・数学科の教科書、指導書・解説書、問題集・

参考書、であり、高等学校は算数・数学科の教科書、問題集・参考書である。

算数・数学の問題の6つのタイプについて、その重要性と実際に扱う利用度を開いた結果をまとめる

と、表10の遥りである。子どもが親しめる問題、純粋な算数・数学の問題は重要性も利用度も高いが、

実際的な問題、遊ぴの中にある問題は重要性は高いが利用度は低く、数学の文化に関係した問題は重要

性も利用度もあまり高くない。

どのような指導アプローチを扱うかを、数の計算の指導、図形の指導、関数の指導という 3つの指導

場面において、それぞれ6つのアプローチ合計18のアプローチで聞いた結果をまとめると、表11の通り

である。関数の指導を例に取ると、数学内での、表、グラフ、式に関しては扱われているが、実世界や

具体例とのかかわりは多くはない。

算数・数学教育における教育観を、子どもができる、わかる、楽しむという 3つの大きな観点からと

らえ、それらに対して、どの程度期待しているか、どの程度実現できているかを尋ね、さらに3つの教

育観のうちから最も期待しているものを1つ選択するように求めた結果をまとめると、表12の通りであ

る。期待度はいずれも高いが、実現度では「楽しむ」がぐっと下がってしまう。最も期待しているのは、

学校段階とも、小学校では楽しむに対して、中学・高校では分かるである。

どのような授業形態を使うかを、 6つの授業形態のなかで聞いた結果をまとめると、表13の返りであ

る。中学校、高校では、例題説明一斉学習が多く、小学校では、話し合い一斉学習が多い。問題選択グ

Jレープ学習、主題発見個別学習、主題相談選択グループ学習はいずれの学年でも多くはない。

どのような指導展開を好ましいと考えるかということを、 6つの展開例から2つを順に選ぶことによっ

て聞いた結果をまとめると、表14の通りである。これらを見ると、数学内での活動である、共通な性質、

問題をつくるなどは好ましい割合が高いが、一方、社会や実世界とかかわった活動はあまり好まれてい

ない。さらに、これらを第1位として選んだ理由を約70%の教師が記述していたが、これらを分類した

結果をまとめると表25、表26の通りである。それらは、子どもが自主的に考えらえる、子どもが発見で

きる、子どもの関心・意欲・態度か高まる、子どもが多様に考えられる、数学を追求することができる、

実世界を扱っている、理解が深まる、学習課題・形態が工夫されている、教師のやり方に合っている、

の9項目に分類されている。

算数・数学のカリキュラムの構成原理を、数学、子ども、社会という 3つの大きな観点からとらえ、

それらに対してどのように考えているかを尋ね、さらに3つの原理のうちから最も重要と考えるものを

1つ選択するように求めた結果をまとめると、表15の通りである。どの学校段階でも、数学の系統性を

中心とするが一番多い。

算数・数学の授業やその目的をどのようにとらえているかということを、授業での配慮という点から

12項目について尋ねた結果をまとめると、表16の通りである。すべての学校段階で80%以上賛成の項目

を取り上げると、次の4項目だけである。分かりやすく説明する、子どもに考えさせる、算数・数学の

内容の分かりやすい例題から導入する、計算能力を身につけさせる。

算数・数学教育の基盤にあるのは、教師は、数学とは何と考えているのか、数学をどのように見てい

るのかという、教師の数学観である。純粋数学・応用数学、固定的・発展的などの観点を含めた30項目

について尋ねた結果をまとめると、表17の通りである。すべての学校段階で80%以上の教師が賛成して

いる項目は、次の4項目だけである。数学は論理的思考力を高める、数学は数学的問題解決能力を高め

る、数学は世界中のあらゆる所にいろいろな形で存在した、数学は知的好奇心を喚起する。

算数・数学の26の指導内容について、義務教育の内容としてどの程度重要であるかを尋ねた結果をま
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とめると、表18の通りである。これらの内容は綿羅的なものではなく、社会的文脈の内容がどのように

判断されるかということと、その内容がよく知られているということから選ばれている。すべての学校

段階で賛成が80%以上の項目を取り上げると、次の5項目である。小数の四則計算、分数の四則計算、

方程式、一般化をする、データから判断する。

算数・数学の10の指導内容の扱い方について尋ねた結果をまとめると、表19の通りである。すべての

学校段階で賛成が80%以上の項目を取り上げると、次の2項目である。問題を解いたり証明したりする

際には、図やグラフなどの視覚的な手段を積極的に使わせる、問題を作る際には、計算が面倒にならな

いように簡単な数値を使う。

教師の数学の経験については、表20のように「算数・数学で良い印象の授業を受けたことがある」と

しているのは、小学校で55児、中学校で6錦、高等学校で75置である。

今後の算数・数学教育で大切なこととして25項目について尋ねた結果をまとめると、表21の通りであ

る。すべての学校段階で賛成が80%以上の項目を取り上げると、次の8項目である。算数・数学の楽し

さを経験させること、算数・数学の基本的な内容を分からせること、数学的に考えることを重視す亙こ

と、子どもの活動を重視すること、個々の子どもの進歩が分かるような評価にすること、子どものよい

面を取り上げる評価にすること、子どもの自主性を育てること、落ちこぼれをつくらないこと、計算能

力を身につけさせること。

教師の自由記述を分類すると12項目に分類でき、それらの結果をまとめると表27の通りである。学習

内容に関する記述が圧倒的に多い。

(2)教師用調査の学校段階別の差

教師用調査の4肢選択肢への反応を、賛成・反対、肯定・否定、利用・非利用などで2つの回答にま

とめて、小学校・中学校・高等学校別に反応率を算出し、それをもとに小学校・中学校・高等学校のそ

れぞれの2学校段階別にカイ 2乗検定を行った結果をまとめたのが、表A-1-18である。カイ 2乗検定

は、 5%有意水準で行い、隣り合った学校段階で差がなしを棄却できるときに不等号を入れてある。

全体的に見て、多くの項目で、小中高校の学校段階に従って変化が見られる。以下に個々の項目別に

見ることにする。

授業形態についてまとめると表Alの還りであるが、一斉授業の割合が小中高校と上がるに従い増え

ており、一方、個別学習は小中高校と少なくなっていく。

教科書の扱い方についてまとめると表A2の通りであるが、教科書とその他の教材を合わせて使って

いるのは小中校の方が高校よりもやや多い。

専科についてまとめると表A3の通りであるが、中高校の方が圧倒的に多い。

算数・数学教育についての印象をまとめると表A4の通りであるが、自分が小中学生のときに問題が

多いとするのは小中高校と少なくなるが、現在については高校が多い。

教具の利用についてまとめると表A5の通りであるが、小中高校と上がるに従い教異は使わなくなる。

ただし、電卓だけは中学校が一番多い。

資料の利用についてまとめると表A6の通りであるが、算数・数学科の教科書、指導書・解説舎は小

中高校と上がるに従い少なくなり、一方、問題集・参考書は小中高校と上がるに従い増えている。

算数・数学の問題の重要性と利用度についてまとめると表A7の遥りであるが、純粋な算数・数学の

問題は重要性も利用度も中高校の方が高く、子どもか親しめる問題や現実的な問題では小学校の方が高
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指導アプローチについてまとめると表A8の通りであるが、数と計算では全般的に小学校が高く、図

形、関数では中学校が高い。

算数・数学教育における教育観についてまとめると表A9の通りであるが、楽しむようになるが小中

高校と上がるに従い下がっていく。実現度は高校はいずれも小中校よりも少ない。

授業形態についてまとめると表A10の通りであるが、例題説明一斉学習が小中高校と上がるに従い増

え、一方で、話し合い一斉学習、主題発見個別学習は小中高校と上がるに従い減っていく。

好ましい指導展開についてまとめると表Allの通りであるが、数学内での活動である、共通な性質を

探したり、数学的な関係を考えるのは高校の方が高く、一方、問題をつくるや課題を見いだすなど子ど

もの自発性にかかわる方は小学校の方カ清い。

算数・数学のカリキュラムの構成原理についてまとめると表A12の通りであるが、数学の系統性は小

中高校と上がるに従い重要と考えられ、一方、数学的活動や社会という函は低くなる。

算数・数学の授業やその目的についてまとめると表A13の通りであるが、子どもや日常生活という点

では、小中高校と上がるに従い配慮が少なくなる。

算数・数学教育における数学観についてまとめると表A14の通りであるが、数学の自由位や数学の発

展性については小中高校と上がるに従い賛成の割合が増えるが、みんなが楽しめるという側面は減って

いく。

算数・数学の内容の重要性についてまとめると表A15の通りであるが、日常生活にかかわる内容は小

学校の方が重要だとし、一方、数学の内容については高校の方が重要だとしている。

算数・数学の指導内容の扱い方についてまとめると表A16の通りであるが、電卓の利用は小中高校と

上がるに従い減っており、このことが中高校での簡単な数値を使ったり、平方根などをそのままにして

おくにつながっている。

教師の数学の経験についてまとめると表A17の通りであるが、中高校と上がるに従い数学に好意的で

ある。

算数・数学教育への期待についてまとめると表A18の還りであるが、子どもの立場に立つことやレク

レーション的な内容を増やすことは小中高校と上がるに従い大切だとすることは減り、一方で、論理性

や美しさという数学の本質にかかわること、入試にかかわることは小中高校と上がるに従い大切だが多

くなる。

(3)教師用調査の男女別の差

教師用調査の4肢選択肢への反応を、賛成・反対、肯定・否定、利用・非利用などで2つの回答にま

とめて、全体の男女別、小学校・中学校・高等学校毎に男女別に反応率を算出し、それらをもとに小中

高校のそれぞれでの男女別、男女の小中高校別にカイ 2乗検定を行った結果をまとめたのが、表Bl~

18である。カイ 2乗検定は、 5%有意水準で行い、男女または隣り合った学校段階で差がなしを棄却で

きるときに不等号を入れてある。

全体的に見て、同ーの項目で小中高校のすべての学校段階において男女差が見られる項目はない。 2

つの学校段階において男女差が見られる項目はあるがあまり多くはない。以下に個々の項目別に見るこ

とにする。

授業形態についてまとめると表Blの通りであるが、各学校段階の中では男女差はない。

教科書の扱い方についてまとめると表B2の通りであるが、小学校では、男性の方が章t科書とその他

の教材を合わせて使っているのが多い。
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算数・数学教育についての印象をまとめると表B4の通りであるが、小学校では、女性の方が現在問

題が多いとしている。

教具の利用についてまとめると表B5の通りであるが、パソコンはどの学校段階でも男性の方が多く

利用している。

資料の利用についてまとめると表B6の通りであるが、小学校では、男性の方がいろいろな資料を利

用しているが、中学校では女性の方がいろいろと利用している。

算数・数学の問題の重要性と利用度についてまとめると表B7の通りであるが、小学校では、男性の

方がいろいろな問題を利用しており、現実的な問題に関しては小中校では男性の方が利用している。

指導アプローチについてまとめると表B8の通りであるが、小学校では、関数で男性の方がすべての

アプローチを多く利用している。

算数・数学教育における教育観についてまとめると表B9の通りであるが、小中高校では、いずれも

男女差は見られない。

授業形態についてまとめると表B10の湿りであるが、小学校では男性の方が主題発見が多い。

好ましい指導展開についてまとめると表Bllの通りであるが、高校では女性の方カキ土会の話題をグル

ープで調べることが多い。

算数・数学のカリキュラムの構成原理についてまとめると表B12の通りであるが、高校では男性の方

が数学の系統性をより重要だとしている。

算数・数学の授業やその目的についてまとめると表B13の還りであるが、小学校では合理的な精神や

数学史など数学の本質にかかわることは男性の方が配慮している。

算数・数学教育における数学鏡についてまとめると表B14の通りであるが、小学校では男性の方が、

創造力、楽しさ、協力性について賛成している。

算数・数学の内容の重要性についてまとめると表B15の通りであるが、小学校では、投影図、透視図

については男性の方が重要だとし、中学校では、論理的な証明や合同条件などで女性の方が重要だとし

ている。

算数・数学の指導内容の扱い方についてまとめると表B16の返りであるが、小学校では、数学的に発

展させたり電車の利用は男性の方が多い。

教師の数学の経験についてまとめると表B17の通りであるが、小学校や高校では男性の方が数学の教

養書を多く読んでいる。

算数・数学教育への期待についてまとめると表B18の適りであるが、ほとんどの項目で男女差は見ら

れない。

(4)教師用調査の出身学科別の差

教師用調査の4肢選択肢への反応を、賛成・反対、肯定・否定、利用・非利用などで2つの回答にま

とめて、全体の出身学科別(数学専攻、数学教育専攻、教育学専攻)、小学校・中学校・高等学校毎に

出身学科別に反応率を算出し、それらをもとに小中高校のそれぞれでの出身学科別、出身学科別(数学

専攻と数学教育専攻だけ〕の小中高校別にカイ 2乗検定を行った結果をまとめたのが、表C1-18であ

る。カイ 2乗検定は、 5%有意水準で行い、出身学科及び隣り合った学校段階で差がなしを棄却できる

ときに不等号を入れてある。

全体的に見て、小学校での数学教育専攻と教育学専攻の差異が目立つが、その他ではあまり差がある

項目は多くはない。以下に個々の項目別に見ることにする。
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授業形態(表Cl)、教科書の扱い方〈表C2)、専科(表C3)、算数・数学教育についての印象

(表C4)では差は見られない。

教具の利用についてまとめると表C5の通りであるが、中学校では、数学教育出身の方が数学出身よ

りも模型や電車を利用している。

資料の利用についてまとめると表C6の通りであるが、小学校では、数学教育出身の方が数学関係の

資料に目を適している。

算数・数学の問題の重要性と利用度についてまとめると表C7の通りであるが、小学校では、数学教

育出身の方が純粋な算数・数学の問題について重要だと思っているが、その他は全く差異はない。

指導アプローチについてまとめると表C8の還りであるが、ほとんど差異はない

算数・数学教育における教育観についてまとめると表C9の通りであるが、小学校では、数学教育出

身の方が楽しさに重点をおいている。

授業形態についてまとめると表C10の通りであるが、高校では数学教育出身の方が生徒の進度に気を

使っている。

好ましい指導展開についてまとめると表Cllの通りであるが、全く差異はない。

算数・数学のカリキュラムの構成原理についてまとめると表C12の通りであるが、小学校では数学教

育出身の方が数学的活動を、教育出身の方が社会生活を霊要と考えている。

算数・数学の授業やその目的についてまとめると表C13の通りであるが、中高校では数学教育出身の

方が子どもや日常生活に配慮し、一方、小学校では数学教育出身は論理的な考え方や合理的な精神なと‘

数学の本質に配慮している。

算数・数学教育における数学観についてまとめると表C14の通りであるが、小学校では、数学教育出

身の方が数学を好意的にとらえている。数学は堅苦しいは、小学校では教育出身の方が多いが、高校で

は数学出身の方が多い。

算数・数学の内容の重要性についてまとめると表C15の通りであるが、小学校では、数学教育出身の

方が数学的内容について重要だとしている。

算数・数学の指導内容の扱い方についてまとめると表C16の還りであるが、小学校では、数学教育出

身の方が積極的に扱っている。

教師の数学の経験についてまとめると表C17の遜りであるが、小学校では、数学教育出身の方が数学

によい印象をもっている。

算数・数学教育への期待についてまとめると表C18の通りであるが、小学校では、教育出身の方は子

どもの立場に立ち、数学教育出身の方は数学の立場に立っている。中学校では、数学教育出身の方が数

学的な考え方や美しさなど現在強調されていることを重要だとしている。

(5)教師用調査の年齢別の差

教師用調査の4肢選択肢への反応を、賛成・反対、肯定・否定、利用・非利用などで2つの回答にま

とめて、全体の年齢別 (22歳以上、 35歳以上、 44歳上)、小学校・中学校・高等学校毎に年齢別に反応

率を算出し、それらをもとに小中高校のそれぞれでの年齢別、年齢lllJの小中高校別にカイ 2乗検定を行っ

た結果をまとめたのが、表C1-18である。カイ 2乗検定は、 5%有意水準で行い、隣り合った年齢段

階及び学校段階で差がなしを棄却できるときに不等号を入れてある。

全体的に見て、年齢による差異はあまり多くなく、しかも、同ーの項目で3つのすべての学校段階で

年齢の変化と関係がある項目はない。以下に個々の項目別に見ることにする。
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授業形態(表Dl)、教科書の扱い方(表D2)、専科(表D3)、算数・数学教育についての印象

(表D4)では差はあまり見られない。

教具の利用についてまとめると表D5の通りであるが、小学校では年齢が上がるに従い、ジオボード

を利用している。

資料の利用についてまとめると表D6の適りであるが、中高校では年齢が高い方が数学の教養書を読

んでいる。

算数・数学の問題の重要性と利用度についてまとめると表D7の返りであるが、小中高校とも遊びの

問題では、年齢が低いほど重要だとしている。

指導アプローチについてまとめると表D8の通りであるが、小学校では、関数で年齢か高いほどいろ

いろなアプローチを手リ周している。

算数・数学教育における教育観についてまとめると表D9の返りであるが、小学校では、子どもが分

かるようになるが、年齢が高いほど実現しているとしている。

授業形態についてまとめると表D10の適りであるが、差は見られない。

好ましい指導展開についてまとめると表Dl1の通りであるが、共通な性質を探すことが、小中高校と

も年齢か高いほど好ましいとする傾向にある。

算数・数学のカリキュラムの構成原理についてまとめると表D12の通りであるが、小学校では、数学

の系統性が年齢が高くなるに従い重要と考えられ、一方、社会という面は低くなる。

算数・数学の授業やその目的についてまとめると表D13の通りであるが、小中校において、論理的な

考え方や合理的な精神などが年齢が高い方が配慮している傾向がある。

算数・数学教育における数学説についてまとめると表D14の通りであるが、小中高校とも、年齢が高

いほど数学の理論や明快さなどに目を向け、年齢が低いほど子どもに目が向いている。

算数・数学の内容の重要性についてまとめると表D15の通りであるが、小中高校とも、日常生活に関

係ある内容は年齢が低いほど重要だとし、数学の内容については年齢が高い方が重要だとしている。

算数・数学の指導内容の扱い方についてまとめると表D16の返りであるが、小中高校とも年齢が高い

ほど、平方根などをそのままにしておくようである。

教師の数学の経験についてまとめると表D17の通りであるが、高校では、年齢が高いほど数学の教養

書を読んでいる。

算数・数学教育への期待についてまとめると表D18の通りであるが、子と、もの立場に立つことやレク

レーション的な内容を増やすことは年齢が低いほど大切ではあり、論理性や美しさなど数学の本質にか

かわることは年齢が高いほど大切だとしている。
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算数・数学科カリキュラムに関する教師用調査の因子分析

富竹徹

島根大学教育学部

要約

わが国の小中高校の教師約 1500名を対象に 1996年に実施された教師用調査の質問項目

のうち、教師の特性、算数・数学教育についての態度に関する項目ついて学校段階別に因

子分析を行った。その結果、小学校だけ歴史に関する因子がないこと、小中学校で「電卓

は大切で配慮しているJのに、高校では f電卓を使わせないj という因子になっているこ

と、小学校と高校で『数学はすべての人に必要で、実用的であるJという因子があるのに

対して、中学校では「数学は一部の人のものであり、実用的でないJという因子になって

いること、小学校、高校では「子供が分かり、できるのを期待しているJ因子があるに対

し、中学校では「子供が楽しむのを期待しているJという因子になっていることなどがわ

かった。

キーワード:質問紙調査、教師の態度、実際的な問題

1.悶子分析の目的

本分析の対象である教師用調査は、わが国の小中高校の教師約 1500名を対象に 1996年

に実鑑されたものであり、教師の特性、算数・数学教育についての態度、実際的な問題に

ついての態度に関して、計 195質問項目からなるものである。その調査の目的i士、第 1に、

算数・数学教師の考えやその実際についての実態を把握すること、第 2に、算数・数学教

育における実際的な問題の扱いを明らかにすること、第 3に、実際的な問題の扱いと影響

のある要因を明らかにすることであり、前 2者の目的に焦点を当てた分析はすでに報告さ

れている(長崎・瀬沼・富竹、 1996)。

本分析は、教師用調査の質問項目の因子構造を明らかにすることによって、多数の質問

項目を少数の因子によって説明し、質問項目を分類・整理することによって、質問項目の

性質を筒潔に記述することを目的としている。

2. 因子分析の方法

(1) 因子分析の対象とする質問項目

教師用調査の質問項目 i士、教師の特性に関するもの、算数・数学教育についての態度に

関するもの、実際的な問題についての態度に関するものという大きく 3つの種類からなり、

前 2者を説明変数、第 3番目を目的変数ととらえて構成されている。本分析の対象とした

質問項目は、目的変数と、説明変数の一部を除いた計 125質問項目であり、以下の送りで

ある。なお、【]内は質問番号、項目数である。

①教師の特性に関する質問項目

1)年齢・性別【1(2) (3):2項目 1 2)授業の形態・教科書の扱いじ(1)(2):2項目 1 3) 

数学経験 [16(1)~(7):7 項目】
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②算数・数学教育についての態度に関する質問項目

1)過去・現在の認識【3(1)(2):2項目] 2)子供への期待・達成度 [8(1)~ (3):6項目 1

3)カリキュラムの構成原理【11(1):3項目】 4)授業での配慮【12(1) ~ (12) :12項目 1

5)数学観 [13(1) ~ (30) :30項目] 6)内務の重要性【14(1)~ (26) :26項目] 7)文脈的

・数学的配慮【15(1) ~ (10)ー10項目] 8) 大切なこと [17(1)~(25):25 項目】

(2 )因子分析の手法

因子の抽出と、因子解の単純構造への回転i士、それぞれ最も多く用いられている主因子

法、パリマックス法によった。因子数については、相関行列の固有値の大きさをもとに何

通りかの因子数を候補とし、それぞれにおいて単純構造への回転を行い、比較的解釈のし

やすい解をもたらす因子数を採用した(渡部洋、 1988;渡部洋、 1992;田中 豊・脇

本和昌、 1983)。

3. 因子分析の結果と解釈

以下では、学校段階別に因子分析の結果と解釈を表の形で表すことにする。いずれの学

校段階も、相関行列の固有値が 2以上の場合の因子数を採用した。因子ごとにあげてある

質問項目は、その因子に対して最大の因子負荷量をもち、かっその値が 0.3以上であるも

のである。「他の因子番号Jとは、該当する質問項目がその番号の因子に対して 0.3以上

の負荷量をもつことを示している。

( 1 )小学校

因子 1:数学的内容が重要である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

円周角の定理が重要 1408 0.76 

合同条件が重要 1407 0.75 

=平方の定理が重要 1409 0.70 

不等式が重要 1405 0.68 

三角比が重要 1411 0.62 

分数の四則が重要 1402 0.58 

文字式の計算が重要 1403 0.58 

移動が重要 1406 0.58 

方程式が重要 1404 0.56 

科学的表記が重要 1415 0.54 

論理的証明が重要 1423 0.51 3， 11 

小数の四則が重要 1401 050 8 

投影図が重要 1410 050 6 

透視図が重要 1412 0.49 6 

公理的が重要 1425 0.46 2， 11 

po 
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モデル化が重要 1422 0.34 2 

因子 2 :発展・系統に配慮し、有用性が大切である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

考え方の発展が分かる配慮 1208 0.61 

歴史配慮 1212 0.60 

論理的考え方を育てる配慮 1209 0.59 

他教科での利用配慮 1211 0.50 

数学的に発展に配慮 1510 0.50 

合理的精神配慮 1210 0.48 

系統学習配慮 1206 0.47 

実伊jを挙げるに配慮 1509 0.45 

数学史を増やすが大切 1714 0.38 9 

コミュニケーションを強調が大切 1709 。司34

証明の重要性を強調が大切 1710 0.34 9 

男女 103 0.33 

小数に直すに配慮 1505 0.33 

年齢 102 -0.33 

数学は創造力高める 1303 0.32 

視覚的手段に配慮 1507 0.32 

社会的有用伎が分かる内容が大切 1711 0.31 10 

因子 3:数学は理論と応用に関係があり、美しく明快である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

数学は応用を学ぶと論理的に考えるカがつく 1307 0.62 

数学は応用を学ぶと理論の理解が深まる 1308 0.57 

数学は論理的思考高める 1301 0.47 

数学は理論を学ぶと応用力もつく 1306 0.47 

論理性を強調が大切 1706 0.46 9 

数学は美しい 1321 0.45 7 

数学は問題解決カ高める 1305 0.41 

数学l土明快 13n ~9 

美しさを強調が大切 1705 0.39 2， 4 

数学的に考えるが大切 1703 0.37 
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数学は知的好奇心喚起する 1304

数学は判断カ高める 1302

0.35 

0.31 

因子4:個々の子供に合った手だてが大切である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

子のよい函の評価が大切 1722 0.65 

興味に合わせるが大切 1719 0.51 

個々の進歩が分かる評価が大切 1721 0.51 

子の活動を重視が大切1-116 0.54 

楽しさの経験が大切 1102 0.52 

自主性の育成が大切 1101 0.41 

個々の進度に合わせるが大切 1118 0.41 

子が楽しむを期待 803hp 0.40 

よさが大切 1704 0.36 

因子 5 :数学はすべての人に必要で、実用的で楽しい。

質問内容・番号 図子負荷量 他の因子番号

数学は日常に必要 1312 0.62 

数学は優れた人が学べばよい 1315 -0.60 

数学は全人に必要 1318 0.54 1 

数学は実世界と切り離せない 1314 0.51 

数学は努力報われない 1329 -0.51 

妻女学は誰でも楽しさを味わえる 1330 0.50 

数学は実用的でない 1309 情。目46

数学は男子のが適している 1316 -0.45 11 

数学は社会で活用されている 1310 0.44 3 

数学は忍耐した者だけ楽しさを得る 1328 -0.40 

数学は堅苦しい 1320 ー0.36 7 

因子 6:実用的内容が重要である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

O
O
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暦が重要 1418 0.70 

方位が重要 1419 0.67 

電卓が重要 1420 0.57 

3桁区切りが重要 1416 0.52 

単利法が重要 1417 0.52 

トランプの確率が重要 1413 0.43 

データから判断が重要 1426 0.42 

近似的見方が重要 1421 0.39 11 

概算が重要 1414 0.34 

因子 7:数学の授業は好印象であった。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

数学に印象的なことない 1607 同0.69

いい話聞いた 1606 0.64 

よい授業を受けた 1601 0.61 

応用学んだ 1603 0.48 

授業は無味乾燥 1602 -0.47 

教養書読んだ 1605 0.42 

数学は自由 1322 0.38 

数学史学んだ 1604 0.38 

因子 8:計算が大切である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

計算能カが大切 1707 0.68 

計算能力配慮 1205 0.57 

基本的内容が大切 1708 0.53 

分かりやすく説明配慮 1201 0.33 

因子 9:社会に重要性を訴え、視覚的手段の手を借りない。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

社会に重要性訴えるが大切 1725 0.53 
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視覚的手段の手を借りないに配慮、 1508 0.45 

入試に通じるカが大切 1723 0.40 

質を下げないが大切 1717 0.38 

応用を増やすが大切 1715 0.35 

因子 10:子供は学習に問題があり、レクレーション、文化的内容が大切である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

子が分かるができている 802do -0.47 

レク~ーション的内容を増やすが大切1-713 0.40 

文化の相互理解できる内容が大切 1712 0.34 2，9 

現在問題点少ない・多い 302 -0.34 

子ができるができている 801do -0.34 

子が楽しむができている 803do -0.32 

因子 11 :一般化が重要である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

一般化が重要 1424 047 3 

因子 12 :電卓は大切であり、配慮している。

質問内察・番号 因子負荷量 他の因子番号

電車を積緩的に使わせるに配慮 1503 0.53 2 

電卓コンピュータの活用が大切 1720 0.44 4， 6 

電車未使用に配慮 1504 -0.36 

因子 13 :子供が分かり、できるのを期待している。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

子が分かるを期待 802hp 0.35 

興味関心のある問題配慮 1207 -0.34 2， 4 
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子ができるを期待 801hp

簡単な数値を使うに配慮 1502

0.32 

0.32 

B 

(2 )中学校

因子 1:一般化・論理性・モデル化が重要であり、数学は美しく、好奇心・問題解決

カを高める。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

一般化が重要 1424

論理的証明が重要 1423

0.65 

0.62 3 

論理的考え方を育てる配慮 1209 0.57 

公理的が重要 1425 0.57 

数学は論理的思考高める 1301 0.56 

モデル化が重要 1422

近似的見方が重要 1421

0.49 

0.46 4 

数学的に考えるが大切 1703 0.44 

数学は美しい 1321

論理性を強調が大切 1706

データから判断が霊要 1426

美しさを強調が大切 1705

数学は知的好奇心喚起する 1304

数学は問題解決カ高める 1305

子供に考えさせる配慮 1202

系統学習配慮 1206

合理的精神配慮 1210

。.41

0.41 

0.39 

0.38 

0.37 

0.37 

0.34 

0.34 

0.33 

nv 

ζ
J
'
A

今

L

6 

7 

7 

因子 2:個々の子供に合った手だて、電卓・レクレーション的内容が大切であり、子

供が楽しむことを期待している。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

興味に合わせるが大切 1719

子の活動を重視が大切 1716

子のよい函の評価が大切 1722

個々の進歩が分かる評価が大切 1721

楽しさの経験が大切 1702

0.65 

0.64 

0.62 

0.60 

0.57 
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自主性の育成が大切 1701 0.50 

個々の進度に合わせるが大切 1718 0.47 

電卓コンピュータの活用が大切 1720 0.46 12 

レクレーション的内容を増やすが大切 1713 0.43 

子が楽しむを期待 803hp 039 

興味関心のある問題配慮 1207 0.38 7 

よさが大切 1704 0.37 I 

数学活動カリキュラムがよい 1102 0.36 

社会的有用性が分かる内容が大切 1711 0.35 

数学は誰でも楽しさを味わえる 1330 0.33 -9 

数学は努力が報われる 1327 0.30 

因子 3 :数学的内容が重要である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

円周角の定理が重要 1408 0.72 

合同条件が重要 1407 070 

方程式が重要 1404 0.68 

文字式の計算が重要 1403 062 6 

=平方の定理が重要 1409 0.57 

不等式が重要 1405 0.55 

分数の四則が重要 1402 0.49 6 

証明の重要性を強調が大切 1710 0.47 1， 10 

移動が重要 1406 0.39 4 

図子 4 :実用的内容が重要である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

暦が重要 1418 0.72 

方イ立が重要 1419 0.70 

透視図が重要 1412 0.63 

単利法が重要 1417 0.60 

3桁区切りが重要 1416 0.55 

投影図が重要 1410 0.53 

概算が重要 1414 0.52 

=角比が重要 1411 0.42 3 

n
L
 

q
L
 



科学的表記が重要 1415 0.42 

トランプの確率が重要 1413 0.31 

文化の相互理解できる内容が大切 1712 0.34 

因子 5 :数学は日常・社会で必要であり、自由・明快である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

数学は日常に必要 1312 0.55 

数学は実世界と切り離せない 1314 0.54 

数学は社会で活用されている 1310 0.53 

数学は自由 1322 046 

数学は明快 1323 0.46 

数学は発展している 1319 0.43 7 

数学はあちこちに存在した 1326 0.40 

数学は全人に必要 1318 0.39 -9 

数学は創造カ高める 1303 0.32 

因子 6 :基本・計算が大切で、分かりやすいことを配慮している。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

基本的内容が大切 1708 0.55 

計算能力配慮 1205 0.49 

系統カリキュラムがよい 1101 0.44 

計算能力が大切 1707 0.42 

子ができるを期待 80lhp 0.38 

分かりやすく説明配慮 1201 0.38 

子が分かるを期待 802hp 0.37 

分かりやすい例題導入毘慮 1203 0.35 

視覚的手段に配慮 1507 0.34 1 

因子 7:数学史が大切で配慮している。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

歴史配慮 1212 065 

qo 
n
L
 



数学史を増やすが大切 1714 0.45 

考え方の発展が分かる配慮 1208 0.41 l 

他教科での利用配慮 1211 0.40 

教養書読んだ 1605 0.40 

数学史学んだ 1604 0.38 8 

年齢 102 -0.33 

コミュエケーションを強調が大切 1709 0.30 

因子 8:数学の授業は好印象であった。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号、

よい授業を受けた 1601 0.67 

いい話聞いた 1606 0.61 

数学に印象的なことない 1607 -0.57 

授業は無味乾燥 1602 同0.56

応用学んだ 1603 0.49 

因子 9:数学は一部の人のものであり、実用的でない。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

数学は優れた人が学べばよい 1315 0.55 

数学は個人学習に適す 1324 0.55 

数学は男子のが適している 1316 0.51 

数学は落ちこぼれを作りやすい 1317 0.51 

数学は努力報われない 1329 0.44 

数学は忍耐した者だけ楽しさを得る 1328 0.41 

数学は実用的でない 1309 0.39 -5 

数学は堅苦しい 1320 0.37 

因子 10:数学は理論と応用に関係がある。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

数学は理論を学ぶと応用カもつく 1306 0.54 

数学は応用を学ぶと論理的に考えるカがつく 1307 0.36 
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実際の数値を使うに記慮 1501

数学は判断力高める 1302

視覚的手段未使用に配慮 1508

落ちこぼれ作らないが大切 1724

因子 11:子供の達成度はよい。

0.34 

0.33 

0.32 

0.30 

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

子ができるができている 801do 0.48 

子が分かるができている 802do 0.47 

子が楽しむができている 803do 0.44 

因子 12:電車の使用に配慮しており、重要である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

電車を積極的に俊わせるに配慮 1503 0.57 

電卓未使用に配慮 1504

電卓が重要 1420

数学は記号のゲーム 1311

( 3 )高等学校

-0.53 

041 

・0.32

4 

因子 1:数学は理論と応用に関係があり、論理性・一般化が重要である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

数学は理論を学ぶと応用カもつく 1306 0.59 

数学は応用を学ぶと論理的に考えるカがつく 1307 0.58 

論理的証明が重要 1423 0.58 

公理的が重要 1425 0.56 -10 

数学は応用を学ぶと理論の理解が深まる 1308 0.52 

論理性を強調が大切 1706 0.52 

論理的考え方を育てる配慮、 1209 0.50 11 

証明の重要性を強調が大切 1710 0.48 2 

一般化が重要 1424 0.47 7，ー10

数学は論理的思考高める 1301 0.44 
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数学は判断力高める 1302 0.43 

数学的に発展に配慮 1510 0.43 6 

数学は創造カ高める 1303 0.41 3 

系統学習配慮 1206 0.40 

考え方の発展が分かる配慮 1208 0.39 

モデル化が重要 1422 0.37 7，4 

数学は知的好奇心喚起する 1304 0.36 

数学的に考えるが大切 1703 0.35 

合理的精神配慮 1210 0.34 

数学は問題解決カ高める 1305 0.34 

入試に通じるカが大切 1723 0.34 

三角比が重要 1411 0.32 2 

因子 2:数学的内容が重要である。

質問内容・番号 因子負荷量 {也の因子番号

方程式が重要 1404 0.72 

不等式が重要 1405 0.71 

文字式の計算が重要 1403 0.68 

円周角の定理が重要 1408 0.64 

合同条件が重要 1407 0.58 

分数の四則が重要 1402 0.56 12 

三平方の定還が重要 1409 0.54 

移動が重要 1406 0.52 

小数の四則が重要 1401 0.38 12 

質を下げないが大切 1717 0.30 

因子 3:個々の子供に合った手だて、子供の活動が大切であり、子供が楽しむことを

期待している。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

興味に合わせるが大切 1719

子のよい函の評価が大切 1722

個々の進歩が分かる評価が大切 1721

子の活動を重視が大切 1716

楽しさの経験が大切 1702

8
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レクレーション的内容を増やすが大切 1713 0.50 

個々の進度に合わせるが大切 1718 049 

子が楽しむを期待 803hp 0.41 11 

数学活動カリキュラムがよい 1102 0.40 

電卓コンピュータの活用が大切 1720 0.40 

落ちこぼれ作らないが大切 1724 0.39 

社会的有用性が分かる内容が大切 1711 0.37 4 

自主性の育成が大切 1701 0.35 

社会に重要性訴えるが大切 1725 0.35 

文化の相互理解できる内容が大切 1712 0.35 4 

因子 4 :実用的内容が重要である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

方位が重要 1419 0.68 

磨が重要 1418 0.67 

単利法とが重要 1417 0.56 

概算が重要 1414 0.51 

3桁区切りが重要 1416 0.51 

近似的見方が重要 1421 0.51 -8 

透視図が重要 1412 0.50 2 

科学的表記が重要 1415 0.49 

電卓が重要 1420 0.49 

データから判断が重要 1426 046 

トランプの確率が重要 1413 0.44 

投影図が重要 1410 0.43 2 

考え方カリキュラムがよい 1103 0.35 

因子 5 :数学は誰にでも必要であり、実用的である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

数学は優れた人が学べばよい 1315 -0.63 

数学は誰でも楽しさを味わえる 1330 0.57 

数学は全人に必要 1318 0.54 

数学は努力報われない 1329 -0.53 

数学は実用的でない 1309 -0.47 

弓
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数学は男子のが適している 1316 -0目45

数学は日常に必要 1312 0.42 

数学は落ちこぼれを作りやすい 1317 -0.40 

数学は社会で活用されている 1310 0.38 

数学は実世界と切り離せない 1314 0.35 

数学は努力が報われる 1327 0.35 s 
数学は堅苦しい 1320 -0.31 

因子 6:数学史を配慮し、大切であり、美しさ・よさが大切である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の殴子番号

歴史配慮 1212 0.57 

美しさを強調が大切 1705 0.53 

数学史を増やすが大切 1714 048 

よさが大切 1704 0.40 3 

他教科での利用配慮 1211 0.36 

数学は発展している 1319 0.36 

教養書読んだ 1605 0.33 

コミュニケーションを強調が大切 1709 0.31 

因子 7:数学は美しく、自由である。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

数学は美しい 1321 0.50 6 

数学は自由 1322 0.38 6 

簡単な数値を使うに配慮 1502 037 

数学は明快 1323 0.36 

視覚的手段に配慮 1507 0.35 

数学はあちこちに存在した 1326 0.34 

因子 8:電卓を使わせず、小数に直さないことに配慮している。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

電卓を積極的に使わせるに配慮 1503 ・0.39
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電卓未使用に配慮 1504

小数に直さないに配慮 1506

小数に直すに配慮 1505

5
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因子 9:数学の授業は好印象であった。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

よい授業を受けた 1601 0.58 

授業は無味乾燥 1602 ・0.56

数学に印象的なことない 1607 -054 

応用学んだ 1603 0.51 

いい話聞いた 1606

数学史学んだ 1604

0.44 

041 

6 

因子 10 :日常場面からの導入に配慮している。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

日常場面導入配慮 1204 0.55 

子供に考えさせる配慮 1202

興味関心のある問題配慮、 1207

0.40 

0.38 3 

実例を挙げるに記慮 1509 0.30 

因子 11 :子供が分かる・できるを期待している E

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号

子が分かるを期待 802hp 0.56 

子ができるを期待 80lhp 0.52 

子が分かるができている 802do 0.32 

因子 12 :計算が大切で、配慮している。

質問内容・番号 因子負荷量 他の因子番号
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計算能力が大切 1707 0.57 

計算能カ配慮 1205 0.51 

基本的内容が大切 1708 0.37 2 

4. 因子分析のまとめ

主因子法による因子の抽出と、パリマックス法による因子解の単純構造への回転を行い、

相関行列の国有値の中で 2より大きい固有値の数を因子数とした結果、小学校で 13因子、

中高等学校でそれぞれ 12因子が得られた。

小中高校ともに共通する因子l士、「数学的内容が重要であるJ、「実用的内容が重要であ

る』、「数学は理論と応用に関係があるj、「個々の子供に合った手だてが大切である』、「数

学の授業は好印象であった』、「計算が大切であるJの 6つであった。一方、学校段階に

よる違いをみると、次のようなことがあげられる。小学校だけ、「子供は学習に問題があ

り、レクレーション、文化的内容が大切であるJという因子があり、数学史に関する因子

がない。小中学校で「電卓は大切で配慮しているJのに、高校では「電車を使わせないJ

という因子になっている。小学校と高校で「数学はすべての人に必要で、実用的であるJ

という因子があるのに対して、中学校では「数学は一部の人のものであり、実用的でない』

という因子になっている。小学校、高校では f子供が分かり、できるのを期待しているJ

因子があるに対し、中学校では『子供が楽しむのを期待しているJという因子になってい

る。
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算数・数学教育に対する保護者の態度の研究

森園子

拓殖短期大学

長崎栄三

国立教育研究所

要約

瀬沼花子

国立教育研究所

平成8年(1996年)3月に，わが国の小学校・中学校・高等学校の教師及び，保護者を対象に『算数・

数学における社会的文脈の扱いJについての質問紙調査を行った。回答者は小・中・高校の教師約1500

名，保護者約1900名に及んだc 本稿は，特に，数学及び数学教育に対する小学校・中学校・高校の保護

者の意識を，社会的文脈の観点から分析し，探ったものである。その結果，保護者は，日常生活におけ

る数学の必要性を強く感じ，教育においては，従前の基本的な学力の充実とともに，楽しさを経験させ，

社会における有用性を知らせる教育が必要だとする意識が強いことが分かったD 理論指向，応用指向の

観点から言えば，理論指向よりも応用指向の傾向が強いが，理論指向もある程度，支持されているζ ま

た，各項目について男女差，年齢差，教師との差，地域差が見られるが，特に，数学の美しさについて

は，男女差と，中学校・高校における保護者と教師との意識差が大きいこと，さらに，入学試験に対す

る解決能力の重要性については学校段階による差，年齢差の大きいことが分かったー

[キーワード]質問紙調査，保護者の意識，社会的有用性，日常生活における必要性

1 研究の目的

算数・数学教育を考える上で，児童・生徒，数学，社会は必要不可欠な要因である。このうち社会と

いう要因はいろいろな形で調べることができるとその一つに保護者の意識がある2 保護者は，ある意味

では，数学教育への最大の影響力を持っているが，そのことを明確な形で見ることは難しいし，また，

調査されることも少ない。日本数学教育学会では， r算数興味調査」特別委員会(1980，1995)が2固に

わたり，保護者の意識を調査しているが，この調査では，保護者の算数科についての奥味・関心を調べ

ることを，主たる目的としている。保護者の数学教育観や数学観などを調査したもの，さらに，中学校

・高校保護者を対象とした，大規模な意識調査は見られないc

一方，わが国の算数・数学教育の特徴の 1っとして諸外国と比較して，生徒の数学の社会的有用性に

対する意識の低いことが指摘されている(国立教育研究所 1991)，この原因には，わが国の数学教育に対

する理論指向が考えられる (Shimada1979)とともに，その背景には，教師や保護者の意識があるのでは

いかと考えられる。尚，本稿で述べる理論指向とは，数学概念の基本的な理解を強調し，応用や実世界

の問題は，それらの概念、を具体的に示す実例としかみなさないものである。これに対するのは応用指向

であるが，それは数学の実際的な側面を強調するものであり，実世界の問題を，できるだけ数学化しよ

うと努力するものである。

以上のことを踏まえ，本研究においては，保護者の数学観や，数学教育に対する意識を，特に数学教

育と実社会との関わりや，有用性に関する観点から調査・分析するものである=

尚，教師の意識については，既に分析されており(長崎・瀬沼・富竹 1996)，その結果と保護者の意

識の比較も行うものとする。

2研究の方法

本研究は，質問紙による郵送調査によって行ったc
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2.1調査対象者の特定

対象となる保護者は，次の方法で特定した。わが国の小・中・高校各500校を『全国学校総覧1996年

版~ (文部省大臣官房調査統計企画課監修，原書房， 1995)から系統抽出法によって抽出し，抽出された各

学校の学校長を通して，その学校の保護者2名に調査を依頼して頂いた。但し，保護者の選択において

は原則として，並行して実施された前述の，教師用調査の対象となる教師が指導している学級の児童・

生徒の男女，それぞれの出席番号が 1番の保護者に選択して頂いた。このようにして選ばれた保護者の

集団を，以下では，主・保護者集団と呼ぶことにする。

さらに，保護者の意識を地域別・公私立別に捉えるため，都市化が進んだ地域，具体的には，都内の

私立中学校1校と東京近郊の公立中学校 1校を選び，両校の3学年の各2学級計6学級の生徒の保護者

に調査を依頼した。以下では，この集団を副・保護者集団と呼ぶことにする。

2.2質問紙の構造

質問紙は「年齢，性jjl]J (2項目)， r数学観jο0項目)， r算数・数学教育における過去・現在の認

識J(2項目)， r算数・数学教育観J(6項目)， r算数・数学教育で重要なことJ(6項目)の合計26項目の

質問項目から成っている。このうち，数学観及び，過去・現在の認識，算数・数学教育観(教師用では

算数・数学教育への期待)は，教師用調査と同一項目である。

これらの質問項目は，次の 3つのタイプに分けられる。第 1は，保護者の特性に関する質問項目で，

これには学校段階，年齢，性jjlj，及び，地域特性(主と副の比較の時のみ)がある。第2は，算数・数

学教育についての態度に関する質問項目で，これは，数学観，算数・数学教育観，過去・現在の認識で

ある。第3は，算数・数学教育における実際的な問題についての態度に関する質問項目で，算数・数学

教育で重要なことである。それぞれの質問項目の回答形式は，すべて選択肢形式であるが，最後に自由

記述欄を設けた。質問紙は本稿末に付したので参照されたい。

2.3分析方法

第 1に，主・保護者集団について，小・中・高・全体別に，それぞれの質問項目毎にその反応率を求

め，全体の傾向と学校段階による差異を分析する。第2に，主・保護者集団において，男女別，年齢別

の反応率を求めそれを分析する。第3に，主・保護者集団と高11・保護者集団について，地域別，公私別

の反応率を求め，それを分析する。第4に，主・保護者集団と教師集団について学校段階毎に保護者・

教師別の反応率を求め，それを分析するc

これらの分析においては，選択肢を肯定的，否定的等に大きくまとめ，それをもとに分析する。尚，

保護者の回答者数及び，その特性(表 1)において合計が100%に満たない場合があるが，それは，無

回答があるためである。 3.2以降の分析においては，無回答を始めから除いた。また，集団関の差を分

析する時には， χ2検定を， 5%有意水準で行った。さらに，実際的な問題に対する態度との関連要因を

見い出すために，実際的な問題と抽象的な問題に対する態度を目的変数とし，他を，説明変数とする重

回帰分析を行った。この偏回帰係数等の検定については， F検定を5%有意水準で行った。

尚，自由記述欄には，約 2苦手lの保護者が回答していたが，この分析は稿を改めて行うことにする。

3調査結果と考察

調査結果については，以下に述べる通りであるご
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3.1回答者数・性別及び年齢

質問紙は平成8年3月に発送され，その後，4~5 f1 にかけて返送されてきた。それらの結果をまと

めると，表 1の通りである。尚，表1には，教師の特性も参考までに挙げておく。

表1保護者の回答数及び，その特性(主・副保護者集団)
性別仇) 年 齢 sIJ (% 計

主学校段階 男性 女性 .25 25. 30. 35. 39. 44. 49- 56- 60- 名

小学校 28.1 70.3 0.4 1.2 10.8 33.5 39.4 12.9 1.4 0.2 。。 498 

信中学校 34.9 64.2 O. 7 0.0 o 2 15.2 51. 2 28.9 4.0 0.0 。。 447 

両校 36.6 62.6 1.4 0.8 0.4 4.3 33.1 46.9 12.4 0.6 0.2 508 

昌1都内私立中 14.9 84.6 1.5 0.0 2.1 17.4 36.9 34.4 7.7 0.0 。。 236 

伝近郊公立中 25.0 75.0 。。 0.0 。。 10.2 45.3 36.4 7.2 。。 o 4 195 

全体 30.0 68.8 0.8 0.5 3.2 16 7 40.9 31. 0 6.4 0.2 0.1 1曲4

主・保護者集団の有効回答数は，全国の小学校264校， 498名，中学校239校， 447名，高校283校， 508名，

合計786校， 1453名，副保護者集団は都内私立中学校236名，東京近郊の公立中学校195名，計431名であ

る。教師用調査の有効回答数は，小学校264校511名，中学校239校437名，高校283校547名，計786校， 14

95名であった。

回答した保護者を年齢別にみると，保護者は40代 (39~48歳)が最多であり，全体の72%を占める。

学校段階別に見ると，小学校では35~43歳が73%を占め，学校段階とともに年代は上がり，高校では39

~48歳が80%を占めている。また，回答した保護者の全体の約69%が女性で・あった。回答した女性の割

合を学校段階別に見ると，小学校が最も高く，約70%であり，学校段階が上がるとともにその割合が下

がり，高校では約63%であった。

3.2保護者の全体的な傾向

保護者の全体的な意識の傾向，学校段階別の差異について主・保護者集団をもとに分析するこ

3.2.1 数学観

数学観に関する結果は，表2の通りである。質問紙では，数学観に関する各項目について， 1本当に

そうです， 2だいたいそうです， 3あまりそうではありません， 4まったくそうではありません，の4

肢選択肢形式で聞いた。表2は，全体の肯定度(1と2の反応率の合計(%))の高い順に表したもので

ある。

表2 数学観(主・保護者集団)

項 固 :A 中 指3 全体

(1)数学は日常生活に必要である 81. 1 76目 573.0 76.9 

(2)数学はすべての人間にとって必要である 74.7 73.372.3 73.4 

(3)数学は社会で大いに活用されている 66.9 67.565.3 66.5 

(分数学は堅苦しい 52.0 52.055.8 53.4 

(5)数学は記号のゲームである 52. 6 48. 0 55. 8 52.3 

(6)数学は美しい 47.3 46. 0 46.6 46. 7 

(7)数学は議でも楽しさを味わえる 49. 3 45. 9 38. 9 44.6 

(8)数学は実用的ではない 25.6 28.931.7 28.8 

(9)数学は男子の方が学ぶのに適している 15.3 21.820.8 19.2 

(10)数学はいくら努力しても報われない 10.3 13.011.5 11. 6 

保護者の約77%が，数学は日常生活に必要で，かつ，すべての人にとって必要である(73%)としている

ことが分かる。また， 67%の保護者が「社会で大いに活用されている」と考えている。しかしまた，保
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護者は，数学は堅苦しく (53%)，記号のゲ ム(52%)であるという印象を持っていることも分かる。加え

て，実用的ではない，が29%あることも注目される。

学校段階別に意識の差異を見ると， χ2検定 (5%有意水準)で有意差が認められた項目は，小中で(9)，

中高で(5)(7)，小高で、は(1)(7)(8)(9)である。特に差異が表れるのは， r数学は誰でも楽しさを味わえるj

(7)に対してであるー小学校の保護者49%が，肯定的に認識しているのに対して，中学校では.46%，高等

学校では39%に減少している。すなわち，高校の保護者のおよそ60%が，数学は誰もが楽しめるわけで

はないと感じている， 3.6で触れるように，この項目においては教師も，小学校72%から，高校67%に減

少しているー学校段階が上がるに従って，教師も保護者も，数学は誰もが楽しめるわけではないと感じ

てしまうのである=

また，数学は男子の方が学ぶのに適しているという意識は，小学校(15%)より高等学校(21%)の方が強

まっているこまた，数学は日常生活に必要であるという項目では，小学校81%に対して，高校は73%と

減少し，数学は実用的ではないという項目に対しても，小学校26%に対して高校32%と増加している。

これらの意識には，学習する内容が影響を及lまじているように思われる。

3.2.2 算数・数学教育観

算数・数学教育観について， 3.2.1と同様に4技選択肢形式によって聞いた結果の肯定度(%)をまとめ，

全体の肯定度の高い順に表すと，表3の通りである。

表3 算数・数学教育観(主・保護者集団〕

項 目 :B 中高 全体

(1)算数・数学の基本的な内容を分からせること 96.897.8 97.8 97.4 
(2)算数・数学の楽しさを経験させること 96.694.4 95.3 95.4 
(3)計算能力を身に付けさせること 93.596.0 94.5 94.6 
(4)算数数学が社会で役立つことを知らせること 92.2 91.4 91. 3 91.6 I 
(5)子どもの虫主性を育てること 83.580.3 81.5 81. 8 I 

(日)入学試験に通じる問題解決能力を身に付けさせること 60.971.3 61.9 64.5 

一見して感じられるのは，各項目に対する肯定度が非常に高く， (1)(2)(3)(4)について肯定度が90%を

越えることである。保護者は，まず，基本的な内容を分からせる，計算力を身に付けるといった従来の

基礎学力の習得を挙げ，情意面においては，楽しさを経験させることの重要性を挙げている。

特に，注目すべきことは，社会で役立つことを知らせることに対して，その重要性を保護者の92

%が感じていることである。その一方で，現実的な必要性からか，保護者には入試に対する要望もあり，

入学試験に通じる問題解決能力を身に付けさせるでは，保護者の65%がその大切さを感じている。

小・中・高校の学校段階別による差異は，あまり見られないが， r入学試験に対する問題解決能力を

身に付けさせるJという項目において， χ2検定 (5%の有意水準)で有意差が認められ，中学校の保護

者(71%)は，小学校(61%)・高等学校の保護者(62%)を大きく上回っている。これは，入試を初めて経験

する学校段階が，中学校だということに依存していると思われる。このことからも，入学試験に適応す

る学力の習得は，保護者にとって，やはり大きな要素になっていることが分かるコ

3.2.3 算数・数学教育の過去・現在の認識

わが国の算数・数学教育の過去と現在の認識を聞いた結果は，表4の通りである。
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表4 算数・数学教育の過去・現在の認識{主・保護者集団〕

項 目 :C 中 両校 全体

(1)自分が小中学生のとき問題点は 少なかった 68.0 74.5 73.2 71.8 

多かった 32.0 25.526.8 28.2 

(2)現在問題点は 少ない 37.2 41.340.2 39.5 

多い 62.8 58.759.8 60.5 

数学教育において過去は問題が少なかった，が72%ある。一方，現在は問題が多いと60%の保護者

が回答している。現在の算数・数学教育について何らかの問題意識を保護者が抱いているようすが感じ

られるが，この過告と現在の問題意識の開きが大きいことは，注目に値する。

学校段階聞の差異は，見られない包

3.2.4 算数・数学教育で重要なこと

「算数・数学教育で重要なこと」に関する項目について， 1とても重要である， 2比較的重要である，

3あまり重要でない， 4まったく重要でない，の4肢選択形式によって聞いた結果について，全体の重

要度(1，2の反応率の合計(%))の高い順に表すと，表5の通りである。

表5 算数・数学教育で重要なこと(主・保護者集団)

項 自 :D 中 高 全体

(1)社会で使えるような算数・数学的な考え方を身に付ける 96.8 96.295.7 96.2 

。)計算問題が解けること 94.7 95.594.5 94.9 

(3)算数・数学を使って，実際的な問題が解けるようになる 94. 1 93. 2 90. 9 92. 7 

(のみんなと同じ程度の算数・数学の学力を身に付けること 87. 5 89. 5 86. 7 87.8 

(5)入学試験の算数ー数学の問題が解けるようになること 66.3 77.367.4 70.1 

(6)図形の証明問題が解けるようになること 62.5 59.662.3 61. 2 

保護者は，重要なこととして，社会で使えるような算数・数学的な考え方を身に付ける(96%)，実際

の問題が解ける(93%)，と共に計算カの習熟(95%)を挙げているー図形の証明問題が解けることに関して

は，重要度はやや低くなるが，約61%あり，意外に高い割合となっているD

学校段階聞の差異は， (5)の入学試験に関する項目にのみ見られる。すなわち，中学生の保護者の77%

が入学試験の算数・数学の問題が解けるようになることが重要だと考えているが，これは小学校66%，

高校67%を大きく上回っている。

また，上の(1)~(6)の中で特に重要なものとして保護者は以下の項目を挙げている=

第 1位 (1)社会で使えるような数学的な考え方を身に付ける(53%)(2)計算問題が解ける(19%)

第 2位 (3)実際的な問題が解ける(29%) (1)社会で使えるような数学的な考え方を身に付ける (27%)

このことからも，保護者は，応用指向の典型例である実際的な問題の解決を重要なこととして，支持

していることが分かる。一方，理論指向としての図形の証明も，ある程度，支持されている。

3.3 保護者の意識の男女差

各項目に対する主・保護者集団の男女jjlJの反応率を3.2.1と同様にして求め，その差について5%有意

水準でχ2検定を行った。その結果を示すと，表6の通りである。男女差で有意差が認められた項目に

ついては， >，くを記入したp
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表6 保護者の意識の男女差(主・保護者集団)

項 目 男性女性

|数学級 :A

(1)数学は日常生活に必要である 79.5 75.6 

(2)数学はすべての人間にとって必要である 75.2 72.7 

(3)数学は社会で大いに活用されている 75.3> 62. 3 1 

(4)数学は堅苦しい 53.6 53.3 

(5)数学は記号のゲムである 45.3> 55.9 

(6)数学は美しい 54.3< 43.0 

(7)数学は誰でも楽しさを味わえる 46.2 43.6 

(8)数学は実用的ではない 24.7< 30.4 

。)数学は男子の方が学ぶのに適している 21.7 17.6 

(10)数学はいくら努力しても報われない 10.2 12.2 

算数・数学教育観・ B

1(1)算数・数学の基本的な内容を分からせること 97.9 97.4 

(2)算数・数学の楽しさを経験させること 93.8< 96. 4 

(3)計算能力を身に付けさせること 92.5< 95.7 

(4)算数・数学が社会で役立つことを知らせること 91.991.5 

(5)子どもの自主性を育てること 80.4 82.6 

(6)入学試験に通じる問題解決能力を身に付けること 57.0< 67.9 

算数・数学教育の過去・現在の認紋・ C

(1)自分が小中学生のとき問題点は 少なかった 68.9 73.2 

多かった 31.1 26.8 

。)現在問題点は 少ない 40.8 38.8 

多い 59.2 61.2 

算数・数学教育で重要なことがら :D

(1)社会で使えるような算数・数学的な考え方を身に付けること 93.8< 97.6 

(2)計算問題が解けるようになること 93.8 95.5 

(3)算数・数学を使って，実際的な問題が解けるようになること 91. 1 93.6 

(4)みんなと悶じ程度の算数・数学の学力を身に付けること 83.8< 90.0 

(5)入学試験の算数・数学の問題が解けるようになること 63.0< 73. 6 

(6)図形の証明問題が解けるようになること 65.5 58.9 

学校段階別差異に較べ，男女の差異は至る所で顕著に表れている。まず，数学観では，男性は女性に

較べ，数学は社会で大いに活用され，数学は美しいと強く感じているのに対して，女性は男性より，数

学は実用的ではなく，数学は記号のゲームであると感じていることが分かる。

また，算数・数学教育観及び，数学教育で重要なことでは，女性は男性より，入学試験に通じる解決

能力や，みんなと同じ程度の学カをまず挙げ，さらに，社会で使える数学的な考え方の育成を強く感じ

ている。一方，男性は，図形の証明問題を解くことの重要性を強く感じていることが分かるc

これらの中で，特に大きく差異が表れるのは，数学は，社会でおおいに活用されている(男性75%，

女性62%) といった，数学の有用性に関する数学観であり，さらにはまた，入学試験問題が解ける(男

性63%，女性74%)といった現実的な側面，及び，数学は美しして男性54%，女性43%)といった感覚的な

側面であることが明らかになった。
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3.4保護者の意識の年齢差

保護者の年齢については，表1の年齢による人数の分布をもとに，おおむね人数が3等分されるよう

に，保護者を38歳までの年代と， 39~43歳までの年代及び， 44歳以降の年代という 3段階に分けた。各

段階における，それぞれの項目に対する主・保護者集団の年齢別の反応率を3.2.1と同様にして求め，

その差異について5%有意水準でχ2検定を行った。その結果，年齢別で有意差が認められた項目を示す

と，表7の通りである。

表7 保護者の意識の年齢差(主・保護者集団)

項 目 -38 39-43 44-

数学観 :A
(1)数学は日常生活に必要である 81.575.4 75.4 

(2)数学はすべての人閥にとって必要である 73.4 74.7 72.0 

(3)数学は社会で大いに活用されている 65.3 61. 9 72.5 

(4)数学は堅苦しい 50. 4 53. 7 54. 8 

(5)数学l土記号のゲームである 56. 4 52. 3 49. 7 

(6)数学は美しい 43.744.0 51.6 

(7)数学は誰でも楽しさを味わえる 49.743.5 42.6 

(8)数学lま実用的ではない 31. 1 27.0 29.2 

(9)数学は男子の方が学ぶのに適している 19.2 16.3 22.5 

(10)数学はいくら努力しても報われない 10. 8 13. 1 10.4 

算数・数学教育観 :B

(1)算数・数学の基本的な内容を分からせること 97.397.3 97.7 

(2)算数・数学の楽しさを経験させること 97.693.9 95.8 

(3)計算能力を身に付けさせること 95. 2 95. 4 93. 3 

(4)算数・数学が社会で役立つことを知らせること 92. 3 92. 5 90. 2 

(5)子どもの自主性を育てること 84.480.3 81.9 

(6)入学試験に通じる問題解決能力を身に付けること 70.4 64. 5 60.7 

項目 C:項目Dにおける意識の年齢差は無い。年齢別で差がある項目を挙げると， 38歳以下と 39~43

歳では数学観の(1)と算数・数学教育観の(2)であり， 38歳以下と44歳以降とでは，数学観の(1)(3)(6)(7)と

算数・数学教育観の(2)であるc また， 39~43歳と 44歳以降とでは，数学観の(3)(6)(9)である z

これらのことから， 44歳以降の年代は，それ以下の年代より，数学は社会で大いに活用され，数学は

美しい，男子の方が学ぶのに適しているという数学観を強く持っていることが分かるc 一方， 43歳より

若い年代の保護者は， 44歳以降の年代より，入学試験に通じる学力を大切だとしていることが分かる。

これは，表 1より分かるように， 44歳以降の年代には高校生の保護者が多く， 43歳以前の年代には，小

・中学生の保護者が比較的多いことの反映と考えられる。

3.5 中学生の保護者の地域差・公私差

各項目に対する，主・保護者集団の中学校集団と副・保護者集団の反応率を3.2.1のようにしてまと

め，その差について5%有意水準でど検定を行ったs その結果を表すと表8の通りであるc

n' 
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表B 保護者の意識の地域差・公私差(主副・保護者集団〕

項 目 |主保近郊公立都内私立

数学観 :A

(1)数学は日常生活に必要である 76.5 70.6 70.3 

(2)数学はすべての人閥にとって必要である 73.3 67.5 66.1 

(3)数学は社会で大いに活用されている 67 5 5'1 4 58.5 

(の数学は堅苦しい 52.0 56.4 48.3 

(5)数学は記号のゲームである 48.0 57.5 50.8 

(6)数学は美しい 46.0 38.2 58.0 

(7)数学は誰でも楽しさを味わえる 45.9 46.1 47.9 I 
(8)数学は実用的ではない 28. 9 36. 1 36. 9 

(9)欽学は男子の方が学ぶのに適している 21.8 17.6 22.9 

(10)数学はいくら努力しても報われない 13.0 12.9 9.3 

算数・数学教育観 B 

(1)算数・欽学の基本的な内容を分からせること 97.8 95.3 96.6 

(2)算数・数学の楽しさを経験させること 94.4 93.7 95.3 

(3)計算能力を身に付けること 96.0 94.7 92.4 

(4)算数・数学が社会で役立つことを知らせること 91.4 90.4 90.2 

(5)子どもの自主性を育てること 80.381.780.5 

(6)入学試験に通じる問題解決能力を身に付けさせること 71.3 67.4 57.9 

算数・数学教育の過去・現状の認識: C 

(1)自分が小・中学生のとき問題点が少なかった 74.4 66.1 75.6 

(2)現在問題点は 少ない 41.3 34.9 44.1 

算数・数学教育で重要なこと :D
(1)社会で使えるような算数・数学的な考え方を身に付けること 96. 2 96. 9 95. 3 

(2)計算問題が解けること 95. 5 95.4 94. 1 

(3)算数・数学を使って，実際的な問題が解けるようになること 93.2 91.2 90.3 

(のみんなと同じ程度の学力を身につけること 89.5 85.5 87.7 

(5)入学試験の算数・数学の問題が解けるようになること 77. 3 69.8 57.2 

(6)図形の証明問題が解けるようになること 59.6 58. 1 63. 3 

このうち，地域差・公私差で有意差が認められた項目を示すと，数学観の(2)(3)(5)(6)(8)，算数・数

学教育観の(3)(6)，過去・現状の認識(1)，算数・数学教育で重要なことの切である。

主・保護者の中校集団と都内公立問で差がある項目は，数学観の(2)(5)，過去・現状の認識の(1)，重

要なことの(5)であり，主・保護者集団と都内私立問で差がある項目は，数学観の(2)(3)(6)(8)，算数・数

学教育観の(3)(6)，重要なことの(5)である。さらに，近郊公立と都内私立校間で差がある項目は，数学

観の(6)，過去・現状の認識の(1)，算数・数学教育観の(6)，重要なことの(5)である。

内容的にみると「数学は美しいj に対して，都内私立校(58%)と近郊公立校(38%)の 2校聞で，大きな

差異が見られる。また， r数学は社会で大いに活用されているJに対しては，これら 2つの中学校(平

均56%)より，全国の公立中学校(68%)の方が，肯定的であることが分かる。また，世界的な標語の一つ

である"Ma血ematicsfor AlI" ，すなわち「数学はすべての人聞にとって必要であるJについて，全国の

公立校の方が，その必要性を強く感じていることも分かる。

地域差・公私差で，最も差異が大きく表れるのは， r入学試験の問題が解けるようになることJであ

る。これは私立校より，全国の公立校の方が大きく上回っている 3 受験を既に終えた私立中学校と，こ

。。
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れから，受験する公立中学校の意識の差異であると推察される。

3.6 保護者と教師の意識の差異

保護者集団と教師集団の各項目に対する反応率を3.2.1 のようにして求め，各学校段階間で，その差

について5%有意水準でχ2検定を行ったc その結果，いずれかの学校段階で保護者，教師間で有意差が

認められた項目(>，くを記入)を示すと，表9の通りである。但し， B(4)は，教師質問紙では， r数
学の社会的な有用性が分かる内容を増やすこと」となっている。

表9 保護者(主・保護者集団)と教師の意識の差

項 目 小学校 中学校 高校 全体
数学観 :A 保護者 教師 保護者教師 保護者 教師 樺護者数師
(1)数学l土日常生活に必要である 81 1 80.5 76.5> 69 4 73.0> 64.0 76.9> 71. 2 

(2)数学はすべての人間にとって必要である 74. 7 73.4 733 78 9 723 72.9 73.4 74.7 

(3)数学i土社会で大いに活用されている 66.9 66.2 67.5 72.4 65.3< 72.7 66.5< 70. 4. 

(4)数学は堅苦しい 520> 42.8 52 0> 42 2 55.8> 41.-1 53 4> 42. 1 

(5)数学は記号のゲームである 52.6> 28 1 48.0> 30.3 55.8> 27 9 52 3> 28. 7 

(6)数学は美しい 47.3 45.5 46.0< 80.6 46 6< 82. 0 46.7< 69. 3 

(7)欽学は誰でも楽しさを味わえる 49.3< 72.1 45.9< 74.4 38 9< 66. 5 44.6< 70. 7 

(8)数学は実用的ではない 25 6 26.9 289 26 4 31. 7 29.2 28.8 27.6 

((91)0数)数学学はは男し子の方が学ぶのに適している 15.3> 4. 0 21. 8> 10.2 20.8> 15. 1 192> 9.9 

、くら努力しても報われない 10.3 7.6 13 0> 7.9 11. 5 8.8 11 6> 7.9 

算数・数学教育観 :B
(1)算数・数学の基本的な内容を分からせること 96.8 96.8 97.8 95.6 97.8> 93. 7 97‘4> 95. 3 

(2)算数・数学の楽しさを経験させること 966< 99.4 94.4 97.0 95.6 96.3 95.4< 97.6 

(3)計算能力を身に付けさせること 93.5 90.3 96.0> 90.1 9-1.5> 86. 3 94.6> 88. 8 

(4)算数・数学が社会で役立つ事を知らせること 92.2> 80.7 91.4> 77.2 91.3> 74. 2 91. 6> 77.3 

(5)子どもの自主性を育てること 83.5< 95.8 80.3< 91. 0 81.5< 90.1 81. 8< 92. 3 

(6)入学試験に通じる問題解決能力を身に付けること 60.9> 38.7 71. 3> 61. 4 61. 9< 68. 1 64‘5> 56. 2 

算数・数学の過去・現状の認識 :C

(1)自分が小・中学校のとき問題点が少なかった
〉 587r6671山田 4Y18691

(2)現在，問題点が少ない 37 2> 27 9 141. 3> 32.0 I 40.2> 18.5 I 39.5> 25目 6

総じて，教師と保護者の意識のずれが，殆どの項目で見られることが分かる。

数学観で双方の意識の差異が強く表れるのは，数学の美しいと感じている保護者が47%に対して，教

師は69%も占めていることである。小・中・高等学校別に見ると，小学校においては保護者47%，教師

46%で，さほどの差異は見られないc ところが，中学校においては，保護者46%に対して，教師は80%

を越えてしまう。この数値は高等学校においても引き継がれていく。数学のもつ美しさは，中・高校の

教師が強く感じているといえる。

また，数学は誰でも楽しさを味わえるという項目に対して，小・中・高を通じて，教師の71%が味わ

えるとしているのに対して，保護者は45%と否定的である。数学は記号のゲームであるという項目に対

しでも，保護者(52%)と教師(29%)の意識には大きな差異が見られる。

算数・数学教育観おいては， B(2)と B(5)の2項目つまり，楽しさ，自主性といいう態度の育成につい

て教師は保護者より大切であると考えている。また， B(4)の社会で役立つことを知らせることを教師77

%が肯定しているのに対して，保護者は91%と大きく上回っていることは，注目に値する。さらに，

f入学試験に対する問題解決能力を身に付けさせるJにおいて，中学校の保護者(71%)は小学校・高等

学校の保護者(61%)を大きく上回っている包教師においても，中学校の教師(61%)は，小学校の38%を

大幅に上回り，教師のこの意識は高等学校の68%と引き継がれていることが分かるc
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わが国の算数・数学教育の過去と現状の認識については，現状について，保護者よりも教師の方が，

さらに，小・中・高校の学校段階別に見れば，高等学校の教師が，問題意識を強く感じていることが分

かる。

3.7 保護者の意識の関係

算数・数学教育の過去・現在の認識における問題意識(項目:C) と算数・数学観(項目:A)及び，

算数・数学教育観(項目:B)のいくつかの項目間との相関を取った結果は，表10の通りである。表10

では，相関を取る項目の範囲を少し広げ，他項目の相互間でも相関関係を取って示した。

表10保護者の意識の関係(主・保護者集団)

C1自分が小・中のとき問題点が少なかった

C2現在，問題点は少ない

01計算問題が解けるようーになる

02図形の言正明問題が解けるようになる

03算数・数学を使って実際的な問題が解けるようになる

06社会で使えるような算数・数学的な考え方を身につける

C1 C2 D1 D2 D3 D6 

年齢 -0.03 0.03 0.03 -005 0.06 0.02 

性別 -0.04 002 ー0.06 0.08 -0.03 0.05 

A1数学は日常生活に必要である。 ー0.02 0.12申 0.2 本 0.25 キ 0.28 牢 0.19 * 
A2数学はすべての人聞にとって必要である 。 0.08牢 0.26 * 0.25ヰ 0.26 寧 0.2 * 
A3数学は社会で大いに活用されている 0.02 0.11 * 0.17キ 0.3 平 0.27キ 0.21 キ

A4数学は堅苦しい -0.16 * 回日 16* -0.01 由 0.19* -0.11 -0.04 

A5数学は記号のゲームである -0.02 -0.03 0.03 。 目。 01 。
A6数学は美しい 0.09 • 0.1 キ 。 0.23 キ 0.12 本 0.04 

A7数学は誰でも楽しさを味わえる 0.1 • 0.12キ 0.09 本 0.22 本 0.21 0.14 牢

A8数学は実用的ではない 目0.04 -0.14串 -0.13キ -0.23 キ -0.2 本 -0.15キ

A9数学は男子のほうが学ぶのに適している -0.03 -0.03 ー0.03 日 0.07* -0.08 -0.12 • 

AI0数学はいくら努力しても報われない -0.11 * -0.13キ -0.1 本 -0.18 • -0.16 -0.16 本

B1算数・数学の基本的な能力を身に付けさせる 。 -0.01 0.22 * 0.23 牢 0.25 牢 0.24 * 
B2算数・数学の楽しさを経験させる v と 。 -0.07 0.07キ 0.16 辛 0.26 平 0.28 キ

B3計算能力を身に付けさせること 0.06キ 0.06本 0.5 • 0.13 牢 0.15 • 0.17 * 
B4算数・数学が社会で役立つことを知らせる 一0.02 。 o 15 事 0.14 申 0.36 • 0.4 寄与

B5子どもの自主性を育てること -0.04 -0.04 0.07 0.15 牢 0.2 * 0.21 キ

B6入学試験に通じる問題解決能力を身に付けさせる 0.1 * 0.11キ 。.32キ 0.23 • 0.13 本 0.05 牢

*は1%の有意水準で t検定を行った結果，有意な相関を示す。

まず，現在の算数・数学教育の問題点の要因を，保護者が，どのように意識しているかを見てみよう。

表10から，項目 C2の，現在問題点は少ない，と各項目聞の相関を見ると，数学は堅苦しい，数学は実

用的ではない，そして，いくら努力しでも報われるわけではない，という数学観と負の相関があること

が分かる。現在の算数・数学教育の問題点はこのような意識で捉えられているのである。このことは，

さらに，算数・数学楽しさを経験させることといった数学教育観に，負の相関として，関連しているこ

とが分かる。

さらに，相関係数を他項聞で、も取ってみた結果からは，次のことが言える。殆どの項目が有意である

が，特に相関係数の高い項目を見ると，項目 D1:の計算問題が解けるようになることは，まず，入学

試験に通じる問題解決能力を付けさせること，基本的な能カを身に付けさせること，すべての人間にと

って必要であることに相関があり，さらに，数学が社会で大いに活用され，社会で役立つことを知らせ

るといった項目に相関をもっていることが分かる。
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理論指向の代表とも言える，図形の証明問題に関する項目について見てみよう。項目 D2:の図形の

証明問題が解けるようになることと，各項目聞の相関は，項目 Dl:の計算問題が解けるようになるこ

とと，同様な項目に相関が見られるが，特に，社会で大いに活用されているという数学観に相関が強い。

また，数学は堅苦しい，数学はいくら努力しでも報われないという数学観に相関がある一方で，だれで

も楽しさを味わうことができることとも正の相闘があることは，この項目の独特の特性であるように恩

われる。

項目 D3:算数・数学を使って実際的な問題が解けるようになることは，項目 B4:算数・数学が社会

で役立つことを知らせることと強い相関がある一方，項目 AIO いくら努力しでも報われないこととも

相関がある。項目 D6:社会で使えるような算数・数学的な考え方を身に付けさせることは， B2・算数

・数学の楽しさを経験させることと相関がある。

さらに，実際的な問題に関する態度との関連要因を見い出すために，抽象的な問題(図形の証明問題，

表11の D6)と，実際的な問題(表11の D3)とに対する態度を目的変数として，数学観(表11の Al-AIO) 

及び，重要なこと(表11の Bl-B6) の項目を説明変数とする重回帰分析を行った。結果は表11の通り

である。

表11抽象的な問題と実際的な問題に関する保護者の意識の関係(主・保護者集団)
図形の証明問題 D6 実際的な問題 D3

偏回帰係数 標準偏回帰 偏回帰係数 標準偏回帰
係数 係数

Al数学は日常生活に必要である。 0.0608 キ 0.0584 0.0117 0.0148 

A2数学はすべての人間にとって必要である 0.0719 * 0.0747 0.0252 0.0345 

A3数学は社会で大いに活用されている 0.1444 本 o 1555 0.0486 * 0.0688 
A4数学は堅苦しい ー0.0714 * ー0.0751 0.0322 0.0445 

A5数学は記号のゲームである -0.0144 -0.0161 5.209E-03 7.630E-03 

A6数学は美しい 0.0860 * 0.0969 -0.0422 キ -0.0625 

A7数学は誰でも楽しさを味わえる 0.0339 Q.0357 0.0325 * 0.0453 
A8数学は実用的ではない -0.0417 * -0.0435 -9. 452E-03 ー0.0130
A9数学は男子のほうが学ぶのに適している -0.0197 -0.0204 -0.0461 キ ー0.0628
AIO数学はいくら努力しても報われない -0.0409 キ ー0.0369 ー0.0514 キ 0.0610 

Bl算数・数学の基本的な内容を分からせること 0.1563 本 0.1117 0.0858 * 0.0805 
B2算数・数学の楽しさを経験させること 0.0165 0.0126 0.1335 本 0.1347 

B3計算能力を身に付けさせること ー0.0231 ー0.0187 0.054:1 * 0.0575 
B4算数・数学が社会で役立つことを知らせる -0.0386 -0.0336 0.2330 * 0.2665 
B5子どもの自主性を育てること 0.0539 キ 0.0554 0.0391 キ 0.0528 

B6入学試験に通じる問題解決能力を身に付けさせる D.1555 キ 0.0450 ー0.0279 牢 ー0.0405
|重相関係数 0.4577 0.4811 

寄与率 o 2095 0.2314 

*は 5%の有意水準でF検定を行った結果，有意であることを示す

表11より，偏回帰係数の約 3分の 2が有意であるが，特に，標準備回帰係数の絶対値が0.1以上の項

目を拾うと，以下のようであるo r図形の証明問題が解けるようになること j と関連のある項目は、社

会で大いに活用されている，及び，基本的な内容を分からせることである=また， r実際的な問題が解

けるようになることJでは，算数・数学が社会で役立つことを知らせること，算数・数学の楽しさを経

験させることである。

総じて，図形の証明問題も，実際的な問題も，社会での有用性が関連要因となる意識として挙げられ

るが，抽象的な問題である図形の証明には，基本的な能力の育成が，さらに，実際的な問題の解決能力

の育成には，算数・数学の楽しさを経験させることが，大きな関連要因となっていることが分かったー
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4 結語

調査の結果からは，以下のような保護者の姿が浮かび上がってくる。保護者は，基礎学力の充実とと

もに日常生活や社会における数学の有用性を意識し，これらを感得させる教育が必要であると感じてい

る。さらに，数学を学ぶ楽しさを経験させることが重要であるとしているが，入学試験は大きな要素と

して意識されていることも事実である。入学試験は保護者，教師ともに意識されているが，特に，中学

校で顕著である。さらに，数学の美しさについては，保護者では男性の方が，教師おいては小学校より

高校の教師の方が強く感じている。基礎学力の充実とともに，楽しさを経験させること，数学の有用性

を知らせる内容を盛り込んだ教育と，入学試験の在り方が今後の課題といえる。

また，応用指向・理論指向という立場から見ると，応用指向よりも強いようであるが，理論指向もあ

る程度支持されている。尚，応用指向には算数・数学の楽しさが関係しているようである。

なお，本論は日本科学教育学会第20回年会での発表(森他， 1996)を加筆修正したものである。

本調査研究は文部省科学研究費補助金(一般研究B) を受けた「数学と社会的文脈に関する研究」

(代表者て長崎栄三，平成6年~8年)の成果の一部であり，本調査項目の作成には研究メンバー全員が

関わった。最後になりましたが，本調査に御協力頂きました学校長，先生方，保護者の方々に厚く御礼

申し上げます。
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|NIER/邸/9ω叫

算数・数学科カリキュラムに関する教師用調査

巨亙日

医豆亙

国立教育研究所

数学教育研究室

この調査の目的は、わが国の算数・数学科カリキュラムのあり方に関する広範囲の意見

を集め、それらを分析することにあります。

この謁査は、算数・数学の問題や指導のアプローチ、また、教育や算数・数学に対する

考え方などについて主に選択肢形式でお開きするものです。そして、このことによって、

わが国の現状と今後の方向を探ろうとするものであります。

今回の調査の対象は、わが国の小学校・中学校・高等学校の中から無作為に抽出された

学校において算数・数学科の指導に携わっている先生方です。なお、この調査は、小中高

の各学校段階に共通な質問項目で作成されておりますが、回答者の方I;l:，各自の学校段階

に立ってお答えください。

それぞれの質問にお答えになったのち、同封の返送用封筒をご、使用になって、本調査用

紙を、平成8年3月末日までに、ご投函いただければ幸いです。

なお、調査結果の公表においては、個々の回答が分かるようなことは一切いたしません。

お忙しい中、大変恐縮に存じますが、なにとぞご協力をお願いいたします。

連絡先

干153 東京都目黒区下目黒6-5-22
国立教育研究所科学教育研究センター数学教育研究室

長崎栄三盆03-5721-5080、瀬沼花子宮03-5721-508

あなたの現在の勤務学校にあてはまるものを選んで、その番号をOで囲んでください。

(1)学校段階 1. IJ母校 2.中学校 3.高等学校

(2)学校種別 1.公立学校 2.私立学校 3.国立学校

(3)学校組織 1.共学校 2 女子校 3.男子校

-1 
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1.あなたについて、あてはまるものを選んで、その番号をOで囲んでください。

(1)現在の担当学年 1.1年 2.2年 3.3年 4.4年 5.5年 6.6年

(2)現在の年齢

1. 25歳未満

4. 35歳以上39歳未満

7. 49歳以上56歳未満

2. 25歳以上30歳未満

5. 39歳以上44歳未満

8. 56歳以上60歳未満

3. 30歳以上35歳未満

6. 44歳以上49歳未満

9. 60歳以上

(3)性別 1.男 2 女

(4)学んだ大学の学部・学科

1.理系学部の数学関連学科

3.教員養成系学部の数学関連学科

5.工学系学部の数学関連学科

7.文系学部

2 理系学部の数学関連学科以外

4.教員養成系学部の数学関連学科以外

6.工学系学部の数学関連学科以外

8.その他( ) 

2.あなたの日頃の算数・数学の授業についてお答えください。

(1)あなたは、算数・数学の授業をどのような形態で行っていますか。次の中から普段

一番多くとっている授業形態を1つ選んで、その番号をOで囲んでくださL、。

1.一斉学習 2.グループ学習 3.個別学習

(2)あなたは、算数・数学の授業で教科書をどのように扱っていますか。次の中から

一番多い扱い方を1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

1.教科書だけを使う 2.教科書のほかにもいろいろな教材を利用する

3.主に自作の教材を使う

(3)あなたは、算数・数学科以外の教科の授業を受け持っていますか。次の中から、

あてはまるものを1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

1.受け持っていない

2.受け持っている :中学・高校の方は教科名をお書きください。( ) 

3.あなたは、わが国の算数・数学教育をどう思いますか。次の中から、あなたの考えに

もっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

(1)自分が小中学生のとき:1.問題点は少なかった 2.問題点が多かった

(2)現在 :1.問題点は少ない 2.問題点が多い
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4.あなたは、日頃の算数・数学の授業で、次の教材・教具をどのくらい使いますか。そ

れぞれについて、あなたにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでくだ

さい。

わ
な
い

った
・つ』

ま
に

↑・つき
ど

一需主伊JEl -一一ーー ー....1旦
記入例 2 I 1 2 ③ 4 

(1)模型(面積説明器、立体模型など) I 1 2 3 4 
(2)構造ブロック(タイルなど') I 1 2 3 4 
(3)ジオボード(幾何板) I 1 2 3 4 
(4)写真、スライド、テレビ、ビデオ I 1 234  
(5)四則電車、分数電卓 I 1 2 3 4 
(6)グラフ電卓 I 1 234  
(7)パソコン I 1 2 3 4 
(8)実物(サッカーボールなど) I 1 2 3 4 
(9)巻き尺、ひも 1 1 2 3 4 
(10)定規ヘコンパス I 1 234  
(11)その他自作教材・教具 I 1 2 3 4 

具体的に( ) 

5.あなたは、日頃の算数・数学の授業で子どもに学習させる問題や課題を、何を使って

考えますか。それぞれについて、あなたにもっとも近いものを1つ選んで、その番号を

Oで囲んでください。

く きラ「まヲっわ

僚とにキ京
斗の華文粁百

(2)算数・数学科の教科書の指導書、解説書 I 1 2 3 4 
(3)算数・数学科の問題集、参考書 1 1 2 3 4 
(4)算数・数学についての教育書 I 1 2 3 4 
(5)大学数学の教科書、参考書 1 1 2 3 4 
(6)数学の教養書、数学の解説書 1 1 2 3 4 
(7)他教科の教科書 1 1 2 3 4 
(8)新聞 1 1 2 3 4 
(9)百科事典 1 1 2 3 4 
(10)翠科年表 1 1 2 3 4 
(11)講習会、研究会などで聞いた話題 1 1 2 3 4 
(12)その他( ) 11234  
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6.あなたは、次の算数・数学の問題についてどのように考えますか。それぞれの問題に

ついて、算数・数学教育での重要性とあなたが実際に算数・数学の指導で扱う度合につ

いて、あなたにもっとも近いものを、それぞれ1つ選んで、その番号と文字をOで囲ん

でください。なお、それぞれの問題については、例を参考にしてお答えください。

重事件 |扱う度合
12-3 4 I a b c d 
と比あま|よとたま
て絞まっ|くきまっ

皇室主マ|警喜長マ
要要要重| 扱う扱
ででで安 l つ わ
ああはで| な
るる Tよ lまI ~、

いな

寄臥例 ¥1② 341@bcd 
(1)純粋な算数・数学の問題(計算問題、証明問題など)¥

例1: 234+456を求めなさL、。
例2:奇数と奇数との和は偶数になることを

説明しなさし、。

例3:二等辺三角形の頂角の2等分線は底辺を 112341abcd 
垂直に2等分することを証明しなさい。

例4: 2}点A(3.2)、B(-3.5)の閣の距離を求めな

さい。

例5:y=ax2+bx+c (a*O)のグラフ

の特徴を述べな主Liq . ー ...........~ 
(2)子どもが親しめるような場面の中の算数・数学の

問題(文章題、応用問題など)

例1:なしがりに行きました。かごになしが唱つ

はいっていると610円、かごになしが8つ
はいっていると940円でした。なし1この

ねだんはいくらでしょう。 112341abcd
例2:垂直の壁に2mの長さのはしごを立て掛け

ます。今、はしごの下端を壁から50cm離

して地面に置くと、そのはしごの上端は、

地面からどのくらいの高さのところで

その壁につきますか。

伊tl3:木の高さ胞を測るために、木の根元Bから

7m離れた地点Pから、木の先端協を見上げ

てその角度を測ったら40度でした。目の

高さを1.7mとして、その木の高さを求め

なさい。

-4-
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(3)実世界の数値で表されていて算数・数学に関係した

現実的な問題(生活上で起こる問題、他教科の問題、

環境問題など)

例1:学級でドッヂボール大会をすることにし

ました。チームは4チームです。どのチ

ームもちがったチームと1回ずつ試合を

すると、試合は全部で何回になりますか。

例2: 1983年5月に起こった臼本海中部地震は

日本海沿岸に津波で大きな被害をもたら

しましたが、その震源地は秋田県沖の海

底でした。観測の結果、一番近い秋田の

地震観測所から、震源までの距離は113km、112341abcd
また、震源の真上の地表の場所である

震央までの距離は一U2kmとわかりました。

このとき、震源の深さは地表からどのく

らいでしたか。

例3:鉄道線路の勾配は、水平方向の距離1000m
に対する垂直高低差で表します。単位は%

(パーミル)を使います。新幹線の線路の

最急勾配は15%0と定められています。この

角度はおよそ何度ですか。

(4)遊びの中にあって算数・数学に関係した問題

(ゲーム、パズルなど)

例1:サイコロを使って、すごろくで遊びましょ

つ。
例2:正方形の紙を切って作ったタングラムで、

いろいろな形をつくりましょう。

タングラム「ア"ア「

の作り方 向品当判

ド『耗-B-"長C~

例3:マッチ棒を使って2人で行うゲームがあり

ます。適当な数のマッチ棒を重ねて、山を

2つ作ります。そして、 1回にマッチ棒を、|

1つの山から好きなだけ取るか、 2つの山

から同数取ることができます。最後にマッ

チ棒を取った人が勝ちです。必勝法を考え

ましょう。
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(5)数学の文化に関係した問題 (数学史の問題など)

例1:長さの測り方は、それぞれの文化で工夫さ

れてきました。エジプト、ローマ、イギリ

ス、日本の昔の測り方を調べてみましょう。

例2:わが国で1627年に出版された『塵劫記』は

大衆向きの数学書として250年間にわたって

親しまれました。次のねずみざんは非常に

有名です。 r正月にねずみの父母が子を12
匹生む。このねずみが2月には親子ともま

た子を12匹ずつ生む。このように親も子も

孫もひ孫も月々に12匹ずつ生むとき、 12月 112 3 4 la b c d 
には何匹になるか」を解いてみましょう。

例3:今から約2500年ほど昔のギリシアの数学

者、ピタゴラスは、 3つの整数が、それ

ぞれ直角三角形の3辺の長さになるような

数の組、ピタゴラス数をみつけました。 3、
4、5はその一例です。ピタゴラスは、この

ような数の組を、 2a+1、2a2+2a、
2a2+2a+1と表しました。この数は、

どうしてピタゴラス数になりますか。

(6)実験、観察、調査などによって導かれる算数・数学

に関係した問題(実際の潤題など)

例1:物をある高さから落としたときのはずむ

距離を調べてみましょう。この場合、物と

高さと落ちる所にあるものによって、いろ

いろと変わります。はずむ距離を求める式

を考え、それによって予測してからさらに

実験を行いましょう。

伊~2 :人間は外界からの刺激にどのような早さで

反応するのでしょうか。コンビュータを

使って実験をして調べてみましょう。コン 112341abcd
ビュータにいろいろな文字が出るようにし

ておいて、 Aが出たときだけ、スペース

キーを押すようにします。それを何回も繰

り返し、反応の平均時間を求めます。実際

にプログラムを作り実験をしてみましょう。

例3:マラソンの世界記録を調べてみましょう。

このことから、今後、世界記録はどのくら

いまで伸びると予測できますか。
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7.あなたは、日頃、次のような算数・数学の指導のアプローチをどのくらい扱いますか。

それぞれについて、あなたにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでく

ださい。

く きうまう
扱どに

(1)数の計算を指導するときのアプローチ

わ
な
い

っ
た

D 具体的な場面から計算の意味を考え C-l::!.'aJo

② きまりとして計算の仕方を理解させる。 I1 2 3 4 
③ ゲームなどで計算の仕方に償れさせる。 I1 2 3 4 
④練習問題によって計算の仕方に習熟させる。 I1 2 3 4 
⑤ 計算が使われる実際的な場面を考えさせる。 I1 2 3 4 
⑥計算がもっている規則性を見いださせる。 I1 2 3 4 

わ
な
い

った
-つま

に
λ
J
 

き
ど

(2)図形を指導するときのアプローチ

エ) 教具を便って凶形の性質を考えc"制。

② いろいろな証明の仕方を見いださせる。 I1 2 3 4 
③ 筋道立てて図形の性質を考えさせる。 I1 2 3 4 
④ 身の周りで図形が使われている場面を見いださせる。 I1 2 3 4 
⑤証明をていねいにかかせる。 I1 2 3 4 
⑥ 一般化や類推などで図形の性質を関連づけさせる。 I1 2 3 4 

(3)関数を指導するときのアプローチ

1) 実世界の事象を芯cl::じて関数を考えC-l:!.制。

②表をもとに規長IJ性を見いださせる。 I1 2 3 4 
③式をもとにグラフを考えさせる。 I1 2 3 4 
③ グラフをもとに性質を見いださせる。 I1 2 3 4 
⑤ 関数が使える具体的な事象を見いださせる。 I1 2 3 4 
⑥ 数式や図形の内容の中に関数の考えを見いださせる。 I1 2 3 4 
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8.あなたは、算数・数学の自分の指導において次のことをどの程度子どもに期待し、ま

た、実際にできていると思いますか。それぞれについて、あなたの考えにもっとも近い

ものを1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

主

4
-
4
 

・q
O
E
η
0

・円，“一。，“

守

i

1品

4

4

 

・n
d
n
d

n
A
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。，u

E

守
よ
E

イ
よ

o

-

0

0

 

石
一
る
る

な

な

な

τ

つ・つ--つ

ま
一
よ
よ

石
る
.
む

吾
か
・
し

守
一
切
油
精

T

却
-
カ
カ

芯
・
も
-
も

f
ど
一
ど

守子-子
、，ノ、‘ノ

η
A
-
η
o
 

-〆
t

、
r
t

、

上の(1)-(3)の中でもっとも期待していることを1つだけ選んで、その番号を書いてく

t!.さい。
もっとも期待していること

9.あなたは、日頃、次の算数・数学の授業のタイプをどのくらい使いますか。それぞれ

について、あなたの授業のタイプにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲

んでください。

ー
使
わ
な
い

d

ま
っ
た

ー
使
・
つ

:
た
ま
に

ー
使
・
つ

r
4

と
き
ど

ー
よ
く
使
・

谷奇読明を了寧に行~" 惑でそ0)考え

示して、子どもは練習問題を解いて、最後に教師が考

え方をまとめる。

(2)教師が問題を提示し、子どもがそれを解き、そして、

そのうちの数人が考え方を発表し、みんなで話し合い

をし、最後に教師が考え方をまとめる。

(3)教師が複数の問題を用意し、子どもは自分の好きな問

題を選択し、グループ別に解き、教師は必要に応じて

助言や指導を行う。

(4)教師と子どもが相談して主題を複数決め、子どもは自

分の好きな主題を選択し、偲人かグループでその主題

に取り組み、教師は必要に応じて助言やf民尊を行う。

(5)子どもが自分で主題や問題を見いだし、それに取り組

み、教師は必要に応じて助言や指導を行い、最後に、

子ども空自分の学習したEと杢発表台あう。 ー .......~ 
(6)子どもが自分の進度で教科書に沿って学習していき、

教師は子どもが分からないところに助言や指導を行う。

4 

4 

4 

4 

4 

4 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

onu 

司

i
Fhυ 



10.次の展開例は、いずれも優れた算数・数学指導の展開例と考えられるものです。あな

たにとって好ましい展開例と恩われるのはどれですか。学習の場面等が異なりますが、

あなたの考えに近いものを、近い順に2つ選んでください。

(1)図形の点対称を学習した後で、次の問題を考えるo

t長方形は点対称の図形です。だから、点対称の中心を

適る直線を引くと、その長方形の面積は2等分されます。

このような問題を考えたら、さらに次のような発展した問題

を考えさせる。

l:tio)王百三長方形が2つくつついた図形があります。

このとき、この図形を1つの直線で2等分してくださL、。

この問題を考えさせた後で、さらに、子どもが問題を作る、次の発問をする。

lこんどは、この問題をもとにして自分で問題をつくってこ'らんなさい。|

ここで、手どもたちが、自由に問題を作る。例柔ぱ、次のようえE問題である。

①長方形を正方形に変える ②長方形を平行四辺形に変える

③長方形の中に長方形を入れて、濁積の差を考える

そして、このような子どもが作った問題をみんなで解いていく。

(2)長方形の紙を持ってきて、次の場面を提示する。 A E D 

1長方形の紙があります。この長方形ABCDの紙 1 1 : /1 
を重なるように2つに折ります。次に小さい I I p! ，! 

長方形EFCDの対角線DFで折り、頂点Cと重I I i ./ 
なるところをPとします。このとき、点Pは、縦J | / 

横それぞれの長さの1/3の場所にあります。 1 B F C 

ここで、子どもたちが取り組む、方向を自分で考えられる、次の発聞をする。

|このあと、みんなはどうするかな。自分のやりたいことを言ってごらん。|

子どもたちの自発的な取り組み方としては、例えば、次のようなものがある。

①これは本当だろうか ②どんな紙でもよいのだろうか

③なぜそうなるか調べてみよう

そして、それぞれの取り組み方でグループを作り、グループで話し合いながら解凌

に向かい、最後はそれぞれのグループカ洋級で発表する。

(3) 2次関数の学習がある程度進んだところで次のような実世界の問題を考える。

1自動車の速さとブレーキの制動距離、つまり、ブレーキをかけて、それが

きき始めてから止まるまでに進む距離は、 2次関数とみなすことができる

という。この速さと距離の関係を実擦の数値で確認しなさい。

ここで、関係を実際的な場面で一般的に把握させるような、次の発聞をする。

|速さが2倍になったら、申IJ動距離は何倍になります由、|

子どもたちは、いろいろに答える。

①2倍②3倍③4倍

これらについて検討したあとで、さらに、落下運動、風圧、振り子の周期などの実

世界の問題について、その関係を一般的に把握するような発簡を行っていく。
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(4) 1次関数の授業の中で、次の式を提示して、 1つの座標平面にかかせる。

17. y=2 x イ.y=-3 X 9. y=3 x+2 I.. y=-4 x-21 
Iy=-x h. y=3 x-6 キ.y=l/x ~.y=5x+2 

グラフがりかけたことを確認した上で、子どもが1次関数のいろいろな性質を

自分で見いだせる、次の発問をする。

|2つ以上の式に共通な性質を、その式の番号とともに書きなさい。|

子どもたちが見いだすものとしては、例えば、次のようなものがある。

①xの係数が正である(ア，ウ，カ，ク) ②グラフが平行である(ウ，カ)

③グラフの直線が右上がりである(ア，ウ，カ，ク)

その結果を発表させ、そして、子どもたちの発表をみんなで検討し整理しながら、

1次関数の特徴をまとめていく。

(5)コンビュータ(またはグラフ電卓)を使って、子どもたちカ大コンビュータの画面

上に自由に関数のグラフがかけることを次の問題で確認する。

l次のグラフをコンビュータの画面にかいてごらんなさい。

y=3x y=-5x+2 y=3X2 y=-4x2 

ここで、絵をかきながら、グラフについて学ばせるような、次の発聞をする。

軍関数のグラフをかくといろいろな線がかけますね。それでは、

このような関数の式を使って、自分で好きな絵を作ってごらんなさい。

子どもたちは、自分たちで思い思いの絵をかく。例えば次のようなものである。

①直線だけで星形を作る ②直線と曲線で模様を作る

③学習していない関数の式を入力して絵をかく

そして、かいた絵を発表しあいながら、絵をかいている中で気が付いたことを発表

し話し合っていく。

(6)社会の中で数学がどのように使われているかを調べるために、次の発閣をする。

l新聞の中にある数学をできるだけ探してみよう。|

子どもたちは、数浮に関係した興味ある記事を挙げる。例えば、次のものである。

①猛暑 :平均気温、ビールの売れ高 ②経済面 :円ドル相場凡物価指数

③社会面:政府の支持率、寿命 ③スポーツ 野球の勝敗表、ゴルフ

社会にはいろいろな数学がある事を確認した上で、グループ毎に、さらに詳しく社

会の中の数学を調べさせる、次の発問をする。

.社会にはいろいろな数学があることが分かりま 1ノた。それでは、自分たちで

興味を持てることをグループでもっと詳しく調べてみましょう。

グループで研究課題を決めさせ、取り組ませる。そして、最後に発表会を行う。伊j

えば、スポーツ、交通機関、経済、自然界の数学などのような発表が見られる。

(1)~(6)の展開例で、あなたにとって好ましい展開例はどれですカ、。あなたの考えに

近いものを、近い順に2つ選んでください。その番号を書いてください。

第1位第2位

また、第1位を選んた理由を下に簡潔に書いてくださL、。
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11.あなたは、算数・数学教育のカリキュラムの携成原理についてどのように思いますか。

(1)それそ'れについて、あなたの考えにもっとも近いものを1つ選んで、その番号を

Oで囲んでください。

4 
マヨぞ

まう っう
りでたで
はくは
なな
いい

1:主之主カ1士三三ムを作るE ーー一一ーー ーー ...l....L.......?..........9.........A 
②子どもが自分で算数・数学を作り上げていくのに必要

空数学問勤に主主主主リキ月会雪作る。 ..........L..L.......?........ .9..........~
③社会生活を向上させるのに必要な算数・数学の考え方

によっ主力リキュラムを作る。 I1 234  

(2)上の(1)の中でもっとも重要な原理を1つだけ選んで、その番号を書いてください。

もっとも重要な原理

12.あなたは、日頃の算数・数学の授業を通して、次のことにどの程度配慮していますか。

それぞれについて、あなたにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでく

fごさい。

。
(2)子どもに考えさせる。 I1 2 3 4 
(3)算数・数学の内容の分かりやすい例題から導入する。 I1 234  
(4)日常生活の具体的な場面から導入する。 I1 234  
(5)計算能力を身につけさせる。 I1 234  
(6)算数・数学の内容を系統的に学ばせる。 I1 2 3 4 
(7)子どもが興味・関心を持ちそうな問題で学ばせる。 I1 234  
(8)算数・数学の考え方の発展が分かるようにする。 I1 234  
(9)論理的な考え方を育てる。 I1 234  
(10)合理的な精神を育てる。 I1 234  
(11)算数・数学が他教科で利用されていることを知らせる。 I1 234  
(12)数学の歴史を話す。 I1 234  

1
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13.あなたは、数学についての次の考え方をどう思いますか。それぞれについて、あなた

の考えにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

「τ2 ::1 4 
ほそだそあそまそ
んういうまうっう
と犯に元首3でたで
う い はくは
Bこ すよす主

L、 L、
(1)数学lま論理的思考刀を両める。 I1 ~ ::1 4 

(2)数学は半IJ断力を高める。 I 1 2 3 4 
(3)数学は創造力を高める。 I1 2 3 4 

(4)数学は知的好奇心を喚起する。 I 1 2 3 4 
(5)数学は数学的問題解決能力を高める。 I 1 2 3 4 
(6)数学の理論を学ぶと数学を応用する力もつく。 I 1 2 3 4 
(7)数学の応用を学ぶと論理的に考えるカがつく。 I 1 2 3 4 
(8)数学の応用を学ぶと数学の理論の理解が深まる。 I 1 2 3 4 
(9)数学は実用的ではない。 I 1 2 3 4 
(10)数学は社会で大いに活用されている。 I 1 2 3 4 
(11)数学は記号のゲームである。 I1 2 3 4 

(12)数学は日常生活に必要である。 I1 2 3 4 

(13)数学は抽象的なものである。 I1 2 3 4 

(14)数学は笑世界とは切り離せない。 I 1 2 3 4 
(15)数学は一部の優れた人間カゼ学べばよい。 I 1 2 3 4 
(16)数学は男子の方が学ぶのに適している。 I 1 2 3 4 
(17)数学は落ちこぼれをっくりやすい。 I 1 2 3 4 
(18)数学はすべての人間にとって必要である。 I 1 2 3 4 
(19)数学は発展している。 I1 234  

(20)数学は堅苦しい。 I1 2 3 4 

(21)数学は美しい。 I1 234  

(22)数学は自由である。 I1 2 3 4 

(23)数学は明快である。 I1 2 3 4 

(24)数学は個人で学ぶのに適している。 I1 2 3 4 
(25)数学は協力して学ぶのに適している。 I 1 2 3 4 
(26)数学は世界中のあらゆる所にいろいろな形で存在した。 I1 2 3 4 
(27)数学は努力したことが報われる。 I 1 2 3 4 
(28)数学は耐え忍んで学んだものだけが楽しさを得る。 I 1 2 3 4 
(29)数学はいくら努力しでも報われない。 I1 2 3 4 
(30)数学は誰でも楽しさを味わえる。 I1 2 3 4 
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14.あなたは、義務教育の算数・数学の内容として次のことをどの程度重要だと思いますか。

それぞれについて、あなたの考えにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んで

ください。なお、これらは、重要と思われる内容を必ずしもすべて網羅しているわけではあ

りません。また、これらの中には、現在、わが国の義務教育で指導されていない内容も含ま

れています。

12  ::l 4 

窪鰻譲慧
もで的でりでたで

2 2 5 く思
C1) 1]¥数の四則計算 I 1 <! a 4 

(2)分数の四則計算 I 1 234  
(3)文字式の計算 I 1 234  
(4)方璽式 I 1 234  
(5)不等式 I 1 2 3 4 
(6)移動 I 1 234  
(7)三角形の合同条件 I 1 234  
(8)円周角の定理 I 1 234  
(9)三平方の定理 I 1 234  
(10)投影図 I 1 2 3 4 

(11)三角比 I 1 234  
(12)透視図 I 1 234  
(13)トランプや宝くじの確率 I 1 234  
(1の概算 I 1 234  
(15)科学的表記法例:2.1x1Q3 I 1 2 3 4 
(16) 3桁区切りと4桁区切り I 1 234  
(17)単利法と複利法 I 1 234  
(18)暦 I1 2 3 4 
(19)方位・方角 I 1 234  
α0)電卓を使った計算 I 1 2 3 4 
(21)近似的にものを見る I 1 2 3 4 
α2)数学的モデル化を行う I 1 234  
α3)論理的な証明を行う I 1 234  
(2の一般化をする I 1 234  
(25)公理的に考える I 1 2 3 4 
(26)データから判断する I 1 234  
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15.あなたは、算数・数学の指導場面において、次のようなことに配慮していますか。そ

れぞれについて、あなたにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでくだ

さL、。

でも一実際わ叡1自

(2)問題を作る際には、計算が面倒にならないように簡単

きるまなつな
ど りいたい

明断的。ー ーー._......... 守I...)..........~ 里 4
(3)応用問題を解いたりする際には、電卓を積極的に使わ

せる。 I1 234  
(4)応用問題を解いたりする際には、電車は使わせない。 I1 2 3 4 
(5)答えが分数や平方根で出たときには、 4、数に直して

およその大きさの見当をつけさせる。 I1 2 3 4 
(6)答えが分数や平方根で出たときには、小数に直さずに|

そのままにする。 I1 2 3 4 
(7)問題を解いたり証明をする際には、図やグラフなどの

. 視覚的主子段を曹型開ーに使ヤ芳るo ー一一ー一一 l....L.......?.........9.........A....
(8)問題を解いたり証明をする際には、できるだけ図や

勿放互の助け明空空いで取.1)組ま竺至。 l...J..........?..........9..........tl.
(9)算数・数学の理論的な側面を学習したときには、その

実堕門主実伊l景あ立至E・… ーーーー ......J...L.......?........_}.........tl. 
(10)算数・数学の理論的な側面を学習したときには、それ

を数学的に発展させる。 I1 234  

16.あなたは、自分の数学経験についてどう思いますヵ、。それぞれについて、あなたの考

えにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

で良い印象の授業を受1ft.:;:Eo・町制。

23  4 
だそあそまそ
いうまうっう
ただりでたで
い lまくは

な

(2)算数・数学の授業は無味乾燥なものばかりであった。 I1 234  
(3)数学の授業で数学の応用について学んだ。 I1 234  
(4)数学の授業で数学史について学んだ。 I1 234  
(5)数学の教養書・解説書をよく読んだ。 I1 234  
(6)数学についての素晴らしい話を聞いたことがある。 I1 2 3 4 
(7)数学について印象的なことはなかった。 I1 234  
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17.あなたは、今後の算数・数学教育では、どのようなことが大切だと思いますか。それ

ぞれについて、あなたの現在の学校段階を念頭において、あなたの考えにもっとも近い

ものを1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

12  ::; 4 
ほそだそあそまそ
んういうまうっう
とだただりでたで
う い はくは
に なな

い L、
(1) fどもの目玉性を育てること。 I1 234  
(2)算数・数学の楽しさを経験させること。 I1 234  
(3)数学的に考えることを重視すること。 I1 234  
(4)算数・数学のよさを強調すること。 I1 234  
(5)算数・数学の美しさを強調すること。 I1 2 3 4 
(6)算数・数学の論理性を強調すること。 I1 2 3 4 
(7)計 算能力を身につけさせること。! 1 234  
(8)算数・数学の基本的な内容を分からせること。 I1 2 3 4 
(9)算数・数学でのコミュニケーションを強調すること。 I1 2 3 4 
(10)算数・数学での証明の重要性を強調すること。 I1 234  
(11)数学の社会的な有用性が分かる内容を増やすこと。 I1 234  
(12)いろいろな文化を相互理解する内容を増やすこと。 I1 2 3 4 
(13)レクリェーション的な内容を増やすこと。 I1 234  
(14)数学の歴史的な話題を増やすこと。 I1 2 3 4 
(15)数学の応用面に関する内容を増やすこと。 I1 234  
(16)子どもの活動を重視すること。 I1 2 3 4 

(1り内容の質を今よりも下げないようにすること。 I1 2 3 4 
(18)個々の子どもの学習進度にあわせた指導を考えること。 I1 2 3 4 

(19)子どもの興味・関心にあわせた指導を考えること。 I1 2 3 4 
(20)電車・コンピュータを活用すること。 I1 2 3 4 
(21)個々の子どもの進歩が分かるような評価にすること。 I1 234  
(22)子どものよい面を取り上げる評価にすること。 I1 234  
(23)入学試験に適じる問題解決能力を身につけさせること。 I1 2 3 4 
(24)落ちこぼれをつくらないこと。 I1 2 3 4 
α5)社会や殺に算数・数学の重要性を訴えること。 I1 234  

18.算数・数学教育について、ご意見がありましたら、ご自由にお書きください。
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お忙しい中ご協力をいただき、裁にありがとうございました。
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教師用調査の学校段階別・選択肢別回E率

表 1 調査対象の学校数・教師数

学校段階 学校数 教師敬 算数・数学科 対象学校 対象教師

教師数 総数民主事 総数 民主事

小学校 24.635校 440.870名 440.870名 500校 2% 1.000名 0.2%

中学校 11.289校 293.879名 40.000名 500校 4% 1.000名 2.5%

高等学校 5.497校 343.843名 43.000名 500校 9% 1.000名 2.3%

表2 回答した教師数と学校教

学校段階 対象学校数 送付数 回答学校数 回答者数 実回答者比率

小学校 500校 1000適 264'校(52.8%) 511名(51.1%) 510名 0.1%

中学校 500校 1000遇 240校(48.0%) 436名(43.6%) 441名1.1%

高等学校 500校 1000通 283校(56.6%) 546名(54.6%) 542名1.3% 

合計 1500校 3000適 787校(52.5%) 1493名(49.8%) 1493名 一 一

表3 回答教師の学校種別と学校組織

学校段階 学校種別 学樹腕

公立学校私立学校国立学校 共学校 女子校 男子校

持域 97.6% 1. 2% 1. 2% 100.0% 0.0% 0.0% 

中学校 91. 6% 7.5% 0.9% 93.9% 4.1% 2.0% 

高等学校 75.1% 24.5% 0.4% 84.3% 11. 8% 3.9% 

表4 教師の性別と年齢分布(質問項目1)

学校段階 性別 年齢分布(歳)

男性 女性 -25 25- 30- 35- 39- 44- 49- 56- 60-

特当支 43.1出 53.3% 3.3% 14.3% 21.6% 18.4% 25.5国11.8% 3.5田1.0% 0.2% 

中学校 77. 1% 21. 3% 2.9% 14. 5% 24. 0% 23. 1% 16. 3% 8. 6% 7. 7% 1. 8% O. 2% 

高等学校 89.3% 8. 9% 2.8% 12.7% 24.2% 15.7% 17.0% 13.1% 9.2% 3.5% 1.5出

表5 教師が学んだ大学の学部・学科(質問項目1)

学校段階 学部・学科

理数学理非数教数学教非数工数学工非数文系 その他

小学校 1.日目 2.4目 20.8% 56.3% 0.2% 1. 0% 12.9% 3.5% 

中学校 25.6% 4.5% 52.4% 6.1% 2.3% 6.8% 1. 6% 0.2% 

高等学校 58.3% 4.4% 25.8目 1.1% 2.6% 7.0% 0.2% 0.0% 

-60-



表6 B頃の算数・数字の授業(質問項目2)

学校段階 算数・数学の授菊静態 糊省の扱い方 算数・数学科の専任

一斉 グループ個別 TT 教科書耕糟と 自f'Fの 専任 他掛ヰと

学習 学習 学習 だけ その他教材 教材 兼任

小学校 89.0% 3.7克 6.1目 0.2百 24. 7国 72.4百 2.5耳 11. 8克 88.2~ 

中学校 94.8覧 2.0~ 2. 5~ 0.0% 16. 8~ 75. 3~ 7.5百 81. 4百 17.5目

高等学校 99.6% 0.0国 0.4耳 o.O~ 24.4~ 68.8~ 6.6~ 95.9~ 4.1出

表7 算数・数学教育の過去・現在への認識(質問項目3)

持笥交 中学校 高等学校

少ない 多い|少ない 多い|少ない 多い

56.5耳 39.6% I 63. 3% 32. 2百I79. 5% 19. 0% 
27. 3~ 70. 2% I 30. 4% 65. 1百I18.3百 80.6%

表日 教具の利用(質問項目4)

学校段階gIj・選択肢gl反応率(%)

教材・教具 小学校 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1鴻型仮副首説明器、立体模型など) 26.7 38目 230.2 3.5 21.327.741.3 9.5 0.6 3.023.273.1 

(2)樟描プロック(タイルなど) 19. 4 24. 3 30. 6 24. 9 1. 6 7. 0 29. 0 61. 5 0.0 0.7 5.093.7 

(3)ジオボード(幾何板) 2. 4 12. 4 30. 2 51. 8 2.0 5.7 17.2 73.2 0.0 0.9 4.493.7 
(4)写真、スライド、テレビ¥ビデオ 4.113.340.040.8 1.1 9.529.957.4 0.4 2.012.984.5 
(5)四則電卓、分数電車 6. 5 16. 3 26. 3 50. 0 1. 6 19. 3 41. 7 36. 7 1. 5 5. 2 19. 6 73. 6 

(6)グラフ電車 0.4 0.4 3.594.7 0.5 1.1 2.793.7 0.0 0.2 5.294.1 
(7)パソコン 2. 0 10.2 13. 7 72. 5 2.322.437.237.0 1. 7 5.923.268.5 

(8)実物(サッカーボールなど) 29.039.829.6 1.2 8.223.646.321.1 0.9 5. 5 25. 6 67. 5 

(9)巻き尺、ひも 21.644.129.6 3.9 2.0 10. 9 40. 1 45. 8 1.1 4.626.266.8 

(10)定規、コンパス 69.422.0 6.3 1.2 74. 8 21. 3 2.3 0.5 15. 9 20. 5 30. 6 32. 5 

(11)その他自作教材・教具 9.822.229.0 8.0 10.2 17. 7 30.8 18. 8 6.5 8. 1 14.4 55. 4 
注:選択肢 1.よく使う 2.ときどき使う 3.たまに使う 4.まったく使わない

表9 資料の利用(質問項目5)

学校段階別・選択肢B仮Je率(%)

資料 小学校 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)算数・数学科の教科書 88.4 7. 3 3. 7 0.4 80.011.8 6.3 0.7 84.9 7.9 5.7 0.9 

(2)算数・数学科の教科書の指導書、解説書 55. 1 26. 5 14. 7 3. 1 26.824.339.7 8.4 17.020.139.122.0 

(3)算数・数特ヰの問題集、参考書 20. 8 30. 8 33. 9 13. 7 43.535.119.0 1.8 62.728.4 6.8 0.4 

(4)算数・数学についての教育害 8.621.444.124.5 6.321.848.122.0 5.513.740.238.9 

(5)大学数学の掛靖、参考書 0.2 0.2 4.993.3 0.2 1. 8 14. 1 81. 9 3. 5 7. 2 29. 0 58. 7 

(6)数学の教養書、数学の解説書 1.8 3.524.169.0 2. 5 14. 5 49. 7 31. 3 5.515.548.929.2 

(7)他綴抑制 書 3. 3 7. 3 25. 7 62. 5 1.4 3.418.874.8 1.1 6.323.267.9 

(8)新聞 1.6 4.726.166.7 0.5 3.237.956.9 0.6 2.225.170.7 
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(9)百科事典 0.0 1.820.4 76.9 0.0 1.413.883.4 0.2 0.912.984.3 

(10)画特表 0.0 1. 0 14.5 83. 1 0.0 0.9 6.390.9 0.0 O. 2 7.0 91. 3 

(11)講習会、研究会などで聞いた話題 3.9 25.7 47.1 22.4 5.425.250.817.7 3.115.950.229.3 

(12)その他 2.5 2.9 3.525.7 2.5 2.3 6.341.0 1.3 3.0 3.355.0 

注選択肢1.よく使う 2.ときどき使う 3.たまに使う 4.まったく使わない

表10 授業で扱う問題の重要度と利用度(質問項目6)

学校段階別・選択肢引反応率(%)

問題 村当支 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)純粋な算数・数学の問題(計算問題、 重要性 39.246.112.0 0.4 49.944.9 4.5 0.0 54.240.8 3.9 0.0 

証明問題など) 利用度 58.222.012.9 2.4 80.313.8 4.3 0.0 70.520.1 6.5 0.4 

(2)子どもが親しめるような場面の中の 重要性 64.130.6 4.1 0.4 43.551.2 5.0 0.0 36.350.412.5 0.4 

算数・数学の問題(文章題など) 利用度 62.526.9 6.7 1.0 47. 6 37. 0 13.8 O. 5 28. 6 41.1 26. 2 2: 8 

(3)実世界の数値で表されていて算数 重要性 51. 0 38. 8 8. 6 o. 8 33.350.315.2 0.7 28.650.418.8 1.8 

-数学に関係した現実的な問題 利用度 30.435.725.3 5.5 10. 0 29. 9 49. 9 8. 8 11.628.848.010.5 

(4)遊びの中にあって算数・数学に関係 重要性 34. 7 47. 3 16. 3 1. 0 23. 8 52. 6 21. 8 1.1 16.8 48.0 31. 5 3.3 

した問題(ゲーム、パズルなど) 利用度 22. 0 37. 3 33. 3 4. 5 10. 2 26. 8 49. 2 12. 2 3.919.046.129.7 

(5)数学の文化に関係した払噛G数学史の 重要性 7. 6 30. 4 52. 2 8. 0 11.342.940.8 4.3 12.445.836.7 4.4 

問題など) 利用度 1. 6 7. 5 42. 2 44. 9 2. 9 16. 6 53. 1 26. 1 2.417.241.038.0 

(6)実験、観察、調査などによって導か 重要性 18.839.633.5 6.1 19. 3 46. 7 29. 7 3. 4 12.5 45. 0 34. 5 7.4 

れる算数・数学に関係した問題 利用度 4.314.736.939.8 2. 3 13.6 45. 4 36. 7 2.0 9.432.354.4 

注:選択肢重要性 1.とても重要である 2.比較的重要である 3.あまり重要ではない 4.まったく重要ではない

利用度 1.よく扱う 2.ときどき扱う 3.たまに扱う 4.まったく扱わない

表11 指導アプローチの利用度(質問項目7)

学校段階別・選択肢矧反応率(%)

指導アプローチ ノ同司交 中学校 高等学校

l 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)①具体的な場面から計算の意味を考えさせる。 85.911.8 2.0 0.0 52.4 30. 8 14. 5 1. 8 43.233.918.8 2.8 

② きまりとして計算の仕方を理解させる。 43.332.719.8 3.3 47.4 32. 2 17. 9 2. 0 46. 7 35. 8 15. 3 1.1 

③ゲームなどで計算の位方に慣れさせる。 23.540.232.9 2.4 14. 5 29. 5 41. 5 14. 3 2.613.538.043.9 

④練習問題によって計算の仕方に習熟させる。 75.719.0 4.1 0.4 74.819.0 5.4 0.0 73.620.1 4.8 0.4 

⑤計算が使われる実際的な場面を考えさせる。 30.241.026.1 1.8 13. 2 32. 4 45. 4 7. 9 14.633.242.8 8.1 

⑥計算がもっている規則性を見いださせる。 27.643.126.3 2.0 35.139.022.9 2.3 41.1 41. 7 14.8 1. 7 

(2)①教具を使って図形の性質を考えさせる。 76.919.4 2.7 0.4 42.037.917.7 2.3 9.022.038.029.5 

② いろいろな証明の仕方を見いださせる。 21.831.431.214.9 30.239.928.3 1.4 13.531.743.210.1 

③筋道立てて図形の性質を考えさせる。 29. 8 37. 3 26. 5 5. 3 51. 5 32. 4 14. 5 1.1 28.236.926.9 6.5 

④ 身の周りで図形が使われている場面を見いださ部。 45.736.915.1 0.8 14.330.247.4 7.5 8.725.146.717.5 

⑤証明をていねいにかかせる。 6.121.035.535.7 44.934.218.6 1.4 27. 9 30. 6 30. 6 9. 8 

⑥ 一般化や総監などで協の性質を関連づけさせる。 16. 3 34. 7 34. 9 11. 8 24.542.929.3 2.5 23. 8 37. 5 29. 7 7. 6 

(3)①実世界の事象をもtにして関散を考えさせる。 27. 6 28.4 22. 2 16. 1 37.039.020.4 3.2 18. 8 34. 7 37. 6 7. 7 

②表をもとに規則性を見いださせる。 42. 9 30. 2 13. 3 8. 6 59. 6 31. 7 7. 9 O. 5 40.038.018.3 2.6 

③式をもとにグラフを考えさせる。 20. 6 29. 2 24. 5 20. 0 66.2 25.6 7.9 0.0 61.627.7 9.2 0.6 

④ グラフをもとに性質を見いださせる。 25.734.320.213.7 57.832.2 9.8 0.0 57.930.3 9.4 1.1 

⑤関数が使える具体的な事象を見いださせる。 11. 0 30. 8 31. 8 20.4 17.040.838.5 3.4 9.633.243.911.6 
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⑥数式や図形棚畑中に関数の考えを見いだ摘。 |ι522. 7 37. 6 27. 3 117. 7 37. 2 39.5 5.2 119.0 35.4 36.3 8. 3 

注:選択肢 1.よく扱う 2.ときどき扱う 3.たまに扱う 4.まったく扱わない

表12 算数・数学教育における教育観(質問項目8)

学校段階別・遼択肢閉反応率(%)

教育観 小学校 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)子どもかできるようになる。 期待 59.039.4 1.0 0.2 47.2 49.0 3.4 0.0 53.341.3 4.1 0.2 

実現 1.670.622.2 0.0 1.1 58.5 35.8 0.5 2.860.031.7 0.7 
--------ーーーーーーーーーー，司・ー...朝圃圃..-・・・・・・・・・・・ーー-----ー・.・--------

(2)子どもが分かるようになる。 期待 7~9 22.5 1.0 0.0 67. 6 31. 5 0.5 O. 0 69.028.0 1.8 0.0 

実現 2.768.622.5 0.0 2. 7 65.3 27. 4 O. 5 3.059.032.8 0.7 
ーー-------._--------・・・ー・・・--_---"_-司・.ー.畠『・---------・曙・・・・ーー・・・ -・ーー・ーー・・・・・・・...ーーーーー・.ー-ーー・・ー・

(3)子どもが楽しむようになる。 期待 69.226.5 3.7 0.0 51. 9 39. 9 7. 5 0.2 41. 3 45.4 10. 9 1. 5 

実現 6.140.846.1 1.2 1. 8 37. 2 52. 8 4. 1 1.825.859.0 8.5 

最も期待していること 戸きる分かる楽しむ できる分かる楽しむ できる分かる楽しむ

12.0 37.8 42.2 15.2 45.4 32.9 14.4 

注:選択肢潮時 1.とても期待している 2.比較的期待している 3.あまり期待していない

4.まったく期待していない

実現 1.とてもできている 2.封殺的できている 3.あまりできていない

4.まったくできていない

表13 授業形態の利用度(質問項目9)

学校段階別・選択肢E仮足、率(%)

授業形態 村当支 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)教師が内容の説明 22.2 28. 0 33. 9 14. 9 57. 6 25.6 13. 4 2. 9 83.612.2 3.3 0.6 

(2)子どもが話し合い 57. 8 29. 0 12.4 0.4 32.036.527.4 3.6 4. 8 15. 1 42. 3 36.9 

(3)複数の課題の準備 2.712.438.645.3 3.9 13. 8 37. 0 44. 9 0.4 2.2 14. 9 81. 5 

(4)相談して課題の準備 1.0 5.722.968.8 0.2 3.420.475.3 0.4 1.5 5.292.1 

(5)自分で課題の発見 2. 9 10. 0 31. 6 54. 5 O. 9 5.2 26. 3 67. 1 O. 7 1. 8 11. 6 85. 1 

(6)自分の進度で学習 2.712.028.655.5 3. 2 10.2 19. 7 66.4 3.3 9.424.761.8 

注選択肢 1.よく使う 2.ときどき使う 3.たまに使う 4.まったく使わない

表14 好ましい指導展開(質問項目10)

学校段階)jI反応率(%)

展開例 第1位 第2位

中 晶 中 員

(1)図形の問題から自分で問題をつくる 22. 5 27. 7 19.9 13.5 19.5 16. 6 

(2)図形の問題から学習課題を自分で見いだす 22.0 17.7 10.1 23.3 16. 1 13. 7 

(3) 2次関数の実世界の問題で数学的な関係を考える 7.3 10.2 19. 0 10.8 10. 7 17. 9 

(4) 1次関数のいくつかの式に共通な性質を見いだす 9. 0 26.3 31. 2 12. 9 20. 4 23. 6 

(5)コンビュータで関数のグラフをいろいろとかく 8.6 5.7 6.1 13.1 14.5 12.7 

(6)社会の中で使われている数学をグループで調べる 21.89.89.4 16. 7 15.2 10. 7 
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表15 算数・数学のカリキュラムの構成原理(質問項目11)

学校段階別・選択肢耳l反応卒(%)

カリキュラムの構成原理 崎司交 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

①数学の系統性 37. 5 51. 8 8. 8 O. 0 46. 3 45. 8 7.3 o. 2 51.1 43.0 4.6 0.4 

②数学的活動 26.547.522.5 1.6 18.645.632.2 3.2 12.441. 740.8 3.7 

③社会生活を向上させるのに必要な算数・数学 20.846.928.0 2.0 13.240.641.0 4.3 10. 9 42.1 42.4 3.3 

最も重要な構成原理 ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ 

40. 0 32. 9 20. 4 54. 4 24. 0 16. 3 69.9 13.5 11.1 

注.選択肢 1.ほんとうにそうだ 2.だいたいそうだ 3.あまりそうではない 4.まったくそうではない

表16 算数・数学教育の授業観・目的観〔質問項目12)

学校段階glJ・選択肢gl反応率(%)

授業観・目的観 持当支 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)分かりゃすく説明する。 87.310.8 0.8 0.0 91. 2 8. 2 0.2 O. 0 94.8 4.2 0.6 0.0 

(2)子どもに考えさせる。 85.513.3 0.2 0.0 72.126.8 0.9 0.0 53.143.0 3.3 0.0 

(3)算数・数学の内容の紗りやすい例題から導入する。 60.435.1 3.1 0.2 60.133.6 5.4 0.5 72.024.2 3.3 0.2 

(4)日常生活の具体的な場面から導入する。 56.140.2 2.9 0.0 28.858.512.2 0.2 14. 0 54. 2 27. 3 3.5 

(5)計算能力を身につけさせる。 65.129.6 3.9 0.0 60.533.1 6.1 0.0 50.237.610.7 0.7 

(6)算数・数学の内容を系統的に学ばせる。 27.151.220.0 0.6 34. 0 49. 0 16. 1 O. 7 41.1 43.714.0 0.7 

(7)子どもか興味・関心を持ちそうな問題で学ばせる。 57.638.8 2.2 0.2 44.046.7 9.1 0.0 23. 1 55. 9 18. 6 1. 5 

(8)算数・数学の考え方の発展が分かるようにする。 23.149.823.3 2.5 20.256.223.1 0.2 25.151.321.0 2.0 

(9)論理的な考え方を育てる。 29.447.620.8 0.6 38. 8 50. 1 10. 0 0.9 44.341.512.4 1.5 

(10)合理的な精神を育てる。 15. 7 41. 4 36. 7 5. 1 19.044.032.0 4.8 19.040.434.3 5.7 

(11)算数・数学が他掛ヰ切l周されているこtを知らせる。 11. 8 36. 9 43. 1 6.9 8.641.044.4 5.7 10. 1 50.2 33. 9 5. 2 

(12)数学の歴史を話す。 2.215.344.936.3 6.338.342.013.2 4.636.945.912.0 

注:選択肢 1.いつも配慮している 2.ときどき配慮している 3.あまり配慮していない 4.まったく配慮していない

表11 算数・数学教育における数学観(質問項目13)

学校段階別・選択肢gl反応、率(%)

数学観 小学校 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)数学は論理的思考力を高める。 57.338.0 2.5 0.2 65.530.4 3.6 0.0 59. 6 37. 1 2. 8 0.2 

(2)数学は判断力を高める。 19. 2 52.7 25. 1 1. 0 25. 2 47. 8 25.4 O. 9 25.847.225.3 1.1 

(3)数学は童肢主力を高める。 17. 5 47. 8 31. 8 1. 0 24.349.924.0 1.4 23.649.425.1 0.9 

(4)数学は知的好奇心を喚起する。 39.645.112.9 0.6 39.946.312.0 1.1 31.249.118.3 0.4 

(5)数学は数学的問題解決能力を高める。 54.540.2 3.3 0.0 46.546.5 6.3 0.2 49.440.6 8.5 0.6 

(6)数学の理論を学ぶと数学を応用するカい{。 14. 7 49. 8 31. 8 1. 6 16.146.335.1 1.8 21.646.329.2 2.0 

(7)数学の応用を学ぶと論薗甘に考える力制。 19.056.921.2 0.8 24.950.622.9 1.1 20.551.325.8 1.5 

(8)数学の応用を学ふと数学の理論の理解絡まる。 17.553.725.5 0.8 19.752.626.8 0.7 24. 0 51.1 22. 7 1.7 

(9)数学は実用的ではない。 2. 4 24. 1 47. 8 23.9 2.923.149.923.8 3.925.348.521.6 

(10)数学は社会で大いに活用されている。 25.339.630.8 2.2 33.338.825.2 2.5 31.540.826.8 0.4 

(11)数学は記号のゲームである。 4.522.954.315.9 6. 6 23. 6 51. 0 18.6 5.522.346.325.5 
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表18 算数・数学の内容の選択(質問項目14)

内容

(1)小数の四則計算

(2)分数の四則計算

(3)文字式の計算

(4)方程式

(5)不等式

(6)移動

(7)三角形の合同条件

(8)円周角の定理

(9)三平方の定理

(10)投影図

(11)三角比

(12)透視図

(13)トランプや宝くじの確率

(14)概算

(15)科学的表記法例 2.1x10'

(16) 3街区切りと4桁区切り

(17)単利法と複利法

(18)暦

(19)方位・方角

(20)電卓を使った計算

α1)近似的にものを見る

(22)数学的モデル化を行う
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(23)論理的な証明を行う 25.949.620.6 1.6 35. 1 48.8 14. 7 O. 9 32.544.320.5 2.0 

(24)ー殻化をする 38.4 47.5 11. 6 1. 0 43.546.5 8.2 0.9 36.246.514.9 1.5 

(25)公理的に考える 20.449.825.3 1.4 25. 2 51. 7 20. 9 1. 6 19. 7 4~2 30.1 3.9 

(26)データから判断する 47. 5 44. 3 6.5 O. 2 44. 0 48. 3 7. 3 O. 0 31. 0 56. 3 10. 3 1. 5 

注選択肢 1.とても重要である 2. J:I激的重要である 3.あまり重要ではない 4.まったく重要ではない

表19 算数・数学の内容の扱い(質問項目15)

学校段階別・選択肢矧反応率(%)

内容の扱い 小学校 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)計算が面倒でも実際の数値を使う。 10.837.346.1 3.1 7.729.355.8 6.6 10. 0 28.2 53. 0 7. 7 

(2)計算が面倒にならないようE簡単な数値を使う。 44.142.411.0 0.4 49.742.6 7.3 0.2 46.745.9 6:5 0.4 

(3)亀卓を積書量的に使わせる。 12.929.230.624.5 7. 3 20. 4 44.4 27. 0 3.912.035.846.7 

(4)応用問題を解いたりする監は、電卓は使わせない。 23.118.431.422.7 35. 1 19. 0 31. 3 12. 7 48. 0 16. 8 21. 8 11. 4 

(5)およその大きさの見当をつけさせる。 11.640.026.316.5 10.048.535.8 4.8 10. 1 44. 3 32. 5 11. 8 

(6)答えが分数や平方は、そのままにする。 17.330.230.814.7 51.528.816.3 3.2 60.522.713.5 2.6 

(7)図干グラ 74~の視覚的主手段を積極的に使わせる。 59.031.4 3.7 2.2 74.8 22.9 1. 8 0.0 68.628.0 2.4 0.0 

(8)図やグラ 74~の助けを借りないで取り組ませる。 2.2 7.850.835.3 0.5 5.0 47.8 46.3 2.6 5.554.236.3 

(9)実際的な実例をあげる。 22. 5 55. 7 15. 3 2. 9 25. 6 55. 8 16. 8 O. 9 26. 8 55.9 15. 1 0.9 

(10)数学的に発展させる。 7.636.144.7 6.9 7. 7 52. 6 37. 4 1. 4 10.549.335.4 2.8 

注:選択肢 1.ょくする 2.ときどきする 3.あまりしない 4.まったくしない

表20 教師の数学経験(質問項目16)

学校段階別・選択肢日I阪陀皐(%)

自分の数学経験 持号交 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)算数・数学で良い印象の授業を受げたee拘品。 20.834.538.2 4.3 27. 0 40. 6 29.9 2. 3 39.335.222.9 1.7 

(2)算数・数学の授業は無味乾燥なものばかり時，t。 4.723.949.219.6 1.618.656.523.1 2.217.956.122.9 

(3)数学の授業で数学の応用について学んだ。 8. 0 33. 7 47. 8 7. 6 12.239.943.5 3.4 13. 3 37. 1 43.5 5.2 

(4)数学の授業で数学史について学んだ。 2.5 6.342.745.9 4. 1 13.6 47.2 34. 5 3. 1 10. 5 49.3 36. 0 

(5)数学の教養書・解説曹をよく読んだ。 7. 1 21. 4 42. 7 26. 7 14. 1 34. 2 37.9 13.2 23.134.932.7 8.7 

(6)数学についての素晴らしい話を聞いた辻占ある。 7. 8 23. 3 46. 1 20.4 20. 4 32. 0 37. 9 9. 3 22.032.536.7 7.9 

(7)数学について印象的なことはなかった。 7. 8 28. 6 37.3 24. 1 2.519.042.435.6 2.217.042.437.3 

注:選択肢 1.ほんとうにそうだ 2.だいたいそうだ 3.あまりそうではない 4.まったくそうではない

表21 算数・数学教育への期待(質問項目17)

学校段階別・選択肢j)1反応率(%)

今後への期待 小学校 中学校 高等学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)子どもの自主性を育てること。 60.833.1 3.9 0.2 47.242.6 8.6 0.5 45.643.4 8.7 0.9 

(2)算数・数学の楽しさを経験させること。 82. 2 16. 1 O. 6 O. 0 71.225.9 2.7 0.0 57.6 37. 3 3. 7 O. 2 

(3)数学的に考えることを重視すること。 44.146.3 7.8 0.2 47.8 46.9 4.8 0.0 46.346.75.50.6 

( 4)算数・数学のよさを強調すること。 42.039.815.1 1.8 40.844.213.6 0.7 27.3 51.1 19.2 1. 3 
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(5)算数・数学の美しさを強調すること。 18.4 32. 0 41. 2 7. 1 28.644.723.6 2.7 24.744.626.6 2.6 

(6)算数・数学の論理性を強調すること。 17.544.734.12.0 23.849.925.4 0.5 27. 7 52.2 17. 7 1. 5 

(7)計算能力を身につけさせること。 52.037.3 9.2 0.4 47. 6 41. 7 9. 8 O. 5 46.539.512.4 0.9 

(8)算数・数学の基本的な内容を分からせる，e。 63.132.4 3.1 0.0 60.134.9 4.1 0.2 59.832.8 6.1 0.2 

(9)算数・数学切コミュニケーションを強調する，e。 7.6 39. 4 46. 9 4. 7 9.334.552.4 3.2 7.2 34. 5 50. 6 5.9 

(10)算数・数学での証明の重要性を醐司するこt。 5. 3 36. 9 51. 2 5. 1 12.544.440.8 1.8 16. 1 40.4 37.8 4. 4 

(11)数学の社会的t有用性が分かる内容を増村こt。29.250.018.2 0.8 27. 7 49. 2 22.0 O. 7 21.251.823.6 1.8 

(12)いろい杭文化を相互理解する内容を増村こt。 12.739.041.2 4.9 11. 8 34. 2 49.4 4. 1 10.0 40.2 42. 6 5. 5 

(13)レクリェーション的な内容を増やすこと。 18.4 46. 5 30.2 3. 1 12.032.749.2 5.4 5.4 28. 0 54. 6 10. 9 

(14)数学の歴史的な話題を増やすこと。 6.328.252.910.8 10.944.041.3 3.4 8.943.541.7 5.0 

(15)数学の応用面に関する内容を増やすこと。 10.2 45.1 37.6 5.3 8.245.443.3 2.7 8.749.138.7 2.6 

(16)子どもの活動を重視すること。 77. 1 21. 0 o. 4 O. 0 61.032.9 5.2 0.2 33.652.212.5 0.7 

(17)内容の質を今よりも下げないようにする辻。 16. 3 35.5 38. 6 8. 0 18.4 40. 8 34. 7 5.4 25.645.025.3 3.1 

(18) 個々の子どもの学習進度，~v~k指導を考えるこt。 64.330.8 3.3 0.0 56. 7 37.2 4. 5 O. 5 35.453.9 8.9 0.9 

(19)子どもの興味・関心事紡飲指導を考えること。 68.6 27. 1 2. 5 O. 2 51.940.4 6.8 0.2 27. 7 50. 7 18.5 1. 7 

(20)電卓・コンビュータを活用すること。 35. 9 46. 1 14. 1 2. 5 31. 1 46. 9 19. 5 2. 0 18. 3 44. 3 30. 1 6.5 

(21)個々の子ども唯掛分かるようt評凋防止。 64.930.6 2.9 0.2 47.2 45. 8 5. 9 O. 5 26.856.813.7 1.8 

(22)子どものよい函を取り上げる評価にする誌。 66.128.6 3.5 0.2 48.542.2 8.6 0.0 27.353.516.2 2.0 

(23)入学試験E通凶問題解決台回を身仁坊させるこt。 6.731.242.917.3 14. 5 46. 0 31. 7 7. 0 18. 6 49.4 27. 5 3. 7 

(24)落ちこぼれをつくらないこと。 55.5 35. 3 7. 1 O. 6 45.143.5 9.3 1.1 35.153.7 9.0 1.3 

(25)社会や貌噂数・数学の重要性を訴えること。 13.137.543.3 4.3 12.542.440.4 4.1 14.2 45. 9 34. 1 5. 0 

注:選択肢 1.ほんとうにそうだ 2.だいたいそうだ 3.あまりそうではない 4.まったくそうではない
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教師用調査の「教材・教具J (質問項目 4)の「その他」の集計結果

1.教材・教具についての質問項目

4.あなたはャ日頃の算数・数学の授業で，次の教材・教具会どのくらい使います泊、

(11)その他(自作教材教冥)

2.その他の自作教材・教具の利用類度

表zzその他の自作教材・教具の利用鎮度

よく使う 民民使うたit使う

神当支 1 65 

中学校 9 55 

高等学校 3 28 

3.その他の自作教材教具の記述例

(1)嶋敬・ 259例

A.数と計算 (59例)

Al.個数・順序・四則 (46例)

56 

69 

40 

無答 合計

15 177:名

2 165名

9 110名

割合

34.6% 

37.8% 

20.1耳

10までの加法・減法(1)， 10の束， 100の束のカード(2)，大きい位の位取り板(4)，児童用タイル(五)，数え棒(3)，

キズネールの色蒜(1)，数え玉(1)，計算棒(1)，数え板。)，繰り上がり計算表(1)，数訴成(1)，計算カード(タイ

ルと式;)(1)，たし算カード(1)，動物などを使ったたし;算ω，ひき算を導入するもの(1)，計算の仕方穴あきω，

四則計算プリント(1)，数の合成分解に関わるもの(1)，かけチャンマン等のキャラクタ-(1)，力ゴLカードα)，ビ

ンゴゲーム(かけ算)ω，あめ・お金等の築物。)，お金の模型(2)，おはじき(の，新「議涯の机凍(1)，タイル図(1)

，フラッシュカード(1)，教師用そろばん(2)

A 2. Jj、鋭分数 (11例)

小数タイルα)，分数のたし算・ひき算(1)，分数・崎蹴籾教材(1)，分数説明図(2)，分数かけ算用方眼紙(1)，

分数板(1)，分数計算等の補助カード(1)，分数タイル図(1)，分数説明板(1)，分数定規(1)

A3.その他 (2例)

数直線α)，数直線等の紙板番(1)

B.量と測定 α2{71j)

B1 長さ α例)

ものさしの拡大図(1)

B 2.時刻 (2例)

時計(1)，教室を時計に作る(1)

B 3.重さ α例)

秤(1)，天秤(2)

B 4.角 (4例)

角度説明教具(1)，いろいろな角を構成することができるもの(1)，円形分度器α)，三角形の角の説明教具(1)

B 5.面積 σ伊D
面積説明図(3)，面積説明教具α)，問の面積説明教具等α)，面積を表す磁石坂等α)

B 6.かさ・体積(14例)

1mものさしを組み合わせて1m'の大きさの模型(1)，水の位、さ・長さ比パα)，体積の実測器(1)，立方体の体積

(1)，錐体の求積(1)，錐体体積説明器(2)，空き瓶・空き缶を用いたかさの学習α)，錐と往の体積説明パズル(1)，

体積説明器(1)，求穏に関するプリント(1)，リットルますα)，水槽(1)， 1 ます(1)，
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B 7.その他 α例)

単位換算(1)

C.図形 (49例)

Cl.平面図形 (25例)

図形等(4)，図形の展開図(3)，図形鉱大図(心，図形学容に関する操作物(1)，挺次・縮l、(1)，図形関係(OHP用日
(1)，図形を切り抜いた画用紙(2)，三角形・四角形などの図形に関するもの(2)，画鋲でとめて動く四角形で，長

方形・正方形を平行四辺形やひし形に変形させることができるものα)，対称図形の説明器(1)， ;J党ボードα)，

ドット板(1)，巻き尺付コンパスα)，コンパスα)
C2.立体図形 (24例)

立体模型。)，立体の展期鴎型α)，立体展開図(1)，自作模型α0)，展開できる直方体(1)，画用紙の立体(2)
D.数量関係 (11例)

ブラックボックス(3)，比の学習教材等(1)，アンケートをもとにしたグラフ・表(1)，画用紙に書いた図・表・グ

ラフ(1)，グラフα)，表(2)，大きく書いた表(1)

E.全般 (108測)

El.プリント類 α7例)

自主プザント(1)，習熟プリント(1)，作業プリント(14)，ゲーム式プリント(2)，学習プリント(1)，練習プリント

(1)，伊jプリントα)，ワークシート(の

E2.カード類 ω例)

ヒントカードα)，磁石付カード(1)，カード等(5)

E 3.その他 (72例)

テキスト・自作の課題(1)，単元毎の学習材(1)，ヒントコーナー(1)，自力解決の解を書くボード(1)，ベープサー

卜(心，児童が切ったり折ったりできるもの(1)，工作用紙・画用紙・色画用紙・折り紙を使って(10)，廃材を使っ

て(1)，新聞記事等(1)，絵・人形等の具体物(2)，寧・人・花等の半具鉢物(2)，絵図(1)，図(9)，絵αω， 絵本(1

)，かけ図(1)， OHP・TPシート(14)，ホワイトボード(1)，教材提示装置α)，マグネット棒(1)，定規(1)，テ

ープ(3)，箱(1)，棒(2)，ひご(1)

(2)中寺坂:212Oll 
A.数と式(34伊D
Al.正負の数 (13例)

トランプ(10)，正負の数の計算器(1)，正負の数の加減(1)，正負の赤黒タイル(1)

A2.文字と式 (2伊D
文字タイル(1)，代入箱(1)

A3.方程式 (10例)

天秤(8)，二重天秤(1)，連立方程式(1)

A4.無理数 (4例)

平方根表(1)，無理数トランプ(3)

A5.その他 (5例)

数直線(1)，フラッシュカード(3)，公式を図化したもの(1)

B.図形 (79例)

Bl.平面図形 (42例)

回転体を説明するもの(2)，厚紙で切り取った三角形(1)，合同条件用たけひご模型(1)，三角形の童心鋭明異(1)，

三角形の面積と長さの変化(1)，等積変形説明器(2)，平行四辺形の自作品等(1)，四角形の性質をみつけるもの(1)，

平面図形説明容(2)，平面図形(マグネット)(1)，平面図形の模型 (2);チョークにゴムをつげて図形を拡大する

装置(1)，抵大コピー機を使って考えを発表させる(1)，三平方の定理導入用色板セット(1)，三平方の定理用パズ

凡等(1)，三平方の定理(4)，三平方の定理自作ソフト(1)，円周角の定理説用具(6)，円の性質を説明するもの(4)，
サッカーゴールの模型とひも(1)，自作面積図など(1)，角の三等分器(1)，折り紙(5)

B 2.立体図形 (19例)

立体の展開図(5)，立体模型(6)，立体の切断面の説明(1)，立体の切断模型(4)，正多面体等(1)，透明模型(1)，水

ょうかん(1)
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B 3.その他 (18例)

図形の基本など(1).図形で(1).模型ω).パルサで作った模型(1).自作の図形教材(3).図形の型車時事(1).厚紙

の模型α).定理の表(1)

C.数量関係 (24例)

C1.関数 α1例)

ブラックボックス(15).関数導入時の教具(1).ハノイの塔(1).放物線定規α).方lIi黒板(1).直交座擦系黒板

。).さお秤(1).線香(1)

C2.確率・統計 (2例U
トランプ(確率)(1).確率実験道其(1)

L会色旦{?1j)
D1.プリント類 α9例)

学習プリント(5).図形プリント(1).プリント(1心，練習用プリント(1).学習シート(5).ワークシート(3)

D2.カード類 (6例)

カード類(3).学習カード(1).要点カード(1).マグネート付カードシート(1)

D3.その他 (40例)

演習問題α).厚紙やゴムなどを利用して作ったもの(2).カード・画用紙で作れるもの(7).ボール紙のいろい

ろな用途の作品ω，授業に合わせて自作教異を作成(1). 自作の図や犠(2).動きが分かる教具(1).ベープサー

トω，掲院長物等ω，パズ凡等(1).地図ω，コンビュータソフト(4).マグネット教材ω.OHP・TPシー

ト(14).ソーダ水グラス(1)

(3)高等学校:130例
A.代数 (2例)

公式を表・裏に書いで利用(1). フラッシュカード類(1)

B.幾何 (31例)

B1.平面劉可 (3例)

ピタゴラスの定理(1).童奇心の発見用のボー'!4Aを三角形に切り取ったもの(1).重心の授業で半円のコマ(1)

B 2.ベクトル (18例)

針金で作ったベクトル(1).空間模型，ベクトルの矢印等(2).ベクトλ必趨(3).身近なもので平面直線ベクトル

を表現ω.広用紙に空間図形を描く(1).空関区彫の切断(オアシスを切る)(1).掛唱を平面・直角の実現に(1

).空間の直線の位置関係等を指揮棒2本を用いて(1).分度器+5円玉で仰角測定器(1).空間座標(2).平行六百

体(1).正多面体(2).回転体(。

B 3.図診と方程式。例)

座擦と直線(1)

B4.図形と計量 (3例)

三角比の三角形(1).三角比カード(1).パラパラsin(1)

B5 いろいろな曲線 (6例)

軌跡の説明(ゴムに印)(1).楕円を描く定規(1).楕円作図器(1).楕円・双曲線作図(1).石鹸水と針金で円の面積

について勉強する(1).円(1)

C.解析。5例)

C1.数列 (2例)

数列の和(1).数列分野公式説腕器(1)

C 2.関数 α3例)

単位円を理解する教材(三角関数フ (1).単位円α).三角関数のグラフ(1).三角関数のグラフ拡大コピー(1).ブ

ラックボックス(1).ハノイの塔(2).巨大放物線(1).二次関数のグラ7を針金で作ったもの(1).二次関数のベロ

劉積(1).放物線と方眼紙(明T移動説明のため)(1).自由落下・重力・加速度(1).積分の面積測り等(1)

L笠主S盟l
確率実験器(1).サイコロ等(2)

E.その他 σ9例)

F1.プリント類 (48例)
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演習用プリント(5)，自作プリント(42)，サプノート式プリント(1)

F 2.カード類 (4例)

パズルのカード(1)，カード(2)，トランプカード(1)

F 3.その他 (27例)

自作テキスト(1)，自作教材(1)，問題集(3)，つなぎ教材(1)，数学史からの発想(1)，身近にあるものから(1)，解

説用の小道具を自作する(1)，図表(1)，模型等いろいろ(1)， OHP・TPシート(3)，新聞(1)，透明な紙(1)，グ

ラフ用紙(2)，工作用紙(1)，ボ-iL岳民・ダンボーiL箱 (3)，方眼黒板(1)，小黒板(1)，カラーチョーク(1)，タコメ

ーター(1)，ぱね(1)
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教師用調査の「参考資料J (質問項目 5)の「その他」の集計結果

1.参考資料についての質問項目

15.あなたは，日頃の算数・数浮の授業で子どもたちに学習させる問題や課題を

何を使って考えますか。

(12)その他

2.その他の参考資料の利用銀度

表23 その他の怠考資料の利用頻度

よく使う

12 

1-1 

7 

tきEき使う

11 

9 

13 

3.その他の記述例(複数回答〕

たまE使う

9 

21 

12 

無答

3 
0 

1 

表24 その他の参考資料

合計

35名

41名

33名

割合

6.8耳

9. 4~百

6.0% 

参考資料 小学校中学校高等学校

A.研究資料個人 5 1 2 

B.研究資料団体 5 4 1 

c.具体的生活場面 10 6 1 

D.自分で教材研究(自作プリント等) 8 12 10 

E.教育華鏡、 2 3 8 

F.聾鯨・マンガ 1 B 6 

G 児童用図書 2 。 。
H.テレビ，ラジオ，パソコン通信 1 7 4 

1.市販テスト 。 1 5 

J.予備校での話題 。。 1 

K.その他 1 。 。
計 35 42 35 
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合計 割合

8 7.1% 

10 8.0% 

17 15.2% 

30 26.8% 

11 9.8% 

15 13.4% 

2 1. 8% 

12 10.7% 

6 5.4% 

1 0.9耳

1 0.9% 

112 100% 



教師用調査の「指導展開J (質問項目10)の「選択理由」の集計結果

1.教師の指導展開と理由についての質問項目

110.次の指導展開から好ましいものを2つ選択する。

(質問項目は概要)

(1)子どもたちに自分で罰題を作らせている

(2)子どもたちに自分で方向を考えさせている

(3)実世界の問題に取り組んでいる

(4)オープンエンドの問題に取り組んでいる

(5)コンビュータで考えさせている

(6)社会の中での数学の役割を考えさせている

第1位を選択した理由を記述する。

2.指導展開の理由の記述の分析の手順

この項目に対する自由記述を、以下の手順に従って分類し、それぞれの傾向を調べる。

(1)理由部分を1人1つに同定する。

理由を複数示してある場合には、最初に書いてある部分を対象とする。

(2)理由部分の中から「理由Jを同定する。

① iAであるJの場合には、 iAである」を理由とする。

例: i自分で考えられるJの場合には、これ自身を理由とする。

②はだから、 Yである」の場合には、 円であるJカ浬白となる。

例: r:笑世界の問題を扱っているから、興味が持てるJの場合には、 「興味が持てる」を理由とする。

(3)理由の回答類型は前以て作られたものではなく KJ法的に作っていく。

(4)すべての記述について、以上の(1)-(3)の段階を分析者で分担して行う。

その際、新しい項目を作ったり、疑問か生じたときは、そのつど議論して決定していく。

(5) 1つの記述を複数の分析者が(1)-(3)の段階を行い、違いが生じたときには、分析者同士で議論をして決定をして

いく。

3.理由の回答類型

回答は、次の1-9の大項目のもとの3桁で示された項目によって分類しである。それぞれの項目は、分類に先立って主

めたものでなく、 KJ法によって、回答を分類した後、それぞれの回答案理に付したものである。なお、それぞれの項目」

表現は異なるカミ、同じ趣旨と取ったものを()内に示してある。

1.子どもが自主的に考えられる 2.子どもが発見できる 3.子どもの関心・意欲・態度が高まる

4.子どもが多様に考えられる 5.数学を追求することができる 6.実世界を扱っている

7.理解が深まる 8.学習課題・形態が工夫されている 9.教師のやり方に合っている

R 1.子どもが自主的に考えられる

101.自分で考えられる(主体的な学習ができる、自発的な学習ができる、主体的に課題を解決できる)

102.自分で取り組める(課題が簡単である、分かりゃすい、活動しやすい)

103. 13標をつかみやすい(課題がわかりやすい、問包意識をつかみやすい)

104.具体的に考えられる(具体物を使っている、視覚的である)

105.自分で問題を作れる

106.子どもの発想を生かせる(発想をふくらませる、自由な発想を伸ばせる、自由性がある)

107.自分の世界を開ける

108.試行主観ができる

R2.子どもが発見で吉る

201.自分で発見できる(特徴をつかむことができる、規則j性を晃つけられる)

202.発見の喜びが得られる

203.予想できる(仮説を立てている)
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204 直観的に考えられる

205.想像力が高まる

206.輩出宣カが身につく(岩崎性が身につく)

207 驚きがある(不思議さがある)

R3.子どもの関心・意欲・態度が高まる

301.興味をもっ(興味がわく、おもしろい、印象深い、親しみゃすい)

302.関心・意欲・態度か清まる(やる気がでる、主欲を喚起する、関心をもって取り組む)

303.知的好奇心か高まる(探訪b心カ滞u激される)

304.疑問を持つ(疑問を大切にする、願いを持つ)

305.ゲーム感覚でできる(遊び感覚でできる)

306.楽しい(喜びが得られる)

307.集中カか高まる

308.自信が持てる(自信がつく)

309 学ぶ溜議を感じられる(学ぶ価値を見いだすことができる)

310.成就感カ号専られる

R4.子どもが多様に考えられる

401.多様に考えられる(いろいろな考え方が出てくる)

402.多様に問題が作れる

R5.数学を追求することができる

501.数学的な考え方を養う(数学的思考力か育つ、幾何の原点の思考方法、簡潔に示せる)

502.問題解決能力を伸ばす健かめることができる)

503 発展性がある(発展的に考えられる)

504.数学内容の重要性(図彦の問題である、グラフは重要、関数の概念は重要)

505.一般化できる(抽象化できる)

506.論理的思考力を高める(理論的である)

507.統合的に考える(分類・まとめる力がつく、共通だという観点がある)

508 数学の見方を変える

509.数学の本質を追求する(数学の原点と言える)

510 数学の犬切さを廊与する

511.数学の美しさを知る

512 数学の発展の仕方が分かる

R 6.実世界を扱っている

601 生活の問題を扱っている旧常生活・身近・生田制なものを扱っている、生活をしていく上で必要な情報である、

算数の日常化、生活に密着した算数を理解させる、実際的である)

602.実社会の問題を扱っている(実世界の問題を扱っている)

603.数学と現実との関係が分かる(数学の社会での役割が分かる、生活をしていての疑問が分かる、数学の生活の中で

の必要性が分かる)

604.数学カ苛リ用できることが分かる(数学の有用性・実用性が分かる、数学が生活の中に生かされている)

605.他教科に活かせる(他掛ヰと関連させている)

606.白常生活の中で生きて働くカがつく(普段の生活に活かせる、社会に対応する力をつける)

R7.理解が深まる

701 理解を深める(基本を押さえて考えさせる、学習したことが自分のものになる)

702意味を理解させる(前得させる、問題の本質が分かる)

703.発達段階に合っている(小学校で扱える、高校にあう)

704.カがつく(応用カがつく、力が身につく)

705.スモールステップになっている

706.考え方を引き出せる

707.基礎基本が身につく
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R8.学習課題・形態が工夫されている

801.生徒の話し合いに向いている(グループでお互いの意見を確認しあえる〕

802.個々の生徒の学習に合う f下位の子どももできる、生徒が参加できる、子どもが主役になれる、グループ学習に使

える、個を大切にしている、子どもの実態把握ができる、子どもの多様性を見いだす)

803.一予寄学習に向いている

804.コンビュータを利用している(コンビュータに慣れる)

805.みんなの考えを出し合い検討する

806.操作活動がある(作業がある、作業で学習させる)

807.問題解決学習になっている(疑問→調査→発見という過程を経験させる)

808.課題にしやすい

809.授業に山を作れる

810.復習に使える

811.導入に使える

812.まとめに使える

813.オープンアプローチである。

R9.教師のやり方に合っている

901.自分に合っている(必要度が高い、授業の流し方がよい、一番やってみたい、共鳴する)

902 いつも使っている

903 使えそうである(標準的である、時間がない、内容に沿った展開である、効果がある、学習指導要領に迫る展開で

ある)

904.学級の現状から使える 6主際にやってみた、進学を意識した授業である)

905.新鮮である僚懇がおもしろい、おもしろい試み、すばらしい、工夫がある、大胆な試み、理想的である)

999.その他

000 無回杏

4.学校段階別の指導展開・理由別反応率

表25 学校段階別の指導展開・理由別反応率(%)

0.2 1.8 
0.5 0.5 

7 0.9 1.6 

0.9 

2

2

2

 

0

0

0

 

0.2 

0.2 
0.2 0.2 0.2 

0.2 
0.2 
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503 1.4 2.3 0.2 0.2 1.3 0.2 
504 0.2 0.9 0.5 0.4 0.4 0.4 1.1 
505 。20.2 0.2 。5 0.6 1.3 且6
506 0.2 0.5 0.2 且4 0.6 0.2 
507 1.4 0.4 
508 0.5 0.2 
509 0.5 0.2 
510 0.2 0.2 
511 。2
512 0.2 
601 0.2 1.8 0.2 4.3 0.2 1.1 0.2 2.0 0.7 0.2 1.7 
602 0.2 1.0 0.2 0.7 1.3 0.4 
603 0.8 1.2 0.5 1.4 1.7 1.5 
604 0.2 0.8 。2 1.6 。.2 1.1 。7 0.9 
605 0.2 0.2 O. 7 0.2 
606 且2 日2 0.6 0.2 0.2 
701 1.2 0.2 0.4 0.2 0.9 0.2 1.4 1.1 0.2 0.2 1.8 
702 0.2 0.2 0.5 且4 且2
703 0.8 0.6 0.4 且2 且2
704 0.2 。2 0.2 0.2 0.2 
705 0.2 
706 0.2 日2
707 0.2 
802 O. 2~ 0:8 0:2 0:6 0噂 6 0.2 0.9 0.5 1.4 0.2 0~4~-0.~2 î~r-0~2~-0~2 

803 0.4 
804 0.8 0.9 1.5 
805 0.6 1.0 。2 0.2 
806 0.6 0.2 1.6 0.9 0.4 0.4 0.2 0.2 
807 0.2 且2 0.2 0.2 
808 0.2 0.2 
809 0.2 
810 0.2 
811 0.2 
812 0.4 
813 0.2 
901 0.4 0.2 0.2 0.6 0.2 0.5 2.0 0.2 0.2 0.4 0.6 
902 0.4 0.2 0.7 0.2 0.2 0.4 
903 0.2 0.2 0.2 1.1 0.5 0.5 0.9 0.2 0.7 0.2 0.9 1.7 0.2 
904 。20.2 0.4 0.7 且2
905 0.4 1.1 0.5 0.2 0.2 。4 0.4 
999 0.2 0.4 
000 10.4 8.2 2.0 2.4 2.2 3.5 8.8 6.64.1 1.67.7 1.11.1 2.5 i4 2.2 i512.0 1.5 1.3 4.2 

合計 22.522.0 7.3 9.0 8.621.8 8.8 27.717.710.226.3 5.7 9.8 2.7 19.9 10. 1 19.0 31. 2 6.1 9.4 4.2 

5.指導展開の選択理由の大項目別の反応率

指導展開は各学校段階とも90%以上の教師か回答していたが、その遺択の理由を答えていたのは、小学校62%、中学校75

%、高等学校68%であった。理由の大項目別に反応率をまとめると、表2の通りである。

表26 指導展開の選択理由の大項目別の反応率

小学校教師〈紛 中学技教師(%) 高等学校教師(財)

理由 指導展開 指導展開 指導展開

1 2 3 4 5 6 阪苦 合計 1 2 3 4 5 日 無害 合計 1 2 3 4 5 6 無君 合計

R1 2.9 i9 04 2.0 06 1.8 。13.5 5.4 4.1 1.6 3.9 0.5 0.5 。16.1 3.3 1.5 0噂 94.2 1.1 0.6 。11.6 

R2 00 00 02 1.2 02 00 O. 1.6 0.7 0.2 0.2 2.3 0.0 0.0 。3.4 1.3 0.6 0.2 3.1 0.4 0.0 O. 5.5 

R3 1.4 2.7 08 00 11 i5 O. 14.5 2.9 l3 1.8 1.8 1.6 1.1 O. 13.6 2.0 2.8 2.0 09 07 1.8 。10.3 

R4 04 08 00 04 02 00 。ー 1.8 0.7 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 。1.1 0.4 0.4 0.0 0.4 0.0 0.0 O. 1.1 

R5 2.9 0.6 0.2 0.2 0.0 0.0 。3.9 i4 1.1 02 2.9 05 09 。11.1 4.1 1.7 2.4 2.6 0.2 0.2 。10.9 

R6 0.4 0.0 3.1 0.0 0.4 8.0 。12.0 乱20.2 3.6 0.0 0.5 5.2 。9.8 0.0 0.0 5.2 0.0 0.2 4.8 。10.1 

R7 2. 7 0.6 0.4 0.8 0.2 0.6 。5.3 1.4 0.0 0.2 1.8 0.0 0.0 。3.4 1.5 04 02 2.4 02 00 。4.6 

R8 0.2 2.5 0.2 2.0 1.6 0.2 。6.7 1.1 2.3 00 2.7 1.1 02 。7.5 乱70.6 0.2 2.2 1.8 0.4 。5.9 

R9 1.2 0.6 0.0 0.2 0.2 1.2 。乱3 3.2 0.9 0.9 3.2 0.2 0.7 O. 9.1 1.5 0.2 2.0 3.3 0.0 0.4 。7.4 

相他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。。。 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 。0.2 0.0 0.0 0.4 0.0 0.2 0.0 。0.4 

無答 104 &2 2.0 2.4 2.2 15 8 37.5 6.6 4.1 1.6 7.7 1.1 1.1 Z 24.7 i4 2.2 i512.0 1.5 1.3 4 32.1 

合計 22.522.0 7.3 9.0 8.621.81 U 100%127.717.710.226.3 5.7 9.812. ~ 100%119.9 10.119.031.2 6.1 9.414.~ 100% 
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ー教師用調査の晴見J (質問項目18)の集計結果

1.教師の意見についての質問項目

|18.算数・数学教育について，ご窓見がありましたら，ご自由にお書き下さい。 l

2.回答の分類

教師の回答を次の項目によって分類した。

A.算数・数学と社会との関わり 学校て学んでいる算数・数学と実社会との関わりについての意見要望，批判

B.算数-数学の有用性:実社会における数勃守見方，考え方，問題解決能力の有用性に対する意見"要望，批判

C.楽しい算数・数学:楽しさのある算数・数学教育，算数・数学を楽しく学習させたいという意見

D.学習内容(学習指導要領) 学習指導要領の系統性や時数，学習内容の量や難易度に対する意見要望，批判

E.学習内容(基礎・基本等)・基礎・基本等を重視した学習内容にして欲しいという意見ρ 要望，批判

F.学習指導(進め方.W術面等) 進度，わかりやすさ，個々の能力に応じた等.指導法に対する意見，要望，批判

G.教育機器(電卓パソコン，コンピュータ教育) :港点パソコン，コンビュータ等の教育機器を利用した教育に

対する意見要望，批判

H.教師と子どものコミュニケーションー励まし.ほめる等の教師と子どもの信頼関際や人間関係に対する意見

菱望，批判

1.翻糟の改善・耕鴇の内容や量.lie9U.形式に対する意見要望，批判

1.学校，家庭の連携:学校，家庭が連携した教育に書すする意見要望.批判

K.入試制度侵験学力等) :受験のための学力や授業，現行入誌制度に対する意見要望.批判

L.教育制度(学級定員，教員数等) :中高一貫教育，学級定員数，教員配置紘指導者の育成に対する意見要望，

批判

M.その他 :AからLに属さない意見要望，批判

3. 回答の集計(複数回答〕

表27教師の意見

意 見 柑吋交中学校高等学校 計|

A.算数・数学と社会との関わり 3 2 6 111 

B.算数，数学の有用性 3 7 2 12 

C.楽しい算数・数学 9 5 4 18 

D 学習内容(学習指導要領) 53 41 70 164 

E.学習内容(基礎・基本等) 8 3 9 20 

F.学習指導(進め方. l'Ii~術面等) 18 32 25 75 

G. 教育機器(誌~1J1. J1e，-?続) 2 2 B 12 

H.教師と子どものコミュニケーション 。。 。 。
1.掛糟の改善 2 1 6 9 

1.学校，家庭の連携 。。 。 。
K.入該制度 C受数学ノJ等) 6 23 29 58 

L.教育制度(学級定員，教員数等〕 。 4 9 13 

M.その他 12 B 18 38 

合計 116 128 186 430 

人数 89名 92名 152名 333名
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小寺司交教師の算数・数学教育についての意見(質問項目18)

008一斉学習を基盤に、個別Uft，個性化が一層可能になるような複線型のカリキュラムが重要だと思います。

025子どもの多様な考え方を最大限に生かす内容編成の工夫が一層必要である。

026 偲々に必要な内容について個別の指導できるような指導内容を作ってほしい。

029 小・中・高の内容を少なく

031 小学校の段階では体験的内容港大切にしたいので、カリキュラムの内容冶少なく(精選)してほしい。

051 公教育においては基礎的基本的なことを往としてどの子も楽しく学べるようにしてほしい。そのためには受験

制度そのものを変えて言って欲しい。

093個性重視・偲に応じた評価急個人に対する指導の重要性はよくわかっているつもりですが、一斉指導とのか

ね合い、学年が進むにしたがって闘いていく個人性を算数教育でどう対処していくべきか知らせてくれないで

しょうか。

102現在の教育は難しすぎると思う。実生活に必要な内容をよりしぼってその指導を徹底したほうがよいと息われ

る。

111 学習する内容をもっと厳選し減らすことでゆとりをもって取り組む必要がある。そうすることによって子供が

(分かる→できる→楽しい)ことを体験できると思う。

113 日常生活と関連のある算数をめざしたい。

114算数の指導内容がとても多すぎる。小中高校とも自分で考え、十分やってみて友達と考えを啓発することなど

不可能である。難しい問題を与えて考えさせることの意義はそのためにも子どもにとって全く分からず「なぜ

算数を勉強するの?Jという疑問が生ずる。その答えは(なぜ算数を?)我々に共通に持ち合わせていない。

受験のこともあるが、算数を味わい・見いだすという指導が必要なのではないか。できるーできないで片づけ

てしまわれる所に大きな問題がある。そのために落ちこぼれといえば算数、できるといえば算数となり中間層

はびくびくしているのではないか? 指導法云之あるがその前に根本的解決が必要。

115 パズルやゲームを適して算数の楽しさや不思議さなどを実感させる時聞が十分にほしい。現実には受験などで

必要とされる「ペーパーテスト的な学力」を身につけさせなければ、子供たちに将来苦労させることになる。

そのための時閣は現状でもかなり足りないと言える。カリキュラムの思い切った粍選は急務であると考える。

125 どの学年の掛糟も1年間で学習する内容や毘が多いように思います。効率良くしかも児童が楽しく取り組める

ような掛糟にしてほしいと願っています。

132 内容の質や量をへらし生活にかかわりのあるレクリェーション的内容を入れたり、協力して問題を解決する場

面(じっくり時間をかけて)設定のもてる内容を盛り込んで欲しい。

154子どもがつまずいた除分からせるように挺草するだけでなくどうしてつまずいているのかを教師がま昔理解

することが必要だと考えています。

159 0ふり落とすための入試内容を改善すること。 o児童の実態に応じた進度と内容を構成できるように、ゆった

りとした単元内容、指導内容としてほしい!現在は、追いまくられている。よくばらないこと。

160 <>算数や数学のよさに気づかせ、楽しみながら学習できるよう内発できな学習志欲を育てることが大切である。

。個人差(総力)が大きいので、その子その子に合った指導をするためにグループ学習や個)J!洋習、 T.Tな
どを多く取り入れることが必要である。 oコンビュータやグラフ電卓等を多く取り入払場の設定を工夫する

ことも大切である。

162 われわれが目指す教育(ある程度“思想"的なもの)と入学試験の内容とが湘反する現在の状況の中で、 「先

生それ(算数の授業を含めて)が何の役に立つの?Jという子どもの問いかげに、明確に答えきれることは不

可能としても、 1%でもその答えになるような学校教育に変えていくために、小学校の教育を変えるよう、企業

(最終的な目標としての意味)から変わっていくような具体的な提案を‘有識者"の方々にお廠い申しあげま

す。

190 一年間で学習する内容が多すぎる。

205 社創宵勢とのパランスを取ることカ苦難しいと思います。

212小・中学校での算数・数学教育と大学以上での学問としての数学は全く異なっているのカ領実だ。小・中では

さらに、実生活での問題解決能力を中心にしたカリキュラムを作成すれば議ちこぼれも減るのではないか。必

要性のない匙唱には、子供は熱心に取り組まない。

226 学校教育では高学年になるほど学力の差が大きくなります。学校現場での指導のありかたも考える必要もあり

-78ー



ますが、内容の検討も考えていく必要を感じています。やはり、楽しさを経験させたいと思います。

238 r算数・数学の美しさ」をもっと子どもたちに伝えていけるような大学教育・教員養成課程での見直し及び学

究肌だけではない指導者の育払 「不まじめ」ではいげないが「非まじめ」な思考があってもよいのではない

か。

241 基本的事項はやはり身に付けさせてあげる必要があると思います。なぜ算数・数学を学ふのか、その必要性が

わかり、学習していて楽しいと思えるような内容が増えれば、子どもたちの興味・関心も育っていくのではな

いかと思います。

251 IJ吟椴低学年では基礎的な計算を確実に身につけられるようにする。子どもの発達段階には個人差があるので、

個に応じた基礎的な学習の補充の場を確保し数学を楽しめる基礎的な力をつけてやる。その上に立つての自主

性や個に応じた指導でありたい。

253形式だけに走り勝ちな面は子供達を算数・数学嫌いにさせることが多い。 r.覚えておけJrこうやれば良い」

は慎まなければならない。一方で数学という学問を好み、抽象的に考えることが好きな子供達もいるので、両

者をうまく指導していく必要があり、又、教育の方法を考えていかなければならない。

277 IJ吟殺の算数は系統的に内容がもり込まれていないので、授業を進めていく上でやりずらいし、子どもの内容

理解の定着が心配である。

279 小学校の段階で、覚える内容が大変多い。

294 大学の理工学部や、数学を専門に学』靖以外に、現在の中学校以上の数学は、あまり日常生活に使わないし、

難しくて落ちこぼれを作る原因となっている。

297 学校週5日制の導入にともない、どうしても学習内容過多の感じを持つ。 r教えるべき内容の厳選Jを今一度感

じを考えていく必要があるのではなかろうか。

299 算数・数学嫌いをつくらないようにと考えて、授業を日々実践しているが、指導内容が多いので、子どもによっ

ては未消化のまま次の内容に移らざるを得ないの時総でならない。指導内容の厳選が必要。

361 <>算数・数学教育の良さはいろいろありますが、現状では学習量が多すぎて「わからせるJのが精一杯で「采

しむJことができるレベルに達しにくい。。論理性を身につけることが大切だカミ、小寺教段階では発達段階の

差がありすぎる。

377 もっとゆっくり学べるカリキュラムになってほしい。

392今はとにかく内容の精還が第一課題。進度がはやい。

396 小学生のうちからやることが多すぎて、つめ込みになってしまう。小学校では最仏社会生活でこまらない程

度の算数・数学力がつけられれば良いのではない晶、最が多いとつまらないものになってしまうのは仕方がな

いのでは。

401 子どもたちに算数・数学の面白さを感じとってもらえたら、というのが教師としての一番の願いです。子ども

の興味・関心の見取り、教材の系統性の研究に心がけたいと思っています。

405 今の内容を今の時間数で教えると、中の上のレベルの子どもしか理解できないと思う。内容の削減が必凌。

419 小学校一指導内容が多すぎる。もっと精還を。中学校一実社会で生きる数学をぜひ

420 指導内容をもっと精選すること

434 m::aの算数は学習することが多すぎる。問題を少なくし、能力差に応じて学習できるようにしたらよい。

462 r新学力続」にともない子どもの考える力をつけさせていくための授業が大切だと思う。子どもの色々な先想

を引き出すため、教材教具の工夫をしていく必要がある。そのためにも学習内容の精還をしていかなければな

らないfごろう。

478 IJ叶殺の算数の学習内容が多すぎるように恩う。十分理解させるには、だいぶ時間カ効、かつてしまう。

489 4・拝生のみで考えると学習内容が多く、学んだことのドリル学習の時間が授業の中でなかなかとれない。

490 小学生の子供たちに本当に必要なことだけを、ゆっくりていねいに教えていきたい。教える内容が特に5年生は

多すぎ、算数ぎらいを育てている。このアンケートはあまりよく分からない内容が多い。

514学年で指導する内容を精選し、ゆとりのある教育をしたい。(つめこみにならざるをえない現状)

515計算したとき、答えがあっている嬉しさも大事にしたい。それよりも自分の解決方法で解いて、また証明した

時の婚しさを子供に体験させたいし、これをモットーとしている。掛糟にも発展コースなど量を多くして自

主学習できるように考えていきたい。公文塾のニュース・宣伝がはびこる日本にはしたくない。

560 あまりにも点数を重視しがちである。

561 義務教育は基礎・基本で良い。あまり欲強らないことが重要。
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574実験で確かめる数ネ見事に証明できる数学などもっと身近に感動を感じさせられるように教材を考えるべき

だと思う。

588 学ぷ内容志望菩く難しい。

595基礎基本を大切にしながら、算数の楽しさ、よさを廊専することカ守重要だと思う。算数好きの児童が1人でも増

えてくれたらと思う。

620 今より程度をさげると理解か更に下がる。

639 内容のレベルか高すぎる。

671 昔にくらべたて子どもたちが学ぶこと品多くなっている。もう少しのんびりと学習できればと思います。

676 IJ吟敬段階で内容が多すぎ、重量しすぎ、今のままではどうしても理解不十分のままの児童がでできてしまう。

もっと単元を減らし、じっくりと教えられるような内容にしてほしい。

677 指導内容が減らなければ、ますます勉強ぎらい、算数ぎらいが増えてじまう。なんとかならないか。

680 IJ吟殺の郡司書は難しすぎる。そのため落ちこぼれを出すことになる。現在時で (a，h.a)があるがこれは

以前は6年生で扱ったものである。難しいものば高校・大学でやればよく、小中学校は基礎・基本を中心にする

内容にすべきである。特に梢曜においては、楽しく興味を持って取り組めるように配慮してほしい。こうい

う乙とが算数嫌己をなくし、数学教育を発展していく元どなると考える。だ抗lこでも分かる算数を目指してn
683 定理公式に基づいて問題を解くという事カ号、一般に行われている。これでは暗記科目としての数学だ。その場

で定理が作れるような算数・数学の授業が大切だ。現行指導要領は詰め込み重視型だ。

684電卓・コンビュータを活用させるのは賛成だが、どうしてその答えになるのか きちんとわからせる必要はあ

ると思う。

710覇ヰ教育に実験ゆき重要であるように、算数数学教育にも実験的内容〔子どもが自分で樹、め分かる}を重視し、

数の楽しさを味わうことができ、ひいては社会生活の向上につながるような教育内容を。

741 (このアンケートに対して)私は、持増の教員をしています。個人的にも算数が大好きで、教室で子どもた

ちとよく数字遊びをします。このアンケートの項目では4吟犠低学年~中学校高校までのあらゆる

算数・数学への思いが出しにくい思いがしました。 4ぜ織の中でももっと細分化したものにしてはい州でしょ

うか。

742 小学校のことしかよくわかりませんので記入できない項目もあります。中・高の数学は記憶の彼方で正しい判

断ができていないと思います。とてもむずかしいアンケートでした。

763 一つのことを追求するためにはそれなりの時間が必要です。しかし実際にはそんな時聞は生み出せない。教師

自身も厳選していくことカ泌安だと思います。面白さまで伝えられないの卓司第是てす。考え、結果が出たとき

に、達成感舟ミ味わえるこの繰り返しか算数好きを増やしていくのではないでしょうか。

772 低学年(lJ今笥のを指導していて、アンケートがあてはまらないところが多くあり、十分な回答ができず申し

訳ありません。

789 IJ吟教教育において算数の学ふ内容があまり仁も多すぎる。本当に子どもに必要な単元は残し、そうでない単

元は削除すべきだと思う。

790算数ぎらいが少なくなるようなカリキュラムを目ざしたいものです。

791算数というのは内容が多く、個人差が大きい輔ヰである。個人差を少なくするための方出量導のあり方を考え

る必要があると思う。

807高校までの数学と大学での数学が全く違っていたのでおどろいた。 r高校までの数学はいったい何だったんだ

ろう ?Jと思った。本当に数学を伝えるならカリキュラムをもっと変える必要があるので??

821数学はむずかしいという印象を持たせるようなカリキュラムは改善していくべきだ。

838算数・数学教育とひと口に言われでも、範囲が広く(数学は奥が深く )IJ哨撒員としてはとても答えにくかっ

た。数学は社会の中では重要であることには関連いはない。しかし、日常生活の中では使われない学習が多い

のも事実である。かといって専門的に学習する人材も育てなければならないわけであり、結局、算数・数学嫌

いを作らない、数学の楽しさを味わわせることが(算数・数学好きを作ることが)、義務教育ではもっと大事

なことだと思う。

849主体的な取り組みを大切にすることを基本として、各論についてすべてを考えたい。

856算数の授業で数勃甘にヨミュニケーション(交流)をし、分かる授業づくりをすることで、子供たちに認め合

い、助け合いながら、分かり合い、分かる喜び、学び合う喜びを味わわせることが、自己存在、自己決定をし

ながら共感的人間関係をつくることにつながると思う。つまり、支持的風土の学級を、分かる喜びを味わえる
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算数を中心にしてめざしていくことで、生徒指導は可能になると思う。いじめ問題等の問題を解決する突破口

は、算数をさらに重視して、ゆとりのある国のカリキュラムを作っていただきたい。

858各学年の発達段階に合った内容をカリキュラムにしてほしい。今は量も多い。難しいと思う。楽しさは必要だ

がその中に「分かる楽しさ」も大きいと思う。とにかくもう少し子どもの負鐙にならない量にすることが一番。

861今(小3)で考えるので、答えに矛盾がでできています。気持ちは楽しさ、うつくしさを教えたいのですが、カ

リキュラムや個人差によりその時間がないのが現実です。どうしても先の学年を考えると計算にカを入れざる

をえません。

865 <>小学校は忙しい(算数ばかりやっておられない)ので、子供が自分で予習・復習できる耕輔をつくってほ

しい。 10倍位高くついても子供のためにそれぐらいやってもいいのでは? <>教具は高くてこわれやすい。な

んとかならないのか。<>男女共学をなくそうという設聞がみられたが、職業差別になるのでやってはいけない。

866 <>/J吟敬段階における指導内容の精選。く>21世紀を考えた指導内容の選定。 0個に応じた指導内容の選定。以

上の3点を要求したいです。

873学校5目指l完全実施に向けて、児童の実態を十分配慮して指導要領内容につなげてほしい。現実は特に算数科に

おいて、すでに低学年でもかなりの落ちこぼしがあるものと恩われます。自殺・いじめ問題も無関係ではない

と思います。内容についてかなりの軽減をお願いします。ゆとりのある教育=盤かな心の育成だと考えます。

878 <>小学校から高校までを悶ーのアンケート内容をとることの無理を感じる。 0年度末という超多忙な学校現場

の実情を無視したアンケート実施にいかりを感じる。

881競争入試があるかぎり、本来の教育目標・目的が歪んでくる。この点が一番の問題点と思う。

891大学受験のための中・高校教育は無意味。実際に教員になった今でも高校の数Eレベルのことは実生活に何ら

役に立たないし、すべて忘れている。だから、高校教育は大学に受かりさえすればよく、大学に入ったら遊ん

でしまう。大学で専門的に学ぶ入り口としての数学にとどめるべき。小・中ではもっと基本を重視し、数学好

きをたくさんつくるようにちとめるべきだ。

915 どの子にも、わかったおもしろいという授業をやりたいといつも恩っています。算数の授業をしていて、個人

差がとても大きいので、難しさを感じます。毎日の教材研究の大切さを思います。また、教える内容もたくさ

んありすぎるのではないでしょうか。もう少し厳選しでもいいのではないだろうか。

919 内容を厳選し、各学年で基本的な内容は全員にしっかり指導できる時間を確保できるようにしたい。

936伊胞をたくさん掲示し(提示)、いろんな考え方ができるんだというような意識を子どもにもたせると、子ど

もの考えか広がってくると思う。

941茅統性のはっきりした掛ヰである。崎教段階では特に基礎・基本的事項をしっかりとさせていきたい。

942 <>子どもの己慢の発達に応じた指導内容にしてほしい。難しいのが多い。理解力の差が大きいため、予定され

ている時数では理解できない子どもが多い。。そろばんにIJ吟殺の学習の中の数時間で慣れることは難しく、

子どもの混乱をまねくだけなので、指導要領からはずしてほしい。

947 iわかったJr自分にもできるJr自分にもできた」という満足感や成就感を味わわせる中から、算数・数学

に対する関，()，意欲を高めたい。具体的なてだてとしては、操作的活動を中心としている。また、計算力を向

上させる努力が今必要だと感じている。

951 それぞれの進学率に応じた内容の吟味を学年の下の段階から考えていくべきではないか。はぼ 100%の人が学

』ザ1、・中学校の内容、 95%くらいの人が学ばなければならなくなった高校の内容、そして40%-50%の人が学

ばなければならない大学の内容。以前とは大きく変わっているはずだが・・算数・数学のよさがもっと学べる

という視点で考えていくべき、そして人聞の活動性に着眼して考えてみるべきと考える。

951算数の良さや楽しさより強調するには、多くの視野から考える必要がある。

972落ちこぼれという表現は好きではありません。
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中学校教師の算数・数学教育についての意見(質問項目18)

011 学習内容を厳選し、操作活動を適して体験的に学習できるようにすること。

051現在のカリキュラムでは、指導内容が豊富すぎるように思います。思い切ってもう少し内容を減らし、教師が

それをもとにふくらませられるようになるといいと思います。勿論、教師は今まで以上に、教材研究をしなけ

ればなりません。

087 問題解決t肋は身につけさせたいが、目的は入学試験に対応するめではなく、数学的思考力等のためと考えた
L、。

109学習内容は基本的には良いと思う。さらに深く考え、体験できる時間の余裕はほしい。そのためには高校入試

カマ改善されることが大切と恩う。

133 r帯待功観」導入以来、小から中に入学してくる生徒の学力(成綴)は年々溶ちてきている。高校入試に向か

えるカを身につげさせねばというジレンマに立たされる機会が多い。上から(大学)入試の制度か変わらない

限り、大きな変革は望めない。

134高校入試に奇問が多く現場では泣いています。

143 0子どもの興味・関心に合うような教科書になっているのならうれしい。(入試もだんだんその傾向になって

いるから)0 0時間的に苦しくて、本来の意味での数学の楽しさを子どもに味わわせることがなかなかできな
い。

155授業の中でじっくり考え、知的好奇心か習指させられるような展開が必要である。

172答えが1つに決定する教科なので、好き嫌いがはっきりしてしまう。しかし、授業の方法によっては楽しく学ぶ

事品、九できる教科である。楽しい=計算問題が解けるという事ではないが、高校入試がある以上なかなか難しい

払噛であると考えている。

180 習熟の差が大きくでやすい教科であると思う。

知識が今でも重視されているように思います。数学のよさを生かせるカリキュラムか望まれる。

182義務教育の内容はもっと易しくて、能力を伸ばしたい生徒にはそれなりのコースや指導ができるよう、全員が

理解し、なおかつ発展させたい人は発展できるよう環境を盤えて頂きたい。

185 0:学力差が大きいので悩んでいる。 0新しい学力観と入試問題とのギャップに悩んでいる。

192 カリキュラムの内容と実際の授業時数の差が大きい。また、入学試験とカリキュラムとのギャップを考えてほ

しい。

194 中学校では現在1年生の週あたりの授業時数が3時間であるが、最低でも4時間にするような運動を盛り上げて欲
しい。

195 3年生は特に高校入試のことを意識している。教師側も“楽しい授業を"ということを考えながらも入試を意識

して“この間題ょくでるそ明という感じて問題練習をやらせてしまうのが正直なところである。課題学習をで

きるだけたくさんとり入れるようにぜひしたいと思う。

202 r生きていく上での生活の知恵Jとしての数学が必要。

205指噂内容の精選をする必要がある。

211 もっと自己を磨き、生徒に多様な考えをもたせるようにしたい。

217 内容を減らし、計算能力や基本的な内容の指導にかける時間をたくさんとれるようにする。その際T.Tを活

用するなどして個に合わせた指導を行う。

218高校で私立文系の生徒も数学を学んでほしい。

220数学に限らず、能力別(習熟度別)学級編成が公立学校(義務教育)で可能になると、生徒にとっても教師に

とってもプラスになることが多いと思う。そうすれば学習指導要領のほんい内で生徒に身に付けさせたい能力

を育てることができるように思う。

233 0:現在の内容を今の時間数で教えるのは無理である。 0個々の進度に応じた授業を展開したい00内容港簡単

にすることはできる子どもの興味・関心を失ってしまう。これ以と内容をへらすべきではない。 0できる子に

はもっと学習させたいカにできない子は苦しいだけなのでやらせたくない。見ていて気の毒。 0数学専門の先

生に教えてもらう方が生徒にとって幸せだと恩lう。

235 <>思想と現実との差が大きく、現場では入試に対応しての授業構成になってしまっている。 0中学生になった

時点で個人差が大きく、授業を進めて、習熟1m:別の授業を適応できればと思うか実際には不可能である。。授

業、時間(時間苦手、時数)の確保が困難、郵糟を学年以内仕上げるのに苦労している

237 国や上からおしつけるのではなく、現場で何を教えるかなどじっくり考えさせることが大事。学習指導要領に
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わくをはめられすぎている教科脅検定もやめるべきで、数学者からも発言していくべきです。入学試験制度も

数学者だからこそ大樹な改善を要求すべきです。

238 第2・第4土曜日の休みによって、授業時間数は本当に減っています。しかし1年間で教科書を終わらせていると

いうことは、 1時間毎の授業内容が質的に下がっているということです。指導要領改正の際には内容の軽減が必

要不可欠であると思います。

240 rわかったJrなあんだ、簡単だったよ、そうだつたのか」という感動体験の多い教科なので、その良さを1人

でも多く味わわせ、楽しく進めたいと日頃考えている。私自身も数学はその喜びを共感できるので楽しいと恩っ

て授業を進めている。

276 江戸時代、明治と流れてきた日本の和算の精神を現代のcomputerの時代と重なるようにしていきたいと考えて

いる。又、お手伝いできることがあればいつでも。

306数学教育的な側面をもっと現場の先生方にアピールし、理論と実践が一致するような数学教育をめざしたい。

318教える内容を精選してほしい。

351 中学校段階では、高校入試にあわせざるを得ない。(が、入試問題も単純な公式暗記勝負から思考力に重点を

おく考える数学に変わりつつあるので良い傾向と考える)その上で「数余JrやればできるJr自由な考え方

か‘できるJr何事も2基本が大切Jr克服感Jr挑戦Jetc。 数学をやればより文化的な便利な生届ができるこ

とを念頃に楽しく(!?)授業をしている。

360 内容に比べ時数(授業の)が少ないような気がします。特に生徒に考えさせたり、自主性を育てるためには、

より時間が必要です。現在の状況ではカリキュラムをこなすのに精一杯です。また、学力差がはげしく現在の

ような多人数での教室での授業は困難をきわめます。教える側の童1憶工夫だけでは解決できない面も多々あり

ます。また授業中でも、しつけを含む生活函での指導を必要とするのか現状なのです。

366 何時も「使える数学/数学を使う」ことの重要性が認識されていない。(何故なら、数学出身、数学教育出身

の教師が多いことである)

384 <>小さなサークル・研究会に内向せず、外に向かつて発表する機会がもっとふえるとよい。(忙しい中、なか

なかできないのが実情?) <>教科書がカラフルになったり、装丁の工夫がよくなったりしてきでいるのは結

構なこと。(ただ、高校の耕噛は改定後やりにくくなったようす)

389 机上の計算をするだけでなくそれを授業の中で実験できるだけの年間侵業時数を確保したい。

399 <>小数、分数計算で4せ師時代にわからなくなり、そのままスト、yプしている生徒たちにどう指導するか。 (3

けたQl上の乗除もあやしい生徒がふえてきた) <>入試制度の形式がかわらないと大きな前進(理想とする数

学教育)はない。入試制度の形式とは・・答えのみあっていることが評価されるシステム。

403 このアンケートは必要な事を必要ですかと聞いているのであまり参考にならないのではないですか。もし一般

の人に聞くとちがう答えが出てくるのでしょうが、国き方がとても数学的だからむずかしい。数学を入試科目

ととらえる人が多い。それがあるからこそ、勉強するという現実がある。つらいけどそれを打破する方法がな

L、。

404 中学では、学力の差がある程度はっきりしてくるので、授業についてほとんど理解できない生徒についてもっ

と積極的に考えて何とかしていけるようにしたい。

411 基礎・基本と言われているものを、各分野で明確にそれに主せする到逮度をはかる形を、現在の授業の中で確立

したい。楽しく学ぶことを金調に置きたい。

421 数学では考えることこそ大切だと思う。そのためにはこの内容をしなければ・・・(入試でできない)といっ

た不安感を教師・生徒両方にもたせないようなカリキュラムがつくれないと実現は難しい。

443 現在高校入試などあり、各教師がいろいろな題材(カリキュラム)を選べないというか、教科書の内容に追わ

れて、生徒に数学のよさや楽しさを味わわせてやれないと思います。

459 <>生徒が好きになる手だてを教師は考えないといけないと思う。 。数学史などで関心を高める。

475 ~基本的な内容をわからせることは、 「楽しい」という気持ちにつながる大切なことだと思う。しかし、一方で

は理解の仕方にはいろいろな段階があってよいと思う。例えば、図形の証明を扱う場面で、①書けないザど図

を見ると直感がはたらく、@書けないけど図をさしながら説籾できる、③自分の言葉でだらだらと書ける、④

数式や定理をおりまぜて論理的に脅ける。という具合。

476理想はあるが、結局今の高校、大学への入学制度均変わらなければ、生徒たちの意識も変わりょうがないので

はないでしょうか。入学制度というより社会でそういう人間を受け入れていくかという基準にもなると患いま

すが。

488 テストの結果ではなく、その問題に取り組んでいる様子やその時の考え方で、その都度翻面していくことが大
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切であると思う。

493現在の内容でこの時間数はたいへん辛い。内容を厳選し、自由に使える余裕がほしい。

494時間におわれている。やるべきことを減らすか、時間がほしい。また、むずかしいことが多すぎる。

495我校は、数学教師がー名で全学年を受け持っています。

497新しい学力観といっても社会の価値観が袈わらなければ、カリキュラムの変更はむずかしい。結局は、入試問

題がどれだけ解けるかが大切なのである。入試問題か解けなくても、その生徒なりのよさを認め、社会的に保

障されるシステムができるといいと恩います。

499 1年間にやる内容が多すぎて、時間的に余裕がない。もっといろいろなことを実際にやってみる時間がほしい。

もう少し授業数が減れば今よりもっと教材研究ができる。もっとゆとりのあるカリキュラムにしてくれないと

現場はきつい。

509授業においてもっと日常生活に結び付いて子供が興味時乙特てるような教材を選びたいと考えているのだが実

際には難しい。

523 周年令の子供だからといって同一内容の学習をする所に教育の無理を感じる。

531 教える内容が多すぎると思います。内容をもっと精選していかなくてはならないと思います。また、隠数分野

は子どもにとってわかりにくく興味の持てないところです。酪ヰと結びつけていくことはできないでしよう

54必6学校で学んでいる内容だけでは、私立の高絞入試においつきません。中3を指導するE時寺に、このへんでおおいに

悩みます。

571 個々の生徒について興味・関心は様々であるので、必ずしも算数・数学に興味を持てるとは限らないが、その

準備はできている抗態、つまり「算数・数学」と問いただけで目をそむけてしまうようなことがない状態には

しておきたい。

582 <)数学の授業時数を減らして生徒の負担を軽くする。たとえば、中2、中3の週4時間を週3時間へ。<)'現在の中3

の内容はすへて高校以上で学習するようにして、中2までの内容を中3までで学習するようにしたい。

607 何時も教材研究をと恩いますが、自分がいいかげんなことと、忙しさでできないことが多く、情けなく恩いま

す。

641 いつもいつも受験数学の影をひきずりながら授業をしているように思います。高校入試や大学入試で試されて

いる数学の力は、本当に多くの(ほとんどの)子どもたちにとって必要なものなのかどうか答えを知りたい。

答えはないのでしょうか?それとも受験数学はまじめさ、よくいうことを聞くことを判断するリトマス紙なの

でしょうか?

677 中学校現場では高校入試は無視できないものであり、そのため無味乾燥な授業が多くなっているのが苦猷です。

我々も工夫は必要です晶、もっと「楽しいJ内容の授業をしたいと日々考え、板ばさみに悩んでおります。

702 中学校に勤務しています。今まで授業をしてきた経験から思うことは、中学校2年生の学習内容があまりにもお

もしろくないということです。これはカリキュラムに問題があると思うので。

717 私にもまだまだ分からない事ばかりです。少しでも方向性を見付けたいと常々考えています。いろいろなこと

を教えて頂きたいと患います。よろしくお願いします。

730 自分自身考えさせられる調査で、とても楽しく回答しました。数学の面白さや芸術性を追求したいと恩ってま

す。

745 1年次の時数の3時間を4時間にすべきである。

770 コンビュータに関する単元均〈高校の数学で扱われる虫、選択制のため実際には教えないところがほとんどだと

思う。中途半端な気がするのだが。

776相当支と中学校との連蹴〈できていない。

779授業時数に対し授業内容が多いようで、知識のみの学習になりがちである。また、数学的なl思考力の個人差が

大きく全員が奥味・関心をもって授業に取り組めることが少ないのでそれができるような教材を考えていかな

ければと思う。

805数学を学ぶのではなく、数学を楽しんでもらいたい。

806基礎基本の重視というれ数学でそれほと灘解なものはない。

807高校入試がある阜比、入試に適用するカをつけることが求められることは当然である。入試制度等が完全改革

されないru、点を取らせる指導をしないことは、逆に生徒につらい思いをさせてしまうという現場の矛盾す

る考えもある。

808現在の数学教育は入試のための教育になっており、社会に出るための必要性をまったく感じさせない。義務教

脊としては、社会に出るための準備段階としてあると思えるのだが。今の現状を変えるためには、大学入試よ
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りも会社の採用段階での変更が広姿と思えるが、かなり難しいように思える。せめて大学入試からの変更を期

待したい。

809生徒に教える学習内容を今よりへらしてほしい。

810 ゆとりをもって取り組みたい。

811 受験数学と本質的な数学とのギャップが大きい。本質的な面での数学に時間をさくと、受験数学への時間がと

れなくなる。また逆もそうである。

812教える内容が多い!高校で教えてもいい内容があるのでは!

816数学的に文字や数を処理することの有用性や合理性を理解し、目的を持って取り組む授業を定|治していくこと

がもっとも大切であるように思う。

820義務教育での内容は減らし、ゆとりのあるカリキュラム編成ができるように。入学試験の内容から考え直して

欲しい。

839現在の評価の仕方に非常に迷いがあります。

862 学ぶ111~にも教える側にも自由欲しい。

864パソコンのソフトを改良してもらいたい。

875 理数ばなれとか数学での落ちこぼれとかの話を筒くたびに、何を教えていたのか反省させられることが多い。

偲々の能力を高めながら個性を生かした授業の形態や題材の与え方などを工夫していかなければと考えている。

877週5日制か取り入れられたため、現場では時間的な余裕が少なくなりました。理解の遅い子に個B服講の時間が

削られ初めています。カリキュラムの精選を望みます。

880子供の思考的活動をうながす事が重要で、中学校の授業はその体験の場であり、その能力乙思考的)を伸ばす

場である(思考的活動)。したがって、義務教育の中では専門的内容は極力削除し、ひとつひとつのものにつ

いて、活動の場を多くとるための時間を確保する必要があると思おもちろん数学の系鮒生ゆえの制限はある

と思うが。

881純粋数学の美しさや楽しさを生徒に理解できる内容がよいと思う。高度な応用力や論理力はあまり重要ではな

いのではないかと考える。

883 ゆとりのあるカリキュラムで進めていきたいといつも考えているがが、授業時数を確保することが大変である。

現状では、数学の楽しさ、美しさ、不思議さといった数学本来の良さを子供に理解させる、味わわせる前にお

わってしまっている傾向があり、大変残念に思う。入試貢摘も必要で問題改善か望まれる。

888一斉授業以外のタイプか(10)にあるような指導をしたいと考える。しかし、現実的には生徒の能力、興味の差、

クラス人数の多さなど、また、教科書の理解が十分できない生徒か多いなかではなかな取り組めない。笑舟場

面に合った課題では問題把握さえできない生徒がおり、 1時間単位の授業では扱えない。さらに生徒生徒、学校

の教材などの実態に合った課題を探すことか灘しい。数学の楽しさを指導したいが、基本的に「わかる・でき

る」楽しさに中心をおいている。

909 内容の精選はo姿。教師はオーバーワークぎみ。

913全員ができなければならにものと、そうでないものをはっきりと区別して指導できるような指針があればいい。

9お現行の学習指導要領に従って、授業を進めると、すべての子供に満足のいくような扱いが出来ない。授業数が

たりない。内容が多すぎる。自の前の計算が解けてOがつくこと以上に、思考力や数学の豊かさを感じる力を

育てることが大切であると恩う。

934土曜休業に伴う内容の精選。

947 コンピュータソフトの教材の備品納入に行政努力してほしい。

950実用性などはあとでついてくるものだと恩うので、実際の授業ではまず、簡単な計算でもいい、正解が出て、

0をもらえればそれだげでト分な自信になると思う。だからその後で、論理的数学的処理、考え方の楽しさを

知ってもらえるように常に心がけている。

961 中学の指導内容か高校入試に全て左右されているので、入試問題のあり方について一層議論すべきである。

962義務教育での数学教育は内容をしぼって、ゆとりのある授業展開ができるようにしてほしい。体験が十分でき

るように。

963 梢殺の耕糟での論理性を求めた問題をみたことがある。例歩いていたらニワトリ2羽、次に犬3匹、ねこ1

匹と出会いました。出会った数は、 1+3+2・・×、 2+3+1・・00あるいは計算の求め方もとても論理的に

なっており小学校段階で算数嫌いの要因をつくっているように思う。もっと明快な指導を示すべきでは。
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高等学校教師の算数・数学教育についての意見(質問項目18)

009高校2年生で回目1]計算か正しく行えない生徒カミ、本校では約2割-31lll]おります。小今壊でゆっくりとくりかえし

確実に計算の仕方がわかり、できるようになっていればと大変残念です。従って電卓も×、÷が入ってくると

使えず、概算もできず苦労しています。理解力のすぐれた子供にあわせるのではなく、底辺の層の子供の学カ

を確実なものにすることが、ゆとりと社会の安定につながると切実に思います。 5日制になるに際しては、小-

中の学習内容を基礎的なものに精選して欲しいと感じております。

015子供たちに数学の楽しきゃわかる喜びを伝えたいが、苦手意識をもった子供たちにどのようにすればよいのか、

また受験のためだけの数学という現実からどうやってぬけだせばよいのか、悩みながら教えていますが、模索

しながらがんばっていきたいと思います。

016輪切りにより、底辺の高校では十分に力をつけないで中学時代を過ごしてきた生徒が入学してくる。数学が“

できない"というコンプレックスがあるようで、個々の考え方を変えていくのに時間を要する。入試制度を変

えることによって子供が自由に学べる、学ぼうとする玄欲も出てくるのではないかと思う。

028現状のカリキュラムと受験制度では(高校)あまりにも教えなければならない内容が多すぎて、教科書を終わ

らせるのがやっとである。カリキュラムは内容が増えていミ一方で、受験生の負担も増えている。教育課程Iり

作成(教育指導要領)に、現場の教員を絶対入れるべきである。

031算数での数学ぎらいが糊日している。算数は楽しかったという生徒に整数の四則計算がきちんとできない者が

多いのは、どうしてだろうか。

042現在の高校カリキュラムをまえにもどしてほしい。

046 IJ吟教における基礎教育(四則計算、分数、 J陥持)を十分に身につけさせる必要がある。昔はよく残されて

ゃったものだが、今はそうではないらしい。これが中学校・高校に問題を持ち込んでいるように思われる。

051高等学校の数学の指導要領は最悪です。早急な改訂を望みます。追{申 アンケートの内容・選択枝がとてもわ

かりづらいです。

053入試でO点(数学)をとって入る生徒もおり、非常にきびしいものがあります。教科書に沿った指導ではいけな

いと恩います。一人一人の能力を把握して個々の目標を設定していかなければならないと恩います。私の授業

計画の根本は一人一人が「わかる授業j充実感のある授業Jの実現です。

088 r子どもの実態に合った指導」とよく言わ才1、私も犬切と考える。が、えてして、それが安易と能力の低調さ

に速がっていくことが心配。系統的に能力が菊川されていくようなカリキュラムカ溜まれる。

093必要事項をもう少しi減らして、ちょっとでいいから教員がその内容を展開出来るような自由さを保障してやる

とよいと思う。

094 <>今のカリキュラムはとても変である。図っている。く〉コンビュータの重要性を感じるが、基本的な計算もま

かせるのは非常にまずいと思う。

095広く浅い分野の学習ではなく備校では)分野を限って深く学ヰミ方向で、カリキュラムを考えるべきだと思い

ます。その中で発見し自分で考える力を育ててゆくとともに、より広がった学習に発展させてゆくの相盟、と

思います。

105数学は計算や記号と恩われがちだ'iJ'(.それを作り上げたのも人間であり、数学に人間味をもたせるためにも、

数学史の導入が必要ではないかと思っている。

110 <>:私は今後大学院に進学したいと考えています。やる気のある教員にはどんどん研修の場を与えてほしい。と

くに地E方(田舎)にいると周りにあまりやる気のある人はいない。く〉グラフ電車やパソコン等を各校に数学の

ためのクラス分置いてほしい。グラフ電卓への生徒の反応はとてもよい。<>高校数学と大学での数学にギャッ

プが大きい。受験技術に励むのもよいが、その時聞を有効に使い、大学での数学へのステップとなるよう、受

験も変わっていった方がよいのでは。

111掛糟出版社で作っている朝糟はほとんどのものが味気ない。 rこれだけと思うものにまだ出会っていな

い(残念ながら)。

112 もっと各単元のつながりがはっきりと分かるような教科書を作ることができないものでしょうか。また、学習

指導要領をなくすことはできないと恩いますので、ゆるやかにした欲しいものです治、

113 ①数学は人間の作ったものであるから、人間くささ(数学の歴史か定理公式を発見したときのエピソード)を

強調した方が良いとj習われる。教材提示の順序も発見された順を意識する必要があると考えている。②大学受

験の出題内容に合わせて指導せざるをえない状況である。大学入試の出題内容の変化なしでは指導の改善はあ
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りえない。

114 高校時代に集合論などのセミナーをやることができたが、現場は多忙でそういう指導ができないのカ哲治:であ

る。

126 算数段階での定着率をアツプするようにしてほしい~い，ρ、

129 学習指導要領がどのように変わつても、受験{体体伽制l防市か、ら抜け出せなければ算数.数学嫌いは減らないだろうしい、
このことは数学自身にとっても大変不幸なことである。

133数学教育発展のために、自分としても少しでも役に立ちたいと考えています。

134 画ーから個lJl立医耳、個性を重視し発表・表現力を高めるという教育は経験のない世界。今後とまどい矛盾をか

かえながら歩む中年教師になるのか、カリキュラム編成はどうすればよいのか。合理的な指導はどうなのかと、

課題は多い。

166 掛算九九月伊分数の導入が小学校1~2'年生のうちに行われると関きます。結局能力のある子どもにとってはそれ

でもよいかもしれませんが、落ちこぼれを早い段階からっくりだしていると思われます。大いに改善すべきこ

とと思います。

168 高校数学のカリキュラムの変更をお願いしたい。・I.1I. m. A. B. Cが必ずしも系統的になっておらず、他

の教科の内容(履修していない場合もある)を付け加えながら教えなげればならない。また他の教科(特に物

理f昨)との関連を考えた教科書の配列を望む。・旧課程の生徒に比べ、計算能力が不足しているため、問題

解決に時間がかかり、数学嫌いが会勧目しているのではないだろうか。

169 現実(受験等)を考えると理想実現はむずかしい。

176 高校の数学は全部選択にする。名目だけ高校でも、中1の生徒のレベルを達成させるのに精一杯である。むしろ

大半の生徒は高校入試のとき、人生の数学の実力がピークに達し、その後務ちている。 3年生に高校入試の問題

をやらせたら35人中2人しか10点以上とれていない。

178 あたらしい概念や内容を子供たちにわかりやすく指導する事を検討する必要がある。

211 質問を読んでたしかにこんな実践をやりたいと思っているが、時間数、内容の多さの関係で以前よりもさらに

余裕のない授業になってしまっている。 r選択幅を広げる=生徒にあった学習」とはいえない面が強い。

212 高校では、学校により数学教育のもつ意味に差があると思います。この事により対応した教育施策を考えて欲

しいと思っています。

216 数学は長い目で考えて指導することが必要だと恩われる(体系的に)。しかし、現実には入試があるので掛ヰ

香を1冊きちんと終らすことに追われている。もっとゆとりをもって教えたい。

218 高校の数学の掛糟の内容か30年前とほとんど変わっていない。

223指導要領は廃止すべきである。

224指導要領一検定はやめること。 は化としての数学にとって屈辱的なことなので)

229 通り一遍の型にはまった数学という印象である。ゆとりある自由な発想の中でのものが必要ではないか。

230 飛ぴ級制度を導入して数学や淫科などで有能な人材を育成することが早急に必要である。

248 計算ができることはコンピュータが発展した社会ではあまり有効なこととは言えない。論理的な体系を学ぶに

は、コンビュータ言語などのアルゴリズムを学ばせる、考えさせることが今後重要になると恩う。

254数学の論理的な美しさを基本的な内容を理解してもらいつつ強調したい。

283 数学は学ぶことはとても難しいことであると思う。生徒全員が理解することは無理であるう。ただ現カリキュ

ラム〔高校?であると内容がとびすぎて、あっちこっちへ飛んで体系的な学習ができないのではない晶、

295 小5~6でもうついていけない子供がいると聞きますが、程度がよくわかりません。 r落ちこぼれJ っていつご

ろからの現象でしょうか。

296 学習指導要領が今回の改定で、できる生徒とできない生徒の差を一層広げた。また、よく行う学校とそうでな

い学校の差を広げた。どこぺTっても今回の改定は特に数学において評価が極めて厳しい。そういう点をもっ

と研究してほしい。

304数学の社会的な有用性とは自に見えないものであり、例えば定理や公理、公式などを問題解決に適切に選択利

用する能力が大切であると思う。

333体育は心身のトレーニングであり、数学は頭のトレーニングであると思います。頭の体操を翻曜にそって行っ

ていると認識しています。堅苦しくてもいけないと思います。あらゆる能力の生徒もそのトレーニングは必要

であると，思います。生徒の能力宇目的に合った、唯一でない授業→臨書(単にレベ凡分けではなく目的でも分

けるべき)を行うべきであり、それをすることにより、いわゆる理数離れという現象も回避できるのではと思

-87ー



います。現状をキープすることは、国家の危裁に関わると思っています。早急になんとかすべきであると思い

ます。数学の教員をふやしてください。

334 数学は歴史的背景を持った文化であることを、より一層理解させられる教材が必要である。

345 中学・高校の数学の授業は大学受験のための授業となっている。数学本来の楽しさ、面白さを子供達か珠わう

余裕があったらと思う。

346現地調達の内容はよくない。

370 いくら良い環境を与えても本人が努カしなければ、そんなに甘いものではない。 r落ちこぼしj r落ちこぼれ」

などといわず、 「やらなければわからないのはあたりまえ」という当燃の理論で前得してもらいたい。

372 IJ吟増で教わることが多すぎる。だいたい特有弾性頃から「きらい」になる生徒が多いのはそのためか…・

373現在の指導要領のカリキュラムは、系統を無視して非常に教えにくい。早急に改善してもらいたい。

378個性化のもとに、数学の学習を早期に打ち切られる傾向があるのは問題だと恩います。眠っている数学のカを

引き出す努力を私達は惜しんではならないと思います。

381 特に義務教育段階として落ちこぼしを出さない内容とすること。

382数学の苦手な生徒にじっくり対応できる教育環境を作ること。

395理数離れの遠因に数学嫌いがあるのではないか。また、安直なカリキミラムの変更(柔軟性)による数学力の

低下を憂いでいる。生徒にいかに数学(入試の為の数学ではない)を意識させ、取り組ませるか、首仔錯誤中

である。

396教科書中心であると、時間が足りない。 (10)のような授業がしたいカミ時間がない。受験に対するノルマの

ような(受験テクニック等)授業をしている気がする。(ー毛日の生徒には・・一流大学受験者のような・・に

は受けているが)

399 教科書の配列をもう少し考えた方が良い。

406高校の現場では、学習指導要領の締めつけか:厳しくゆとりを持って授業を展開できません。やはり大学合格を

目指す授業展開になってしまいます。もっとゆっくりと自由に授業が展開できればよいと思います。

411 ほぼ全員か高校へ進学している今の時代においてはさらに内容を精選する必要がある。(高校では)

412高等学校で離散系の数学を取り扱ってもらいたい(数学オリンピックの出題分野等)。場合によっては微積分

学を厳密に扱うことには無理があるので、取り扱わなくてもよい。

417子供の方を常に向き、疑問に答えてやり、楽しい授業を出来るように自分をみがくこと。

421 今までの掛惜のおもしろい部分を省きすぎて逆に内容が抽象的になり、理解しづらい面が多くなってきてい

るように思う。

425 <>受験等を意識すると、常に導入時に日常生活での具体例を示していく時間に余裕がない。 。工夫した授業

も必要だとはわかるが、生徒は何をやっているのか(実際どう役立っているのか)理解するよりは、わかる授

業を要求してくるので問閣が解ける喜びを味わわせるのに時間がかかる。

428 今回指導要領の変更には大変疑問を感じている。改訂の精神の抽象的な話しより、現場が子供達の発達段階に

応じてどうしたら理解させやすいかを、もっと考えてほしい。 Eぇ 1年生で数列を教えても今まで拝生で教

えるよりも生徒の理解が一段と落ちた。また、コマ切れで大変教えにくい。そのまま教えたら、子供達カミ論理

思考がどんどん低下する事は自にみえる。

430 中学校での単位数(週あたりの授業時数)を増やしてほしい。

434週休2日制に移行していく中で、内容が分からないのはおかしい。もう少しとりあげる内容を精選しないと、大

学入試とのいたばさみになり「ゆとりある教育」からどんどん遺ざかるように思う。

436 子供述に数学の問題を解く楽しさを体験させてやれるようにしなければならない(特に小・中学時代の早い時

期に)。そのためには、ある程度の基礎学力をつけさせてやることも必要。

今の子供達は計算力などもなく F数学Jを「数が苦Jとしている者が多い。また、社会や親に数学の重要性を

アピールしていくことも大事である。

437 (，)現在の高校での学習内容(数I、A.数E、B.数盟、 C)に、一貫した系統性がなく生徒の学力が定着し

ない。 (u)学習内容が多いために、時間に余裕がなく、本来の数学教育である楽しく分かる授業カ苛Tえない。

438 小学・中学校では図形など立体的にとらえることや基本的計算をしっかり身につけておくことが大切であると

思う。その上司音校・大学とー殻化、抽象化か可能であるのだが、小学・中学校でつまずくと、具体的な例で

のイメーヲが浮かばないまま、一般的な話をしなければいけないので、拒絶反応を示す子が多くなる。わかる

子もわからない子も全員に同じ数学を学ばせることに無理があるのではないかと思う。
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443 設問問で矛盾がある話になったが、現実問題は、大学入試で高校の授業が決定され、入試に関係ない数学が必

要ない生徒にとっては、何の興味、関心も示さない。

456 高校の数I、数Aの扱いに問題があると恩う。因数分解・分数式を扱わずに二次!羽隊、正弦定理などに進むの

には無理がある。並行履修といっても、実際はAを先に実施しているし、そうせざるをえない。

469 小学校の段階でじっくり九九、小数、分数などの四則演算をやらせてほしい。(現状では時間不足)

470 <:/計算カというのは、どんなに計算機器が普及しても大切であると思う。<:/.入学試験用の数学は最低限にとど

めるのが良い。

484 例題を扱うときは、なるべく簡潔なものが良い。授業展開でもあまり複雑化したり、長い時閣をかけるような

内容では、集中力がなくなっていき、ややこしくなって、学力差が益々出てくる。小・中学校の研究授業や公

開授業をみての感想です。

491 本校の生徒の実態をみると、分数計算がよく理解できていない生徒が入学してきます。また計算力もなく、日

々の指導に苦慮している現状であります。そのような生徒に数学の有用性や応用面についてどれだけ指導でき

るか?少なくとも小・中の段階においては、基本的計算力をつけるようなカリキュラム、時間数確保をお願い

したい。

505 現在の高校のカリキュラムより以前の方がよいカリキュラムだと思うし教えやすい。

506 現在のカリキュラムはあまり良いとは言えないのでは?以前の方が教えやすい。

507 どうしても受験指導に{頂いてしまう。

512 人材を育てるための算数・数学教育と個人がよい人生を送るための算数・数学教育とでは、相入れない点があ

り、両者のバランスがむずかしいところだと思う。現在のように全員横並び主義で、才能のある者に進んだ教

育をすることをエリート教育・差日!敗育と考える風潮では、人材も育たなければ、楽しい人生を送るための教

育もできないだろう。何よりも「数学のできる人は頭がよいJとする社会的偏見をなくすようにわれわれ数学

の教員か努力すべきだと思う。

515 中学高校の数学が“問題を解けるようになること"を第一の目標にされておこなわれるように思われる。応用

問題、文章問題、受験問題の指導にあてる時間をもっと減らし、 (限りなく零に近づけ)大学で学ぶ数学の内

容(定理等)をもっと中学高校の指導内容として取り入れたほうがよい。いたずらに複雑な問題を解かせるの

ではなく、もっとその分野の本質を貫いた内容を指導し、大学の数学との関連性をもたせ、生涯を通じて数学

を勉強し続けることができるような基礎力を培うようにすべきである。

516 小・中学校では基礎基本を身につけさせ、高校になってから考え方等を重視した指導をする。考え方か身につ

いても、基礎的な計算力等のカがなければ、数学的な美しさも楽しさも味わえない様に思う。

545 入試のための数学教育から脱皮することが必要。問題を解く技法か先行し豊かな考え方が生まれてきていない。

549 数学教育の1つの役割として、数学という文化の伝達があると思います。その場合に結論のみを伝えるのではな

い形も増やしてみたいと思います。フェルマーの定理の証明はもちろん私はできませんが、それが単に整数の

話のみでないと古¥虚数単位iの歴史であるとか。単に問題を解く数学はつまらない(しかし、大学入試があ

るのです)

550 iまだ証明できないことは教えないJというかたい態度は放棄してすばらしい定理はどんどん紹介すべき。

(数学的厳密性は専門家・専門の学生がやればよい。〕

553 文部省と大学との考え方にずれがある。(カリキュラムか変わっても入試科目はほぼ過去に準ずる。)選択か

増えることによって基礎学力低下する。小・中・高ではここまではしっかり教えることをはっきりさせるべき

である。

559 高等学校においては進学を考えると、入誌問題の難易か苦掲の指導を左右する現実がありゆっくり取り組ませ

る余裕がない。

568 量の実感はIJ、学校でっかんでおきたい。その重要性にもかかわらず高校では少々時間不足でムリ。

593 <>現状では{関心音欲のある生徒)c (数学の得意な生徒}であり、新課程の評価はきびしくなっていると思

う。 O高度な数学の必要な生徒には、 「解らない事に慣れる」ことが必要だと思う。真の理解は解らない状態

をじっと耐えている中で生まれることが多いと思う。

600 現行の高校のカリキュラムの数I、数A、数E、数Bの編成は良くない。もう少し検討すべきだ。

605 数学の洛ちこぼれが多くなるよう説悪されているように思う。

614新カリキュラム等、一貫したものがないので現場は困る。旧カリキュラムの方が良い。

622来年度で3年目になる新しいカリキュラムについては、苦労して考えてあることがよくわかるのですが、実際に
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授業達してみると、配列に不都合な点均ヲ〉なくありません。また、現場の教師が古い考え方にとらわれて新カ

リキュラムの意図を理解せぬまま、せっかく省かれた内容をわざわざ補って教えているのも問題ありと感じま

す。

624大学入試の数学の問題の出題形式 f短時間に複数の問題に答bえさせる)と内容を変更しな川浪り、高校の普通

科の数学教育の本質的な改革は無理だと言わざるを得ない。もっと少ない厳選された教材で、数学の素晴らし

さと美しさを生徒たちとゆっくりと楽しみたいのであるが・・・。

640 0新カリキュラムに関して、大学入試か科目を指定しているので学校の授業はそれに合わさなければならなく

なり、選択できなくなった。。講習会、研修会などを受けて、もっと勉強しなげればならないと思います。

657興味・関己、を持たせる教材で楽しい授業にすることは決切であるし、また将来数学を必要とする分野に進む生

徒には確実な数学的能力を身に付けさせることは大切である。

661 7ンケートの質問内容と回答との関際が理解しづらいのが多々あり、回答に図った。算数・数学教育の12年間

の流れを一律の問題でくくってしまうのは、どうか? (高校ではそぐわない内容が多い)

662数学は系統的な理解が必要な宮捌と考えられるため、現在の様にあまりに細かく科目を分溺するのは害はあっ

ても利は少ないと考える。

663理解度の差か大きくでてくる科目である。カリキュラムを考える時k上から下までを見たものを考えてぽしい。

現場によっては、都噛を利用しない学校が出て来ている。(一応購仇するが)現場を見た上で良い方針を立

ててほしい。

671 数学の教育内容にコンピュータが当然の顔をして含まれているのには納得できない。もっと理論的な数学(Jt

用数学に対してそう呼んだヨを大切にしてほしいと思う。昨今のコンビュータ・篭卓の活用の推めにはうんざ

りしている。

676年齢に応じて興味・関心をふくらませるような内容をもっと務超的に扱うべきだと思います。

677 若い人の理系離れをくいとめることが重要だと思います。

685小・中・高の各学校の数学の教える内容が膨大なので、減少させるようにしていき、ゆとりを持って教えるこ

とができるようにしなくてはいけないと思う。

686 ・カリキュラムの変え方が中途半端です。もっとだいたんにやさしくしてほしい。・高校まではあまり系統を

意識しない方がいい。・中学の証明は書き方にこだわりすぎである。もっと自由にしては?

692 コンビュータを活用できる施設及び設備が不十分である。(台数と教室不足より)

693考えさせるため手段(選礎計努力・・・速さ、正確さ)が年々低下しているようにj患います。やっぱりわかっ

ても自分でできなければ楽しいと感じられないように思います。

ω5 いまだにチョークとコンパス、黒板を使った授業に終始しているのが実舗です。楽しく充実感を味わえる授業

をめざし、工夫すべきことはよくわかっているのですがうまくいきません。(自己の反省を含めて感想です)

693教育課程を改訂し、!日課程にもどす。新課程は学力の低下をまねく。

702水道方式の高校教育での具体化されkものが、本県〔奈良)では皆無に等しい。数学をより身近なものにする

方法を明示していただきたい。

703高校における数学の教育内容が今回の改定で最怒なものになっていますので系統的に学習できるようにしてほ

しい。又中学校の内容がかなりやさしくなり高校に入ってからは学年がすすむごとに内容がハード(特に理系

に進む者にとってはとても大船になっていますので、 6年一覧教育をおこなっている私立校にとって有利に伏

学進学に閲して)なると思います。高校では学習内容港選択でるようになっています泊、高校レベルではその

ようなことは必妥ないと恩います。前回例降車要領の内容がよかったと恩います。(前々回、数I、IIa..， mが

もっとよ品、った)

725数学教育の改革の参考に今回のアンケートを利用するのであれば一言 “大学入試のあり方をます宅考えるべき

でしょう"。

726現在の学校教育はどうしても大学受験という難関があり、数学教育もそれに制約を受けている。生徒の自由な

発想やじっくり時間をかけたとりくみをしたいカミマークシートの結課だけを重視するセンターテストに代表

されるように、限られた時間で正解与を出す詰11線を余儀なくされている。大学入試渇ミ改善されない限り、今のス

タイJLを変えられない。

731以前、数学の必義の1つに「文化の伝達Jとしての手段ということを聞いたことがある。個人的にはその意見に

賛成であり、 「文化jそのものという思いである。その意味で歴史的な認識を持ち、数学史をもっと重要視し

でもよいのではないだろう品、とかく計算テクニックや理論にばかり目がいきやすいカ又美術や音楽と同様1つ
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の「文化的価値Jも見直されるべきではなかろうか。

732 矛盾を解決しようとすることは非常に大切だカミ、新しいことをすることによって、ある矛盾カミ解決する均九新

しい矛盾が発生することもある。時には矛盾と良い窓味でうまく付き合う姿勢も必要であると思う。

739 梢増では理論よりも計算吉助をもっと増す方向の指導カ泌要だと思う。中学校では、計算方をもとに文朝、

ら立式する力を身に付けさせ、高校では計算カから読解力をもとに発展的な内容に取り組ませるような指導が

{耕納容3必要だとj思う。

747 前悶⑪で答えていることと、自分がやっていることとの閣にはあまりにもギャップがあり過ぎる。その1つの理

由として堕盟主塗主主""他の教員と歩調を合わさねばならないということ。この条件下では理想とする教育

にはならないことが現実である。

748 少人数によるクラス繍成とする。教育課程の主旨にそって指導内容の精還ができるようにする。大学入試セン

ター試験の画一化の改善。

751 高等な数学は大学に入ってからすればよい。今の高校中学には万人がしらなくてもいいと思われる内容がたく

さんある。数学的な論理台肋はもっと簡単なところで高めることができるように思う。またコンビュータに関

しては、数学という範ちゅうをこえて別ワクで授業をとったらどう治、

763 コンビュータや関数電卓のグラフの画面が教室を暗くしなくても見られて、大きな図になるような装置がどこ

の学校でも買えるような教育予算の増額をお願いします。

764教科舎をもっと余白のあるものにして笹き込み可能なものにできないものか。

772 文部省においては、時代の流れだといって軽々しく方針転換をしたり、あるいは机上の空論にならぬようして

いただきたいものである。

773 なぜ、小学生で「算数」、中学以降「数学」なのかわからない。中学生になった時点で数学でつまずく生徒は

非常に多い。 r算数」の考えが定着していない生徒は「数学Jが得意だし、 「算数Jカ〈苦手な生徒は「数学」

カミ得意になる。境目で考え方がまるっきり変わるか、どうかならないかといつも思う。

793 学歴社会には従わなければならないので、最近の「個人重視jを目標とした授業または学校生活での指導には

大きなギャップがあると思う。

801 もっとこどもたちに、身のまわりに存在する数学を知ってほしい。

802 数学のカリキュラムに、確実に全員に教える部分とある程度自由に教えられる部分があると良いとj思う。

811 翻ヰ指導上、新謀程を教える順序より旧課程の方がはるかによいと考えられる。

814 数学嫌いや数学離れ等の問題に対して、数学を教える者自身が数学のたのしさや有用性を理解する必要がある

だろう。

817 高校のカリキュラムを変更して数 I 数E数E数A数B数C6冊もの耕鴇を作ることは6冊x3~18冊学べと同じ。

なぜなら問題集、参考書を入れれば生徒の負担は大きく、落ちこぼれを作ることになる。 3冊にしてもらいたい。

数I数E数m(昭和49年度)のようにしても問題集参考湛同応用は十分に学べる。生徒に考えさせるカをつけ

るには3冊にして十分時間をとってやることが必要である。

826 新カリキュラムへの移行が3年目に入るので、今年こそ指導計画の徹底を図らねばと思っています。

841 計算力が誌E弱いように感じる。分数の加法減法のドリルが初期の段階で不足しているのではないかと恩われ

る。

851 学習指導要領にもっと現場の声を反映してほしい。

852 受験数学に追われないようにならないものか?

864 私の学校では、入試のための数学が重要視されており、授業をして演習をすることに追われています。数学を

楽しむためにはもっと根本的な入誤制度の改革治法吾妻だと思います。

871 最近生徒の計算カが低下しているような気がします。数学の面白さを感じさせるためにはある程度の計算カは

必要なので、小・中学校での強力な指導を期待します。(例えば、かけ算の九九は非常・に日本数学のいい教育

だと考えます)教育予算を削らずに算数教育に有為な先生を小与噌に配置してもらいたいです。

874 理数離れ傾向が強くなっている実情も考えねばならないが、安易に妥協することなく、物事を論理的に処理す

る能力等、数学的思考力を育成すべきである。受験学力のみに偏向しない事が大切ではなかろうか。

881 国の方針がまずすぎる。カリキュラムが入試に対応していないので何とか時間や内容を考えるべき。

924 高校の掛曜の指導システムか溜続性と系統性がなく指導カミ大変難しい。以前の数学I、数学E、数学Eの時

代の方がよくまとまっていて、指導しやすいし、学びやすいと考えます。

928 A 数学の内容 B わかる C できる C-速くできる D 正しい答案か嘗ける D-速く書ける E 
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良い成績をとる*A-Eのどこに楽しさが見い出せるか? Aの楽しさをどこまで引き延ばせるか難しい。

929現在の高校のカリキュラムは問題点が多い。

934高校での新課程の数学は流れか慈し内容に対する単位数も少ないため、自主的に教材を選択するはんいと時

間が限られ、結果として生徒の負担を多くすることとなり、定欲を低下させることにつながっています。 f個
jjlj{t，個性化Jの流れの中で、数学教育のあり方が以前にもまして関われているように思われます。

935 IJ吟殺において学年があがっていけば自然に(時計、単位の鍛算)理解できるであろうことは、あまり早期に

取り上げて授業で教える必要はない。それよりも基本的な計算をしっかり身につけさせてもらいたい。

936 教育課程については、もっと現場の意見を自由に取り入れてほしい。

948大学入試にしばられないゆとりが欲しい。

950大学入試の改革

951 高校教員になる前とちがい、分数や小数の計算が出来ない生徒、六九を覚えていない生徒、正負の計算が出来

ない生徒を自の前にして、数学に対する考え方がゆらぐことがある。

966 新カリはやはりなじみつ.らい。中途半端に内容をひろげる必要はないと思う。また、あまり難しい幾何は除い

た方が良いと考える。文系なら文系でも納得できるような内容を求める。(そういう系統か欲しいということ)

974 f自主性の尊重jと「出来孟問題だけやればよい」という乙とは違う。現在のカリキュラムはまさに後者であ

る。確かに旧カリキュラムでは生徒にここまで教える必要があるのかと疑問を感じることもあった。しかし、

現カリキュラムは数学の系統性を無視し、逆に分野間の関連を教えにくくしているように感じられてならない。

今後のカリキュラムの検討では、よりー庖摘広い人々からの怠見を聞く必要がある。(筑読経験者だけではな

く、一般の教諭や高校生たちからも)

979 学年に応じたカリキュラムにして欲しい。例えば新諜程においては、 1年生では数列(漸化式均二項定理)、確

率(反復試行、狙泣試行等)等は理解させるのはなかなか面倒なように思う。

980現在の高等学校のカリキュラムを以前のような系統性のある形に戻す必裂がある。また学年に応じた教材の記

現lカ泌凌である。たとえは苦虫学Aで数列の漸化式数学的帰納法を扱うのは困難である。

983 現在新カリキュラムが開始され、 2年経過しましたが、高校3年間て6冊というのは多すぎると思うし、また、 A、

B、Cの中の選択もとても無駄な面が多いと思うので、 l年に1冊の方向で戻してもらいたいものと思う。

984 自分はやっていないが、特にコンビュータやビデオ、その他の新しい機擦を使うことが出来るようになればす

ばらしいと思ういそうしたソフトウェアの開発も必要であると恩う。(だれでもがかんたんに使える様にな

るために)

987 大学受験の内容がかわらなければ、「分かる授業Jfゆとりのある授業」も進度に追われてできない。教具等、展

関等についてゆっくり考えたくても、教師自身の生活にもゆとりがない。

991 0小・中学校においてきちんとした計算力を身につけることが大切とJ@，円。 0家庭学習の習慣化を少しでもよ

いから小・中学校でやってほしい。

993小・中の内容があまりに多くて、授業の中ですべての子にわかるように指導しきれていない。しかし、平均点

を高くする、または7、8j!;1Jができればいいという発想で研究が進められれば、いつまでたっても現状のままで、

できない子は同年悶の義務教育は何だったのか」と恩わざるを得ないような此態で高校に入ってくる。研究を

進めていく時の方針を検討していただきたい。

995子どもに数学の楽しさを伝えることと、受験勉強としての数学を教えることは両立カ灘しいが他郡ヰより数学

はやりやすい方だと思う。
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小学校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の学校段階別による態度の差

表A-l 算数・数学の授業形態(質問項目2(1))

算数・数学の授業形態 行っている割合(%) x '{i直(キ:5百で有意差)

全体小中高 小中 中高 小高 l

L 一斉学習 (1) 94 90 <95く100 10.3孝 19.4事 51.4字

2.個別館習 (3) 3 6> 3> 0 7.2本 6.9宰 26.6*

3.グループ学習 (2) 2 4 2> 0 2.3 9.0キ 18.7キ

4. TT (4) 。。。。。。 。。 0.0 

表A-2 算数・数学の授業での教科書の扱い方(質問項呂2(2))

制容の扱い方
問番号題

扱っている割合(%) x '1直(*:5目で有意差)

全体小中両 小中 中高 小高

L 教科書とその他の教材(2) 72 73 76> 69 1.0 5.3キ 1.7 

2 教科書だけ (1) 22 25> 17く24 8.日本 8.3本 0.0 

3. 自作の教材 (3) 5 3く 8 7 12.5孝 0.2 9.8意

表A-3 算数・数学での専任(質問項目2(3))

算数・数特ヰの専任

専任

他都ヰと兼任

12く82く96 1474.7本 49.1本 52.6宇

88> 18> 4 1474. 7本 49.1掌 52.6キ

表A-4 算数・数学教育の過去・現在への認識(質問項目3)

わが国の算数・数学教

自分カ叶、中学生のとき

現在

教材・教具

L 定規、コンパス

x '1直(き:5%で有意差)

小中中高小高

41> 34> 19 I 5.4宇 25.7キ 58.7牟

72 68く82I 1.6 22.8キ 13.1客

表A-5 教具の利用(質問項目4)

問番曜号
利用している割合(%)

全体小中品

(10) 88 99 100> 67 

2.模型価穏説明鴎、立体模型など)(1) 70 96> 91> 27 

x'値(宇:5%で有意差)

小中中高小高

0.7 163.3事 178.9本

14.0キ397.8キ527.9事

3.笑物(サッカーボールなど) (8) 69 99> 79> 32 101. 1孝 209.6キ507.0孝

4.その他自作教材・教具 (11) 65 88> 76> 34 18.8き134.1き237.7キ

5.巻き尺、ひも (9) 60 96> 54> 32 233.4事 44.9*454.3孝

6.四則電卓、分数百Z卓 (5) 46 50く 63>26 17.3* 133.7キ 60.2き

7.格造プロック(タイルなど) (2) 39 75> 38> 6 130. 9* 155. 6キ523.4キ
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8 パソコン 1(7)1 39 126く63>31 1125.4* 96.9孝 2.8 

9.写真、スライド、テレビ、ビデオ 1(4)1 38 159> 41> 15 1 26.似 83.11 209.似

1且~オボード機何板) 1(3)1 25 147> 25> 5 1 44.似 78.1孝 230.併

11.グラフ電車 1(6)14144510.00.40.5 

注・利用している割合:rよく使う」、 「ときどき使う」、 「たまに使う」の反応率の和

表A-6 資料の利用(質問項目5)

利用している割合(%) x'値(牟:5%で有意差)

全体小中角 小中 中高ー小高

1.算数・数学科の教科書 (1) 99 。。 99 99 0.0 。。 0.4 
2.算数・数学科の問題集、参考書 (3) 94 86く98く100 44. 7事 4.9本 70.8事

3 算数・数学科の掛曜の指導書、解説脅 (2) 88 97> 92> 78 12.4キ 34.3本 84.7*
4.講習会、研究会などで問いた話題 (11) 76 77 82> 70 3.2 18.5幸 6. 9牟
5.算数・数学についての教育書 (4) 70 75 78> 60 o. 7 32.4* 25.6宰

6 数学の教養書、数学の解説書 (6) 55 30く68 71 135.6本 0.7 171.9字
7.新聞 (8) 34 33く42> 28 9.0本 20.4本 2.3 
8.世路樹の教科書 (7) 30 37> 24く 31 17. 7傘 6.0宇 3.6 
9.大学数学の教科書、参考書 (5) 20 5く16< 40 30.3孝 65.3宇176.7孝

10.その他 (12) 19 26 21> 12 1.2 8.7孝 16.0キ

11.百科事典 (9) 17 22> 15 14 7.3* 0.2 11. 4宇

12.理科年表 (10) 9 16> 7 7 15.3き 0.0 18.1キ

注:利用している割合:rよく使う」、 「ときどき使う」、 「たまに使う」の反応率の和

表A-7 授業で扱う問題の重要度と利用度(質問項目的

問題の重要性 重要だと思う割合(%) x'値〔孝:5%で有意差)

全体小中前 小中 中高 小高

1.純粋な算数・数学の問題 (1) 92 87く95 96 18.8キ 0.2 26.3本
2.子どもに親しみゃすい算数・数学の問題 (2) 92 96 95> 87 0.1 18.0孝 22.8字

3.算数・数学に関係した現実的な払暗 (3) 84 91> 84 79 8.9事 3.6 25.5宇
4.算数・数学に関係した遊びの問題 (4) 74 83> 77> 65 4.7き 16.5宇 41.6本
5.実験などから導かれる算数・数学の問題 (6') 60 60く67>58 4.8き 7.7孝 0.3 
6.数学の文化に関係した問題 (5) 50 39く55 59 23.6キ 1.5 40.8き

問題の利用度 利用している割合(%) x'値(孝:5%で有意差)

全体小中高 小中 中両 小品

1.純粋な算数・数学の問題 (1) 90 84 <96 93 32.9本 3.0 20.4き

2.子どもに親しみゃすい算数・数学の問題 (2 )1 82 92> 86> 71 10.2本 30.4キ 76.8キ
3.算数・数学に関係した現実的な問題 (3 )1 49 68> 41 41 72.01 。。 77.4キ
4.算数・数学に関係した遊びの問題 (4 )1 40 61> 38> 23 50.8事 23.7キ151.7事

5.数学の文化に関係した問題 (5 )1 15 9く20 20 20.3事 0.0 22.1宇

6.実験などから導かれる算数・数学の問題 (6 )1 15 20 16> 12 2.0 4.1孝 13.0宇

注:重要だと思う割合 「とても軍要である」と「比較的重要である」の反陀率の和

利用している割合: rよく扱う」、 「ときどき扱う」、 「たまに扱う」の反応率の和
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表A-8 指導アプローチの利用度(質問項目7)

指導アプローチ 由選 利用している割合(%)x'値(本:5目で有意差)
回

中 高 小中 中高 小高

1.練習問題によって計算の仕方に習熟させる。 ④ 99 100 100 100 0.3 0.3 0.1 
数 2.具体的な場面から計算の意味を考えさせる。 ① 98 100> 98 97 7.2孝 1.0 12.5キ

と 3.きまりとして計算の仕方を理解させる。 ② 97 97 98 99 1.5 1.3 6.0事

計 4.計算がもっている規則性を見いださせる。 ⑥ 97 98 98 98 0.1 0.4 0.1 
算 5.計算が使われる実際的な場面を考えさせる。 ⑤ 93 98> 92 92 20.4事 0.0 22.2事

6.ゲームなどで詐算の仕方に慣れさせる。 ③ 79 98> 86> 55 45.8孝 104.6キ254.7事

1.筋道立てて図形の性質を考えさせる。 ③ 95 95 <99> 93 12. 7孝 17.9本 0.6 
2.ー殻化や類推などで膨の性質を関連づけさせる。 ⑥ 92 88く98> 92 30.1キ 12.6牟 5.5キ

図 3. ~明りで図形が使われている場面を見いださせる。 ④ 91 99> 93> 82 26.3* 22.4傘 85.0キ
形 4.いろいろな証明の仕方を見いださせる。 ② 90 85く99> 90 55.4孝 32.8本 5.2本

5.教具を使って図形の性質を考えさせる。 ① 88 100> 98> 70 5.2本128.3宰 170.7掌

6.証明をていねいにかかせる。 ⑤ 83 64く99> 90 177.9* 30.6主 103.2客

1.表をもとに規則性を見いださせる。 ② 95 91<100> 97 34.4牢 5.7* 19.8客

2.グラフをもとに性質を見いださせる。 @ 94 85<100> 99 67.5本 3.3本 66.3事

関 3.式をもとにグラフを考えさせる。 ③ 92 79<100 99 102.7キ 0.4 114.3* 
数 4.笑世界の事象をもとにして関数を考えさせる。 ① 90 83く97> 92 47. 1事 9.6本 20.0牟

5.関数が使える具体的な事象を見いださせる。 ⑤ 87 78 <97> 88 68. 1事 23.1本 17.9孝

6.数式や図形納容の中に関数の考えを見いださせる。 ⑥ 85 71 <95 92 88.8宇 3.6 72.4孝

注・利用している割合:rよく扱うJ、 「ときどき扱う」、 「たまに扱う」の反応皐の和

表A-9 算数・数学教育における教育観〔質問項目8)

期待している教育観 間足 期待している割合(%) x'値(キ:5首で有意差)

番号佳持 中 高 小中 中高 小高

1.子どもが分かるようになる。 (2) 98 99 100 98 0.3 2.8 0.8 
2.子どもができるようになる。 (1) 96 99> 97 96 5.4掌 0.4 9.3事

3.子どもが楽しむようになる。 (3) 91 96> 92> 88 7.1宰 5.8本 26.2キ

実現している教育観 間選 実現している割合(%) x'値(本:5%て"有意差)
番号全件 中 品 小中 中高 小高

1.子どもが分かるようになる。 (2) 70 76 71> 65 2.9 3.8宇 14.7事

2.子どもができるようになる。 (1) 67 77> 62 66 21. 9キ 1.3 13.6キ

3.子どもか楽しむようになる。 (3)I 39 50> 41> 29 7.5￥ 13.8き 44.8客

注:期待している割合 「とても期待しているjと「比較的期待しているJの反応率の和

実現している割合 「とてもできているJと日鍛的できている」の反応率の和

最も期待している教育観 問題 最も期待している割合(%) x'値(キ:5%で有意差)

番号 全体 中 I苛 小中 中前 小品

1.子どもが分かるようになる。 (2) 47 41く49 54 4.8本 2.4 15.4本

|2子ども織しむ山なる。 (3) 36 46> 35 31 10.2キ 1.8 23.0本

(1) 14 13 16 15 1.8 0.1 1.1 3.子どもができるようになる。
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表A-10授業形態の利用度(質問項目9)

授業形態 習題 利用している割合(%)x'値(宰:5%で有意差)

llIr号 全体 中 高 小中 中高 小高

1.教師か内容の説明 (1) 93 85 <97く99 40.1掌 7.2キ 76.3キ
2.子どもか話し合い (2) 85 100> 96> 63 11.6本158.2宇224.9キ
3.複数の課題の準備 (3) 41 54 55> 18 0.0 148.1事152.1傘

4.自分の進度で学習 (6) 37 44> 33 38 11. 0キ 2.1 4.0業

5.自分で課題の発見 (5) 30 45> 33> 14 15.0本 46.2き 118.4キ
6.相談して課題の準備 (4) 20 30> 24> 7 4.0客 56.1キ 92目2本
注:利用している割合・「よく使うj、 「ときどき使う」、 「たまに使うJの反応率の和

表A-11 好ましい指導展開(質問項目10)

展開例・第1位 間遅 好ましい割合(%) x'値(宰:5目で有意差〉
小中高 小中 中高 小高

1 図形の問題から自分で問題をつくる (1) 24 25 28> 21 1.5 7.4本 2.1 
2. 1次関数のいくつかの式に共通な性質を見いだす (4) 22 10く27 33 44.2事 3.4 73.8事

3.図形の問題から学習課題を自分で見いだす (2) 17 24> 18> 11 4.6き 11.2キ 31.6き

4.社会の中で使われている数学をグループで調べる (6) 14 24> 10 10 30.0キ 。。 35.1 
5. 2次関数の笑世界の巴噛で数学的な関係を考える (3) 12 8 11く20 1.7 15.6孝 28.4傘

6.コンビュータで関数のグラフをいろいろとかく (5) 6 10> 6 6 4.1宇 0.1 3.2 
展開例・第2位

払'=暁ロ
好ましい割合(%) x'値(*:5百で有意差)

小中高 小中 中高 小高

1. 1次関数のいくつかの式に共通な性質を見いだす (4) 19 14く21 25 7.1キ 1.7 16.8キ l

2.図形の問題から学習課題を自分で見いだす (2) 18 26> 17 14 10.8本 0.9 20.2キ

3.図形の問題から自分で問題をつくる (1) 17 15く20 17 4.2キ 1.1 1.0 
5.コンビュータで関数のグラフをいろいろとかく (5) 14 15 15 13 0.0 0.5 0.2 
4.社会の中で使われている数学をグループで調べる (6) 14 18 16> 11 1.1 4.1本 10.0本

6. 2次関数の実世界の問題で数学的な関係を考える (3) 13 12 11 <19 0.1 10.1* 8.7き

表A-12 算数・数学のカリキュラムの構成原理(質問項目11)

カリキュラムの構成原理
問宅存題主三

賛成の由l合(%) x'値<*:5%て有意差)

中 高 小中 中高 小品

1.数学の系統性 ① 92 91 93 95 0.6 2.5 6.3キ
2.数学的活動 ② 64 75> 65> 55 13.3本 9.1* 47.1* 
3.社会生活を向上させるのに必漫な算数・数学 ③ 58 69> 54 54 22.4宰 0.0 26.5き

注賛成の書IJ合・「ほんとうにそうだJと「だいたいそうだ」の反F民事の和

最も重要な構成原理 問題 最も重要だとする割合(%) x'値(ヰ 5%で有意差)

番号 全体 中 高 小中 中高 小高

1.数学の系統性 ① 57 43 <57 <74 18.8キ 28.5事 99.0本

2.数学的活動 ② 24 35> 25> 14 10.3本 18.2キ 59.1事

3.社会生活を向上させるのに必要な算数・数学 ③ 16 22 17> 12 3.0 5. 7キ 18.2傘
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表A-13算数・数学教育の授業観・目的観〔質問項目12)

授業観・目的観 間庭 配慰している割合(%)x'値(客:5%で有意差)

番号 全体 中 高 小中 中高 小高

1.分かりゃすく説明する。 (1) 99 99 100 99 0.5 0.0 0.0 
2.子どもに考えさせる。 (2) 98 。。 99> 97 1.1 6.5字 12.6傘

3.算数・数学の内容の跡切れ明j題から導入する。 (3) 95 97 94 97 3.5 3.1 0.0 
4.計算能力を身につけさせる。 (5) 92 96 94> 89 2.3 8.4* 20.4本
5.子どもが奥味・関心を持ちそうな問題で学ばせる。 (7) 88 98> 91> 80 20.3* 23.5孝 81.2き
6.論理的な考え方を育てる。 (9) 84 78 <89 86 19.7ま 1.9 10.9き

7.日常生活の具体的な場面から導入する。 (4) 84 97> 88> 69 31. 2本 47.6き 143.1キ

8.算数・数学の内容を系統的に学ばせる。 (6) 82 79 83 85 2.4 0.7 6.4キ

9.算数・数学の考え方の発展が分かるようにする。 (8) 75 74 77 77 0.9 。。 1.2 
10合理的な精神を育てる。 (10) 59 58 63 60 2.9 1.2 0.4 
11.算数・数学が他朝ヰで利用されているこ浅知らせる (11) 52 49 50く61 0.0 11. 6本 13.5本
12 数学の歴史を話す。 (12) 34 18く45 42 81. 4本 0.9 71. 4き

注:配慮している割合: rいつも配慮している」と「ときどき配慮しているJの反応率の和

表A-14算数・数学教育における数学観(質問項目13)

数学銭 問題 賛成の割合(%) x'値(本:5%で有意差)

番号 全併 中 品 小中 中高 小高

1.数学は論理的思考力を高める。 (1) 96 97 96 97 0.5 0.3 0.0 

2.数学は数学的問題解決能力を高める。 (5) 93 97> 93 91 5.1本 2.0 14.2本

3.数学は世界中の抗栃恥いろいろな形で存在した。 (26) 92 92 93 95 0.6 0.8 3.3 
4.数学は知的好奇心を喚起する。 (4) 84 86 87> 81 0.0 5.5牟 4.8き

5.数学は明快である。 (23) 84 80 <86 86 6.1孝 0.0 6.4キ

6.数学の応用を学ぶと論理的に考えるカがつく。 (7) 74 78 76 72 0.3 1.4 3.6 
7.数学はすべての人間にとって必要である。 (18) 74 79> 73 72 4.2事 0.1 6.3き

8.数学の応用を学ぶと数学の理論の理解が深まる。 (8) 73 73 73 76 0.0 1.1 0.8 
9.数学は判断力を高める。 (2) 73 73 74 74 0.0 0.0 0.0 

10.数学は実世界とは切り離せない。 (14) 73 76 73 72 1.7 0.1 3.0 
11.数学は童l踏力を高める。 (3) 71 67 <75 74 6.9客 0.0 6.3傘

12.数学は日常生活に必要である。 (12) 71 81> 69 64 16.7奪 2.6 35.11 

13.数学は発展している。 (19) 70 63 69 <80 3.4 16.9宰 38.0本

14 数学は努力したことか守現われる。 (27) 70 75 71 68 2.0 0.7 5.6本

15.数学は誰でも楽しさを味わえる。 (30) 70 72 74> 67 0.1 4. 9客 3.4 

16数学は社会で大いに活用されている。 (10) 70 66 <72 73 3.8き 0.0 5.0本

17.数学は美しい。 (21) 69 46く80 82 119.1掌 0.4 148.7き

18.数学は偲人て学ぶのに適している。 (24) 67 61 <69 73 6.8事 1.6 16. 7念

19.数学の理論を学ぶと数学を応用する力もつく。 (6) 65 66 63 69 1.0 3.5 0.7 

20.数学は落ちこぼれをつくりやすい。 (17) 63 59く68 67 7. 9宰 0.0 7.1き

21 数学は抽象的なものである。 (13) 60 49 <66 68 26.7事 0.3 36.3事

22.数学は自由である。 (22) 59 46く64く71 30.4孝 5.3ま 65.9本

23.数学は協力して学ぶのに適している。 (25) 46 51 49> 40 0.4 8.6キ 13.8孝

24.数学は堅苦しい。 (20) 41 43 42 42 0.0 0.0 0.0 

25.数学は記号のゲームである。 (11) 28 28 30 28 0.5 0.6 0.0 

26.数学は耐え忍んで学んだものf肘燥しさを得る。 (28) 27 24 27 <32 0.7 3.8本 8.6* 
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27 数学は実用的ではない。 (9) 27 27 26 29 0.0 1.2 0.7 
28.数学は男子の方が学ぷのに適している。 (16) 9 4く10く15 12.5傘 6.7* 37.7本

29 数学はいくら努力しても報われない。 (29) 7 7 B 9 0.4 0.2 1.5 
30.数学は一昔官の優れた人間が学べばよい。 (15) 6 6 6 7 0.0 0.4 0.6 

注.賛成の割合:rほんとうにそうだ」と「だいたいそうだ」の反応率の和

表A-15 算数・数学の内容の重要性(質問項目14)

算数・数学の内容 重要だと恩う割合(%) x2値(本:5%で有意差)

金持小中前 小中 中高小品|

L データから判断する (26) 91 93 93> 88 0.0 5.8本 8.0傘

2.方程式 (4) 90 83く96 96 41.2孝 。。 48.5孝l

3.文字式の計算 (3) 89 81く93 94 31.3キ 0.5 45.0キ
4.小数の四則計算 (1) 88 93> 84く90 20.8* 8.6* 3.2 
5.一般化をする (24) 86 87 91> 83 3.0 11.5傘 3.0 
6.分数の四則計算 (2) 86 82 84 <95 0.7 30.9キ 42.5*
7.三平方の定理 (9) 83 64く93 95 112.9キ 1. 8 156.3* 
8.不等式 (5) 79 74 78く89 1.9 21. 7キ 38.9キ
9.論理的な証明を行う (23) 79 77 <84> 77 7.2孝 7.4* 0.0 
10.概算 (14) 77 93> 72 69 79.8宇 0.6 97.9字

11.近似的にものを見る (21) 76 83> 75 74 10.3き 0.0 13.8き

12.三角形の合同条件 (7) 74 66く78 79 15.1孝 0.3 22.4宇

13 トランプや宝くじの確率 (13) 73 64 <79 80 23.4宇 0.1 30.1孝
14.公理的に考える (25) 71 73 77> 66 2.9 16.0牟 5.5牟

15.三角比 (11) 67 58 61 <85 1.1 73. 9牢 97.4事
16数学的モデル化を行う (22) 67 62く76>67 19.8キ 9.5孝 2.2 

17.円周角の定理 (8) 66 54 75 73 44.6キ 0.1 44.4事

18 電車を使った計算 (20) 66 79> 68> 54 14.2* 18.3傘 68.8ヰ

19.移動 (6) 65 61 62く74 0.1 16.1本 20.1事

20.投影図 (1の 59 60 61 60 0.0 0.0 0.0 
21.方位・方角 (19) 50 70> 42 42 74.6キ 0.0 83.2キ

22透視図 (12) 48 58> 40く50 30.6キ 9.7キ 6.8孝
23 科学的表記法例:2.1x10' (15) 47 49 43く54 3.1 11. 5事 2.7 
24.暦 (18) 43 61> 41> 32 37.5傘 8.1孝 86.7宇

25 単利法と複利法 (17 )1 41 47> 36 <44 11.7孝 6.2孝 1.0 
26. 3桁区切りと4桁区切り (16) 35 53> 26 26 70.0宇 0.0 77.8事

注.重要だと思う割合: rとても重要であるJと問:較的重要であるJの反応率の和

表Aー16 算数・数学の内容の扱い〔質問項目15)

内容の扱い 笥自 配出草している割合(%)x2値(本:5百で有意差)

怪号 全舛 中 品 小中 中角 小高

L 図やグラフなどの視覚的な手段をWtli批使わせる。 (7) 96 94 <98 98 10.8キ 0.4 8.7キ

2.計算が面倒にならないように簡単な数債を使う。 (2) 91 88 <93 93 4.5* 0.1 7.0本

3.実際的な実例をあげる。 (9) 82 81 82 84 0.1 0.4 1.2 

4.答えが分数や平方は、そのままにする。 (6 )1 71 51 <81 84 86.9事 1.8 125.3き

5.およその大きさの見当をつけさせる。 (5 )1 56 55 59 55 1.7 1.4 0.0 
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6.数学的に発展させる。 (10) 55 46 <61 61 20.7孝 0.0 23.3掌

7.応用問題を解いたりする駄目、電卓は使わせない。 (4) 54 43く55<66 12.6事 11.9孝 52.8宇

8.計算か面倒でも実際の数値を使う。 (1) 41 49> 37 39 14.0本 0.2 12.1本

9.電卓を積極的に使わせる。 (3) 28 43> 28> 16 23.9本 19.7本 91.9き
10.図やグラフ舵の助けを借りないで取り組ませる。 (8) 7 10> 6 8 7.6傘 2.8 1.4 
注:配慮している割合: rょくする」と「ときどきするJの反応皐の和

表A-17教師の数学経験(質問項目16)

自分の数学経験

院
賛成の割合(%) x'値(キ:5%で有意差)

全体小中南 小中 中高 小高

1.算数・数学で良い印象の授業を受けたことがある。 (1) 66 57く68<75 12.4き 6.7本 40.5*
2.数学の授業で数学の応用について学んだ。 (3) 48 43 <53 51 8.7ヰ 0.3 6.4本

3.数学についての素晴らしい話を聞いたことがある。 (6) 45 32く53 55 41.1本 0.5 55.5キ
4.数学の教養香・解説書をよく読んだ。 (5) 45 29 <49 <58 37.8* 9.2き 90.1き

5.数学について印象的なことはなかった。 (7) 25 37> 22 19 27.2キ 0.7 40.9事

6.算数・数学の授業は無味乾燥なものばかりであった。 (2) 23 29> 20 20 10.3事 0.0 11. 4客

7.数学の授業で数学史について学んだ。 (4) 13 9 <18 14 15.6本 2. 9 5.7キ
注:賛成の割合: rほんとうにそうだ」と「だいたいそうだ」の反応率の和

表A-18算数・数学教育への期待(質問項呂17)

今後への期待

農
大切だと思う割合(%) x 'j直(孝:5克で有意差)

全体小中高 小中中高小高

1. 算数・数学の楽しさを経験させること。 (2) 97 99> 97 96 5. 3孝 1.0 11. 3客l

2. 算数・数学の基本的な内容を分からせること。 (8) 94 97 96 94 0.8 1.8 5.6キ

3. 国々の子どもの学習進疫に助社指導を考えること。 (18) 93 97 95> 90 1.6 7.8キ 17.3*
4. 数学的に考えることを重視すること。 (3) 93 92 <95 94 4.3宇 0.8 1.6 

5. 子どもの活動を重視すること。 (16) 93 100> 95> 87 20.6* 17.0本 64.4孝

6. 子どもの自主性を育てること。 (1) 91 96> 91 90 9.4き 0.0 12.0本

7. 国々の子どもの進歩が分かるような評価にすること。 (21) 91 97> 94> 84 5.4本 20.2牢 46.4本

8. 落ちこぼれをつくらないこと。 (24) 90 92 90 90 2.1 0.0 2.2 

9. 子どもの奥味・関心にあわせた指導を考えること。 (19) 89 97> 93> 80 9.4本 34.7宰 76.8本

10. 子どものよい面を取り上げる評価にすること。 (22) 89 96> 91> 82 9.8キ 19.0* 55.3本

11. 計算能力を身につけさせること。 (7) 88 90 90 87 0.0 2.2 3.3 
12. 算数・数学のよさを強調すること。 (4) 82 83 86> 79 1.2 6.5キ 2.2 

13. 数学の社会的主有用性が分かる内容を増やすこと。 (11) 77 81 77 74 1.6 1.2 6.H 

14. 電卓・コンビュータを活用すること。 (20) 74 83 78> 63 3.4 26.6* 52.3* 
15. 算数・数学の論理性を強調すること。 (6) 72 63 <74 <81 12.5* 6.0本 38.9本

16. 算数・数学の美しさを強調すること。 (5) 64 51く74 70 50.日本 1.1 40.6傘

17. 内容の質を今よりも下げないようにすること。 (17) 60 53く60<71 4.6* 14.8孝 38.7本

18. 数学の応用面に関する内容を増やすこと。 (15) 55 56 54 58 0.6 2.0 0.4字

19. 入学試験陪凶問題解決能力を身につけさせること。 (23) 55 39 <61く69 46.7孝 6.1キ 93.8牟

20. 社会や親に算数・数学の重要性を訴えること。 (25) 55 52 55 61 1.3 2.8 8.7事

21. 算数・数学での証明の重要性を強調すること。 (10) 52 43く57 57 19.2キ 0.0 21. 3キ

22 いろいろな文化を相互理解する内容を増やすこと。 (12) 49 53> 46 51 4.1事 2.2 0.3 

23. レクリェーション的な内容を増やすこと。 (13) 48 66> 45> 34 42.2孝 12.7孝108.0本
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24. 数学の歴史的な話題を婚やす乙と。 胞の147 1 35 <55 53 1 37.8本 0.4 33.1* 

25. 算数・数学tのコミュニケーションを強調すること。 K9~ <<1 a << a 1 L2 Q2 ~8 

注:大切だと思う割合: rほんとうにそうだ」と「だいたいそうだ」の反応率の和
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小学校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の男女別による態度の差

表8-1 算数・数学の授業形態(質問項目2(1))

間番号選
行っている割合(%:>.く;協で有意差)

算数・数学の授業形態 全体 中 高 男 女

全体 男女 男女 男 女 男 女 小中高 小 中 高

1.一斉学習 (1) 94 97>92 91 90 96 96 00 100 91 96<100 90 96 100 

2.個別学習 (3) 3 2く 6 4 7 2 4 。。4 2 。7 4 。
3.グループ学習 (2) 2 2 2 4 3 2 。。。4 2> 0 3 。。
4. TT (4) 。。。1 。。。。。1 。。。。。

表8-2 算数・数学の授業での教科書の扱い方(質問項目2(2))

間番瞳号
扱っている割合(%:>.く;5置で有意差)

教科書の扱い方 全体 中 高 男 女

全体 男女 男女 男女 男女 小中高 小中高

1.教科書とその他の教や (2) 72 73 70 79>67 75 79 69 67 79 75 69 67<79 67 

2.掛糟だけ (1) 22 20く27 18く31 17 15 23 31 18 17く23 31>15>31 

3.自作の教材 (3) 5 7> 3 3 2 8 6 I 96 100 3< 8 96 2 6 100 

表8-3 算数・数学での専任(質問項目2(3))

受け持っている割合(%:>.<;邸で有意差)

算数・数学科の専任 全体 中 高 男 女

全体 男女 男女 男女 男女 小中前 小中高

専任 (1) 63 73 40 11 13 81 88 96 100 11 81 96 13 88 100 

{伝数科と兼任 a 36 27 60 89 87 20 12 5 0 89 20 5 I 87 12 。
表8-4 算数・数学教育の過去・現在への認識(質問項目3)

隠Z亘長が多い(%・>.<;5克で有意差)

わか国の算数・数学教育 全体 中 高 男 女

出量体 男女 男女 男女 男女 小中高 小中高

自分地旬、中学生のとき 31 30 35 46 38 34 33 19 20 46>34>19 38 33 20 

現在 73 74 78 68く78 66 72 81 87 68 66く81 78 72<87 

表8-5 教具の利用(質問項目4)

関
利用している割合(%ー>.く;協で有意差)

教材・教具 全体 中 I司 男 女

全体 男 女 男 女 男 女 男 女 小中品 小中角

1.定規、コンパス (10) 88 84く97100 98 99 100 66く83 00 99>66 98 100>83 

2.模型領演説籾器、立体模型など)(1) 70 63く86 98 95 91 92 27 23 98>91>27 95 92>23 

3 実物(サッカーボールなど) (8) 69 62く86 00 99 79 77 33 29 00>79>33 99>77>29 

4.その他自作教材・教具 (11) 65 57く80 89 88 75 78 34 43 89>75>34 88>78>43 

5.巻き尺、ひも (9) 60 53く78 96 97 56>45 32 37 96>56>32 97>45 37 

6.四則電車、分数電卓 (5) 46 46 42 67>36 62 67 26 31 67 62>26 36<67>31 

7.構造プロック(タイルなど) (2) 39 31く57 74 76 40 31 6 4 74>40> 6 76>31> 4 
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8.ノ宅ソコン

9.写真、スライド、テレビ、ビデオ

10. ジオボード(幾何板)

表8-6 資料の利用(質問項目5)

利用している割合(%: >. < ; 5%で有意差)

資料 全体 中 高 男 女

全体 男 女 男女 男女 男女 小中高 小中高

1.算数・数学科の教科書 (1) 99 99 100 00 100 99 100 99 100 00 99 99 00 100 100 

2.算数・数学科の問題集、参考書 (3) 94 96>91 87 86 98 99 00 100 87<98 100 86<99 100 

3.算数・数学科の掛捕の指導替、解説書 (2) 88 85<97 95く99 90<99 77 83 95>90>77 99 99>83 

4.識習会、研究会などで聞いた話題 (11) 76 76 78 83>73 80<90 70 77 83 80>70 73<90 77 

5.算数・数学についての教育普 (4) 70 68<78 77 75 74く90 60 69 77 74>60 75く90>69

6.数学の教養替、数学の解説書 (6) 55 63>39 38>24 67 71 72 60 38<67 72 24く71 60 

7.新聞 (8) 34 34 33 40>27 42 45 27<44 40 42>27 27<45 44 

8.他教科の朝糟 (7) 30 32 29 46>30 25 23 31 33 46>25 31 30 23 33 

9.大学数学の掛晴、参考書 (5) 20 25>12 7 5 1 16 16 40 46 7く16く40 5く16<46

10 その他 (12) 19 17 24 30 24 19 28 12 17 30 19>12 24 28 17 

11.百科事典 (9) 17 18 15 29>16 16 13 15 8 1 29>16 15 16 13 8 

日2.時停表 (10) 9 11 8 122>10 B 4 8 2122> 8 8110 4 2 

注.利用している割合・「よく使う」、 「ときどき使う」、 「たまに使うJの反応率の和

表8-7 授業で扱う問題の重要度と利用度(質問項目6)

重要だと思う割合(%:>.く;5%で有意差)

問題の重要性
問番号題

全体 小中高 男女

全体男女 男女男女男女 小中高小中高

1.純粋な算数・数学の問題 (1) 92 94>90 86 88 95 97 97 91 86く95 97 88く97 91 

2.子どもに親しみゃすい算数・数学の問題 (2) 92 92く95 95 96 95 96 87 88 95 95>87 96 96 88 

3.算数・数学に関係した現実的な問題 (3) 84 84 87 92 89 84 85 80 79 92>84 80 89 85 79 

4.算数・数学に関係した遊びの問題 (4) 74 73<79 84 82 77 75 65 69 84 77>65 82 75 69 

5.実験などから導かれる算数・数学の問題 (6) 60 61 61 61 59 67 64 57 67 61 67>57 59 64 67 

6.数学の文化に関係した問題 (5) 50 55>39 45>33 57 46 59 58 45く57 59 33<46 58 

利用している割合(%:>. < ; 5%で有意差)

問題の利用度
間番号選

全体 小中高 男女

全体男女 男女男女男女 小中高小中 高

1.純粋な算数・数学の問題 (1) 90 92>88 84 84 96 96 93 93 84く96 93 84<96 93 

2.子どもに親しみゃすい算数・数学のF髄 (2) 82 80<90 92 93 85 87 71 79 92>85>71 93 87 79 

3 算数・数学に関係した現実的な問題 (3) 49 49 52 76>62 44>30 42 38 76>44 42 62>30 38 

4.算数・数学に関係した遊びの問題 (4) 40 37<47 67>57 38 36 24 19 67>38>24 57>36 19 

5.数学の文化に関係した問題 (5) 15 20> 7 14> 5 22 14 22> 4 14<22 22 5<14 4 

6.実験などから導かれる算数・数学の問題 (6) 15 17>13 24>16 19> 6 12 6124 19>12 16> 6 6 

注:重要だと思う割合・「とても重要である」と「比較的重要である」の反応率の和

利用している割合:rよく扱う」、 「ときどき扱う」、 「たまに扱うJの反応率の和
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表B一目 指導アプローチの利用度(質問項目7)

利用している割合(%:>.く;5%で有意差)

指導アプローチ 全体 小中高 男女

全体 男女 男女男女男女 小中高小中高

1.練習問題によって計算の仕方に習熟させる。 @ 99 00 100 99 100 00 100 00 100 99 100 100 00 100 100 

数 2.具体的な場面から計算の意味を考えさせる。 ① 98 98 100 00 100 98 99 97 98 00 98 97 00 99 98 

と 3.きまりとして計算の仕方を理解させる。 ② 97 98 98 95 98 98 99 99 100 95 98 99 98 99 100 

計 4.計算がもっている規則性を見いださせる。 ⑥ 97 98 98 99 97 97 99 99 98 99 97 99 97 99 98 

算 5.計算が使われる実際的な場面を考えさせる。 ⑤ 93 93<97 98 98 91 97 92 87 98> 91 92 98 97 87 

6.ゲームなどで計算の仕方に慣れさせる。 ③ 79 75<89 97 99 86 85 57 38 97> 86>57 99>85>38 

1.筋道立てて図形の性質を考えさせる。 ③ 95 96 95 96 93 99 99 93 96 96 99>93 93 99 96 

2.一殻化や締陸などで邸唯質を関連づけさせる。 ⑥ 92 94>89 92>85 97 98 93 94 92く97>93 85<98 94 

図 3. 身~~りで図形が使われている場面を見いださせる。 ④ 91 89<96 00 99 92 95 82 81 00> 92>82 99>95>81 

形 4.いろいろな証明の仕方を見いださせる。 ② 90 93>86 87 83 99 98 91 81 87< 99>91 83く98>81

5.教具を使って図形の性質を考えさせる。 ① 88 85く96 00 99 98 98 70 70 00 98>70 99 98>70 

6.証明をていねいにかかせる。 ⑤ 83 87>74 63 62 99 99 90 94 63< 99>90 62<99 94 

1.表をもとに規則性を見いださせる。 ② 95 98>91 96>87 00 99 97 98 96<100>97 87<99 98 

2.グラフをもとに性質を見いださせる。 @ 94 98>86 93>79 ~OO 100 99 98 93<100 99 79<100 98 

関 3.式をもとにグラフを考えさせる。 ③ 92 97>82 86>72 00 100 99 100 86<100 99 72<100 100 

数 4.実世界の事象をもとにして関数を考えさせる。 ① 90 94>82 92>75 97 95 92 94 92< 97>92 75く95 94 

5.関数が使える具体的な事象を見いださせる。 ⑤ 87 91>79 87>70 97 97 89 87 87< 97>89 70く97 87 

6.数式や図形制約中に開催史の考えを見いださせる。 ⑥ 85 90>75 79>64 94 97 92 94 79< 94 92 64<97 94 

注・利用している割合:rよく扱う」、 「ときどき扱う」、 「たまに扱う」の反応率の和

表8-9 算数・数学教育における教育観(質問項目8)

期待している割合(%:>.く;5%で有意差)

期待している教育観

震
全体 小 中 高 男女

全体男女 男女男女男女 小中高小中高

1.子どもが分かるようになる。 (2) 98 99 99 99 100 98 100 00 99 98 99 100 100 

2.子どもができるようになる。 (1) 96 97 98 99 99 96 98 96 94 99 96 96 99 98 94 

3.子どもが楽しむようになる。 (3) 91 91<95 97 96 92 95 88 90 97>92 88 96 95 90 

実現している割合(%:>.く;部で有意差)

実現している教育観 全体 小 中 高 男女

全体男女 男女男女男女 小中高小中高

1.子どもが分かるようになる。 (2) 70 69 73 76 75 71 71 65 66 76 71 65 75 71 66 

2.子どもができるようになる。 (1) 67 67 70 80 73 62 65 66 62 80>62 66 73 65 62 

3.子どもが楽しむようになる。 (3) 39 38<45 51 50 42 36 29 36 51>42>29 50>36 36 

注:期待している割合:rとても期待しているJとほ滋的期待しているJの反応率の和

実現している割合:rとてもできているJと目録的できている」の反際芋の和

最も期待している割合併:>.く;路で有意差)

最も期待している教育観
笥番号選

全体 小中高 男女

全体男女 男女男女男女 小中高小中高

1.子どもが分かるようになる。 (2) 47 50 45 44 40 48 52 54 58 44 48 54 40 52 58 

2.子どもが楽しむようになる。 (3) 36 35く43 44 47 34 37 31 35 44>34 31 47 37 35 

3.子どもができるようになる。 (1) 14 16 12 13 13 18 12 16 7 113 18 16 13 12 7 
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表8-10 授業形態の利用度I質問項目9)

利用している割合(%:>.く;5%で有意差)

授業形態 全体 小中高 男女

全体男女 男女男女男女 小中高小中高

1.教師が内容の説明 (1) 93 96>88 86 84 97 97 00 98 86く97<100 84<97 98 

2.子どもカ苦苦し合い (2) 85 81く95 99 100 96 98 63 60 99 96>63 00 98>60 

3.複数の課題の準備 (3) 41 40 44 64>47 56 54 19 10 64>56>19 47 54>10 

4.自分の進度で学習 (6) 37 38 38 48 39 33 32 38 42 48>33 38 39 32 42 

5.自分で課題の発見 (5) 30 29 32 55>36 34 28 14 17 55>34>14 36 28 17 
6.相談して課題の準備 (4) 20 20 19 38>23 26>16 8 4138>26> 8 23 16 4 

注・利用している割合 「よく使うJ、 「ときどき使うj" rたまに使う」の反応率の和

表日一11 好ましい指導展開(質問項目10)

好ましい割合(%:>.く;5%で有意差)

展開例・第l位
問番号題

全体 小中高 男 女

全体男女 男女男女男女 小中高小中高

1.図形の問題から自分で巴唱をつくる (1) 24 25 23 27 24 30 23 22 14 27 30>22 24 23 14 

2. 1次関数のいくつかの式に共通な性質を見いだす (4) 22 26>18 12 9 1 26 30 32 39 12<26 32 9<30 39 

3.図形の問題から学習課題を自分で見いだす (2) 17 16く21 25 23 17 22 11 11 25>17>11 23 22 11 

4.社会の中で使われている数学をグループで調べる (6) 14 12く21 22 25 10 10 9 16 22>10 9125>10 16 

5. 2次関数の笑世界の問題で数学的な関係を考える (3) 12 15> 9 7 9111 9 1 21 11 7 11<21 9 9 11 

6.コンビュータで関数のグラフをいろいろとかく (5) 6 6 9 7 11 6 6 6 9 7 6 6 111 6 9 

好ましい割合(%:>. < ; 5目で有意差)

展開例・第2位 全体 中 高 男 女

男 女 男 女 男女 男 女 小中高 小中前

1. 1次関数のいくつかの式に共通な性質を見いだす (4) 19 21 18 13 15 21 23 25 26 13く21 25 15 23 26 

2.図形の問題から学習課題を自分で見いだす (2) 18 18 21 25 26 18 11 15 91251815 26>11 9 

3.図形の問題から自分で問題をつくる (1) 17 18 16 17 13 20 24 18 12 17 20 18 13く24 12 

4.社会の中で使われている数学をグループで調べる (6) 14 14 18 18 19 16 13 10く21 18 16>10 19 13 21 

5.コンビュータで関数のグラフをいろいろとかく (5) 14 14 16 12 18 16 12 13 9 1 12 16 13 18 12 9 

6. 2次関数の実世界の問題で数学的な関係を考える (3) 13 15 12 15> 8 9 16 19 23 15 9<19 8 16 23 

表8-12 算数・数学のカリキュラムの構成原理(質問項目11)

カリキュラムの構成原理

1.数学の系統性

2.数学的活動

賛成の割合(%:>.く;5%で有意差)

全体 中 高

男女 男女 男女 男女

94 91 91 91 92 94 96>85 

63<70 76 74 65 65 55 54 

男 女

小中高 小中高

91 92く96 91 94 85 

76>65>55 74 65 54 

3.社会生活を向上させるのに必要な算数・数学 A ~I~ ~IU ~IU ~I~>U UI~ ~ ~ 

注・賛成の割合: rほんとうにそうだ」と「だいたいそうだ」の反応率の和

最も重要な構成原理

1.数学の系統性

2.数勃甘活動
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13.社会舗を向上させるのに必要な算数・鮮|③ ¥16¥15くll¥ll D¥U U¥U<U¥ll U>II¥D U U¥ 

表B-13 算数・数学教育の授業観・目的観(質問項目12)

配慮している割合(%:>. < ; 5%で有怠差)

授業観・目的観
問番題号

全体 小中晶 男女

全体男女 男女男女男女 小中両小中高

1.分かりゃすく説明する。 (1) 99 99 100 99 100 00 100 99 100 99 100 99 00 100 100 

2.子どもに考えさせる。 (2) 98 98 99 00 100 99 100 97 96 00 99>97 00 100 96 
3.算数・数学の内容の分かり干すい例題から導入する。 (3) 95 96 96 97 96 94 96 97 96 97 94く97 96 96 96 
4.計算能力を身につけさせる。 (5) 92 91く95 94<98 94 93 88 88 94 94>88 98>93 88 

5.子どもが奥味・関心を持ちそうな問題て学ばせる。 (7) 88 87く96 97 98 90 95 79 83 97>90>79 98 95 83 
7.日常生活の具体的な場面から導入する。 (4) 84 80く93 97 97 87 92 68 73 97>87>68 97>92>73 

6.論理的な考え方を育てる。 (9) 84 87>79 85>72 88 93 87 90 85 88 87 72く93 90 

8.算数・数学の内容を茅統的に学ばせる。 (6) 82 84 80 81 77 83 84 85 90 81 83 85 77 84 90 
9.算数・数学の考え方の発展が分かるようにする。 (8) 75 77 73 77 71 77 76 77 77 77 77 77 71 76 77 

10.合理的な精神を育てる。 (10) 59 62>54 65>51 63 62 61 58 65 63 61 51 62 58 
11.算数・数学が他掛ヰで利用されている誌を知らせる (11) 52 57>44 58>41 51 46 62 56 58 51く62 41 46 56 
12.数学の歴史を話す。 (12) 34 40>22 26>U 46 42 42 48 26く46 42 11く42 48 

注:配慮している割合: rいつも記慮している」と「ときどき配慮している」の反応率の和

表Bー14 算数・数学教育における数学観(質問項目13)

賛成の割合(%・>.く;5%で有意差)

数学観 全体 小中高 男女

全 体男 女 男女男女男女 小中高小中高

1.数学は論理的思考力を高める。 (1) 96 97 97 98 96 96 99 97 100 98 96 97 96 99 100 I 
2.数学は数学的問題解決能力を高める。 (5) 93 92く97 94く99 93 95 91 89 94 93 91 99 95 89 

3.数学は世界中の前財枇いろいろな形で存在した。 (26) 92 94 93 93 91 92 96 95 96 93 92 95 91 96 96 

4.数学は知的好奇心を喚起する。 (4) 84 84 86 87 85 86 88 81 81 87 86 81 85 88 81 

5.数学は明快である。 α3) 84 85 82 82 78 86 87 85 96 82 86 85 78 87 96 

6.数学の応用を学ぶと論理的に考える力がつく。 (7) 74 74 78 75 79 76 74 72 79 75 76 72 79 74 79 
7.数学はすべての人簡にとって必要である。 (18) 74 73<79 80 78 71 80 71 79 80>71 71 78 80 79 

9.数学は判断力を高める。 (2) 73 73 74 73 72 72 79 73 75 73 72 73 72 79 75 

8.数学の応用を学ぷと数学の理論の理解が深まる。 (8) 73 73 76 71 75 72 77 75 79 71 72 75 75 77 79 

10.数学は実世界とは切り離せない。 (14) 73 74 72 79 74 73 70 72 64 79 73 72 74 70 64 

11.数学は富!踏カを高める。 (3) 71 74>65 72>61 76 70 74 72 72 76 74 61 70 72 

12.数学は日常生活に必要である。 (12) 71 69く76 80 80 68 72 64 63 80>68 64 80 72 63 

16.数学は社会で大いに活用されている。 (10) 70 72 67 64 67 74 67 74 67 64く74 74 67 67 67 

13.数学は発展している。 (19) 70 73>66 60 65 69 68 82>66 60く69<82 65 68 66 

14.数学は努力したことか報われる。 (27) 70 70<75 76 74 66<85 69 63 76>66 69 74<85>63 

15.数学は誰でも楽しさを味わえる。 (30) 70 70 72 77>69 72 79 66 71 77 72>66 69 79 71 

H.数学は美しい。 (21) 69 74>57 49 42 79 83 82 87 49<79 82 42く83 87 

18 数学は個人で学ぶのに適している。 (24) 67 70>64 60 62 71 63 73 75 60く71 73 62 63 75 

19 数学の理論を学ふと数学を応用する力もつく。 (6) 65 65 67 65 66 61 67 67 77 65 61 67 66 67 77 

20.数学は落ちこぼれそっくりやすい。 (H) 63 65 63 53<62 69 63 67 65 53く69 67 62 63 65 

21.数学は抽象的なものである。 (13) 60 62 57 48 49 65 68 67 77 48く65 67 49<68 77 

22.数学は自由である。 (22) 59 64>51 49 43 63 64 71 68 49く63<71 43<64 68 
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23 数学は協力して学ぷのに適している。 (25) 46 46 48 57>47 47 55 40 38 57>47>40 47 55 38 
24数学は堅苦しい。 (20) 41 42 43 43 43 41 46 42 36 43 41 42 43 46 36 
25数学は記号のゲームである。 (11) 28 27 32 25 29 28く39 28 31 25 28 28 29 39 31 
27.数学は実用的ではない。 (9) 27 28 21 23 29 29>16 29 33 23 29 29 29>16<33 
26.数学は耐え忍んで学んだもの正勝楽しさを得る。 (28) 27 28 26 22 26 25 29 33 27 22 25<33 26 29 27 
28.数学は男子の方が学ぶのに適している。 (16) 9 12> 5 4 4111 6 1 16 13 4く11<16 4 6 13 
29.数学はいくら努力しても報われない。 (29) 7 9 7 6 8 9 4 9 6 6 9 9 8 4 6 
30.数学は一昔官の優れた人間が学べばよい。 (15) 6 7 7 6 7 7 6 B 6 6 7 B 7 6 6 

注賛成の割合: rほんとうにそうだ」と「だいたいそうだ」の反応率の和

表8-15 算数・数学の内容の重要性(質問項呂14)

重要だとl思う割合(%: >. < ; 5%で有意差)

算数・数学の内容
問番号題

全体 小中高 男女

全体男女 男女男女男女 小中高小中高

1.データから判断する (26) 91 91 92 95 91 92 96 88 92 95 92 88 91 96 92 
2.方程式 (4) 90 93>88 82 84 95 99 96 94 82<95 96 84<99 94 
3.文字式の計算 (3) 89 91>84 82 79 92 96 95 92 82く92 95 79<96 92 
4 小数の四則計算 (1) 88 88<92 95 93 82 89 90 92 95>82く90 93 89 92 
6 分数の四則計算 (2) 86 88 85 83 81 81<94 95 89 83 81く95 81 <94 89 
5.一般化をする (24) 86 86 89 85 89 90 94 84 83 85 90>84 89 94 83 
7 三平方の定理 (9) 83 88>72 67 60 92 95 95 96 67く92 95 60<95 96 
8.不等式 (5) 79 80 80 69<77 75 84 89 85 69 75く89 77 84 85 
9.論理的な証明を行う (23) 79 79 81 79 76 82く94 77 81 79 82 77 76く94 81 
10.概算 (14) 77 74<89 91<96 72 72 68 79 91>72 68 96>72 79 
11.近似的にものを見る (21) 76 75<83 81 85 74 77 72 85 81 74 72 85 77 85 
12.三角形の合同条件 (7) 74 75 73 65 67 75く86 79 85 65<75 79 67く86 85 
13 トランプや宝くじの確率 (13) 73 76>69 66 63 78 80 79 85 66<78 79 63く80 85 
14.公理的に考える (25) 71 70 74 72 72 76 83 65 71 72 76>65 72く83 71 
15.三角比 (11) 67 72>60 59 56 61 63 86 79 59 61く86 56 63 79 
16.数学的モデル化を行う (22) 67 69 65 64 60 75 77 67 69 64<75>67 60<77 69 
17.円周角の定理 (8) 66 70>60 54 52 74 77 74 75 54く74 74 52<77 75 
18 電車を使った計算 (20) 66 63<75 77 79 67 72 54 55 77>67>54 79 72>55 
19.移動 (6) 65 67 65 61 62 61 68 74 77 61 61く74 62 68 77 
20.投影図 (10) 59 61 56 66>54 61 57 59 69 66 61 59 54 57 69 
21.方位・方角 (19) 50 48<60 71 68 42 41 41 48 71>42 41 68>41 48 
22.透視図 (12) 48 49 49 63>53 41 35 49 55 63>41く49 53>35く55
23.科学的表記法例:2.1x10' (15) 47 48 49 47 49 41 47 54 55 47 41く54 49 47 55 
24.暦 (18) 43 40<54 59 61 41 40 31 40 59>41>31 61>40 40 
25.単利法と複利法 (17) 41 42 43 49 44 34 41 45 36 49>34く45 44 41 36 
26. 3桁区切りと4桁区切り (16) 35 32く42 58>48 26 26 25 36 58>26 25 48>26 36 
注:重要だと思う割合: rとても重要である」と「比較的重要であるJの反応率の和

表8-16 算数・数学の内容の扱い(質問項目15)

内容の扱い
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1.図やグフフなどの視覚的な手段を監査開院使わせる。 (7) 96 97>95 96 92 98 100 98 100 96 98 98 92<100 100 

2.計算か濁倒にならないように簡単な数値を使う。 (2) 91 92 90 88 89 92 94 93 90 88 92 93 89 94 90 

3.実際的な実例をあげる。 (9) 82 83 81 83 79 81 86 84 83 83 81 84 79 86 83 

4.答えが分数や平方は、そのままにする。 (6) 71 76>62 54 49 79 84 84 88 54<79 84 49<84 88 

5.およその大きさの見当をつけさせる。 (5) 56 54<61 51 58 56<68 55 58 51 56 55 58 68 58 

6.数学的に発展させる。 (10) 55 60>46 52>42 63 53 62 57 52く63 62 42 53 57 

7.応用問題を解いたりする車段、電卓は使わせない。 (4) 54 57 53 41 46 53 62 66 72 41く53<66 46<62 72 

8.計算か面倒でも実際の数値を使う。 (1) 41 42 41 52 47 40>28 39 35 52>40 39 47>28 35 

9.電卓を積極的に使わせる。 (3) 28 26<34 49>39 28 27 15 25 49>28>15 39>27 25 

10.図やグラフ舵の助けを借りないで取り組ませる。 (8) 7 8 9 9 12 7 2 8 11 9 7 8112> 2 111 

注:配慮している割合: iょくする」と「ときどきする」の反陀呼の和

表8-17 教師の数学経リ験(質問項目16)

賛成の割合(%:>.く;5%で有:窓差)

自分の数学経験
間番選号

全体 小中高 男女

全 体男 女 男女男女男女 小中高小中高

1.算数・数学で良い印象の授業を受けたことがある。 (1) 66 69 64 56 58 67 72 75 77 56<67<75 58く72 77 

2.数学の授業で数学の応用について学んだ。 (3) 48 50 45 46 40 51 56 51 48 46 51 51 40<56 48 

4.数学の教養書・解説替をよく読んだ。 (5) 45 53>28 38>23 50 42 61>35 38く50<61 23<42 35 

3.数学についての素晴らしい話を聞いたことがある。 (6) 45 52>32 42>24 55 44 56 50 42<55 56 24く44 50 

5.数学について印剥甘なことはなかった。 (7) 25 23<35 33 41 20 26 20 21 33>20 20 41>26 21 

6.算数・数学の授業は無味乾燥なものばかりであった。 (2) 23 23 25 30 29 22 15 20 23 30>22 20 29>15 23 

7.数学の授業で数学史について学んだ。 (4) 13 15>10 10 8 I 19 14 14 15 10<19 14 8 14 15 

注:賛成の割合: iほんとうにそうだ」と「だいたいそうだ」の反応率の和

表8-18 算数・数学教育への期待(質問項目17)

大切だと思う割合(%:>. < ; 5目で有志差)

今後への期待
問番題号

全体 小 中 高 男女

全 体 男 女 男女男女男女 小中高小中両

1. 算数・数学の楽しさを経験させること。 (2) 97 97く99 00 99 97 100 96 98 00>97 96 99 100 98 

2. 算紋・数学の基本的な内容を分からせること。 (8) 94 94く98 95 98 95 98 93 96 95 95 93 98 98 96 

3. ti，の子どもの学習進度に紡紋指導を考えること。 (18) 93 93 96 95 98 95 94 90 88 95 95>90 98 94 88 

4. 数学的に考えることを重視すること。 (3) 93 94 92 93 91 95 96 94 90 93 95 94 91 96 90 

5. 子どもの活動を重視すること。 (16) 93 92く98 00 100 94 96 86 90 00>94>86 00>96 90 

6. 子どもの自主性を育てること。 (1) 91 91く96 95 97 90 93 90 96 95>90 90 97 93 96 

7. 11時子どもの進歩が分かるような許術にすること。 (21) 91 90<95 97 97 93 95 84 89 97 93>84 97 95 89 

8. 落ちこぼれをつくらないこと。 (24) 90 90 90 92 92 90 87 90 85 92 90 90 92 87 85 

9 子どもの奥味・関心にあわせた指導を考えること。 (19) 89 87く95 97 97 92 95 79 83 97>92>79 97 95 83 

10. 子どものよい面を取り上げる評価にすること。 (22) 89 88<93 97 96 91 93 82 79 97>91>82 96 93>79 

11. 計算能力を身につけさせること。 (7) 88 89 89 89 91 91 86 87 83 89 91 87 91 86 83 

12 算数・数学のよさを強調すること。 (4) 82 82 85 81 85 84 90 80 77 81 84 80 85 90 77 

13. 数学の社会的t有用性が分かる内容モ増やすこと。 (11) 77 76 80 80 82 79 71 73 85 80 79 73 82>71 85 

14. 電卓・コンビュータを活用すること。 (20) 74 72く81 83 84 77 82 62 65 83 77>62 84 82>65 

15. 算数・数学の論理性を強調すること。 (6) 72 76>65 67 60 75 71 81 85 67<75く81 60<71 85 

16. 算数・数学の美しさを強調すること。 (5) 64 67>58 51 50 72 77 71 68 51 <72 71 50<77 68 

17. 内容の質を今よりも下げないようにすること。 (17) 60 62 59 49 55 58 66 72 69 49く58く72 55 66 69 

18. 数学の応用面に関する内容を増やすこと。 (15) 55 58>52 60 54 54 51 60 46 60 54 60 54 51 46 
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19. 入学試験頃t.問題解決能力を身につけさせること。 (23) 55 60>47 36 40 62 56 69 65 36<62く6940く5665 
20. 社会や親に算数・数学の重要性を訴えること。 (25) 55 59>49 54 50 57 48 62>44 54 57 62 50 48 44 
21. 算数・数学での証明の重要性を強調すること。 (10) 52 55>46 46 40 56 59 58 54 46<56 58 40く5954 
22. いろいろな文化を相互理解する内容を増やすこと。 (12) 49 50 51 55 51 47 45 50<65 55 47 50 51 45<65 I 
23. レクリェーション的な内容を増やすこと。 (13) 48 44く58 65 67 46 42 33 40 65>46>33 67>42 40 
24. 数学の歴史的な話題を増やすこと。 (14) 47 50>40 37 33 55 55 53 52 37<55 53 33く55 52 
25. 算数・数学~øコミューケーションを強調すること。 (9) 44 45 44 53 44 43 47 43 38 53>43 43 44 47 38 
注:大切だと思う割合 「ほんとうにそうだ」と「だいたいそうだ」の反応率の和
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小学校・中学校・高等学校の算数・数学科教師の出身学科別による態度の差

表C-1 算数・数学の授業形態(質問項目2(1))

閉番廷号
行っている割合(%:>.く;5%で有意差)

算数・数学の授業形態 全体 中 高 数学 数学教育

全体 覇軍鰍鮪 鍛繍 鮮総 鮮鍛 中 高 小 中 高

1.一斉学習 (1) 94 99>95>90 88 90 96 95 00 99 96<100 88<95<99 

2. 個lJl~習 (3) 3 1く 3 6 9 6 2 3 。1 2 。9> 3 l 

3.グループ学習 (2) 2 1 2 4 3 4 3 2 。。3> 0 3 2 。
4. TT (4) 。。。。1 。。。。。。。1 。。

表C-2 算数・数学の授業での教科書の扱い方{質問項目2(2))

間番選号
扱っている割合(%:>. < ; 5%で有意差)

教科書の扱い方 全体 中 t司 数学 数学教育

全体 鮮鰍鯖 総務 鰐監量 鮮総 中高 小 中 高

1 教科書とその他の教材(2) 72 71 72 71 73 72 77 75 68 67 77 68 73 75 67 

2.教科書だけ (1) 22 22 21 26 23 25 14 17 25 27 14<2沼 23 17<27 

3.自作の教材 (3) 5 7 7> 3 5 2 9 B 7 6 9 7 5 8 6 

表C-3 算数・数学での専任(質問項目2(3))

問番題号
受け持っている割合(%:>. <; 5目で有意差)

算数・数学科の専任 全体 中 高 数学 数学教育

全体 鮮 鍛 翁 霊童繍 鮮綴 設学 草草 中 高 小中高|

専任 (1) 63 93 75 14 13 12 87 89 96 98 87 96 13 89 98 

他教科と兼任 (2) 36 7 26 86 87 89 13 11 4 2 13 4 87 11 2 

表C-4 算数・数学教育の過去・現在への震設(質問項目3)

問題点Jが多い(%:>. < ; 5%で有意差)

わが国の算数・数学教育 全体 中 『司 数学 数学教育

全体 鮮総締 綴務 鮮軍量 務総 中高 小中高

自分が小中学生のとき 31 22く34 39 47 41 30 37 19 20 30>19 47 37>20 

現在 73 76 75 71 76 71 67 68 79 86 67く79 76 68く86

表C-5 教異の利用(質問項目4)

も番閣号
利用している割合(%・>.< ; 5%で有意差)

教材・教具 全体 中 高 数学 数学教育

全体 量章綴翁 鍛続 鮮鍛 鮮総 中角 小中高

1.定規、コンパス (10) 88 73く92く99 97 99 99 100 63く75 99>63 97 100>75 

2.模型(面積説明器、立体模型など)(1) 70 42く74く94 94 97 85く94 26 24 85>26 94 94>24 

3.実物(サッカーボールなど) (8) 69 44く71<95 99 99 74 80 32 34 74>32 99>80>34 

4.その他自f樗樹・教具 (11) 65 45く66く87 85 90 72 80 35 33 72>35 85 80>33 

5.巻き尺、ひも (9) 60 35<58く91 95 96 46 55 30 36 46>30 95>55>36 

6.四則電卓、分数竃卓 (5) 46 32く52 51 53 50 48く67 26 27 48>26 53く67>27

7.構造プロック(タイルなど) (2) 39 13<36く71 75 74 31 38 5 4 31> 5 75>38> 4 
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8. /{ソコン

9.写真、スライド、テレビ、ビデオ

10. ~オボード(幾何板)

表C-6 資料の利用(質問項目5)

利用している割合(%:>.く;5%で有意差)

資 料 全体 中 高 数学 数学教育

全体 量学級縮 獄繍 量学級 鮮鋭 中高 小 中高
1.算数・数学科の翻鴇 (1) 99 99<100 99 00 99 98 100 99 100 98 99 00 100 100 
2 算聖堂・数学科の問題集、参考書 (号) 94 99>96>86 86 85 99 98 99 100 99 99 86<98 100 
3.算数・数学科の翻読書の指導者、解説曾 (2) 88 80<90く97 93<98 89 94 77 83 89>77 93 94>83 
4.講習会、研究会などで聞いた話題 (11) 76 74く80>74 83 76 82 85 71 69 82>71 83 85>69 
5.算数・数学についての教育書 (4) 70 63く77>71 88>71 76 81 58 64 76>58 88 81>64 
6 数学の教養香、数学の解説書 (6) 55 70>63>29 37>26 74 68 68 76 74 68 37く68 76 
7 新聞 (8) 34 31 37 30 38 29 38 43 29 25 38 29 38 43>25 
8.他教科の教科書 (7) 30 27 29 34 40 35 17 24 31 30 17<31 40>24 30 
9.大学数学の教科書、参考書 (5) 20 33>21> 6 10> 4 16 15 40 42 16<40 10 15<42 
10.その他 (12) 19 13<20 23 32 25 15 23 12 911512 32 23> 9 
11.百科事典 (9) 17 14 15 20 24 21 14 14 14 11 14 14 24>14 11 
12 醐年表 (10) 9 8 7 12 20>11 6 4 7 3 6 7120> 4 3 
注.利用している割合 「よく使う」、 「ときどき使う」、 「たまに使うJの反応率の和

表C-7 授業で扱う問題の霊要度と利用度(質問項目6)

重要だとj思う割合(%・>.く;5%で有意差)

問閣の重要性 全体 小中高 数学 数学教育

全体霊堂獄翁 綴街鰐量若草学綴 中前小中前

1 純粋な算数・数学の問題 (1) 92 96 95>86 94>85 95 96 97 95 95 97 94 96 95 
2.子どもに親しみゃすい算数・数学の問題 (2) 92 89<93 95 97 95 95 95 87 88 95>87 97 95>88 
3.算数・数学に関係した現実的な問題 (3) 84 78<86 91 92 92 79 86 78 80 79 78 92 86 80 
4.算数・数学に関係した遊びの問題 (4) 74 68<76く83 83 85 77 78 64 66 77 64 83 78>66 
5.実験などから導かれる算数・数学の問題 (6) 60 60 63 60 66 60 67 65 57 57 67 57 66 65 57 
6.数学の文化に関係した問閣 (5) 50 57 53>40 46 38 58 53 57 58 58 57 46 53 58 

利用している割合(%:>.く;邸で有意差)

問題の利用度
間番号庭

全体 小中高 数学 数学教育

全体量学級編 獄続童手重品量草鍛 中高小中前

1.純粋な算数・数学の問閣 (1) 90 93 93>85 89 84 95 95 93 93 95 93 89 95 93 
2.子どもに親しみゃすい算数・数学の問題 (2) 82 73く84く92 95 93 87 86 68 73 87>68 95>86>73 
3.算数・数学に関係した現実的な問題 (3) 49 38く47<67 67 69 37 40 39 43 37 39 67>40 43 
4.算数・数学に関係した遊びの問題 (4) 40 26く39<59 63 61 34 37 23 26 34>23 63>37>26 
5.数学の文化に関隠した問題 (5 )1 15 20 16>11 8 9 1 20 17 20 20 20 20 8く17 20 
6.実験などから導かれる算数・数学の問題 (6 )1 15 13 13く20 19 19 16 13 12 11 16 12 19 13 11 

注.重要だと恩う割合:rとても重要である」と問調宜的重要であるJの防長率の和

利用している割合・「よく扱う」、 「ときどき扱う」、 「たまに扱う」の反応皐の和
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表C-8 指導アプローチの利用度(質問項目7)

利用している割合(%:>. < ; 5%で有意差)

指導アプローチ
問番号題

全体 小 中 高 数学 数学教育

全体鮮総務 綴翁鮮総量章鰍 中高小中高

1.練習問題によって計算の仕方に習熟させる。 ④ 99 00 100 99 00 99 00 100 00 99 00 100 00 100 99 
数 2.具体的な場面から計算の意味を考えさせる。 ① 98 97<99 99 00 100 97 99 97 98 97 97 00 99 98 
と 3 きまりとして計算の仕方を理解させる。 ② 97 99 98 97 95 97 98 98 99 99 98 99 95 98 99 
計 4 計算がもっている規則j牲を見いださせる。 ⑥ 97 99 98 97 00 97 99 98 99 97 99 99 00 98 97 

算 5.計算が使われる実際的な場面を考えさせる。 ⑤ 93 91 93く98 98 98 92 91 91 93 92 91 98>91 93 
6.ゲームなどで計算の仕方に慣れさせる。 ③ 79 62く79く97 96 98 81 88 54 51 81>54 96>88>51 
1.筋道立てて図形の性質を考えさせる。 ③ 95 95 96 94 94 94 00 98 94 94 00>94 94<98>94 
2.一般化や類推などでlIl!i地質を関連づけさせる。 ⑥ 92 93<96>87 93 87 98 97 91 96 98>91 93 97 96 

図 3. 身ø~~~図形が使われている場面を見いださせる。 ③ 91 83く92<98 99 99 93 92 80 86 93>80 99>92 86 
形 4.いろいろな証明の仕方を見いださせる。 ② 90 92 93>85 82 85 97>100 90 91 97>90 82く100>91

5.教呉を使って図形の性質を考えさせる。 ① 88 75く93<98 00 99 96 98 67<80 96>67 00 98>80 
6.証明をていねいにかかせる。 ⑤ 83 92>88>67 61 64 99 99 90 91 99>90 61 <99>91 
l 表をもとに規則性を見いださせる。 ② 95 98 97>91 92 90 00 99 97 98 00 97 92く99 98 
2 グラフをもとに性質を見いださせる。 @ 94 99>96>88 85 86 00 100 98 99 00 98 85<100 99 

関 3 式をもとにグラフを考えさせる。 ③ 92 99>94>82 74 80 00 100 99 100 00 99 74<100 100 
数 4.実世界の事象をもとにして関数を考えさせる。 ① 90 94 93>85 86 83 97 96 92 93 97>92 86<96 93 

5.関数が使える具体的な事象を見いださせる。 ⑤ 87 90 92>78 86>76 97 96 88 92 97>88 86く96 92 
6.数式や区間巨峨初中に関数の考えを見いださせる。⑥ 85 92 90>72 75 69 95 95 91 94 95 91 75<95 94 

注:利用している劃j合: iよく扱うJ、「ときどき扱うJ、「たまに扱う」の反応率の和

表C-9 算数・数学教育における教育観(質問項目8)

期待している割合(%:>.く;5%で有意差)

期待している教育観 全体 小中前 数学 数学教育

全体鮮綴繍 鍛街量字鍛鮮苦言 中高小中角

1.子どもが分かるようになる。 (2) 98 98 99 99 97 99 99 100 97 99 99 97 97 100 99 

2.子どもかモきるようになる。 (1) 96 95 97 98 98 99 96 97 95 97 96 95 98 97 97 
3.子どもが楽しむようになる。 (3) 91 89 92 95 96 95 94 92 87 90 94 87 96 92 90 

実現している割合(%:>. < ; 5%で有窓差)

実現している教育観

震
全体 小中高 数学 数学教育

全体鮮章者翁 総務教学鰍鮮綴 中高小中両

1.子どもが分かるようになる。 (2) 70 67 70 76 76 76 76 70 64 66 76>64 76 70 66 

2.子どもができるようになる。 (1) 67 65 66く74 74 77 68 61 64 69 68 64 74>61 69 
3.子どもが楽しむようになる。 (3) 39 33く40 46 59>46 41 39 29 29 41>29 59>39 29 

注:期待している割合: iとても期待している」と「比毅的期待している」の即時の和

実現している割合: rとてもできている」と目録的できている」の反応率の和

最も期待している割合(%:>.く;5%で有窓差)

最も期待している教育綴 全体 小中高 数学 数学教育

全体重軍撤務 監量繍鮮鰍鮮皇宮 中高小中晶

1.子どもが分かるようになる。 (2) 47 54>46 45 36 45 51 48 56 51 51<56 36 48 51 

3.子どもができるようになる。 (1) 14 16 15 13 10 13 13 18 17 15 13 17 10 18 15 

2.子どもが楽しむようになる。 (3) 36 30く38 42 55>43 36 34 27 34 36>27 55 34 34 

唱

t-

守

i可，.



表C-10 授業形態の利用度(質問項目9)

利用している割合(%:>.く;5%で有意差)

授業形態

震
全体 小中高 数学 数学教育

全体量李総量官 器 量締鮮綴鰐量量 中高小中高

1.教師が内容の説明 (1) 93 98>94>88 80 86 97 96 99 100 97 99 80<96<100 

2.子どもか話し合い (2) 85 70く89く98 99 100 97 97 60 68 97>60 99 97>68 

3.複数の課題の準備 (3) 41 27<47 50 61 51 55 56 16 21 55>16 61 56>21 

4.自分の進度で学習 (6) 37 33 38 42 44 44 31 31 34く45 31 34 44>31く45

5.自分で課題の発見 (5) 30 18く32<41 47 44 33 34 13 17 33>13 47>34>17 

6.相談して課題の準備 (4) 20 11 <23 26 33 28 24 26 6 9 1 24> 6 33 26> 9 

注:利用している笥治:rよく使う」、 「ときどき使う」、 「たまに使うjの反応率の和

表Cー11 好ましい指導展開〔質問項目10)

好ましい割合(%:>. < ; 5%で有意差)

展開例・第1位
間番庭号

全体 小中高 数学 数学教育

全体監事磁縮 鍛鏑鮮鍛鰐鍛 中高小中高

1.図形の問題から自分で問題をつくる (1) 24 25 26 24 27 23 30 31 23 17 30 23 27 31>17 

2. 1次関数のいくつかの式に共通な性質を見いだす (4) 22 32>25>12 11 10 29 27 34 34 29 34 11 <27 34 

3.図形の問題から学習課題を自分で見いだす (2) 17 13 16<22 23 24 20 16 11 9120>11 23 16 9 

4.社会の中で使われている数学をグループで調べる (6) 14 9<14<23 23 25 8 11 9 13 8 9123>11 13 

5. 2次関数の笑世界の問題で数学的な関係、を考える (3) 12 15 13 9 9 8 6 10 19 19 6<19 9 10く19

6.コンピュータで関数のグラフをいろいろとかく (5) 6 6 6 10 7 10 7 5 6 8 7 6 7 5 8 

好ましい割合(%:>.<;協で有意差)

展開例・第2位 全体 小中高 数学 数学教育

全体鮮獄貌 鍛繍鮮微量字鍛 中 高 小中高

1. 1次関数のいくつかの式に共通な性質を見いだす (4) 19 25>19 16 18 15 19 20 27 19 19 27 18 20 19 

2.図形の問題から学習課題を自分で見いだす (2) 18 17 17 23 27 24 19 16 15 13 19 15 27>16 13 

3.図形の問題から自分で問題をつくる (1) 17 19 20 15 14 15 21 22 18 20 21 18 14 22 20 

4.社会の中で使われている数学をグループで調べる (6) 14 10<17 18 19 19 14 18 9 12 14 91191812 

5.コンビュータで関数のグラフをいろいろとかく (5) 14 14 14 16 11 15 15 15 14 15 15 14 11 15 15 

6. 2次関数の実世界の問題で数学的な関係を考える (3) 13 16 13 12 10 12 13 10 17 22 13 17 10 10く22

表C-12 算数・数学のカリキュラムの構成原理(質問項目11)

賛成の割合(%:>.<;邸で有意差)

カリキュラムの構成原理 全体 小中高 数学 数学教育

全体鮮総務 綴街鮮鰯鮮獄 中 高 小中高

1.数学の茅忠雄 ① 92 95 94>89 93 89 94 93 96 95 94 96 93 93 95 

2.数学的活動 ② 64 59 65<73 72 77 74 65 53 61 74>53 72 65 61 

3.社会生活を向上させるのに必妥な算数・数学 ③ 58 56 54<68 62 71 62 52 54 54 62 54 62 52 54 

注:賛成の割合:rほんとうにそうだJと「だいたいそうだ」の反応率の和
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最も重要だとする割合(%: >. < ; 5%で有意渥)

最も重要な構成原理 全体 小中高 数学 数学教育

全体重草綴瀦 綴鏑草学級車学級 中高小中高

1.数学の系統性 ① 57 70>60>43 45 40 56 59 76 74 56く76 45<59く74

2.数学的活動 @ 24 16く26<33 40>34 23 26 13 15 23>13 40 26>15 

3.社会生活を向上させるのに必要な算数・数学 ③ 16 14 14<24 16く26 21 14 11 11 21>11 16 14 11 

表C-13 算数・数学教育の授業観・目的観(質問項目12)

配慮している割合(%:>.く;邸で有意差)

授業観・目的観
閣番遅号

全体 小中高 数学 数学教育

全体鮮総鋭 首置翁鮮機給量軽 中高小中高

1 分かりゃすく説明する。 (1) 99 00 100 99 99 99 00 100 99 100 00 99 

2.子どもに考えさせる。 (2) 98 98 99<100 00 100 99 99 97 97 99 97 00 99 97 

3.算数・数学の内容の跡"が例題から導入する。 (3) 95 97 95 96 94 97 95 94 98 96 95 98 94 94 96 

4.計算能力を身につけさせる。 (5) 92 90 93 96 96 97 97 94 88 89 97>88 96 94 89 

5.子どもが興味・関心を持ちそうな問題で学ばせる。 (7) 88 80く92<98 97 99 91 94 75<86 91>75 97 94>86 

6.論理的な考え方を育てる。 (9) 84 88 88>76 84 76 91 91 87 85 91 87 84く91 85 

7. 自常生活の具体的な場面から導入する。 (4) 84 71く87>46 98 98 84く92 66 71 84>66 98>92>71 

8.算数・数学の内容を系統的に学ばせる。 (6) 82 85 85 80 84 79 82 85 87 84 82 87 84 85 84 

9.算数・数学の考え方の発展が分かるようにする。 (8) 75 78 79>71 81 72 79 80 78 77 79 78 81 80 77 

10.合理的な精神を育てる。 (10) 59 60 63>54 68>53 62 63 59 60 62 59 68 63 60 

11.算数・数学が他教科で利用されているこ校知らせる (11) 52 56 53 47 52 47 50 50 59 59 50 59 52 50 59 

12.数学の歴史を話す。 (12) 34 43 41>15 23>14 44 47 42 43 44 42 23く47 43 

注:配慮している割合: rいつも配慮している」と「ときどき配慮している」の反応率の和

表C-14 算数・数学教育における数学観(質問項目13)

賛成の割合(%:>.く;5%で有意差)

数学観
問番号題

全体 小中高 数学 数学教育

全体量字額錆 量華街鮮徽鮮鋭 中高小中高

1.数学は論理的思考力を高める。 (1) 96 98 96 97 98 97 97 96 98 94 97 98 98 96 94 

2.数学は数学的rJ噛解決色肋を高める。 (5) 93 94 93く96 95 96 97 93 92 90 97 92 95 93 90 

3.数学は世界中のあら純恥いろいろな形で存在した。 (26) 92 95>92 94 92 93 97>90 95 95 97 95 92 90 95 

4.数学は知的好奇心を喚起する。 (4) 84 84 86 86 93>85 85 90 84>76 85 84 93 90>76 

5.数学は明快である。 (23) 84 86 87>80 83 80 89 86 85 90 89 85 83 86 90 

6.数学の応用を学ぶと論理的に考える力がつく。 (7) 74 75 76 75 82 76 81 75 72 74 81 72 82 75 74 

7.数学はすべての人f.llにとって必要である。 (18) 74 73 74 80 77 81 68 75 74 71 68 74 77 75 71 

8.数学の応用を学ぶと数学の理主告の理解が深まる。 (8) 73 73 74 72 73 72 74 71 73 79 74 73 73 71 79 

9.数学は判断力を高める。 (2) 73 71 74 73 71 74 74 73 71 79 74 71 71 73 79 

10.数学は実世界とは切り離せない。 (14) 73 72 73 75 74 77 80 71 70 76 80 70 74 71 76 

11.数学は倉l路力を高める。 (3) 71 75 74>64 71 64 79 75 74 76 79 74 71 75 76 

12.数学は臼常生活に必要である。 (12) 71 66く72く79 84 81 74 69 63 68 74>63 84>69 68 

13.数学は発展している。 (19) 70 79>72>59 68 59 70 69 82 78 70く82 68 69 78 

14.数学は努力したことか報われる。 (27) 70 70 73 74 76 75 75 71 69 73 75 69 76 71 73 

15.数学は誰でも楽しさを味わえる。 (30) 70 71 75 69 82>71 75 76 69 67 75 69 82 76 67 

16.数学は社会で大いに活用されている。 (1の 70 73 72>65 71 65 81 71 72 74 81 72 71 71 74 I 

17.数学は美しい。 α1) 69 81 82>43 65 41 79 87 82 85 79 82 65く87 85 
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18.数学は個人で学ぶのに適している。 (24) 67 72 68>61 57 60 72 67 72 78 72 72 57 67く78

19.数学の理論を学ぷと数学を応用するカもつく。 (6) 65 70 66 64 64 66 73 62 69 74 73 69 64 62く74

20.数学は落ちこぼれをつくりやすい。 (17) 63 65 67 63 57 61 64 70 65 70 64 65 57<70 70 
21.数学は抽象的なものである。 (13) 60 65 67>47 58>45 60 69 67 71 60 67 5869711 
22.数学は自由である。 (22) 59 72>66>42 63>41 74 64 72 71 74 72 6364711 
23.数学は協力して学ぷのに適している。 (25) 46 45 46 51 53 52 46 53 45>29 46 45 53 53>29 
24.数学は堅苦しい。 (20) 41 45>35>46 30<46 45 38 45>34 45 45 30 38 34 
25.数学は記号のゲームである。 (11) 28 27 32 29 33 28 27 32 27 32 27 27 33 32 32 
26.数学は耐え忍んで学んだものf肘燦しさを得る。 (28) 27 29 28 24 19 24 23 27 31 35 23 31 19 27 35 
27.数学は実用的ではない。 (9) 27 28 26 28 26 27 26 23 30 30 26 30 26 23 30 
28.数学は男子の方が学ぶのに適している。 (16) 9 15> 8 3 5 9 9117 11 9く17 3く 911 
29.数学はいくら努力しても報われない。 (29) 7 B 7 7 5 7 7 7 8 9 7 8 5 7 9 
30数学は一部の優れた人間が学べばよい。 (15) 6 7 7 6 6 6 7 7 6 9 7 6 6 7 9 

注:賛成の割合:fI事んとうにそうだ」と「だいたいそうだ」の反応率の和

表C-15算数・数学の内容の重要性(質問項目14)

重要だと思う割合(%:>.く;5%で有意差)

算数・数学の内容
間番庭号

全体 小 中 高 数学 数学教育

全体鮮徽貌 綴締鮮総量学級 中高小中高

1.データから判断する (26) 91 88<94 91 97 92 92 94 87 89 92 87 97 94 89 
2.方程式 (4) 90 95 95>81 89 80 96 97 95 97 96 95 89<97 97 
3 文字式の計雰 (3) 89 95>91>82 83 81 97 92 94 95 97 94 83 92 95 
4.小数の醐暗暗 (1) 88 89 88<93 93 94 81 85 91 88 81く91 93>85 88 

5.一骨量化をする (24) 86 85く92>8593>85 93 94 82 88 93>82 93 94 88 
6.分数の四則計算 (2) 86 90 87>82 84 81 78 84 95 94 78く95 84 84<94 
7.三平方の定理 (9) 83 94 91>60 79>57 94 93 94 96 94 94 79く9396 
8.不等式 (5) 79 87>81>72 82く71 82 77 90 88 82く90 82>77<88 
9.論理的な証明を行う (23) 79 79<85>75 85>74 83 88 77 80 83 77 85 88>80 

10.概算 (14) 77 69く77く9294 94 64く75 71 69 64 71 94>75 69 

11.近似的にものを見る (21) 76 72く8081 88 83 71 78 73 77 71 73 88>78 77 

12.三角形の合同条件 (7) 74 78 78>63 79>61 78 77 79 80 78 79 79 77 80 

13. トランプや宝くじの確率 (13) 73 80 80>65 73 65 79 80 80 84 79 80 73 80 84 
14.公理的に考える (25) 71 68<77>68 81>67 81 79 64 73 81>64 81 79 73 
15.三角比 (11) 67 79>69>56 69>54 66 57 84 89 66く8469>57く89
16数学的モデル化を行う (22) 67 69く75>58 78>56 74 77 66 70 74 66 78 77 70 
17 円周角の定理 (8) 66 74 71>50 62>47 74 74 75 72 74 75 62く74 72 
18.電卓を使った計算 (20) 66 54>69く7981 81 60く7351 55 60 51 81 73>551 
19.移動 (6) 65 73 69>57 73>56 65 63 76 76 65<76 73 63く761

20.投影図 (10) 59 59 63 58 65 58 57 64 60 61 57 60 65 64 61 
21.方位・方角 (19) 50 41 46<69 66 72 39 40 41 42 39 41 66>40 42 
22.透視図 (12) 48 46 47>55 62 55 34 39 50 48 34く5062>39 48 
23.科学的表記法例:2.1x10' (15) 47 51 48 43 58>43 47 39 52 57 47 52 58>39く57

24.暦 (18) 43 32<44く61 65 64 35 42 31 32 35 31 65>42>32 

25.単利法と複利法 (17) 41 41 41 42 50 43 35 38 43 41 35 43 50>38 41 

26. 3桁区切りと4桁区切り (16) 35 26 30く5243 54 26 27 27 24 26 27 43>27 24 

注.重要だと思う割合: rとても重要である」と「比較的重要である」の反応率の和
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表C-16 算数・数学の内容の扱い(質問項目15)

配慮している割合(%:>.く;5%で有意差)

内容の扱い
問審号題

全体 小中高 数学 数学教育

全体鰐重量鏑 鍛鏑鮮綴量学級 中高小中 高

1.図やグラフなどの視覚的な手段を縫自に;使わせる。 (7) 96 98 99>93 98 92 98 100 98 99 98 98 98 100 99 

2.計算が面倒にならないように簡単な数値を使う。 (2) 91 94 93>88 95 89 95 93 94 94 95 94 95 93 94 

3.実際的な実例をあげる。 (9 ) 82 83 85>76 90>78 82 83 83 85 82 83 90 83 85 

4.答えが分数や平方は、そのままにする。 (6) 71 83>78>56 56 52 82 81 84 89 82 84 56く81く89

5.およその大きさの見当をつけさせる。 (5) 56 55 58 51 54 52 58 59 54 57 58 54 54 59 57 

6.数学的に発展させる。 (10) 55 65>57>40 59>39 66 58 65 55 66 65 59 58 55 

7.応用問題を解いたりす.litU、電卓は使わせない。 (4) 54 66>53 47 36 47 63 56 67 61 63 67 36<56 61 

8.計算が面倒でも実際の数値を使う。 (1) 41 38 37く46 49 47 39 33 38 34 39 38 49>33 34 

9.電車を積極的に使わせる。 (3) 28 19<32く39 53>40 21<31 17 16 21 17 53>31>16 

10. 図やグラ 7~Eの助けを借りないで取り組ませる。 (8) 7 6 7 10 10 10 7 4 6 11 7 6110> 4<11 

注:配慮している割合: rょくする」と「ときどきする」の反応串の和

表C-17 教師の数学経験(質問項目16)

賛成の割合(%:>. < ; 5%で有意差)

自分の数学経験
間番庭号

全体 小中高 数学 数学教育

全体哲学級鏑 総縮鮮盟罰般車重 中高小中高

1.算数・数学で良い印象の授業を受けたことがある。 (1) 66 75 72>52 74>52 66 70 77 74 66く77 74 70 74 

2.数学の授業で数学の応用について学んだ。 (3) 48 53 55>39 61>38 58 54 51 51 58 51 61 54 51 

3.数学についての素晴らしい話を聞いたことがある。 (6) 45 57 54>26 52>24 55 54 58 57 55 58 52 54 57 

4.数学の教養筈・解説蓄をよく読んだ。 (5) 45 58 52>23 50>21 56 49 59 59 56 59 50 49 59 

5.数学について印象的なことはなかった。 (7) 25 17 22く39 24く40 18 21 17 21 18 17 24 21 21 

6 算数・数学の授業は無味乾燥なものばかりであった。 (2) 23 19 20<29 20く31 22 19 18 22 22 18 20 19 22 

7 数学の授業で数学史について学んだ。 (4) 13 16 18> 5 20> 5 22 18 13 16 22>13 20 18 16 

注:賛成の割合: rほんとうにそうだ」と「だいたいそうだ」の反応率の和

表C-18 算数・数学教育への期待(質問項目17)

大切だと思う割合(%:>.く;5%で有意差)

今後への期待
問番号題

全体 小中高 数学 数学教育

全体鮮綴縮 徽続草学級鮮重量 中高小中高

1. 算数・数学の楽しさを経験させること。 (2) 97 97 98 99 00 99 97 98 97 96 97 97 00 98 96 

2. 算数・数学の基本的な内容を分からせること。 (8) 94 95 96 96 99 96 98 95 94 94 98 94 99 95 94 

3. ~々の子どもの学習進度にあ悦t指導を考えること。 (18) 93 92 94 96 98 97 95 94 91 89 95 91 98 94 89 

4. 数学的に考えることを重視すること。 (3) 93 93 95 93 91 93 90く97 95 94 90 95 91 <97 94 

5. 子どもの活動を重視すること。 (16) 93 88く95<99 00 100 90く97 86 88 90 86 00 97>88 

6. 子どもの自主性を育てること。 (1) 91 90 93 94 96 97 90 94 89 90 90 89 96 94 90 

7. G々の子どもの進歩が分かるような評価にすること。 (21) 91 86<94 96 00 96 93 95 83 87 93>83 ~00>95>87 

8. mちこぼれをつくらないこと。 (24) 90 88 89く94 85く95 90 87 87く94 90 87 85 87 94 

9. 子どもの奥味・関心にあわせた指導を考えること。 (19) 89 84<90く96 98 98 93 94 80 77 93>80 98 94>77 

10. 子どものよい面を取り上げる評価にすること。 (22) 89 84く90く97 96 97 88 93 82 79 88 82 96 93>79 

11. 計算能力を身につけさせること。 (7) 88 87 88 91 89 92 93 89 86 87 93>86 89 89 87 

12. 算数・数学のよさを強調すること。 (4) 82 81 85 82 89 83 84 87 80 80 84 80 89 87 80 

13 数学の社会的な有用性が分かる内容を増やすこと。 (11) 77 75 79 79 84 81 81 77 73 81 81 73 84 77 81 
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14. 電卓・コンビュータを活用すること。 (20) 74 67く77<8485 85 81 80 62 65 81>62 85 80>65 

15. 算数・数学の論理性を強調すること。 (6) 72 81>75>64 70 63 74 75 84 79 74く8470 75 79 
16. 算数・数学の美しさを強調すること。 (5) 64 71 77>46 72>45 70く80 72 75 70 72 72 80 75 

17. 内容の質を今よりも下げないようにすること。 (17) 60 67 65>49 58 49 60 62 70 74 60 70 58 62<74 
18. 数学の応用面に関する内容を増やすこと。 (15) 55 60 54 52 63 53 53 53 63>51 53 63 63 53 51 
19. 入学試験樋凶問題解決能力を身につけさせること。 (23) 55 65>59>40 40 38 55 62 70 66 55<70 40く6266 
20. 社会や親に算数・数学の重要性を訴えること。 (25) 55 60 58>50 54 51 55 59 62 58 55 62 54 59 58 
21. 算数・数学での証明の重要性を強調すること。 (10) 52 61>53>44 46 42 64 54 60 57 64 60 4654571 
22. いろいろな文化を相互理解する内容を増やすこと。 (12) 49 51 51 51 54 53 53 47 51 56 53 51 54 47 561 
23. レクリェーション的な内容を増やすこと。 (13) 48 38く46く65 68 68 54 45 32 30 54>32 68>45>301 
24. 数学の歴史的な話題を増やすこと。 (14) 47 52 54>32 42>31 56 60 51 54 56 51 42<60 54 
25. 算数・数学切コミュニケーションを強調すること。 (9) 44 41 47 44 52 45 45 44 40 48 45 40 52 44 48 
注:大切だと恩う割合・「ほんとうにそうだ」と「だいたいそうだJの即E率の和
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小 学 校 ・ 中学校・高等学校の算数・数料ヰ教師の年齢別よる態度の差

表Dー1 算数・数学の授業形態(質問項目2(1))

首選 行っている割合(%:>.く;邸で有意差)

算数・数学の授業形態 番号 全体 中 高 22歳ー 35歳ー 44歳ー

全体 22 35 44 22 35 44 22 35 44 22 35 44 小中高 小中品 小中両

1.一斉学習 (1) 94 96 94 96 89 90 92 97 94 95 00 100 99 89<97<100 90 94<100 92 95 99 

2. 個glj~芋習 (3) 3 3 3 3 6 7 5 2 2 4 。。1 6 2 。7> 2 。5 4 1 

3.グループ学習 (2) 2 2 2 1 5 3 4 1く 4 1 。。。5> 1 。3 4> 0 4 1 。
4. TT (4) 。。。。。1 。。。。。。。。。。1 。。。。。

表0-2 算数・数学の授業での教科書の扱い方(質問項目2(2))

問香題号
扱っている割合(%:>.く;5%で有意差)

郡司書の扱い方 全体 中 高 22歳ー 35歳ー 44歳ー

全体 22 35 44 22 35 44 22 35 44 22 35 44 小中高 小中高 小中高

1 掛蓄とその他の教材(2) 72 73 71 72 73 72 73 73 77 78 72 64 69 73 73 72 72 77>64 73 78 69 

2.耕摺だけ (1) 22 21 24 22 25 26 22 19 16 16 21 <30 25 25 19 21 26 16<30 22 16 25 

3.自作の教材 (3) 5 6 5 6 3 2 5 8 8 6 7 6 7 3< 8 7 2> 8 6 5 6 7 

表0-3 算数・数学での専任(質問項目2(3))

受げ持っている割合(%:>. < ; 5%で有意差)

算数・数学科の専任 全体 中 高 22歳ー 35歳ー 44歳ー

全体 22 35 44 22 35 44 22 35 44 22 35 44 小中高 小中両 小中高

専任 (1) 63 61 61 70 9 15 10 77 86 87 96 96 96 9 77 96 15 86 96 10 87 96 

他掛ヰと兼任 (2) 36 39 39 30 91 85 90 23 14 13 4 5 4 I 91 23 4 I 85 14 5 I 90 13 4 

表0-4 算数・数学教育の過去・現在への認議(質問項目3)

rJ幅点が多い(%:>. < ; 5%で有意差)

わが国の算数・数学教育 全体 中 高 22歳ー 35歳ー 44歳ー

全体 22 35 44 22 35 44 22 35 44 22 35 44 小中高 小中高 小中高

自分カミ小中学生のとき 31 34 31 25 43 41 38 37 34 25 23 16 18 43 37 23 41 34 16 38 25 18 

現在 73 74 74 77 73 71 75 67 70 66 80 82 84 73 67 80 71 70 82 75 66 84 

表0-5 教具の利用〔質問項目4)

習雷選号
利用している割合(%:>. < ; 5%で有意差)

教材・教具 全体 中 高 22歳ー 35歳ー 44歳ー

全体 22 35 44 22 35 44 22 35 44 22 35 44 小中高 小中高 小中高

1.定規、コンパス (10) 88 88 88 85 99 99 98 00 100 99 68 62 71 99 100>68 99 100>62 98 99>71 

2. 模型仮綴稽、I路軍~ë) (1) 70 68く75>62 95 98 96 90 93 88 23 28 28 95 90>23 98>93>28 96 88>28 

3.実物(サヲカーや械の (8) 69 73 71>57 99 99 98 84 80>65 39>26 29 99>84>39 99>80>26 98>65>29 

4.その他自欄・怨 (11) 65 64 63 61 88 89 89 75 78 73 37>26く39 88>75>37 89>78>26 89>73>39 

5.巻き尺、ひも (9) 60 59 63 57 95 97 96 52 53 60 32 31 31 95>52>32 97>53>31 96>60>31 

6.四則電卓、分数電車 (5) 46 44 48 42 46 55 46 62 66 59 26 23 30 46<62>26 55く66>23 46 59>30 

7. 構造7ロ1~ (7イル~ë) (2) 39 37く45>32 72 75 81 34く45 33 6 6 4 72>34> 6 75>45> 6 81>33> 4 
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8.ノ号ソコン

11.グラフ電卓 I( 6)1 4 1 4 5 7 1 3 6 5 1 2 6 61 6 3 8 

注:利用している割合 rよく使うJ、 「ときどき使うJ、 「たまに使うJの反応率の和

表D-6 資料の利用(質問項目5)

院
別用している割合(%:>. < ; 5目で有意差)

資料 全体 中 高 22歳ー 35歳ー 4醤自立司

全体 22 35 44 22 35 44 22 35 44 22 35 44 小中両 小 中 両 小中高

1.撒・醐の教科書 (1) 99 99 99 99 00 99 100 99 99 100 99 99 99 00 99 99 99 99 99 00 100 99 

2.簸・掛附様、参考書 (3) 94 95>93<97 88 83 90 98 98 100 00 99 99 88<98<100 83 98 99 90<100 99 
3.撒・棚欄書欄書、臨 (2) 88 90 87 88 95 97 100 95 89 90 80 72 79 95 95>80 97>89>72 00>90>79 
4.講習会、融制部噛 (11) 76 74 77 78 76 77 80 80 86 79 67 69 76 76 80>67 77く86>69 80 79 76 
5.簸・昨ついての教育書 (4) 70 68 71 74 72 77 77 73 78 88 60 55 65 72 73>60 77 78 55 77 88>65 
6.鮮矧館、監学時機 (6) 55 51 56く66 26 32 36 60<73 75 67 68<78 26<60 67 32<73 68 36く75 78 

7 新聞 (8) 34 31 35 38 27く37 37 41 41 49 27 26 32 27<41>27 37 41>26 37 49>32 

8.他教科の教科書 (7) 30 29 31 34 32 39 40 25 22 26 30 28 36 32 25 30 39>22 28 40 26 36 

9.大学数学蝋格、鍔書 (5) 20 22 19 24 6 6 5 1 20 14 14 40 41 40 6く20<40 6く14く41 5く14く40

10.その他 (12) 19 17 18 21 25 27 26 22 23 18 9 9く21 25 22> 9 27 23 91261821 

11.百平陣典 (9) 17 15 18 20 20 24 24 15 15 18 12 12 19 20 15 12 24>15 12 24 18 19 

12.理科年表 (10) 9 8<12 10 13 19 14 6 9 9 5 7 9 113> 6 5 119> 9 7114 9 9 

注:利用している割合・「よく使う」、 「ときどき使うJ、 「たまに使う」の即E率の和

表D-7 授業で扱う問題の重要度と利用度(質問項目的

重要だと思う割合(%:>.く;5%で有意差)

問題の重要性 全体 小 中島 22歳:- 35歳 44歳ー

全体 22 35 44 D E "ID E "ID E " 小 中 高 小 中 高 小中高

1.純粋な期・鮮の問題 (1) 92 93 93 92 91 85 84 95 96 95 94<99 96 91 95 94 85<96 99 84く95 96 

2 子ども時L附¥¥鍬・鮮嬬(2) 92 94 93>88 98 95 92 97 94 93 88 88 84 98 97>88 95 94>88 92 93 84 

3. 撒・鰐~揮しt現実的蝿 (3) 84 89>84>77 96>88 84 88 85 75 84 78 74 96>88 84 88 85 78 84 75 74 

4. 簸・怒鳴~t遊び曙 (4) 74 79 78>59 87 84>70 82 81>56 68 68>55 87 82>68 84 81>68 70 56 55 

5.実験泣か滞納減量・務機 (6) 60 63 61 57 64 58 54 69 67 60 56 61 57 64 69>56 58 67 61 54 60 57 

6.鮮切文化問匝以鴎 (5) 50 48 51 55 40 37 41 49<60 54 55 58 63 40 49 55 37く60 58 41 54 63 

利用している割合(%・>.く;5百で有窓差)

問題の利用度
問番題号

全体 小 中両 22歳- 35歳- 44歳ー

全体 22 35 44 D E "ID E "ID E " 小中両小中高小中高

1.純粋な撒・綜の問題 (1) 90 91 91 89 88 82 79 94 98 94 91 95 92 88く94 91 82<98 95 79<94 92 

2.子どもL現L併すい撒・鮮犠 (2) 82 84 81 82 96>89 90 89 83 85 68 68 76 96>89>68 89 83>68 90 85 76 

3 簸・鮮E耳障~t現実的社関 (3) 49 50 50 51 73 66 63 38 41 45 39 38 48 73>38 39 66>41 38 63>45 48 

4. 綴・鰐~目以遊び暢 (4) 40 41 45>29 64 62 51 38 41>27 23 26 19 64>38>23 62>41>26 51>27 19 

5.鮮の文化繊恥k関 (5) 15 14 15<22 9 9 11 16 21 26 17 16く26 9 16 17 9く21 16 11く26 26 

6. 実験lït約書~M撒・鮮嚇(6) 15 14 17 17 20 19 26 15 19 16 9 13 14 20 15 9 119 19 13 26 16 14 

注:重要だとa思う割合: rとても重要である」と「比較的重要である」の反応率の和

利用している割合: rよく扱う」、 「ときどき扱う」、 「たまに扱う」の即時の和
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表D-B 指導アプローチの利用度(質問項目7)
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表D-9 算数・数学教育における教育観(質問項目8)

期待している割合(%・>，く;5%で有意差)

期待している教育観
調番盟号主

全体 小 中高 22歳- 35歳ー 44歳ー

全体 22 35 44 D ~ "ID ~ "ID ~ " 小中高小中両小中 高

1子どもが分かるようE弱。(2) 98 99 99 99 99 99 100 99 100 100 98 98 99 99 99 98 99 100 98 00 100 99 

2.子どもができるようはる。(1) 96 96<98 99 99 99 99 93く98100 95 95 98 99>93 95 99 98 95 99 100 98 

3.子どもが楽しむようになる。(3) 91 91 93 91 95 97 99 93 93 90 87 89 87 95 93 87 97>93 89 99>90 87 

実現している割合(%:>，く;切で有意差)

実現している教育鏡 趨還 全体 中 高 22歳ー 35歳ー 4~-

番号 全体 22 35 44 22 35 44 22 35 44 22 35 44 小 中 高 小中高 小中高

1.子どもが分かるようm。(2) 70 65く72 78 68<78く91 67 72 78 62 64 71 68 67 62 78 72 64 91>78 71 

2.子どもかできるよう凶品。(1) 67 66 69 73 70 79 87 61 59 70 65 68 67 70 61 65 79>59 68 87>70 67 

3.子どもが楽しむよう伐る。(3) 39 38 42 38 48 49 54 38 44 39 30 30 28 48>38 30 49 44>30 54 39 28 

注:期待している割合: iとても期待している」と「出納町侍している」の反応率の和

実現している割合: iとてもできている」と四銭的できている」の反応率の和

最も期待している割合(%:>， < ; 5%で有意差)

最も期待している教育観
問番号題

全体 小 中高 22歳- 35歳ー 44歳ー

全体 22 35 44 D ~ "I~ ~ "I~ ~ " 小中両小中角小中 晶

1.子どもが分かるようt泌。(2) 47 47 46く54 41 40 45 49 47 53 51 52 59 41 49 51 40 47 52 45 53 59 

2.子どもが楽しむよう凶ふ(3) 36 38 39 32 47 44 47 35 37 28 33 34 25 47>35 33 44 37 34 47>28 25 

3.子どもができるよう防弘(1) 14 15 15 14 12 16 81151619 17 14 15 12 15 17 16 16 14 8<19 15 
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表D-10 授業形態の利用度(質問項目9)

利用している割合(%:>. < ; 5%で有意差)

授業形態 同選 全体 中 高 22歳 35歳 4必設

番号 全体 22 35 44 22 35 44 22 35 44 22 35 44 小中高 小 中 高 小中高

1.教師が内容の説明 (1) 93 96>92 94 88 83 83 99 95 98 00 99 99 88<99 100 83<95<99 83<98 99 

2.子どもが話し合い (2) 85 85 87 83 00 100 100 95 98 96 62 60 66 00>95>62 00 98>60 00 96>66 

3.複数の課題の準備 (3) 41 41 43 38 50 57 56 60 54 45 16 15 23 50 60>16 57 54>15 56 45>23 

4.自分の進度で学習 (6) 37 39 36 42 45 42 47 36 28 39 35 37 41 45 36 35 42>28 37 47 39 41 

5.自分で課題の発見 (5) 30 29 31 30 42 46 48 32 33 34 14 11 17 42>32>14 46>33>11 48 34>17 

6.相談して課題の準備 (4) 20 19 22 18 25 34 31 26 24 20 6 6 10 25 26> 6 34>24> 6 31 20>10 

注:利用している割合:rよく使う」、 「ときどき使うJ、 「たまに使う」の反応平の和

表D-11 好ましい指導展開(質問項目10)

好ましい割合(%・>.く;5百で有意差)

展開例・第1位 全体 小 中高 22歳- 35歳同 44峨ー

全体 22 35 44 D ~ "ID ~ "ID ~ " 小 中高小中高小中高

1.膨使置から自分I爆をつくる(1) 24 22く29>22 22<28 21 26 34 22 18 24 22 22 26 18 28 34>24 21 22 22 

2. 1欄州ヲ削除草噸を・(4) 22 24>18<31 9 7く19 29 22 32 34 27く38 9<29 34 7<22 27 1932381 

3. 膨保理臨時開港自由~J!I\F-j (2) 17 18 18 17 21 25 29 20 17 17 12 10 10 21 20>12 25 17 10 29 17 10 

4.滋の杭勧杭いる砕をか戸7・(6) 14 15 16 12 24 27 16 10 9 11 11 9 9124>10 11 27 9 9 1 16 11 9 

5. 2棚田実限健康鮮自由勝・(3) 12 13 12 14 12> 5 5 7 12 18 20 22 17 12 7<20 5く12<22 5く18 17 

6. J/I'，-7~蜘rí7抑制・(5) 6 8 7 4112 8 9 8 6>日 8 4112 8 6 B 6 8 9> 0 4 

好ましい割合(%:>. < ; 5耳で有意差)

展開例・第2位
調番号遅

全体 小 中高 22歳- 35歳- 44歳ー

全体 22 35 44 D ~ "ID ~ "ID ~ " 小中高小中両小中高

1. 1般車蜘{っか械に頬骨髄を・(4) 19 20 20 22 18 12 12 14<24く33 26 25 22 18 14<26 12く24 25 12く33 22 

2. 膨保理掛8字路霊法自分I郎官 (2) 18 17 21 18 23 29 22 21 14 14 10<18 17 23 21>10 29>14 18 22 14 17 

3. !i!器保理器ら自分て慢をつくる(1) 17 20 16 17 18 12 16 22 20 17 19 15 18 18 22 19 12 20 15 16 17 18 

4.滋併で齢抗同様をFループ・(6) 14 16 16 12 20 18 16 15 18 11 13 11 10 20 15 13 18 18>11 16 11 10 

5. J/I'，-7~協の177をい例・(5) 14 14 16 11 13 16 14 16 18 8 114 15 12 13 16 14 16 18 15 14 8 12 

6.放蹴自主限輔で醐概・(3) 13 13 13<19 8 13 19 i竺 7<17 18 18 21 8 12 18 13 7く18 19 17 21 

表Dー12 算数・数学のカリキュラムの構成原理(質問項目11)

賛成の割合(%:>.く;5%で有意差)

カリキュラムの構成原理 関 全体 中 高 22歳ー 35歳ー 44歳ー

番号 全体 22 35 44 22 35 44 22 35 44 22 35 44 小 中 角 小 中 前 小中両

1.数学の系統性 ① 92 93 93 94 91 91 91 92 92 95 95 95 95 91 92 95 91 92 95 91 95 95 

2.数学的活動 ② 64 65 68>59 76 77 68 65 68 56 55 55 55 76>65>55 77>68>55 68 56 55 

3. 滋生活自由上色白のt援な鍬・釘 ③ 58 61 59 55 72 69 63 57 56 46 54 50 57 72>57 54 69>56 50 63>46 57 

注:賛成の割合:rほんとうにそうだ」と「だいたいそうだjの反応率の和
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援も重要だとする割合(%:>.く;5%で有窓差〕

最も重要な構成原理|隠| 全体 | 小 中 高 1 221義- 35歳ァ 44歳』

務|全体 122 お 4412235

1.数学の系統性 |① 1 57 153<60く68132<47

2.数学的活動 |② 1 24 1 26 27> 18 1 37 37 

3.絵錦繍民協のt綾な鍬・鯛③ 116 121>14 14131>16 

441223544122 お 441小中高|小中高|小中 高

~I~ ~ ~In Th Thla ~<nluく59く751556975

ala U WIU U 111M a>UIM>U ula W II 

16 I 19 18 II I 15> 7くuln>u el16 U>7IW 11 U 

表D-13 算数・数学教育の授業観・目的観(質問項目12)

配慮している割合(%:>.く;械で有意差)

授業綴・目的観
問番題号

全体 小 中両 22歳- 35歳ー 44歳ー

全体 22 35 44 U ~ "IU ~ "IU ~ " 小中高小中高小 中高

1.分かりゃすく説明する。 (1) 99 00 99 100 00 99 100 00 100 100 00 99 99 00 100 100 99 100 99 00 100 99 

2.子どもに考えさせる。 (2) 98 98 98 99 00 100 100 00 98 100 96 97 97 00 100 96 00 98 97 00 100 97 

3.鍬・鮮側官蜘附い例題・(3) 95 96 95く98 96 97 99 96 91 96 96 96 98 96 96 96 97>91 96 99 96 98 

4.計算能力を身的悦封。 (5) 92 94 92 91 98 95 95 96 94 89 89 86 91 98 96 89 95 94>86 95 89 91 

5. 子ども蟻草・協を持ちそう古橋博・(7) 88 89 90 88 98 98 95 90 91 91 78 80 81 98>90>78 98>91>80 95 91>81 

6.議理的な考え方様てる。 (9) 84 80く86<91 n<81 88 84く91 96 84 86 89 72 84 84 81 <91 86 88<96 89 

7. 鴎錦町員側t煽柿導入する。 (4) 84 83 85 83 98 96<100 85 91 85 69 67 71 98>85>69 96 91>67 00>85>71 

8. 算書・鮮納容を系繊t符部。 (6) 82 80 82 87 78 79 84 79 85 89 83 85 88 78 79 83 79 85 85 84 89 88 

9.鍬・量章特坊幌駒骨骨6ょうι・(8) 75 72<77 81 66<78 81 n 78 85 77 75 79 66 n 77 78 78 75 81 85 79 

10.合理的な精神を育てる。 (10) 59 54<64 64 47く66 63 59 66 68 56 61 64 47く59 56 66 66 61 63 68 64 

11.鍬・鮮が儲f域防相loet・(ll) 52 49<55 58 46 52 52 43く55 53 58 59 65 46 43く58 52 55 59 52 53 65 

12.数学の歴史を話す。 1(12) 34 27く36く45 12<21 24 34く49 60 36 43 49 12く34 36 21 <49 43 24<60 49 

注:配慮している割合: iいつも配慮しているJと「ときどき配慮している」の反応率の和

表D-14 算数・数学教育における数学観(質問項目13)

賛成の割合(%:>.く;慌で有意差)

数学観 問題 全体 中 局 22歳ー 35歳ー 44歳ー

番号 全体 22 35 44 22 35 44 22 35 44 22 35 44 小中高 小中高 小中高

1.脚論田守思考力を部品。(1) 96 97 96 97 96 98 98 97 95 99 99 96 96 96 97 99 98 95 96 98 99 96 I 

2.草創開問題解醐醐品。(5) 93 93 95 93 96 98 95 91 95 95 92 90 90 96 91 92 98 95 90 95 95 90 

3. 鮮雌駄のあらゆる菌防ó\ló~li・ (26) 92 93 94 92 91 93 93 92 94 94 97 94 91 91 92 97 93 94 94 93 94 91 

4.鮮量知的好奇心を践する。(4) 84 84 85 84 86 86 88 86 86 91 81 83 78 86 86 81 86 86 83 88 91>78 

5.数学は明快である。 (23) 84 82<86 85 75く84 81 86 87 85 84 88 88 75く86 84 84 87 88 81 85 88 

6.鮮自由騨託制に考える加I?{(7) 74 76 74 75 75 78 81 78 75 73 76 68 74 75 78 76 78 75 68 81 73 74 

7. 欝量すべての'JJ::.t?C援である。 (18) 74 75 77 71 78 79 81 n 77 68 75 73 67 78 n 75 79 77 73 81 68 67 

8.鮮の淵槻鮮噛鴫椛・(8) 73 71 75 75 67<78 73 73 72 71 74 73 80 67 73 74 78 72 73 73 71 80 

9.数学は判断力を高める。(2) 73 73 71<79 69 75 79 73 70く83 75 68 77 69 73 75 75 70 68 79 83 77 

10.鮮品実世界t附曜側、。 (14) 73 n 76 72 76 79 71 73 74 68 68 73 74 76 73 68 79 74 73 71 68 74 

11数学は岩崎力を高める。(3) 71 69 74 72 62 69 70 73 78 70 73 75 73 62く73 73 69<78 75 70 70 73 

12.鮮位日常生活凶緊抗。 (12) 71 n 73>65 82 82 73 n 69 61 64 64 63 82>n 64 82>69 64 73 61 63 

13.数学は発展している。 (19) 70 67<72<79 61 63 70 64 71 75 74<83 87 61 64<74 63 71<83 70 75く87

14.鮮民努力Ltこ砧勅柄。 (27) 70 73 70 69 77 74 73 73 70 67 70 66 68 77 73 70 74 70 66 73 67 68 

15. 鮮Ilâ~b量Lð鶴わえる。 (30) 70 74 73>61 71 72 74 77 78 56 74 68>56 71 77 74 n 78>68 74>56 56 

16.辞世社会秩¥1，翻dnt¥lOo (10) 70 71 70 69 69 66 61 72 n 73 73 75 71 69 n 73 66 72 75 61 73 71 

17.数学は美しい。 (21) 69 69 69 70 44 47 45 82 81 75 81 85 82 "<82 81 47<81 85 45<75 82 

-121-



18.鮮品個人でねの崎L，いる。 (24) 67 65 68 72 59 60 68 68 71 67 68 74 77 59 68 68 60く71 74 68 67 77 

19.鰐噛を字社量殺幅約制9・(6) 65 63 66 71 62 69 68 57 67 67 69 61く76 62 57<69 69 67 61 68 67 76 
20. 鍛日落ちこぼれわ{りやすい。(17) 63 64 63 67 59 58 59 68 68 65 65 64 73 59 68 65 58く68 64 59 65 73 
21.鮮目抽象的なものである。 (13) 60 59 60 65 47 52 46 64 68 64 65 63<77 47く64 65 52<68 63 46く64く77
22.数学は自由である。 (22) 59 57 61 66 42 48 50 62 64 66 67 73 75 42<62 67 48く64 73 50〈6675|
23. 解位協力Lてねの崎Lτいる。 (25) 46 51>44 42 54 48 56 50 46 53 50>37 28 54 50 50 48 46 37 56 53>28 
24.数学は堅苦しい。 (20) 41 44 41 41 47 40 40 42 41 43 43 41 40 47 42 43 40 41 41 40 43 40 
25.鮮E記号のゲームである。 (11) 28 35>24 26 31 26 26 39>22 28 35>22 24 31 39 35 26 22 22 26 28 24 
26 草学閥認ん屯宇此も侃肘寝Lさ・(28) 27 28 24<33 26 19 30 31 22 28 28 32 37 26 31 28 19 22<32 30 28 37 
27.数学は実用的ではな凡(9) 27 26 28 30 25 28 28 27 21く34 27 33 29 25 27 27 28 21<33 28 34 29 
28 線量男子の'1i1i宇主制;量L{¥lる。(16) 9 8 10 13 4 4 4110 9 11 11 <19 18 4<10 11 4く 9<19 4 11 18 
29.鮮郎、{紛れても勧杭い。 (29) 7 6 7<14 6 7 7 5 8 15 6 7く18 6 5 6 7 8 7 7 15 18 
30. 緯E喝の齢tA防年ぺEよい。 (15) 6 6 6 B 5 7 6 6 5<11 7 7 8 5 6 7 7 5 7 6 11 8 

注.賛成の割合:rほんとうにそうだ」と「だいたいそうだ」の反比率の和

表0-15 算数・数学の内容の重要性〔質問項目14)

重要だと恩う割合(%:>.く;邸で有意差)

算数・数学の内容
間番号程

全体 小 中高 22歳.- 35歳- 44歳国

全体 22 35 44 U ~ <<IU ~ <<IU ~ << 小 中 高 小 中 高 小中高

1 データから判断する (26) 91 93 91 89 93 94 91 95 93 87 90 85 89 93 95>90 94 93>85 91 87 89 

2.方程式 (4) 90 91 90く94 83 80 88 96 95 96 94 97 97 83く96 94 80<95 97 88 96 97 
3.文字式の計算 (3) 89 88 89 91 80 81 82 93 93 94 92 95 96 80く93 92 81く93 95 82く94 96 

4.小数の四則計算 (1) 88 89 90 87 93 94 91 83 85 82 91 90 88 93>83<91 94>85 90 91 82 88 

5.一般化をする (24) 86 85 88 88 83く91 86 91 89 96 82 83 85 83く91>82 91 89 83 86<96>85 
6.分数の四則計算 (2) 86 86 88 89 81 82 85 82 86 84 94 96 94 81 82<94 82 86<96 85 84く94

7.三平方の定理 (9) 83 82 84 87 62 66 64 91 94 95 93く97 95 62く91 93 66<94 97 64く95 95 

8.不等式 (5) 79 80 78<85 74 70<81 76 80 77 89 86 91 74 76く89 70<80 86 81 77く91

9.論理的な託明を行う (23) 79 77 81 81 70く82 82 85 81 89 77 79 76 70<85>77 82 81 79 82 89>76 

10.概算 (14) 77 83>77 72 97>92 89 75 72 62 76>63 66 97>75 76 92>72 63 89>62 661 
11.近似的にものを見る (21) 76 80 76 75 81 87 80 79 72 70 79>66 75 81 79 79 87>72 66 80 70 75 

12.三角形の合同条件 (7) 74 69<76<83 58<70 81 74 79 82 76 80 84 58<74 76 70く79 80 81 82 84 

13. トランプ部師陣 (13) 73 81>72 66 71 63>50 86 78>64 86>76 77 71 <86 86 63<78 76 50 64 77 
14.公理的に考える (25) 71 68 74 72 63<81 73 78 77 76 65 62 70 63く78>65 81 77>62 73 76 70 

15 三角比 (11) 67 68 67 73 56 59 58 66 57 57 80 86 91 56く66<80 59 57く86 58 57く91

16.数学的モデル化を市 (22) 67 65く71 68 56<66 66 73 80 73 66 67 66 56く73 66 66<80>67 66 73 66 

17.円周角の定理 (8) 66 61 <69<76 48 56 61 68<79 80 67 74 83 48<68 67 56<79 74 61 <80 83 

18.電卓を使った計算 (20) 66 71 69>52 82 80>67 71 73>47 61 52 46 82>71>61 80 73>52 67>47 46 

19.移動 (6) 65 66 64 70 59 60 70 63 62 63 75 73 73 59 63<75 60 62<73 70 63 73 

20.投影図 (10) 59 60 61 61 52<65 67 64 60 56 63 56 60 52<64 63 65 60 56 67 56 60 

21.方位・方角 (19) 50 56 51>42 74 68 66 49 40 30 46 42 35 74>49 46 68>40 42 66>30 35 

22.透視図 (12) 48 51 48 48 54 60 62 48>35 34 53 48 49 54 48 53 60>35く48 62>34 49 

23.世物薮盟問:2.1x10' (15) 47 47 48 53 43 52 53 40 44 47 57 47 56 43 40<57 52 44 47 53 47 56 

24.暦 (18) 43 51>43>34 66 59 51 50>36 28 37 28 27 66>50>37 59>36 28 51>28 27 

25.単利法と複利法 (17) 41 43 43 41 42く52 44 42 31 32 44 43 44 42 42 44 52>31く43 44 32 44 

26. 3桁~ID悦 4間切り (16) 35 38 34 32 53 53 55 30 25 21 31>20 25 53>30 31 53>25 20 55>21 25 

注:重要だと思う割合:rとても重要であるjと「比較的重要である」の反応率の和
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表0-16 算数・数学の内容の扱い(質問項目15)

配慮している割合(%・>.< ; 5%で有意差)

内容の扱い
問番題号

全体 小 中高 22歳 35歳- 44歳ー

全体 22 35 44 U ~ "IU ~ "IU ~ " 小 中 高 小 中 高 小中高

1.目付7m州鮒好彼自駒に・(7) 96 96 97 97 90く97 95 100 97 99 99 96 97 90<100 99 97 97 96 95 99 97 

2. 計算緬肱t抗いようtlll戦艇を・(2) 91 92 90 92 89 87 90 92 93 94 95 91 93 89 92 95 87く93 91 90 94 93 

3.惣帥実例をあげる。 (9) 82 82 82 83 77 83 88 85 81 78 85 83 83 77<85 85 83 81 83 88 78 83 

4. 紋附置や平方位、そのままEする。 (6) 71 70 71く80 46く56 51 79 78<90 83 81 89 46く79 83 56く78 81 51 <90 89 

5. およそ a)j;~ðの見当わ悦封。 (5) 56 51 <61 58 42く65 61 60 61 54 50 58 59 42<60 50 65 61 58 61 54 59 

6.数学的に発展させる。 (10) 55 52 57 62 39く48 57 62 58 66 56く66 62 39く62 56 48 58 66 57 66 62 

7. 馴闘を解¥lt・・・電車雌械ない。(4) 54 58>52 55 44 41 49 59 54 47 70 63 63 44く59く70 41 <54 63 49 47く63

8. 計開閉~t実際、噛値船。(1) 41 42 43 41 48 52 43 40 33 42 37 41 38 48 40 37 52>33 41 43 42 38 

9.電卓を積極的に使わせる。(3) 28 26<35>24 38く51>35 25 32 27 16 17 16 38>25>16 51>32>17 35 27 16 

10. ~~r7mの蜘桟州、~.明・(8) 7 6 9 8 8 14 6 3 5 11 8 9 7 8> 3く B14> 5 9 6 11 7 

注:配慮している割合: Iょくする」と「ときどきする」の反応率の和

表0-11 教師の数学経験(質問項目16)

賛成の割合(%目>.く;5%で有志〈差)

自分の数学経験 全体 小 中高 22歳 35歳 44歳ー

全体 22 35 44 22 35 44 I 22 35 44 I 22 35 44 小中高小中高小中高

1.撒・鮮でft¥嶋崎重殺枇こC'(1) 66 68 66 66 61 55 49 67 67 70 75 79 74 61 67 75 55く67<79 49く70 74 

2. 世宇崎l~綜の胸tO\lt字んf 。 (3) 48 51 48 47 41 43 48 54 53 52 57 49 44 41 <54 57 43<53 49 48 52 44 

3. 貯わいての競~L喝を跡、tcC'(6) 45 45 49 47 28 37 31 51 55 53 56 56 53 28く51 56 37く55 56 31く53 53 

4. ~糊路・臨をよ{読ん正。 (5) 45 42 45<55 30 30 24 44 51 56 52 56<72 30<44 52 30く51 56 24<56<72 

5. 鮮について甲納~cm恥t。 (7) 25 24 28 28 35 41 34 22 18 28 14<22 24 35>22>14 41>18 22 34 28 24 

6.鰍・鰐嚇日鱗臨も倒的・(2) 23 23 25 22 28 31 29 20 22 18 20 22 20 28 20 20 31>22 22 29 18 20 
7 舵僚主で態依ついて字版。 (4) 13 11 13<19 6 11 11 15 16<29 12 13 17 6< 15 12 11 16 13 11<29>17 
注賛成の割合 「ほんとうにそうだ」と「だいたいそうだjの反応率の和

表0-18 算数・数学教育への期待(質問項目17)

大切だと思う割合(%: >. < ; 5%で有怠差)

今後への期待 全体 小 中高 22歳- 35歳- 44歳ー

全体 22 35 44 U ~ "IU ~ "IU ~ " 小中日小中高小中高

1 鍬・世?の楽Lさを競技るこt。(2) 97 98 97 97 00 99 99 98 97 96 97 95 96 00>98 97 99 97 95 99 96 96 
2. 鍬・鰐嘩本航内容紛糾・(8) 94 95 95 96 98 96 98 96 95 96 92 95 95 98 96 92 96 95 95 98 96 95 

3. 個々の干Eもの宇官級防btt締・(18) 93 96 94>90 98 97 93 98 94 89 92 90 88 98 98>92 97 94 90 93 89 88 
4. 量判仁考えるこtを到するこt。(3) 93 93 94 93 92 93 86 95 95 96 93 95 95 92 95 93 93 95 95 86<96 95 
5 干no活動を載するこt。 (16) 93 96 93 90 100 100 100 98 94 89 90 85 84 00 98>90 00>94>85 。0>89 84 

6. 子どもの自主性を育てるこt。 (1) 91 94 92 90 96 97 94 95 90 84 92 89 90 96 95 92 97>90 89 94 84 90 

7. E令好n健対骨骨るようt浦・(21) 91 92 91 89 97 98 94 93 94 92 87 81 85 97 93>87 98 94>81 94 92 85 

8. 自ちcgMO(~~\lCC。 (24) 90 88く92 92 89 94 95 87 91 91 87 92 90 89 87 87 94 91 92 95 91 90 

9. 子nの鰍'N島本あb批指導を考・(19) 89 91 92>82 98 99>92 95 94>85 81 81 74 98 95 >81 99>94>81 92 85 74 
10 干EものよL恒t~り上110評明ける・(22) 89 89 91 87 98 96 93 92 92 89 80 83 83 98>92>80 96 92>83 93 89 83 

11. 計算能力紛わ防白こt。(7) 88 90 88 89 92 88 92 91 89 90 87 87 86 92 91 87 88 89 87 92 90 86 

12. 賊・般のよさを甥するこt。(4) 82 82 84 79 81 88>74 88 85 82 79 78 81 81 88>79 88 85 78 74 82 81 

13. 世学側矧碕fflltl'飾る崎伺・(11) 77 80 76 73 80 84 76 83 76 67 78>68 75 80 83 78 84 76 68 76 67 75 
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14. 電車・J;I，，-'を測すoet。 (20) 74 79 75 63 87 86>68 86 78>61 67 59 62 87 86>67 86 78>59 68 61 62 

15. 鰍-鮮の論理性を姐するこt。(6) 72 69く75 77 55く70 65 72 74 80 79 82 83 55く72 79 70 74 82 65く80 83 

16. 撤・鮮嘆~H額制。 (5) 64 61く68 66 46<58 46 71 76 75 66 74 72 46<71 66 58く76 74 46< 75 72 

17. 際舗を今よりも干lf~ll!jtする・(17) 60 60 59<71 50 55 51 58 53<80 70 68 77 50 58<70 55 53<68 51 <80 77 

18 量干の刷面t目防内容を増村山。(15) 55 54 56 61 51 59 62 55 52 56 56 57 64 51 55 56 59 52 57 62 56 64 

19. 人特総連じる隈鰍勧扮につ・(23) 55 57 55 59 39 43>26 63 55く72 67 69 72 39く63 67 43く55く69 26<72 72 

20. 社会矧こ期・僻吻重要性を訴える・(25) 55 53<59 55 45<58 49 55 56 53 58 64 61 45 55 58 58 56 64 49 53 61 

21. 期・鮮で棚の重要性摘する・(10) 52 50 52 57 37く47 44 57 55 62 56 55 61 37<57 56 47 55 55 44<62 61 

22. いろいろ蚊悦恒醗する内宮羽・(12) 49 50 51 50 48<58 53 51 44 39 51 49 54 48 51 51 58>44 49 53 39く54

23. レ'9，-"，ン聞な内容を併すこt。(13) 48 56>47>33 70 69>49 57>40 29 43>26 27 70>57>43 69>40>26 49>29 27 

24. 動学保則t話題視付et。 (14) 47 42く50 55 27く41 38 49く60 60 49 50 61 27く49 49 41く60 50 38<60 61 

25. 鰍・鰐でのたzニトhン措・(9) 44 43 46 47 43 52 46 40 46 49 45 37 45 43 40 45 52 46 37 46 49 45 

注大切だと思う割合 「ほんとうにそうだ」と「だいたいそうだjの反応串の和
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保護者用調査とその集計結果
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3.保護者用調査の「意見」の集計結果
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5.中学校保護者の算数・数学教育についての意見

6.高等学校保護者の算数・数学教育についての意見

7.東京都内私立進学指向女子中学校の保護者の算数・数学教育についての意見
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|NIER/ME/9603/P I 
算数・数学教育に関する保護者用調査

巨亙ヨ

匡豆亙

国立教育研究所

数学教育研究室

この調査の目的は、わが国の算数・数学教育のあり方に関する広範囲の意見を集め、そ

れらを分析し、それによって、算数・数学教育の改善に資するものです。

最近、 「学校で学ばれている算数・数学が実社会から逮L、」と言われておりますので、

その点を特に調べるものであります。

現在は、算数・数学教育の改善にとって、保護者の皆様の考え方を知ることが大変重要

になってきております。

ご多忙の折り、誠に恐縮に存じますが、よろしくご協力のほどをお願いいたします。

この用紙をお受け取りになって1週間以内に、お答えになった用紙を、お子様を遇して

担任の先生までにお渡しいただければ幸いです。なお、秘密保持のために、セロテープな

どで、頁を封しでも結様です。

なお、調査結果の分析においては、皆様の個々の回答が分かるようなことは一切いたし

ません。

また、この調査に関する質問は、お子様の学校の担任の先生にお聞きくださL、。

この調査用紙を受け取った、あなたのお子様の学校について、 (1) - (3)のそれぞれ

に、あてはまるものをOで囲んでくださL、。

(1) 1 小学校 2.中学校 3 高等学校

(2) 1.公立学校 2.私立学校 3.国立学校

(3) 1 共学校 2 女子校 3.男子学校
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1.あなたの年齢の番号をOで図んでくださL、3

1. 25歳未満 2. 25歳以上30歳未満 3. 30歳以上35歳未満

4. 35歳以上39歳未満 5. 39歳以上44歳未満 6. 44歳以上49歳未満

7. 49歳以上56歳未満 8. 56歳以上60歳未満 9. 60歳以上

2.あなたの性別の番号をOで囲んでください。 L 男 2女

3 小学校から学んできました数学ついてどのように感じますか。それぞれについて、

1 I!んtぅιtうです 2 (¥lt¥ltうです 3品IりHl'll幼iぜん 4 1ヲW うで防りm

の中から、あなたの考えにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでくだ

さL、。

(1)数学は日常生活に必要である。

1 aんとうιfうです 2 fいtいそうです 3 品tりそうでは約tぜん 4 bt(そうでU品りHん

(2)数学はいくら努力しでも報われない。

1 aんci~そうです 2 どいtいfうです 3 あまりEうでほありません 4 tヲt(Hで防りHん

(3)数学は美しい。

l 阻んCi ~t うです 2 fいtいそうです 3 あまりfうではありIぜん 4 t，t(tうでU品りHん

(4)数学は記号のゲームである。

1 aんciにそうです 2 どいtいfうです 3 品tりHではありtぜん 4 bt(そうでは品りHん

(5)数学はすべての人間にとって必要である。

1 aんci~Hです 2 f.いtいfうです 3 あまりそiではありiぜん 4 1，t(tiではありIせん

(6)数学は実用的ではなし、。

1 日んと?にそ?です 2 f.¥ltいEうです 3 品tりtiではありません 4 わt(そうではありません

(7)数学は設でも楽しさを味わえる。

1 I!んとうEそ?です 2 f.¥ltいそうです 3 あまりそうでHありません 4 tヲt(そうで凶り1せん

(8)数学は男子の方が学ぶのに適している。

1 I!んtう ~tうです 2 f.いtいそうです 3 品iりそ7では品りません 4 tヲt(行ではありtせん

(9)数学は社会で大いに活用されている。

1 I!んCi ~t うです 2 f.いtいそうです 3 品iりそうではありtぜん 4 t，t(そ7ではありtせん

(10)数学は堅苦しい。

1 I!んtうEそうです 2 f.いtいそうです 3 あまりfうでは品りtぜん 4 bWiではありHk

4.わが国の算数・数学教育をどう思いますか。次の中から、あなたの考えにもっとも近

いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

(1)自分が小中学生のとき:1.問題点は少なかった 2.問題点が多かった

(2)現在 1.問題点は少ない 2.問題点が多い
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5.学校の算数・数学の指導ではどのようなことが重要だと思いますか。それぞれについ

て、

1 t.てb言言でM 2 0J-<て主宣言でM 3 品tり重言では江い 4 bt<宣言で誌ない

の中から、あなたの考えにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでくだ

さL、。

(1)計算問題が解けるようになること

1 t.てbl言でM 20か{てき宣言であo 3 品iり重喜ではない 4 i?t<重要でlif.i ~1

(2)図形の証明問題が解けるようになること

1 t.m~でM 20か(て8重要で品o 3 品tり宣言ではない 4 1?t(宣言で111iい

(3)算数・数学を使って実際的な問題が解けるようになること

1 t.てb]雲でM 20Hて』重要で品o 3 品Iり宣言で凶い 4 1?t<重要ではない
(4)入学試験の算数・数学の問題が解けるようになること

1 t.てbUで品; 2 0か{てき重要であ; 3 品tり重要ではない 4 l?t(重要ではない
(5)みんなと同じ程度の算数・数学の学力を身につけること

1 t.てb重要である 2 0か(て8重要である 3 品tり重要ではない 4 わt(重要ではない

(6)社会で使えるような算数・数学的な考え方を身につけること

1 t.てb設でM 2 0iJ-( てき童書でJ)~ 3 J;まり重要で~~\l 4 1ヲt(重要で固ない

上の(1)-(6)の中で特に重要なものを2つ選んで、その番号を書いてください。

第 1位第2位

6.算数・数学教育では、どのようなことが大切ですか。それぞれについて、

1 aんt.j，fjです 2 f.いtいそ?です 3 あまりそうで11~りません 4 bt(tうではありません

の中から、あなたの考えにもっとも近いものを1つ選んで、その番号をOで囲んでくだ

さい。

(.1 )子どもの自主性を育てること。

1 aんt.j，oです 2 f.いt¥l(うです 3 あまりそうで目品りません 4 bt(tうではありません

(2)算数・数学の楽しさを経験させる。

1 I!んと7にそうです 2 どいtいそうです 3 あまりそうではありtせん 4 bt(tうではあ ~1せん

(3)算数・数学が社会で役立つことを知らせること。

1 aんt.ittうです 2 f.いtいoです 3 あまりそうではありません 4 bt(tj~lj品りHん

(4)計算能力を身につけさせること。

1 aんt.j，tうです 2 どいtいそうです 3 品iりoではありHん 41?t<tiでは品りtぜん

(5)入学試験に通じる問題解決能力を身につけさせること。

1 aんt.j，そうです 2 t::いtいoです 3 あまりfうでは品りません 4 bt(tうでは品りません

(6)算数・数学の基本的な内容を分からせること。

1 aんt.j(.:fうです 2 f.¥ltいそうです 3 あまりそうではありません 4 :?t(そうでは品りません

上の(1)-(6)の中でもっとも大切なものを1つ選んで、その番号を書いてください。

第 1位
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なお、算数・数学教育について、ご意見がございましたら、ご自由にお書きください。

ご協力ありがとうございました。
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保護者用調査の学校・学校段階別・選択肢別即E串

表 1 回答した保護者数と学校数

学校段階 対象学校数 送付数 回答学校数 回答者数 学校諸別 学校組織

公立報私立字韓国立報 共学校女子校男子校

小学校 500校 1000通 255校(51.0%) 498名(49.8%) 96.8耳 1.2耳 1.4百 99.2% 0.2% 0.0耳

中学校 500校 1000iili 230校(46.0%) 447名(44.7%) 91. 3% 7.6% 0.9% 95.7耳 2.5% 1. 8% 

高等学校 500校 1000適 264校(52.8%) 508名(50.8%) 74.8% 24.6% 0.4首 83.9% 12.8% 3.3% 

公立中 1校 ーー通 1校(一一一一一) 195名( --%) 100.0% 0.0耳 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

私立中 1校 ー通 1校(一一ー) 236名(一首) 0.0% 100.0耳 0.0% O. 0% 100. 0% O. 0% 

合計 1500校 ーー通 一校(一--%) 1884名( --%) 

表2 保護者の性別と年齢分布(質問項目1・2)

学校段階 性別 年齢分布(歳)

男性 女性 -25 25- 30- 35- 39- 44.，.. 49- 56- 60-

相場 28.1% 70.3百 0.4% 1. 2% 10. 8% 33. 5担39.4耳12.9% 1. 4% O. 2耳 0.0%

中学校 34.9% 64.2% 0.7% 0.0% 0.2百15.2%51.0% 28.9% 4.0% 0.0% 0.0% 

高等学校 36.6% 62.6% 1. 4% 0.8% 0.4耳 4.3% 33. 1% 46. 9% 12. 4% O. 6% O. 2% 

公立中 14.9% 84.6% 1. 5% 0.0% 2.1耳17.4耳36.9市 34.4% 7.7耳 0.0% 0.0耳

私立中 25.0% 75.0耳 0.0% 0.0% 0.0% 10.2% 45.3% 36.4% 7.2% 0.0% 0.4百

表3 算数・数学教育における数学観(質問項目3)

学校・学校階別・選択肢gl反応串(%)

項目 小学校 中学校 高等学校 東京近郊公立中学校 東京都私立女子中学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1) 32. 5 48. 4 18. 7 O. 2 26.049.722.6 0.7 21.351.226.0 0.8 25.145.129.2 0.0 20.849.628.0 1.7 

(2) O. 4 9. 8 51. 6 37. 1 2.510.548.838.0 1. 0 10. 4 54. 1 33. 9 2.610.353.333.3 0.4 8.950.440.3 

(3) 10. 8 35. 5 42. 6 9. 0 13. 2 32. 0 42. 5 10. 5 15.2 30. 3 42. 3 9. 8 13.823.652.8 7.7 14.442.431.4 9.7 

(4) 12. 9 39. 2 39. 2 7. 6 10.1 37.4 40.0 11. 4 11. 2 44.1 32.7 11. 2 12.844.133.8 8.2 9.741.139.8 9.3 

(5) 28.345.822.7 2.4 27. 3 45. 9 24. 2 2. 5 22.649.424.6 3.0 18. 5 48. 7 30. 8 1. 5 20.345.829.7 4.2 

(6) 2.223.148.425.1 3.6 25.1 47.2 23.3 3. 9 27. 6 45. 7 22. 0 2.633.343.120.5 2.534.345.317.8 

(7) 15.333.745.4 5.0 15.030.447.4 6.0 9.429.353.9 7.1 8.736.945.1 8.2 12. 3 35. 6 45. 8 6. 4 

(8) 1. 4 13. 9 44. 4 40. 2 2.519.240.337.4 2. 4 18. 3 47.4 31. 3 2. 1 15. 4 44. 1 37. 4 1. 7 21. 2 46. 6 30. 5 

(9) 26. 5 40. 0 31. 7 1. 2 26.241.231.1 1.3 27.437.832.9 1.8 17.436.943.1 2.6 18.240.339.8 1.7 

(10) 10. 0 41. 8 40. 2 7. 6 10.740.938.7 8.9 11. 0 44. 7 37. 0 7. 1 16.939.535.9 7.7 5.542.843.6 8.1 

注:選択肢 1.ほんとうにそうです 2.だいたいそうです 3.あまりそうではありません 4.まったくそうではありません

表4 算数・数学教育の過去・現在の認銭(質問項目的

学校・学校階別・選択肢glJ反応率(%)

項目 IJ'母校 中学校 高等学校 公立中学校 私立中学校

1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 

(1) 67.5 31. 7 73.2 25.1 72.6 26.6 65.1 33.3 75.0 24.2 

(2) 36.7 62.0 39.8 56.6 39.0 58.1 33.8 63.1 42.8 54.2 
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表5 算数・数学教育で重要なこと(質問項目5)

学校・学校階別・選択肢自I氏死率(%)

項目 持当支 中学校 高等学校 東病殴E公立中学校 東京萄弘立女子中学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1) 57. 0 37. 1 5. 0 0.2 53.242.1 4.5 0.0 57.536.6 5.1 0.4 52.842.1 4.1 0.5 54.739.4 5.9 0.0 
(2) 16. 7 44. 4 36. 3 1. 8 15. 2 44. 1 37.4 2. 9 16.545.535.0 2.6 14. 4 42. 6 36. 9 4. 1 11.452.133.5 3.0 
(3) 55.638.0 5.8 0.0 49.942.5 6.7 0.0 47.842.5 8.7 0.4 44. 1 46. 7 7.2 1. 5 46.643.69.70.0 
(4) 23.542.628.5 5.0 32.943.821.0 1.6 25.041.329.3 2.8 26.741.025.1 4.1 17. 8 39.4 38. 6 4. 2 
(5) 43.244.011.0 1.4 44.345.0 9.6 0.9 43.542.312.0 1.2 35.449.211.8 2.6 46. 2 41. 1 10. 6 1. 7 
(6) 69. 1 27.5 3. 0 0.2 68.727.3 3.8 0.0 64.630.7 3.9 0.4 63.133.8 2.1 1.0 66.528.8 3.8 0.8 

注:選択肢 1.とても重要である 2.ひかくでき重要である 3.あまり重要ではない 4.まったく重要ではない

特に重要なもの(%)

特当支 中学校 高等学校 公立中学校 私立中学校

項目 1位 2位 1位 2位 1位 2位 1位 2位 1位 2位

(1) 20.7 12.9 16.3 13.2 19.9 15.0 22.1 16.4 20.3 16.1 
(2) 0.2 2.6 0.2 2.9 1.2 3.1 2.1 1.0 1.32.5 
(3) 14.7 30.7 13.6 28.4 12.8 27.2 10.3 26.7 14.8 24. 6 

(4) 3.2 6.0 7.4 6.7 3.5 6.1 5.1 5.6 5.9 5.5 
(5) 8.418.3 7.4 20.1 8.920.7 6.717.4 4.720.8 
(6) 51. 6 28.1 53.0 26.0 53.0 26.4 49.2 27.7 51. 7 28.8 

表6 算数・数学教育への期待(質問項目6)

学校・学校階別・選択肢lH反応率(%)

項目 村教 中学校 高等学校 東菊E郊公立中学校 東京鰯ム立女子中学校

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1) 44.4 38. 2 14. 9 1. 4 42. 1 37. 1 18.6 0.9 40. 2 40.4 16. 9 1. 4 41. 0 36. 9 15. 9 1. 5 43. 6 35.2 14. 8 4.2 

(2) 70.126.3 3.4 0.0 67. 8 26.2 5.4 0.2 61.633.5 4.7 0.0 64. 1 27. 2 5. 6 O. 5 64.031.4 4.2 0.4 

(3) 51. 8 40. 2 7. 4 0.4 50.839.4 8.3 0.2 47. 6 43. 3 8. 7 O. 0 52.834.4 8.7 0.5 50.039.8 8.9 0.8 

(4) 49.643.4 6.0 0.4 51.044.7 4.0 0.0 49.444.5 5.3 0.2 49.741.5 5.1 0.0 47.944.5 7.6 0.0 

(5) 17. 7 42. 8 31. 7 7. 0 25.146.124.6 4.0 18.543.133.5 4.5 20.545.128.2 3.6 17.839.836.0 5.9 

(6) 65.531.1 3.0 0.2 69.827.7 2.2 0.0 66.930.1 2.2 0.0 62.130.8 4.1 0.5 69.127.5 3.0 0.4 

注:選択肢 1.ほんとうにそうです 2.だいたいそうです 3.あまりそうではありません 4.まったくそうではありません

最も大切なもの(%)

項目 特当支 中学校 高校 公立中 手ι立中

1位 1位 1位 1位 1位

(1) 11. 6 12.5 8.9 10.8 11.4 

(2) 40.4 36.0 34. 3 34.9 41. 9 

(3) 15.9 17.2 16.5 15.4 15. 7 

(4) 6.4 7.8 9.4 4.1 3.0 

(5) 2.0 2.9 3.3 2.6 1.7 

(6) 23.3 23.3 26.8 32.3 25.8 

可
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保護者用調査の「意見」の集計結果

1.保護者の算数・数学教育に対する意見

|算数・数学教育について，ご意見がございましたら，自由にお書きくさ凡|

2.回答の分類

保護者の回答を次の項目によって分類した。

A.算数・数学と社会との関わり:学校で学んでいる算数・数学と実社会との関わりについての意見，要望，批判

B.算銃数学の有用性:実社会におけ算数.数学的見方，考え方，問題解決能力の有用性に対する意見，要望，批判

C.楽しい算数・数学:楽しさのある算数・数学教育，算数・数学を楽しく学習させて欲しいという意見要望，批判

D.学習内容(基礎・基本等)・基礎・基本等を重視した学習内容にして欲しいという意見要望.批判

E.学習内容但，難易度等) :学習内容の量や難易度に対する意見要望，批判

F.学習指導(進め方，ぜ術面等) :進度，わかりやすさ.個々の能力に応じた等，教師の指導法に対する意見，

要望，批判

G.教育機器(電車パソコン，コンビュータ教育) :篭卓，パソコン，コンビュータ等の教育機器を利用した教育に

対する意見要望，批判

H.教師と子どものコミュニケーション:励ましほめる等の教師と子どもの信頼関係や人PJI関係に対する意見要望，

批判

1.学民家庭の連携:学校，家庭が辿携した教育に宝村る怠見要望，批判

J.入試制度(受験学力等) :受験のための学力や授業，現行入試制度に対する怠見要望，批判

K.教育制度(学習指導要領L学級定員，教員数等)・学習指導要領の系統性や時数，中高一貫教育，学級定員数，

教員配置数に対する意見要望，批判

しその他 AからJに属さない意見，要望，批判

3.回答の集計〈複数回答)

表7 保護者の意見

意 見 小毒液中学校高等学校都内私立東菊駁日 合計

女子中 公立中

A.算数・数学と社会との関わり 28 20 12 3 5 68 

B.算数，数学の有用性 11 14 13 2 2 42 

C.楽しい算数・数学 40 36 19 5 6 106 

D.学習内容(基礎・基本等) 15 10 12 1 1 39 

E.学習内容但，難易度等) 40 4 2 l 2 49 

F.学習指導(進め方，度術面等) 55 35 35 14 10 149 

G 教育機器(紙片1J'J，J'Je，-?縞) 1 1 l 1 。 4 

H.教師と子どものコミュニケーション 3 2 。。 。 5 

1.学校，家庭の連滋 2 l 。。 1 4 

J.入試制度(受験学力等) 13 10 7 2 2 34 

K.教育僻度(鵠親離昆績鰐) 17 14 5 1 4 41 

しその他 3 B 4 4 。 19 

合計 228 155 110 34 33 560 

人数 146名 112名 87名 29名 22名 396名
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小学校保護者の算数・数学教育についての意見

003 <>高学年になるにつれ教えられる内容が多岐にわたり、授業時数から考えても深く考えられる状況にない。。

興味を持たせるため、生活の中、世の中でどのような使われ方をしているかを教えるのが、たのしさを生み出

すことになる。。教員の数と教室の数をふやして同じような特質(決して勉強ができるできないだはなく、テ

ストの点数で分けるのではなく)の子を集め、教育するのも一考か。

007現在の数学教育は解くことの楽しさを味わうことの出来ないスピードで進んで行きます。数学は楽しくなると

次々と進みたくなるものだと思うのです。でも進みたくなる前に進んでしまうからつまらないものになってし

まっていると思います。今早く早くと前に進んでいますが、大学まで行く人の多くなった今、そんなに進まな

くても十分なのではないですか。もっと人間をつくっていく教育が必要です。

015 中学や高校での数学は計算ばかりむずかしくなりすぎて楽しく学んだとは恩えない。日常生活ともっと密着し

た経済的な数学を学べたら良かった l

016 先に当アンケートについては大変宜しい試みかと思います。ただしi当事者である先生方がどの程度数学が社会

で実際に役に立ち必要かとを理解しているかが疑問に思います。なぜなら商涜、会社員、公務員、職人、他・・

・いろいろな社会環境の中で数学がどのように生かさオk また自分にとってどれだけの人生においてのメリッ

トがあるかを充分に理解させてほしいと思います。

022 そろばんを通じて得た物が大きかった自分の経験から話せることは、暗算の能力がとてもついたことや数学を

暗記する力が自然とついたことです。算数の時間で行うそろばんはわずかな時間で使いこなすことはできない

けれど、もっと取り入れることによって楽しさや数に対して短かな能力を引き出すことができると思います。

もっと楽しい数学の教育を目指してほしいと願っております。

030算数、数学に限らずその事について興味をもち、楽しんで取り組む事は理解カを深めていくと思う。そのため

にはただ教えるだけでなく生活の中から(身近なもの)関連づけてゲーム的感覚で学べたら良いと思います。

今の子供速にとっては。

031 丸九は絶対マスターさせて上げたいと思います。覚えるのに子供の個人差はあると思いますが、子供逮が楽し

く覚えられるようにさせてあげられるのが先生と親だと思います。学校の授業時間内では無理だとしたら先生

と親が連携を取り、家庭で親が一緒になって覚えさせることカミ必要だと思います。カJLは暗記だと思います。

子供の暗詑力はすばらしいと思います。先生が親の協力カ泌要と話すのはいいのではないでしょうか。親も子供

のためとなるともっと協力すべきだと思います。

043質問に対して選択式の答えに無理がある。

044 1つの答えを見つげだす楽しさ、またその答えを見つけだす方法はいろいろな方法があるということを、社会に

出ても役立ててほしいです。

051 依学年のうちからわからなくなると、高学年、中学と理解できなくなるし、努力しよう(理解しよう)という

意欲もなくなるので、特に基本的なものはきらいにならずにマスターできるよう考えていただきたい。手ぷ圭の

年代の子供の頃に比べると、非常に内容か高度にかつ難しくなり覚える(学習する)子供達は大変ですね。

052子供を適して現在の“算数"教育を見て、実生活に密着した問題を使って工夫されていると感じました。私達

の頃の学ぶだけの教育法と違い視点の面白さも混え、子供達が入り込みゃすくなっていると感じます。私自身、

中学に入ってから“解ける"喜びを知り、すごく数学か宙白くなった記憶があります。どの掛ヰにも言えるこ

とだと思います晶、苦手なものというのはその教科の持味か玄縛されていないからだと思っております。入試、

それも又重要な事ですが、問題解決官肋よりもっと身近に感じられるものになってほしいと願っています。数

学が社会で果ず役割については、私にはわかりませんが、学生時代は“解ける数学"、社会にでたら“解けな

い数学"を学んで行きたいと考えております。

058 算数のうちは楽しく学んでいると思われます。数学については実際にある物を多く使い身近かな学ひ芳で記憶

に残る教え方を希望します。

077 1つ1つの問題をキッチリ解けるようになってもらいたい。

078単なる詰め込みや試験のためだけの傾向と対策的な勉強だとその時期にはわかっていたつもりでも、現役をす

ぎると、何一つ頭に残つてなかったりして・・・・そんな学問はむなしく哀しいと思うので、もっと身近な気

持ちで取り組めるように実社会でこんな点で活用できるとか、楽しく学べる体制をつくっていただきたいと思

います。

081 算数・数学で正しい答えを引き出すことは無論大事なことではあるが、より必漫なことは考え方均空重要だと感
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じています。数学的な思考カを養う教育を望みます。

082 <>職業によっては、図芭は必要ではないかもしれないが、何事にも基本カ〈必要であるので、小・中学校で基本

をしっかり教えてほしい。(職業によっては図形b法要)<>入試を重点とした教育はいらない。 0基本をしっ

かり教え、応用有肋を付けさせてほしい。<>現代の子供達はパソコン等で勉強しているようですが、機械に頼

る感じがするので自分自身で計算できるように教えてはどうでしょうか。たとえば、ワープロを使うようにな

れば、字がへたになる、漢字か潜けなくなる。手紙等でも人情味がなくなる。

091答えの出し方(計算方樹をいくら身につけてもだめ!なぜ①この計算が必要なのか、②他の方法ではだめ

なのか、③誤差が出た場合その誤差がどの様な影響を与えるのか これら総合的に見て、その計算をどのよ

うに使うべきか教えるべき。目的を知らずに答えの出し:方だけを習っても身につくとは思えない。例えば算数

数学の必要性目的を十分理解させるため、社会+算数理科(牧霞)+数学との組み合わせ方式もあるのでは

? 現在001同教で進めている教え方も「答えは一つ」でも「解き方は複数Jの考えを持っているのでとて

もよいと恩います。

093子供達の算数教育参観を見ているといつも思っている事があります。先生と子供達のコミュニケーションか液

ねていないと、先生時子供達がついていかないなあと思います。子供達は算数の問題一つについてもわからな

くなってしまうと楽しさがなくなってしまう様に患います。基本的な力と問題を解くカがないと算数の楽しさ

が出てこないとj思っています。算数って掛ヰは本当にこわいと思います。 r算数って楽しいんだなあ、計算っ

て楽しいんだなあ」と思いながらできたらと思います。

102 IJ吟壊でも中学校でも、内容が難しすぎると思う。実社会で必要な内容だけで充分ではないか。

103入試情校、大学)のための学習であってはならないと思います。また全国的に学力の差にパラつきがあると

いいます。その差は大きいとも言います。この点も重要ではないでしょうか。

104小学校の生徒に限っていえば割L上ではなくて遊びの中で加減乗除を(やさしいやっ)を、動き、体験の中で覚

えさすというよりも感じさせるということが奥味をもっということにつながるのではないか、そんな気はして

います! 体験→興味噌好きになる→自主的に行う。そのくりかえし。

114算数・数学の力を身につけるということは大切な事だと思います。たとえば会社に入ったときでも必要だし主

婦としてやっていくにも家計のやりくりをやっていくにも給料とてらしあわせながら予算をたて、食貨は一日

これ位でやっていくとかそういう事も役立ちますし、子供だって300円なら300円の中で何を買L吋可をがまんす

ればいいかわかると思いますし、いちいち電卓はもっていきませんから概算にしても計算は必要です。会社に

入れば、簿記をやっていくのにしても、考え方のもっていき方にも数学的思考能力が身についていればその方

がやりやすいと思います。数学の文章問題の解き方にしても、正しいルールを覚え、きちんと筋道をたてて考

えていく考え方が身につくと患います。論画甘な考え方、思考能力が身につけばいろいろな事、他の数学以外

の耕ヰの勉強にしても、会社に入ったとしてもきちんと筋道をたてた考え方が身についていれば、ずいぶんや

くだっと思います。数学算数はルールにそってやっていくと、きちんとした結果が得られ、充実感の得られ

るものだと思います。頭の働きもよくするように思えます。娘の通う小母殺では1年のときから計算問圏の宿題

がけっこう出ていましたが、計算は私よりはやいしそろばんをやらせてからは暗算などはやくできます。頭の

切りかえなどにもいいように思います。やらないとむずかしいものに思えます虫丸数学のパズルなどちょっと

ひねった問題も頭を使いながら楽しくやっているようです。 “どらえもんの算数おもしろ攻略"という本、た

し算、ひき算から分数d激まで、どらえもんとのびたがおもしろく解き方を教え、わかりやすくまんがで書い

ているものを本屋さんでみつけ買って与えたら、まんがでおもしろいものですからくりかえし読んで覚えていっ

たようです。問題も少しのっているのですが、一人でえんぴつをもってやっています。数学算数はどんな人に

も必要なものであり、そして又役立つものだと思います。

115数学や区彫を用いたパズルないしゲームに劉畑するという感覚を持たないと面白くなくなる。答えがlつで結果

が明確という反面、興味が持てない人には嫌われる傾向が大きい。

受験のためのいわゆる詰め込み的な勉強はその時だけは予習として勉強するもののそのほとんどの人は社会に

出ると興味すら持たずむしろ忘れてしまうのが実情ではないか。むしろ物理的な要素を加え、程度差はあろう

が実生活で用いるレベルの算数程度の教育カリキュラムでも興味のない人間にはやむを得ないのではないか。

先生も教えるための算数・数学ではなく興味の持てる社会生活に図らない程度の楽しいゲームとして教えるこ

とができたらすばらしいと思う。

130 ()ミ親の意見.)<>30年前に比べると、非常に難しくなったと思います。時代の変化に伴い教育内容も変更され

て当然記と思います。あまりにも高度ではないでしょうか。(どうしてなのでしょう?)親やマスコミの意見
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に耳を傾ける事も必要でしょう晶、今の学校教育には信念}が必要だと惑います。

(母親の窓見，)0:算数(数学〉教育は日常生活上大切なことは言うまでもありません。現代の子供達は殆ど就

学前に幼稚函(保育所)又は家庭に於いて、相当支1-2年生程度の内容を習得しておりますので、確かに30年

前の私共よりは古肋は秀れているかも知れません。そのせいか算数教科書は年々難しい上に盛りだくさんで、

恥ずかしい話ですか高学年の算数は殆ど解けない状態です。先生方は子供全員に理解させようと、教材研究を

重ね興味をそそるために具体的に基礎を指導して下さいます依子供の主肋にも得意不得意の学科があり仲々

全内容を消化しきれないでいます。算数は基礎がわかれば最も簡単で楽しい掛特筈なのに、なぜか「算釦

と問いただけで頭か一杯になるような気がします。学年に相応した応用問題の必要性もわかりますか実社会に

役立つ内容を設定してほしいと思います。

132今の教育は受験のために大部分を費やしており、子どもが伸び伸びと算数と触れ合う事ができない指導要領内

容である。生涯学習の立場を考えると一生算数数学と友達になれるような教育を考えてほしい。余裕をもった

教育をすべきである。会人類が数学者になる訳ではないと思う。

135指導要領が変わる毎に学習内容が難しくなります。 4年生の内容が3年生に下りたり、中学生の内容カミ梢殺に

下りてくるなど、おかしいと思われることが多いと思います。基礎学力とは何なのでしょう。教科書の内容、

問題、入試の問題か複雑で難しすぎると思っています。

136私は小学生の頃の算数は嫌いでした。中学・高校時代は幸運にもとても熱心で親切な指導をされる先生に教わ

り、数学はむずかしいと恩わずとても楽に解ける事ができました。とくに中学ではわからない事かなくどんど

ん進んでいつも 100点(クラスの皆がほとんど)という状態でした。小学時代の算数より簡単でした。先生の影

聖書がとても大きい科目だと思います。 “何でこんなめんどうくさい事を習うのか。毎日の生活に使ってないで

ないか?"という疑問があるうちダメでした。集中力、判断力を養うためのひとつの手段(訓練)だからという

ことがわかり、数学嫌いが直りました。

153他人との競争心よりも、楽しみながら理解出来る教育をしていただけたのなら、子供述カ浬解出来ないまま、

時間を過ごすこともなく、理解出来ない自分を恥じる事なく身に付けて行ける、そんな気持ちです。テストの

結果も重要です品、結果にたどり着く経過を楽しく学べたら“苦手"という言葉が子供遠の口から聞こえなくな

る様に思えます。

167 どの子にも同じカリキュラムで指導することは無理があると思います。官肋別クラス分け等の方法を模索して

ゆくべきではないでしょうか。どの子も科学者にと感じられるような算数・数学の現在のカリキュラムは、一

方で子どもの個性を尊重しようと言っておきながら、学習の函ではその吉肋差を認めていないような教育泊吋よ

されていると思います。個性とは、性格、学力、運動能めそれらすべてを尊重して、はじめて成り立つものな

のではないでしょうか。

170私は学生の頃、勉強がどこでどう役立つのか全くわからず、漫然と過ごしてしまった事が悔やまれます。入試

の為にただつめこむだけでなく、数学のおもしろさや将来必ず役に立つ事を子供達におしえて裁きたいと思い

ます。

174私たちの頃より、学ぶ内容か早くなっているようです。判らないままに進んでしまう児童もいると思います。

いかにそのような子を少なくするか、先生方も大変と思います。また私たち保護者も家で学習に手をかす必要

があると患っています。

185 IJ吟犠低学年では、算数が楽しく感じられている様ですが、高学年になり内容も難しくなるにつれて苦手意識

も出て来る様です。複雑な計算問題を解く楽しさ、それが日常生活に生かされる穏な算数・数学教育であっ

てほしいと患います。

190 IJ~織における算数・数学教育の意義のひとつは、疑問を解決していく喜びを経験しやすいことがあげられる。
その意味で「教育改革Jが呼ばれる昨今、さらに個人に焦点をあてて指導にあたりたい。

193社会という生活の中での数学均〈役に立っているということを実感させるような教育が大切かと思います。ミク

ロンの世界、カンジュースのプルトップの厚さ、ほんの数ミクロンの差であけられなくなるという事とか。そ

んな所で役にたったりするものです。

201 算数・数学は他の教科に比べて得意な子と不得意な子との差が出てくる様です。ところが5、6年生なってティ

ームティーチングの裕鍛起という指導方法で2人の先生に指導していただいておりますので、落ちこぼれてしま

う子の数も減ってきたのではないかと患います。中学校入学後の学力診断テストでは数学の平均点Jが他の教科

に比べ 75.5点という高い点数だったので驚きました。やはり、特塙高学年におけるティームティーチング

の効果がでていると思います。中学校でも、その指導方法で授業をおこなってくれております。やはりその成
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果は上がっていると患います。

202 むずかしいとは思いますカミ、今の1クラス30人j孔上をまとめて教えるのではなく2っか3つに分けてレベルごとに

適正な問題をやらせるような授業か望ましいと思います。

206子供達にとって、わかりやすい算数・数学であってほしいことと、大学や高校入試の形態を変えてほしいと恩

います。

209 算数・数学が決してむずかしい学科ではない事を理解させる事が大切だと思います。その為には基本をわかり

やすく説明できれば良いと患います。

211 私は女性ですが、算数・数学がとても好きでした。それは小学校3年生の時に近所のお姉さんといっしょに行っ

たそろばん教室が楽しかったからです。そろばんが楽しかったのではなく年上のお姉さん逮均苦苦してくれた、

算数の話や力九の話がおもしろかったからだと思います。雷の光と音で速い近いがわかると地守供の話し方で

簡単に理解できたのです。わたしも計算早くできるかな?だいじようぷおもしろいんだから・・・で勉強をす

るのはいつも計算だけという子供だったと思います。今の子供達は算数か苦手というのではなく、楽しさを知

らないし数字をこわがっているのではと思います。これは大人の責任です。

212 現在の学校の授業時間に対し算数・数字の進み具合がはやく子供述にはきついと思います。

213 実生活では、内容の高度なものはそれほど必要とされませんが、 (専門分野を徐いては)色々な経験をすると

いう点で、人それぞれに感動させ、やはり大なり小なりとも人間の笠かさに対してプラスになるのではないか

と思います。またその能力を持った人の開発により、この地球といういろいろなものとの共在を高めていく上

で多大な成果を上げる事を期待しております。

214昔と比べて今のレベルの高さにおどろいています。これからの時代算数・数学は大切なものだと思います。家

庭では小さい時はみられますが、学生になると教えるのもむずかしいと恩います。やはり算数が好きになるの

も先生の一言だと思います。よろしくご指導願いたいです。

221 学習内容や問題に対する理解は深められています晶、繰り返しドリル学習をする時間か少なく、スピードに欠

けるきらいがあると思います。そろばんの授業も見直す必要があるのではないでしょうか。暗算の力も大切な

ものだと思います。また文章題においては、文章自体の読解力品涼足しているため理解できない場面も見浸け

られます。 IJ吟殺での算数の授業時数増加が検討されても良いのではないでしょうか。

222数学の楽しさをわかるような教育をしてもらいたい。

225 実際大人になって特別な方向に進まない限り数学的なむずかしい知識など必要ないと思います。ただ子供をもっ

た時に教えられない時がはじめて図ってしまうのです。学生時代にたくさんのことを習い、その時は理解して

わかっていても、結局女性の方は特に結婚して長いこと掛ヰ脅からも離れてしまうのでほとんど忘れてしまい

ます。ですから、最低限の基本的なことがわかっていればいいのではないでしょうか。

226子供の勉強を見ていますと自分が4洋生だった頃よりも進みがはやいように思います。どうしてそんなにいそ

いで子供の頭に詰め込まなくてはいけないのカ燦周を感じます。

227 現在の小中学校で、勉強していることが果して社会人になったときどの程民E妥なのか?ほとんど必要ではな

いような気がする。すべて高校受験、大学受験のためだと恩います。本当に必要としている人は必要とした職

業についた人のみかと恩います。小学高学年より急にむすかしくなりすぎる。子供が算数を好きになる、強く

なるような教育が大事かと思います。

229面積、分数、百分率、等々算数は実社会の事務系、技術系を関わず関わっているので非常に大切な教育である

が、大人になってわかるので子供の内はぱく然として理解しがたい面がある様に思う。又、算数のfJ曜も根本

的なものは必要であるが、あまりひねった問閣はどうかと恩われる。

230 この教科が他教科と大きく違うことは、基礎がとても大切ということではないでしょうか。ピラミッドのよう

だと思います。土台がしっかりしていなかったり、途中でつまずいたりすると、上を築くことが出来ません。

つまり先に進めなくなり、この掛ヰに対する興味はなくなってしまいます。少なくとも小・中学校での算数・

数学は社会に出ても必要旦つ役に立っと思われます。義務教育での教科に対する興味をなくさない様な御指導

を切に望みます。

242 コンピュータ時代にはいり、計算力よりも数勃守なものの見方・考え方が大切である。基礎・基本を大事にし

ながら、算数・数学への時らや見方・考え方を育てる教育をのぞみます。

251現在教員をしていて、子どもの学力差(能力差)を痛感し、低い子たちをどのようにもっていったらよいかを

試行錯誤しているところです。授業Mの時間を使い、くり返し学習させたり、学年を下げて簡単な問題を取

り組ませたりしてはいるのですが、子どもが負担に感じるだろうか・-・と気にしながらの毎日です。算数が
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嫌いにならにように・・・と思っているのですが。我が家の子どもたちは、お陰様で算数は好きと言っていま

す。これから「分からない」所がでてくると できない→嫌いにつながるのかしら・・・と恩うのです。

254 特に難しい問題については、本当に理解できるまでていねいに教えてほしいです。

26日 中学・高校における数学で、微分、積分、二次関数や因数分解などの高等数学は実社会では必要性があるのだ

ろうか!入試対策の為だけではないだろうか。もっと笑社会で重要な事がたくさんあるような気がする。小学

校で基本的な事をもっと時間をかけ、理解を深める必要があると思う。微積分より暗算の方が世間では大切だ

l試験などで巴噛をひっかけようと難しく理解しづらい問題より素直な払唱を理解し答えられる方が良いと恩

つ。
262 算数・数学が実生活にかかわる部分は少ないですが、小中学校の基礎的な数学の力は計算にしろ応用問題にし

ろ必要でそれも短時間に答えを出すカはいろいろな場合に必要だと思います。高校数学は家庭や社会で普通に

生活している場合、使う機会はないです。

274 皆か翠貌できる教育をしてほしい(先ばしることがないように)

280 自分遠の頃とくらべ勉強の進み方のベースが早いと感じました。子供か翠欝しないうちに次の課題へといって

しまっているのではと心配です。理解できていない子はどうするのでしょうか?幸いうちの子は算数が好きな

ようなので、今の所手ムが心配することはないように思いますが、今までよりこれから先の方舟浸い学生生活が

待っています。国語・算数は人生にとって基本的なことと思いますので、時間をふやしてでも力を入れてほし

い毒主科と思っています。

283 算数の時よりも数学の時の方が先生の言っている事が良く理解出来て好きだったが、主婦になって数学がどれ

だけ私の家庭で役に立っているのかわかりません。でも数学は一番好きな掛ヰでした。答えを出すのではなく

解けるまでの過程が楽しいのです。

284 算数・数学に関しましては世界でトップレベルであるはずと確信しております。 20代の時仕事のため、世界中

を廻りましたが、日本人の計算能力の速さは世界に勝っているとつくづく思いました。しかし、残念な事に近

ごろの子供述は応用力に欠けるとの事、それはやはり目先だけの事に追われているからでは?と思います。例

えば、良い点を得る為、良い学校に入学する為、試験に合格する為、偏差値を上げる為、 etc、あまりにも現実

視しすぎているように恩います。親と学校ぐるみの押しつけ教育がよくわかります。学校は全くストレートで

進学できる余裕ある生活になる事に望みます。そうすれば、自ら勉強の仕方や考え方か変わってくるのではと

思います。 r好きだから算数を勉強するJr楽しいから数学を解いてみる」と、最後に中学までの数学の知識

を充分把握させれば社会生活に充分適用するはずです。以上。追{申教育に関しましては国のレベルで解決し

なくてはならない事がたくさんあります。子供達にとって少しでも良い方向に向かつて行く教育である事を願っ

ております。

286一部t社会で適用するのは算数までで、特殊な業務以外は数学を必要としないと思います。学校を卒業して18年

問、方程式を使用した事は一度もありません。数学は興味のある子や、将来数に関係する職業につきたい子以

外は、もっと他の時間に使用させてあげて欲しいです。とくに受験用に作られた問題などを解く為に時間を費

やす必要はありません。(試験に難問を出す事か変)

297 力九やかんたんな暗算などは必要だと恩いますが図形やむずかしい計算など必要にせまられたことはありませ

ん。入試などの為に一生懸、命覚えますがもっと楽しめたら良かったのにと思います。自分の子供達には学ぶこ

と楽しんでもらいたいです。

298 生徒に苦手意識を持たせない工夫をお願いします。

299 昔にくらべると今の教育は子供にわかりやすく、興味のあるように、くふうされて良いと思います。ですが、

おぼえなくてはいけない事が多すぎて、少し学校を休むとわからなくなってしまったりします。もっと本当に

おぼえなくてはいけない事を時間をかけて、おしえて、日常生活に必要な事は自分で専門に選んで勉強するよ

うにするとかしたら良いと思います。

301 伸びる能力を持っている子でも、あまりに自力解決を中心とした考え方重視の授業ばかりをしていると、算数・

数学がおもしろくないものになってしまれましてや計算の仕方を覚えることにさえ多くの時間を必要とする

子には、苦痛以外のなにものでもないと思う。同じことを教えるにしても、その教材への導入にもっと子ども

たちの奥味をひく(一種ゲーム惑覚のもの)ものをとり入れていけば、ずいぶん算数・数学のイメージがかわっ

てくると思う。 “算数オリンピック"などでは大人にはおもいもつかなかった発想で子どもたちが解答してい

く、笑に楽しい問題が多い。算数・数学が自に見える実社会で役立っているかどうかは疑問であるが、数学的

な考え方は明らかに私達の思考活動の中で生きていると恩う。合理的な考え方、多面的な考え方をする上での
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基礎となるものであると思う。できるなら楽しく、学びたいものである。また、子どもたちに学ばせたいもの

である。

306今社会人生活を送るにあたって数学は四則計算程度しか必要としていないのか写芭主である。おおよそ社会人に

とって必要とは思えない高等な数学が解けなければ入誌が通らない制度に疑問を持ちつづけています。

308 たとえば円の面積を求める時、単に公式を覚えるだけでなく、なぜ半径×半径x3.14になるのか考えさせるよ

うな算数教育カ浬ましいと思います。現代の数学体系から見た教育ではなくて、歴史的発達の過程を重視した

教論、幾何の体験的な学習が必要なのではないでしょうか。

316数学を現実にある事物にあてはめて考えるカを身につけさせることカミ非常に重要だと患います。伊iえばマイナ

スとマイナスの数をかけあわせるとプラスになるのですがこれを証明するのは非常に難しいと恩うのです。な

ぜそうなるのかを考え解明する力は、何事にも通じる力です。そのようなカを数学の世界を適して、身につけ

させたいと思います。

323 基本的な事(たし;第、ひき算、かけ算、わり算)は日常社会で必要とするものなので、しっかり身につけた方

が良いと思います。入試問題の算数はむりにむずかしくしであって、専門的に勉強する人以タト、あまり必要

ではないのではないでしょうか。楽しく算数が学習できれば好きになり、苦にならなく勉強できることが、一

番大切なことではないでしょうか。興味かす寺てることが大事だと思います。

339 表題にも省いであるとおり学校で学んでいる数学は実社会において役に立っとは恩われませんしとてもむずか

しいです。

346 小学校の算数が昔よりも難しくなってきた様な気がします。算数も数学も払噛の解けた時の喜びは格別なもの

と私自身恩います。しかし難しくなってそれをそのままにしてしまうと、中学高校になってつまらない授業に

なってしまうのではないかと思います。中学では先に進む事よりも理解する事が楽しい学校生活をおくれると

思います。

361 ・社会に出れば数学より語学が琵要である。・ん学試験に重点を置く教育では、数学を理解させる事は出来な

い。・数学は実社会では専門分野を除きあまり必要ではないが、理解する事による楽しさは重要である。-数

学は方程式ではなく応用か想像力。

363 自分約j半生の時にもそうですれこの問題はどんな時に使うのか役に立っかがわかればもう少し数学という

ものが好きになるのではないかなと思います。受験をする者としない者との差があるのもおかしな事だと恩い

ます。なぜ学校でならう以上の~Jlが受験に必要なのでしょうか。年々難しくなっていくだけです。ただ問題を

解いていくだけで好き嫌いは関係なく数学だけが前へ前へと進んでいってしまうみたいです。

364実生活ではあまり必要性の関わりが少ないと思いますが、現実には受験のための数学・算数の理解力は必修か

と思います。

370 答えの結果だけでなく、途中の思考する経過を大切にする教育であって欲しい。受験レベルと学校レベルの差

が大きい。

389多人数の生徒を同時に教え理解させることは難しいことだと思います。どうしても理解できない生徒がででく

るのはいたしかたない事だと思いますが、多人数にあわせその生徒等が落ちこぼれてしまうのは社会にとって

不利益な事です。論理的に考える数学的な思考方法は、数学からはなれた実社会の生活でも思考の基本となる

ものです。自らの頭で考え、問題を解決してゆき姿勢を身につける様、教育していってやりたいものです。

395小学生低・中学年の子供を持っています。たし算、ひき算、メートル、時間、まずこの基本を確実にマスター

してほしいと思っています。基本がわからなくなると第二のステップでつまずいてしまうからです。今は入学

試験などに直面していません晶、合格するため、合格させるためには、やはり入学試験に通る問題解決能力を

身につけさせることか溺として重要になると思います。

405算数は、社会生活を営むうえで重要と考えます。高学年になるにつれ灘しくなってきておりますので、分かり

やすく楽しく勉強できるように教えてほしいと思います。現在、子供の話を聞いてみると、算数は楽しく分か

りやすいとのことですので、子供の算数の理解力が{申びることを期待しております。

409私達の小学校時代の教育内容よりも現在の内容の方が1、2学年分上の内容をやっている様に思われます。つい

ていける子供は良いですが、そうでない子供はますます算数嫌いになっていくと思います。低学年の内は算数

のおもしろさをわからせる様な授業等をしてもらいたいと思います。

413 0指導要領源Tの度に内容舟ミ高度になっていく様に感じます。子どもの知能か高くなったわけでもないでしょ

うに不思議なことです。 o自由な発想で問題解決をさせる時間的な余裕がないように思われます。。個人差が

大きいと一斉学習の難しい学習であると思います。今の学習形態を考え直す時が来た様に思います。
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414算数について応用問題で式を書く場合(かけ算など)s即亨が違っていると悶違いになるようですが、私共の頃

はそれでよかったと思いますが、なぜ変わってきたのでしょう?またなぜそういうふうにこだわるのでしょう

か。社会に出ても順序が逆でも答えは同じであればよいかと思うのですが。授業時閣の短縮で各課題ごとの時

間が少なくなってきているのですカにそのへんは先生方からじようずに子供連に教えてもらいたいです。

417算数の授業が楽しく子供遥が興味をもって勉強ができる教育にしてほしい。

420 図形の証明や定義その他数学には文章的なことは必要ないと思います。基礎をとにかくしっかりさせて!個々

に学年が上になると全員同時に同じ掛糟で授業を受けなくてはならないのはどんなものかと思います。

423子供を持って分かった事なのですが、算数・数学の能力は幼少の刷、らの遊びの中から芽ばえるのではないか

と思います。プロック遊び、パズル指先と頭の両方をうまくこなせ、理解し、楽しく、むりなくこなせる、そ

んな子は現在の算数・数学をゲーム感覚で伸ばしている気がします。現在私の子はそんな子だったわけではな

かったし、私もそういう教育には一生懸命ではなかったのでなるべく学校の勉強に乗り後れないようにする次

第です。

427学生附t苦手な教科でしたカミ、職業につきとても身近でよく使用する事に驚きました。統計的な問題やグラフ

を普くなど!! もっと真剣に取り組み勉強しておけば良かったと悔やまれたなりません。

433 内容を精選していくことが大切である。どの子にも分かる喜びが味わえるようにしたいものである。

434算数はもっと楽しくゲームのように学習できたらいいと思う。子供たちにわかる喜びを味わわせるような内容

にしてほしい。

445 <)学習内容が多く、理解するのに時間がかかっている。 0学習内容の程度が以前より高くなっている気かする。

く〉できるできないがはっきり表われるので、つまずくとなかなか好きになれないようである。

446 どんな仕事についても、日常生活に必要な最低限の算数・数学がきちんと理解できるようにお願いしたいです。

449現代社会では、算数・数割滋本的な学問であり、その為に、特殺の算数教育がその子の人踊形成に重大な

影響を及ぼすと思われます。いかに小寺当支で算数が身近な学問として親しめる環境と教育が必要で有ります。

457人聞が生きていく上の最小限の数学(計算問題)は、みなができるようになると良いのではないでしょうか。

461 昔の算数教育から比べて、現在の算数の問題伐章)の内容カ¥非常に複雑な問いかけが多く、親が見ても一瞬

戸惑ってしまう事が多く見受けられる。算数の計算式は現在の通りで良いと思うが、応用問題は子供たちがもっ

と簡単に理解出来る文章内容にするともっと算数に対する意欲が増加すると思う。教育も教程回数が減少傾向

で先生方も大変御苦労があると思いますが、算数・数学を楽しく学ぱせ、社会に必要な知識として子供たちが

身につけれるように御努力して欲しいと思います。

473私のこれまでの人生の中で、高校時代に学習した高等数学等が役立った経験が全くありません。図形証明、微

分、積分、三角関係等卒業以来全く縁がなかった。通常の日常生活、仕事の函でも必要となった事がありませ

んでした。ほとんどの人が同じではないでしょうか。社会の出て全く必要とならない物を画一的に教えるのは

やめてはどうでしょうか。

474 ()アンケートの内容か主醸しにくい点がある。()アンケートの内容がかたい。()中学・高校の数学については

社会に出てから生かされているかは・・・どうでしょう。考えてしまいます。。自分が学生の頃はよくわから

ないし、覚えることて精一杯であり、実社会に出てから必要かどうかはまったく考えずに勉強した。

477 中3、小6、小4と3人の子どもたちがそれぞれに数学(算数)で苦労しているのを見ると、本当に現在の算数・

数学教育に疑問を抱いてしまう。殊に高校入試を控えた息子が「何の1l!:に立つんだよJとボヤきながら附吟し

ている問題は、私自身が中・高校を出て以来はじめてお目にかかるもので、この20数年間、全く無縁に過ごし

てきたことに驚くほどだ。情報化社会を支える多様で複雑な機器地唱虫学と密接に関わりながら発展しているこ

とは十分承知しているが、それ故に高度になりすぎた賢いもの、便利なものは不思議なだけで庶民の数学とは

かけ織れていってしまう。子どもたちが学校の授業の中で算数や数学の楽しさを経験しているとは思えない。

一つの答えにヨ自足するまでのいろいろな考え方をそれぞれに前得しているとも思えない。実生活に関係の深い

力.)Lを覚えたりする時間でさえも上の子よりは中の子、それよりもさらに下の子の方が時間か短くなっている

ようで、完全に基本を理解して使えるようになるのはかなり困難だと思われる。もっとも“学習しなければな

らないこと"が多すぎて実社会から遠ざかりつつあるのは数学教育に限ったことではないと思うが・・・・。

すじ道だてて考えるとか、基礎的な知識や計算カを生かして問題を解き次の段階に応用するとか、数学の特質

を生かせば、文系の科目よりははっきりした達成感も得やすいと思うので、ぜひ楽しくゆとりのある授業をと

望んでいる。

483 今の学校教育は落ちこぼれを作らないことを重視するあまり(もちろん大切な事なのですが)能力のある子を
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伸ばすという事がおざなりになっている様な気がします。もちろんそういう子は塾に行って自分の才能を伸ば

しているのです均七今子供に勉強が分からなかったらどうしますかと聞いたら何と答えると思いますか?学校

の先生ではなく塾の先生に聞きますと答えます。学校の先生もそんな現状にどこか甘えているのではないでしょ

うか。もっと情熱をもって子供に理解してもらうんだという気合で授業にのぞんでほしいのです均九

488 算数・数学においてやはり基本的な解き方がわかれば楽しく応用問題も出来ると思います。教えていただける

先生のカが 100%とするなら私は99%は先生にかかっていると学生の頃の経験により思います。

499 基本的な計算能力を身につけることはとても大切なことですが、速く計算するために多くの練習をし時間をと

りすぎると算数がつまらなくなってしまいます。今は実生活では計算機を使う時代。ゆっくりでもできればい

いのではと思います。それよりも数学的な考え方を学んでいく楽しさの方か漬要ではないでしょうか。問閣を

あれこれ自分で考え解答を得たときの快感・満足感は何ともいえないものです。我が子は図形の問題で殺が図っ

ているときにひらめいて解けたときから算数が一番好きな科目になったそうです(家庭科の次に)。この楽し

さが数学を好きになり持士会で岩l雄的、合理的な考え方のできる人間に育っていくのではと思います。

500昔から読み書きそろばんといいます品、算数においては、計算能力、特にそろばん教育を行ってほしい。

506 荘共の時代から比d ると学ぶ事が多く、かっ内容か濃渡化しており、学校で理解出来ない事が多くなれば塾に

通う子が増えるという、そんな傾向が見られるようだが・.. 

513 確かに現在むずかしい図式や定理など実際の社会の中で使われることはめったにありません。計算や日常生活

社会の中での役立つものを重要とし、数学をすべてを教えこもうとする事じたいに問題があるように思えます。

今までの生活の中ではJなどを使うことはぜんぜんありませんでした。でも困ったこともありません。でも良

かったと，思うことは、一応こういう事も教わったという事とJを見てルートというのだということがわかるこ

とです。教わっていなければ、知らずじまいであったと思います。算数や数学については、最低ここまでは知っ

ていた方が良い、教えた方が良いというとこまでで良いのではと恩います。

515私が小学生の頃と比べてだいたい1学年ほど早く進んでいると思います。 6年生では中学で習ったこともやるよ

うですが、今現在生活仕事の中での役立っているのは、中学から高校レベルの「数学」でなく、 IJ吟殺で習っ

た「算数jです。基本的なことをわかりやすく、ゆとりをもって教えてほしいと思います。

523 算数・数学の犬切さは社会に出てから本当に必要だという事を経験します。最近は諸々の機器が出ていて頭の

中で計算するあるいは考えるという事が少なくなってきました。現在の子供達は学校で学ぶ事がはたして本当

は何なのかが分かっていない様に思います。国語の暫く考える読むと同じ様に大切な事、必要な事を教えるべ

きです。又、そろばんは必要だと思います。早さを競うのではなく、計算、数字を楽しく見る自が出来ると盟、

います。

527 <>個人の能力に合った指導が受けられるような体制jが出来たらよいと思う。<>パズル・ゲーム感覚の分野があっ

てもいいと恩う。

532 受験地獄に拍車をかけるような自分に反省しつつ、広く長い視野にたったゆとり俗お)のある教育をお願い

したいと思います。高度数学を学ぶよりも人生や行き方について語り合える時閣を増やしていただきたいと思

います。

537 子供述一人ひとりが算数を学占有楽しさを先生方から教えてやってください。

561基礎・基本の充実でよい。応用などあまり欲張らない。

574 そろばんは学校でやる必要はない。そろばんは本来計算技能を助ける目的に使われるものなのに、その逆になっ

てしまっている。

587 A+B~CのようにCになる方制漣解できるように教えられるように

595 私達の頃と比べると随分むずかしくなってきている様に思います。他の科目と比べ一つ解らなくなるとだんだ

ん取り残され追いついていけなくなると聞きます。皆が興味をもって楽しく学べる様になればと思っておりま

す。

596 算数・数学の楽しさがわかればおもしろくなり、問題を解けるようにもなる。ひいては日常生活・入試に役立

ち社会にも大いに活用できる。先ずは授業により算数・数学の楽しさ・おもしろさを子供述に教えることが大

切なのではないでしょうか?そして成績の為、入試の為にだけ勉強をしているから実社会から速いと感じるの

ではないでしょうか。

613学校で学んだ数学が実社会でそのまま使えるというケースは非常に少ないと思います。応用品薄IJく勉強の位芳、

また考え方を重視した教え方に力を入れて頂きたいと思います。

619 内容カず高学年になると不必要なものがある様に思います。(鶴亀や流れ算等)高度な内容を理解できなくて算
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数がわからないと落ちこぼれていく子供を出す前に5年6年の学年で小学校課程の復習ができる、全員がある程

度のラインがわかる様になるカリキュラムをお願いしたいです。基本的には“何のための算数なのカザ全員がわ

かる教育にして欲しい。また、楽しく勉訟でき、問題を解けたときの充実感、おもしろさを皆に体験させてあ

げれるカリキュラム、現場の姿勢を願います。

629 r~閣を解く楽しさが身につくと頑張れるのになあと思います。

635 制守中学生で学んだカリキュラムが現在小学生で学んでいるのに驚いています。生樹、主主解する(させる)時

間が少ない・・・算数がきらいになる・・・のではないでしょうか。

649 自分たちが算数を習った学年に比べると今はたいてい1年一拝程低学年で習っているよう』こ思います。 rゆと
り」ある子どもたち、 「ゆとり」ある学習とうたいながら昔とくらべると少ない時間で多くの単元をこなさな

ければならないのはおかしいのでは?

662基礎(他教科でも同じ)をしっかり理解させること、応用を繰り返しさせること。算数が苦手になる前に本当

にどこで理解できなくなっているのカ¥個々に把握できたら、質問にたくさん答えられる時間があれば良いと

思いました。親の立場から一方的に理想を脅かせて頂きました。

672算数・数学を日常的に使り用する場合は計算器又はOA機器が行う。このOA機器を使う方にいくか、作る方に

いくかで数学の必要性が生じると思われる。

679 小・中学校における教育(義務教育)が、早期教育をなされるので楽しさを味わって学ぶということカミ、児童・

生徒の中で何%をしめているのだろうか?いつも考えさせられ疑問をもっています。(教科書に従つての指導

であるが)。クラスのほとんどの子ども逮がマスターして遊んでいるのだろうか。

692 自身カオ専窓科目ではなかっただけに子供が苦手な気持ちも分からない訳ではないが、現代社会においてそんな

のんきな事は言っておれない。生活に結び付けて数学をあやつれるようなマジックを身につければとてもおも

しろく興味が尽くのにな・・・と今になって恩う。でも学年か上になるにつれ、実生活には全く無関係な「数

学」という内容になり、これは単にペーパーによる学習というだけで鉱意時な気がしてならない。学授の「算

数・数学Jではなく社会生活の「算数・数学」であってほしいと望む。

710 今日の算数・数学教育はただ期間内につめこむだけでゆとりが感じられません。生徒がわかっていようとどう

であろうと次々に進んでいく・・・進まざるを得ない状態であるように思います。もう少し楽しい(特に小学

校)授業内容であると良いのですが。何のための算数・数学教育なのかもう少し原点に戻って考えて ほしい

ものです。

717 答えが生まれてくる過程が大変重要に思っています。理論が正しく理解されるような工夫のある教育方針であっ

て欲しい。最近の耕輔はカラーや絵も多いし、子どもたちか開いてみようという気がするようでならない。

しかし、反面雑誌やマンガと同様と恩う時があります。

718 (問題) AI __  ------~ 

/~ i' --Irれ
~の面積はいくらか? E' fdut  乞

AP:PLを整数で答えよ。

723親が子供の勉強を見て解るまでが親が社会で使っている実際的な問題だと思います。

726上になるにつれて実用的でないこと、高度なことを学んでいるような気がする。 4洋校でも本当に特性が考

えるべきことなのかと親でもよくわからないことがある。もっと程度を低くして、子どもが楽しめるような算

数・数学だと子どもも親もうれしいと思う。

741私は小学生の時にはあまり算数は好きではありませんでした古文中学、高校と数学を習っていくうちに巴噛が

解けた時の嬉しさから、だんだん数学が楽しくなり好きになりました。算数・数学は堅苦しいのではなく楽し

いんだということを子供達に分かるように教えていただければと思います。

749内容が多すぎると思う。時計などは小学校1年生で無理に教える必要があるのですかワ落ちこぼしをつくるよう

なスピードでの教育課程を組むべきではないと思います。

789 0そろばんの時間が少なくなったのにはびっくりした。今は計計算機やOAシステムで便利になったが、左脳

の発達には限界がある。そろばんをすることによって本質的な入閣の力というものを発悔していかなければい

けない。もっと左脳を訓練するべき、頭と体{指)を使って。 0へんにむずかしい数E数Eなどは、専門の大

学でやるべき。入試のための数学が何がおもしろかろうカ、高校数学は数Iまでをしっかりやるべき。大洋に
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入ったら安心してあそぶやつがいるがそれはうそ。大学でしっかり勉強せんとあかん。日本の大学はまちがっ

ている。そのうち、中国・韓国にまける。(もうまけているかも)政治がそう。話が飛躍してしまったが、高

校数学が数Iまでなら中学校の勉強も時間をゆっくりかけてできるのでは。じゅくに行かんとついていけんの

は、ちょっと・・・と思う。ということは小寺曜もどの子もまんべんなく基本がわかるようにしなければ。指

導要領が少なくなれば子供もせんせいもゆとりがでると思う。(実生活は中学数学で十分)政府の宮僚たちょ。

東大一番という考えをすてよ l

800計算機やコンビュータか発達し、身近になった今、数学教育もそれに合わせて変化させる必要があるのではな

いiJ、。

808 IJ吟殺での算数は、将来生活において必要な内容が多いと思うが、内容毘が多くなると子どもか充分に把握し

きれないうちに、次の単元に進むこともあり、落ちこぼれていく者も出てきているのではないか。義務教育だ

必要な内容は何かを子どもの実生活と結びつけて内容の精選が必要ではないか。

837子どもが楽しみながら身につく算数・数学であれば理解も早くなるのでは?

849私自身が学んだ数学について、時々考えていました。たしかに実社会には、たし算、ひち算とかんたんなかげ

算わり算、算術的な考え方でけカ《必要なだけですが、数学に微積分、複素数、区間巨などを学んだり、解いたり

したことは、とても楽しかったです。こういう考え方があるという窓をひらいてくれたし、色々な困難な問題

(数学でなく、日常の人間関係など)に出会ったとき、違った面から見たり人とちがう発怨や展開をみること

ができたように思います。学校で学ぶのは、実生活に役立つことだけでいいのでしょうか。それなら化学も物

理も古文も必要ないといえますね。しかし、色々なことを学んだ上で、簡単な計算と漢字力だけでいい〔一般

の人の)生活をするのと、何も学ばないで生活するのでは自ずから違ったものになると思います。算数・数学

も楽しい自由な空想のひろがり、とうけとめ遊ぶことのできる専門家がその中から一人でも二人でも育ってく

れればと感じます。私の学んだ高校でとても楽しかったのは、受験用としてではなく、数学の楽しさを教えて

下さったことでした。今の子供たちにもこの楽しさを味わってもらいたいものです。実生活では電車とパソコ

ンで充分ですカミ、自由な考えの拡がりは人間だけのものです。子供の学校の参観で算数伊胞に自由な解き方を

いくつも児童が出していたのを見てうれしかったです。的はずれな解答が出ても児童のやわらかい頭に感心さ

せられたものでした。どうか、子供の教育にゆとりや遊びゃ楽しみをもたせて下さい。何もかも即実生活即戦

力を求めすぎている私たちも反省'iJ"~必要ではないでしょうか。

851私自身学生時代算数・数学が大変苦手だったこともありますが、時代が進むにつれ高度な内容がどんどん下がっ

てきて、小寺殺ですら子供も親も四苦八苦です。まして中学、高校と進めばもう私の手に負えないことは必至

です。こんなにまで難しい内容を詰め込む必要があるのだろうかといつも疑問に思っています。今一度算数・

数学教育課程の見直しをしていただいて溶ちこぼれを作らないゆとりある内容の検討を切望しております。

856 7ンケートの中にもありましたが、算数や数学の基本的な考え方社会で使えるような最小限のことを教育して

いただきたいと思います。一番大切なのはいのちの尊さ、思いやりなどの人間としての心の使い方を学校や家

庭で教育しなければならないのではないでしょうか。

863 数学は理解できると非常に楽しい教科ですが、つまずいて分からなくなると全く嫌いな都ヰになると思います。

その両極端ではないでしょうか。

864大学受験の為の高校の数学は実社会には役立たないので、子供の将来の方針に合わせて、数学の選択をさせた

いが、現実には中学では高校入試の為の勉強で数学ぎらいも増え、昔の私達の数学からすると、スピードが早

く、子供を見ているとこれから先、本当に算数の勉強についてゆけるのかと不安で、また算数ぎらいになるの

ではと心配してます。また、親としてどこまで関与してあげるべきなのかと考えております。

866算数・数学が本当に楽しいと思えるような授業をしてくださるように願っています。一つ落ちこぼれてしまう

と授業が楽しくなくなってしまって、ますますわからなくなってしまう、そうすると勉強がイヤになってくる

と思います。一人の落ちこぼれもなく全員同じラインにいるようにとはとても無理なことかもしれませんが、

先生に質問やこのへんが分からないというようなことが素直に言えるように先生の方も少しの気くばりが必要

なのではないでしょうか?

874数学教育を受けた仰lから見て、解決の手法に重点が置かれている様な気がします。公式は丸暗記させるのでは

なしその意味する所を詳細に前得させる様な教え方が良いのではないかと思います。

880①まず、小学校低学年の頃は、数学の楽しさを経験させる。②小学校中学年になると、応用問題をとける様に

なる事と応用問題を作れる様になる事。③特笥塙学年~中学校になると、図形・証明等幅広く入試問題もと

ける様になる事。*あたりまえの様ですが学校においてやはり根本は数学の楽しさを教えてほしいと思います。
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(現在の応用問題は少々ひねくれた問題がある様ですね。)

889 現在3人の子供の母親の私は日常生活で数学の必要性を感じたことはありませんが子供たちには算数・数学の楽

しさを経験してほしいと患っています。入誌のための算数・数学ではなく、問題を解くよろこびを感じながら、

社会で必要な基本的な内容を理解していけるような教育であってほしいと思います。

890 算数・数学が楽しく分かるようになればいいなあと思います。

893 授業スピードが早いようだ。

908 Jj~性の内容は多くてむずかしいのでわからなくなる子が出てくると患います。小学生のときにもっとゆっく

り楽しく勉強できるようにしたらよいと恩う。

915 数学の教育を受けてから20余年たちます。今では数学の数の字もわからない位になってしまいました。実社会

で本当に役に立つのは「数IJ位までではないでしょうか。実際今の子供の算数を見ていると、自分たちが習っ

た以上のハイベースで教育を受けているように感じます。それか果して必妥か否かは子供たちが大きくなって

判断することだと考えます均九自分(親)にとっては、将来どのような職業につくかということではないでしょ

うか。受験の為の算数・数学教育はもううんざりだと考えます。

919 私は数学がとても不得意でつまずくと精神的にも消極的になり授業もおっくうになっていたと恩い出します。

いまの算数でもびっくりする程難しくなっておりとても子供述 に教える事等出来ない問題もあります。それ

でも学校でしっかり基本を教えていただけるため、ほとんどおくれもなくたのしく学習しています。数学に親

しみ遊び感覚で学んでいけたら最高だと恩います。社会にも必ず必凄となるものですから大切な耕ヰです。子

供達治算数嫌いにならない様に無理のない内容であります様に今後ご配慮くだされば幸です。

942 日常生活での算数・数学的な考えは常に求められていると思っています。たし集、ひき算にはじまり、かけ算、

わり算いつも身の回りにあります。それは、日常生活をよりすごしやすくする為の第一歩になると思います。

むずかしい計算、図形又新しい事への試み・・・、いろいろたくさん勉強していっても実生活での応用が必ず

必要となるのは基本となる算数だと考えています。一つの知識としてこれからの数学と楽しくすごせたら好ま

しいのでは・・・。又、私達の子供を含むこれからの子供述にたのしい算数・数学を学んでほしいと考えてい

ます。

960 IJ吟殺の算数は進度が早すぎます。昔は6年生で習ったはずの“ヘクター!v"を現在は4年生で教わります。す

へてがそうです。文部省のやりかたは学力に上・下を作り、しいてはついてゆけない子供を作ってしまってい

ます。子供の立場にたった進度ではなくむやみにレベルを高めようとするのは、なぜでしょうか。子供に無理

がきているのに気づかないのですか。興味深く学習にとりくませる為のお勉強を文部省の方々はなさるべきで

す。教える側がもっと大切な勉強をしてほしいと望みます。それからゆっくりしっかり子供が興味をもって学

習できるように学習指導をして下さい。余裕のない励み方を子供達にさせてはいけません。文部省のやり方は

子供達を苦しめている。

967 算数・数学は低学年からの積み重ねと思います。その学年で完全に理解出来ていなければ、上の学年に上がっ

ても尚理解出来ないと思いますのでその学年でマスターすべき事は時間を多く取ってでも習得させるべきと思

います。社会に出ても数学・語学(国語)は重要と考えます。 4、学生の内に算数好きにさせるべきと思います。

969 社会に出たときの計算古乞力等ができればそう問題はないのではないでしょうか。将来学者にと思われている方

はそのような方向で勉強されれば良いことで、実際生活する上での算数・数学の教育と言うものはたしゑひ

きゑわり算、かけ算等が一番重要なことだと思います。

143-



中学校保護者の算数・数学教育についての意見

011 私の中学生の時より、かなり難しくなっています。まったくついて行けない子供がたくさん出るのではと心配

です。子供の能力によっては、ひねったむずかしい問題も必要ですが、基礎的な事を大多数がきっちり身につ

けていただきたい。特に中学校での数学は社会で身近に使われています。

014算数・数学の教育として楽しく奥味を持って学ぶことができるには、実生活に結びついたものであることを生

徒に実感させ、ひとりひとりが納得できるまでじっくりと学習できる時間的ゆとりがほしい。大人も子供も今

の時代は忙しい忙しいで片付けてしまって、時間がないことを理由に先を急ぎ、興味をもとうと持たずにかか

わらず、ただ掛糟にそってのみの学習がおおすぎると思う。(他の教科にもいえること)。実生活に結びつ

ける例としては、 「学校の池にはどの助対決るかな?Jー微分、積分。「自分の昼の影と夜の影と自分の身長

の関係J-8in. C08. t田 自分の身の回りのことを実際に測ってみてとか、自の前にして実際にやってみる方が

必要ではないでしょうか。それにはつめこみではなく、問題集を何ページこなすかでなく、実際にどうやって

役立てるかをまなべるとよいのではないでしょうか。

031指導者の質の向上を望みます。

032私は高校までの数学の勉強しかしていませんが、現在数学の勉強がどこまで筏に立っているか考えた時、日常

使う数学と言えば、計算、量、長さ、重さ、面積、割り合いなどIJ吟殺で習った勉強で十分生活していけると

いうことです。次から次から高度な勉強をつめこむのではなく、なぜこの勉強が必要なのかということを常に

振り返らせながら、一人で生きていくための・人にだまされないための最低ここまでは知っているようにとい

う指導とテストをすべきだと思います。(それ以上のことをもっと勉強したい子に教えていくことはいいと思

いますが、テストで難しい問題をつくり段階をつける今の教育会体に問題があると思います。)大切なことを

何回も何回も繰り返し教える時間をもっととって欲しいと思うのです。一回でわかる子はついていけるれど、

十回でわかる子はおいていかれることのない教育であって欲しいのです。

069解き方がいろいろあり、小・中ではむずかしいと思うものが、簡単に解ける方法等を楽しく教育させる必要が

ある。指導要領に基づいた教育だけだとおもしろさがでない。担当する教育者に、左右されることが多い。伸

びる子供はどんどん{申ぼすべきと考える。

070 基礎が出来ていないと、すべてが進んでいかないので、子供均浬解出来るまで、次への行程を待ってやってほ

しい。

076 この設問に答えられるほど数学教育の内容に精通しているわけではありません。そこでPTA役員の立場と受

験戦争に子を送り出す側の立場で書いてみました。

089 @激学の楽しさを教える(わからせる)には、低学年からひとつの問題をじっくり考えさせる事が大事だと思

う。確実に理解できてから次のところに進む様にすると激学なんか怖くない"と言える子ども達がもっとふ

えるのでは・・・。@数学(どの教科でも)出来ない子にかぎって先生に質問できないでいる。→益々できな

い。。昔は(私達が中学生の頃、昭和30年代の末から40年代)能力別にクラスを分けてあり (10組約600人が1
学年)、理解しやすい数学の授業だった。→今、こんなことしたら、差別だとさわがれると思う均九

090 27年前の子供と同じ年令の頃の数学教育は小寺教時代を比較してもやさしかった。中学校の時の内容的ト学校

ヘ高校の時の内容が中学校へと下りてきている。高度になっているけれど実生活で役立っているのカ媛臥

104数学は内容もこく、理解できない様で勉強について行けない所もあり遅れがちなので、もう少し子供の方も努

力しがんばってほしいです。

107私自身、 JJ常生の時の算数は苦手分野でしたカミ、中学生になり、数学と数学教師の出会いで一気に数学の魅力

に引きずり込まれてしまいました。誰もがそのチャンスがあるはずです。数学の楽しさを教えてあげて欲しい

ものです。

110 算数・数学に限らず、勉強か楽しいと感じるひまもなくどんどん進んで行き、わからない事が雪だるま式にふ

えて行き、しだいにただすわっているだけで先生の言葉もつまらなくなる。算数・数学も一つのpJ噛が解ける

ととっても楽しくなります。もっと時間を掻けて親しめる科目になればと恩います。

126 会社にでて、数学で必要だと恩ったのは、しっかりした計算能力で、図形の証明問題はあまり必要でないと思

いました。子供逮には数学の楽しさを経験させ、しっかりした計算官肋を身につけさせて、社会でも基本的に

は必要であることを教えてもらいたいと恩います。

127 今我家には中学生と小学生の子供がいます。この2人の算数・数学を見ていると、小母殺で習う多くのものが中

学校での基本になっていることがよくわかります。今、 JJ吟殺の理科・社会では、グループ単位での作業乏し
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ながら一人一人が参加して学んでいるようです。しかし算数となると、先生か黒板に書くことで覚えるという

まだまだ受け身の授業のように思います。もっと楽しく学ぶためにも、実際にいろいろなものを使って自分の

体験を遇して理解していけたらと恩います。

129 問題のとき方をいろいろな角度から教えてもらいたい。

133 普通に生活していく上では数学は実生活上では計算位であまり必婆性を感じません。しかし、これからは数学

的考えも必要とされる時もあると恩われるので、子供達が楽しいと思える数学にしてほしいと思います。

135 日常生活にはあまり必要としないように思われます。今の数学は(他教科も)笑際は次の学校に進むための必

要不可欠の思われます。子供達にとって中学校の数学はおもしろみのないただ受験のためだけのように感じら

れます。

138 現在の教育会部に言えることだと思いますが、高度的な内容へと進んでいるようでもっと身近に感じる教育的

内容か望まれると思います。

146算数・数学については奥が深く、基礎がしっかりしないと積み重ね教育の連続であるので、計算問題の解き方

等大変むずかしくなってくる。奥が深いというのは、余りにも算数・数学の中身の項目置が多いと思われる。

それを縮小し;教育すれば、自主性がでてくるのではないか。

150 数学に関して社会に出て役立つものもあれば、生活に全く関係ないものもあります。特に関阪のないものはむ

ずかしいと感じます。ただ計算だけでなく、生活の中でどのような持、使ってるのかを学ぷようにすれば、もっ

と楽しくなると思います。

154 中学の頃はクイズのようだと思っていました。高校ではパズルなんだと思いました。方法さえ関連わなければ

答えにたどりつくというところで好きな科目でした。数年前、テレビで秋山仁の番組を見て、こういう数学も

あったの?と思いました。いまだに昔からの難問を趣妹で(?)で解いている人もいるそうで、深い世界なの

だと思いました。今の親はどうしても受験対策としての数学カ領にあるので、練習問題を押し付ける傾向があ

り、おもしろさや楽しさの発見はプロでいらっしゃる先生に期待してしまいます。おもしろいと少しでも思え

れば、子供は興味を持って学習に取り組むのだと思います。

155 r実社会にでてから役立つ教育を」と親としては望んでいるが、心のどこかで受験に役立つ教育もしてほしい

と期待しているのも、また事実である。特に数学は、実生活に欠かせない重要な掛ヰなのでその「必要性Jか

ら理解させていただければ有り難いと思います。

171 計算力を付けるよりもいろいろと考えて問題を解く楽しさを味わえる数学があれば人生において工夫すること

が身につくのではないでしょうか。

173 ひとつの問題にじっくり取り組み、解く楽しさを学ばせて欲しい。ひとりひとりに対して、細やかな指導をお

願いしたい。

181 持域高学年で犠々な概念が次々に登場しているが、その年令の子どもに合うものかどうカ煩悶である。思考

がついていけないような気がする。いわゆるつめ込み式の指導にならざるをえない傾向であり、考える楽しさ、

日常生活の中にある数学的な考え方というように、広げ深める余裕がないのではないだろう方、

186 高度な計算や図式のrJ官等を少し減らして、楽しめる算数・数学を増やせばいいと思う。数学がよく理解でき

て、おもしろくできる様になれば学校が2倍楽しくなると思う。過去に苦しんだ者の意見です。

193 数学ができる様になれば、自分に自信か滑てる様になり他の教科への興味がわくと思います。

195 中学で50%、高校で80%ほどの生徒が、まったく分からないという現実の数学教育の中で、是非習熟度別の教

育カミ}呂妥と思います。

196最近子供達の理科縦れか{JIJj-ばれていますが、算数・数学も多少はある感がします。特I;:/J吟殺の時に算数の楽

しさを教え込む事が大切だと思います。

198 数学の項目によって、子どもカミ実際錨Eが封H、しっかりと理解し、頭の中に入っているのかと恩いますと、

月日;か経過する程のテストに間違えてしまう事があるので、十分な復習が家庭において成しきれていない事を

痛感します。特に小学時代算数の得意であった息子は中学校の定期テストで点数としてでてしまう。数学には

自分でもその日のうちに学校で教えていただいた事の復習をするという事がとても大事な事を中学l年を終わろ

うとしている今、とても強く実感している様です。すべての掛初宿題などがいくつか重なってしまうと、 rし
っかり復習する事』が、後回しになりがちなのか残念です。いつまでも、 『数学は好き?Jと聞かれたら『好

き』と言えるようしっかり勉強するようにと、親は子どもに期待している次第です。

211 我家では家族が皆数学は得怠科目として接してきたので、数学は面白いという認識があります。社会でも数学

的な角度から物事を考えると、理論的で納得のいく答えがでると患います。
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217社会に出て応用できる数学を学ばせて欲しい。

219 小学生の時の算数の基礎力をつけることの大事さをもっと親と子供連に先生から示してほしい。

233 目先の問題が解ける解けない(解けるほうがもちろん良いが)ということよりも算数・数学の楽しさ論理的思

考の犬切さを感じられることの方が重要ではないでしょうか。

235 日常生活に役立つ計算力があればだいたいはよしであると恩う。

236数学はむずかしいと，思いますが、よくわかれば、大変役立つと思います。特にコンピュータ関係等の発展がめ

ざましいので関係のスペシャリストになるためには、必要だと思います。

237 算数や数学は国語につながっているなと思う。算数や数学の考え方や莞替は世の中へ出て知らず知らずみにつ

いているなと思う。数学をたのしめた人は(私)幸せだと思う。

246仕事上自分自身か被計的な処理を必要とする場合点多いので、数学の見方について、又計算方法についてはそ

の知識が割合と役に立つことがあります。実社会の中で例え低設計等にたずさわる人などは、今度は図形証明

的な知識が必要になってくることもあるでしょう。やはり、小骨牧からの積み重ねで基本的なことは教えてい

く必要があると思います。ただ、入学試験に出題されるいわゆる難問については、否定させてほしいと恩いま

す。公立高校で教育害おる本当に基本的智内容がわかれぽ解ける入試で十分と思うのです晶、いかがでしょう

か。

266 私は幼い頃から算数・数学が大好きでした。かたょった解答になってしまった事と思います。申し訳ありませ

ん。好きな数学とは、ま昔理解できる事、そして楽しみをみいだした時の喜ひです。それは良い指導者 G世)

に巡り会い、誉められた時の嬉しさに比例すると思います。単に計算が早いことができる事と恩われる現実に

は淋しさを感じます。

294現在の小・中学校での算数・数学教育は内容が多すぎ、高学歴の為の受験目的のような感じがする。したがっ

て楽しく学ぶという、あるいは数学的な菟想というような感覚を持つ前に何がなんだ古、わからなくなって“数

学はきらい"という、あるいは若手という気持ちか子供達に出てきているのではないかと思う。学年的に低い

ところできらいとか苦手感覚を持っとずーと後々にひきづってしまうように思う。基本的な内容を繰り返し繰

り返し行ってゆくということカ号、高学年になってもひつようなのではないでしょうか。

303 個人的には数学は好きで、問題をとくプロセスを楽しみ、答えを出すよろこびを味わっていた様に思いますが、

果してそういうことが出来ること均九今手幼〈生活していく上で何均殺にたっているのかといわれると、正直いっ

て子供の勉強をみる時にやや助かっているかなという程度のもので自分自身には特に必要なものではないよう

です。ただし、教育というものカ埋設学に限らず、いろいろな学問の入り口の機会であると思います。子供達の

何人かは数学の面白さを知り、より深く学んでみたいと思う子もいるはずです。ただ、今の受験のあり方では

その子供品澄む進路にとって本当に必要であるかどうかわからないにもかかわらず高度な数学的技術を要求さ

れることも多く、本当に学びたいとカ激学を笈するとかいうことはかけ離れたところでの努力が要求されてい

るように思えます。今回のアンケートではどういう視点で答えればよいのかとても答えっ'らい設問が多かった

ように思います。例えば入試に関しての設問等は、自分の本音と入試の現実との閣ですっきりと答えられるも

のではなかったように患いました。

305 今の子供述は私逮が子供の頃と此主主すると勉強はしていると思います。しかし「算数・数学嫌い」という言葉

をよく耳にします。教科書を見ると外観は菅よりも薄くなっているようです。しかし、中身は濃くなっている

ように思います。また、昔と比べると上の学年で習った事がどんどん下の学年におりてきているようです。 1つ

1つの分野をじっくりマスターできないうちに次に移り、また次でもマスターできないうちに・・・というよう

な事か溜こり、算数・数学嫌いを生んでいるのではないかと恩います。(もちろん、中には算数・数学大好き

という子もいると恩いますが)教える側にしても量が多すぎるのではないでしょうか? (-一度開いてみたいと

思っておりました。)文部省が「エリートを羽成するという方向にほしり、落ちこぼれはしかたのない事」と

いう方針なのではないかと恩われます。中学はあくまでも義務教育です。ある一定のレベルまでは誰でもカ溜

解可能なベースと内容であってほしいと思います。より専門的なもの、ハイレベルなものは、高校や大学に行っ

てからでもよいのではないかと思います。しかし現代の受験社会においては、落とすための試験とも言われて

いますので、私のような考え方は受験戦争の中では“甘い"と言われてしまいそうですが・・・。まとまらな

い意見で申し訳ありません。

317 教員一人あたりの生徒数を減らしてきめ細かい指導をしてほしい。

331 算数はものの考え方の基礎だから充分に翠採させる子とが大切であると思う。

345算数・数学イコール数に関する勉強というのではなく、自然科学のひとつの分野としての楽しさ面白さで、子

-146-



供遠の興味をひくような教育にならないものだろうか?と、最近入試とくに大学受験の様子を見ていると感じ

ます。

351 7ンケートの中にあるように子供に算数・数学の楽しさを教えきらいだとい子がなくなれば良いと思います。

基本を身につけさせる事が大事だと恩います。

360算数・数学の楽しさをわかってもらう事もとっても大事だと恩いますが、数学を学ぶ事で物の順序立てや読解

カが身についてくる事も知ってほしいと思います。

361 数学は私自身得意ではありましたし、問題を解くことにある程度の情熱をもっていました。ただ現在の生活で、

数学はあまりつかわないのが斑犬です。職業柄もあるかもしれません。これから、パソコンを中心にしたマル

チメディア時代がくるとき、パソコンで解析できるような数学力はあってもいいと思います。数学は知的論理

的学問だと思いますが、数学を学ぶことによって情や直感力、感性か磨ければ最高だなと思います。

365私立の高校入試などは、問題を理解して答えを出すというのではなく、反射神経とマニュアル的な解き方

で答えを出す数学の様な気がします。みんながあるレベルまで到躍すれば、あとは落としの試験というもので、

数学の出来を判断する。終わってみると楽しい数学のイメージはなくなっています。加減乗除できればいいの

かな?

366数学の楽しさを経験させたいです。数学の楽しさを経験したかったです。

385実社会に必要とされる数学の目標jJJi童点を明らかにし、それに合わせたカリキュラムと教育指導カ淫まれる。

目的がわかると奥味がわき、理解しようとする意欲もわくと思われる。

390合数学はむずかしいですね!!大変だとは思いますが・・・楽しく学べる数学が出来ればいいですよね。掛ヰ

書そのものは良く出来ていると思いますが、出来る子供達は良いと思うけれど、苦手とする子供達は、楽しく

勉学が出来れば好きになって楽しいのでは・・・と思います。教科書より先生かな?(ユーモアのある先生)

399 7ンケートのなかでも述べさせて頂きました様に、算数・数学教育については社会でおおいに必要なところの

場面にぶつかります。特に最近はパソコン使用してのアルゴリズム(演算処理)か涯!解されていない面があり

ます。工業力学は数学が理解されてこそ世間一般に伝える技でもあります。

404一人でも多くの生徒が数学の楽しさを経験出来るといいと思います。

411 小学校の算数の最初は最低限の数の計算から始まる。が、だんだんむずかしくなるにつれて、実質的な役立つ

内容からは確かに遠ざかっていくと思う。しかし、真実の答えが必ずでてくる数学は、けっこう解けた時の喜

びがあったことをおぼえています。楽しさを教えていくことが大事だと思います。酪ヰにおける化学式だって

似たようなものだと思います。すべては基本からです。

412学生時代、色々な数式に頭を悩ませてきた私にとって、今現在必要な数学は買い物の計算ぐらいです。しかし、

苦労しながら計算し「答え、式jがあっている喜びは、忘れがたいものがあります。完全なものに「算数・数

学」というものが自分で受け止めることのできない方も多数いられる事と，思いますが、答えが出てくる喜びは

教えていただけたら幸です。

419今、学んでいる事カミ社会のどんな分野で必要とされているか、実際にどのように活用されているか、実例をあ

げながら学習していくべきだと思います。又、数学は“自鰯特の世界"だと聞いたことがありますA その

法則や公式がどんなふうにして生まれたかどうかを説明しながら学習するゆとりがあれば、ただ丸暗記(わけ

がわからないので)をする楽しくない分野からより楽しい分野になるのではないでしょうか。

421 まず、数学が楽しく感じられるような授業の工夫が必要かと思います。中学生になってのおさら理屈っぽくなっ

てきまして「この数学をやってはたし司会にでて伽役にたつのかりなどと言ってい討。まだまだ経験

も少ない中で「買い物などのおつりの計算さえできれば良い。」などと思っている中学生に、世の中のしくみ、

数のふしぎなど、夢を描きながら数学を学べるようにお願いしたいところです。

422算数・数学は本当に本人地湾海できると、とても楽しい。次々に次の問題にチャレンジしたくなると思う。広

い世界が広がっていく様だ。けれど、ひとつつまづくとさらにきらいになってしまうかも知れない。すこし、

ヒントを与えて楽しい数学を指導して頂きたい。

423 今の数学は大変むずかしく親がみてもわからない。社会に出て役立つのかわからない。

455学問とは、みなそうだと思いますが、実際に役立つ部分と抽象的、理論的な部分があると思います。現場の先

生方の御苦労は、その考え方のかねあい、バランスにあるのでしょう。まず、楽しく、わかる、驚く、学びた

くなる、担臨したくなる、そうして数学の王道に入っていけたら、他の掛ヰもきっと好きになるにちがいあり

ません。

463算数・数学は本質的に楽しいものだと思います。物事を考えることの楽しさを子供たちに伝えて欲しいと思い
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ます。

472社会や生活の中にある思考や行動の中にある法則などを数式で表したり、意外と身の廻りの出来事が算数や数

学に関係がある事など実際に置き換えて考える事など、楽しく掌ぷ事も大切だと思います。また各個人の発想

を大事にしたり、問題を解くアプローチの多様性など、単に数式を解くだけや入試対策だけでは、数学の本当

の学力向上にはなりにくいのではと思います。

474算数は小母域時に学習するもので、これは実社会においても充分役立つイメージがありますが(あくまでも個

人的)数学はほとんどの人にとってあまり実生活で必要と思われません。数学か苦手だった私の偏見でしょう

晶、。

477 'J吟殺に入学した時には、たし算、ひき算もできなかった子どもが、現在難しい問題を解いている姿を見て、

毎日の積み重ねの大切さを感じると共に、教えて下さった先進方のお力に感謝いたしております。

476基本的算数。数学の応用が祉会の中で重要視される。特に数学は一生自身に身に付くものであり、やはり数学

の基本はしっかりと教育、身に付けるものである。

485 0小等教では算数・中学校以上になると数学になるわけです均号、現在の自分の社会生活にとって絶対に算数は

必要であるけれども数学はどうなのかな?と考えます。 0:算数・数学に限らず勉強しなければならないことが

低年令で要求されてくる傾向にあるように思います。その点に不安を感じています。

486算数・数学の必要性や楽しさを、子どもたちが自分なりにうけとめるための、余裕のあるカリキュラムに時間

を費やす体制づくりを望みます。

490算数・数学教育に限らず、学校教育・勉強が受験のためのものになっており、それがすべてをゆがめてしまっ

ている。そこを解決しないと何ともならない。

493生活していく上では、 'J吟犠で習った算数を使うぐらいです。

497数学

が出る過程も認認、める教育で低学年で好き嫌いが出る掛ヰにしないで下さしい、、。
498 テストをするだけでなく、間違えたところのフォローをもっとしてほしいと思います。

499 自分自身は中学高校の頃数学が好きで楽しかったのですが、子供は全くそうではないようです。数学の楽しさ

を何とか味わえないかと患います。

500 今自分か祉会の中の一員として一言ですが、自分が数学というまたは算数という仕事にたずさわっているせい

なのかもしれませんが、けつよく貿い物の合計とつりせんはいくらのかという以外実用していない様に思うの

です。いろんなむずかしい事って、生きていく上にとっても役立つことは多いと思いますが、はたしてこれから

どの様に役立つのかと思うと疑問に感じる事もあります。

516 “なぜ数学を公教育で教えていくのが、被学が社会的人間形成に何をなし得るのか" この基本的な悶いを分

析し直して欲しい。 p学校を卒業したら、数学なんて使わない」こんな声がなくなりますように。

524数学的な物の考え方をじっくり子供述に教えていただきたいと思いますし、又教育のスケヲュールもそうすべ

きと思います。

527現在の中学校での数学はむずかしすぎると思います。 3年間で必修する項目が多いのではないでしょうか?義務

教育の関は社会に出て役立つ内容の基礎を完壁に教え、それ以後の内容は、高校に入って専門コース等て習得

するようにしたらどうでしょう。もう少し小・中学校での勉強を落ちこぼれができない様に考えてもらいたい

です。※勝手な言い分ですみませんでした。

529 この様なアンケートを求めるということは、教育を行う立場の方が今の教育(算数・数学)に疑問を持ってい

るからなのでしょうか。(自信を失っている?)確固とした信念を持たない教育者に十分な教育ができるとは

思いません。むしろ教育する側の立場の方に真に考えていただき答えを出してもらいたいものです。

532 0現在の数学の授業で勉強する内容がむずかしすぎるような気がします。 oこのような調査はあまり意味がな

く、このような質問は答えにくく、何を知りたいの均" i可を求めたのヵ、がまったく分からない。こんな質問の

仕方では、答えようがありませんのでとても臨りました。以上。

536今後も楽しくわかる算数・数学にこ努力ください。

537 授業での進度が速すぎて、理解出来ない事もあるようです。もう少し楽なカリキュラムが組めないものでしょ

うか。現況では受験のための数学のみを習っているような気がします。数学的な論理の組み立て方が考えられ

るような授業を期待しています。

538 問題の解き方・考え方は一つではなく、必ず何種類かあるはずで、基本は大切だが答えがでるまでの過程をもっ

と自由に勉強させてほしい。
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542 勉強するのにゆとりがなく、時間に追われつめこむばかりに，~Vれます。数学に楽しさ、おもしろさを感じら

れるような経験をさせていただきたい。まずは、カリキュラムにゆとりが必要と思われます。

574基礎が身につくまでは数学の楽しさを教えてほしいと思います。その後は自分で奥味を持ってどんどんいろい

ろの方面の数学にチャレンヲしていってくれるの古海狸なのですカ九

577 現在の社創官勢が子供達の数学観を重視している限り、このままで良いと思う反面、視野が狭くなる傾向があ

るのは考えてほしいと思います。

605 私の場合です古文社会に出てから現在にいたるまで、たとえば図形の証明や方程式などが役に立ったいう事は

一度もありません。職業にもよりますが、あまり実用的ではないと感じています。実用的ではないといっても、

毎日の生活の中で身につけておかなければいけない基本的なものはあります。(特に計算)小・中学生までは、

基本的なことを学び、上の学校ではそれぞれの分野に分けて、学びたい事を選ばせる、肩のこらない数学であっ

たらもっと楽しいのではないかと私は患います。

636 “算数・数学は美しい"という質問の意味がわからない。どういうことで聞いているのかわからない。

641 IJ吟牧野手生で学ぶ「力JLJは日本人だけが学ぶものなのでしょうか。秘書はあまりにも日常的に当たり前のよ

うにこの「力JLJを使って生活しているわけですが、その教育にも言えることなのでしょうが、そのものの楽

しさ、おもしろさか'l1I!解できると自主的に学ぼうとするのだと思います。だからもっと遊びとしての算数or数

学を学べたらなあと思います。私自身のことです晶、中1の数学か家庭科より大好きでした。c:成績は別として

ですが)

642私共が中学で教えて頂いた数学の掛糟は子供か現在使っている教科書よりもう少しやさしかった様に記憶し

ておりますが、今の受験問題を考えると更に高度な出題が当たり前のようにでており、これをクリアするには

先生方の御苦労も一方ならぬものがあるとご察しいたします。数学は特に好ききらいのはっきりした掛ヰとは

恩いますが、子供連がいかに興味を持っか、それによって自然に引き込まれていくことができるかが大切に思

います。身近なものから徐々に数学的なものへみちびいてやって頂き、私学に負けない公立の教育をしていた

だければと切に願っております。

673算数・数学教育には十分な時間カミ必要だと思います。現在のことはあまりよくわかりませんが、私達の頃は計

算も図形証明もたっぷり時間をかければ必昔電解できる問題でした。というより時間をかけて解いた時ほどお

もしろさや楽しさを味わうことができたと思います。思考力や洞察力(自分を)、いろいろな方向から物事を

見つめとらえるカなどを身につけることはやはり時間のかかることだと思います。現在がスピード時代であり

それについていけないのは年代のせいでしょうか。しかし、わからない所をとばしてそのままにしてしまうか

ら先が見えない、一歩一歩確実に消化していくことが大切だと思います。

678子供のころ、算数・数学は私自身も苦手でした。大嫌いでした。だから子供も数学か苦手でとても残念でなり

ません。例えば解き方のコツがつかめれば、今まで悩んでいた問題でも簡単に解くことができます。(大嫌い

な数学、むずかしい数学)そんな数学がもし〔楽しい、大好きな)科目になればとても素晴らしいことだと思

います。もっと子供の気持ちになって、指導していただきたいと思います。

683普も今も古くて新しい課題パランスのとれた教育という事を考えます晶、実際には塾に通い、算数の世界にどっ

ぷり浸っていた時期がありました。内容に関しては、色々と批判されることがあったかもしれません。特に中

高校生よりも難しい解き方、受験のための・・・という類いのもの。しかし、子供はそれなりに魅きつけられ

て夢中になっていました。(算数好きに)今授業でやはり期待される“楽しくてかっ正統"の内容という事で、

先生の工夫される授業を受けている様ですので、このまま様子を晃させて下さいというところです。

711 特椴から入試におわれる昨今、すべての耕ヰにおいて、考える力をつけるのではなく、記憶させることが必

要悪になっている。数学と国語は学習の基本である。特に数学は、幅広い苑想を求める教科であるべきである。

最近教育方針の変化が緒についたばかりである。このアンケートもその一環として受けとめたい。教育方針そ

のものは、保護者の意見を聞くことも大事であるが、大切なものを大胆に実行することを望む湾問はすべて思

考力である。えさを与えるのではなく、えさの取り方を教えたい。また、その取り方にいろいろな取り方のあ

ることを・・・。

721一人一人に基本的な数学的知識を茄理解させて、次の段階に入るような教育が必要と思います。(時間的に

無理があるとは恩います)
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737 小今守交はここまで、中学校はここまでという風に、学年や年令にとらわれた算数や数学教育は函戸的で全体的

なレベルを保つためには必要かもしれませんが、子供の才能を引き出すという観点からみると、あまり有効に

働かない場合もあるのではないでしょうか。米国や欧州の各国では年令にこだわらない skippingsystemもあ

り、小・中学生の年令の子供が大学で授業を受けるという場合もあるぐらいです。そういう数少ない子供が数

学や物理の分野で人類全体に恩恵を及ぼすような才能を発揮する場合も認められています。日本の算数・数学

教育もやわらかい心をもった子供に楽しみを覚えさすような、個性をいかすものになるようを一人一人の教師

か努力おこたらないでもらいたいと思います。

769 もっと小・中の段階で基礎基本をしっかり身につけさせることが大切と患います。(内容をもっとやさしく少

なくする。)

775 一つの段階を経て、次の段階に行くという形を一人一人の能力に合わせて、その子が出来るようになって次に

進める様に進度をずらしていく様にするとよいのでは・・・。

811 o.応用が使える身近な教育として、社会に出て最も大事な分野の数式、将来に向けて役立つ数学力、価値的か

つ童I]i富力を身につけるような数力が大事ではないでしょうか。。数学問題の出題する上で大切な事は、数学は

生活と離しては考えられない事であり、一生生きて行く上において大事であるがゆえに決して難しいものでは

ないということを学ぶ上で指導する側も、楽しく教えていく必要があるのではないかと思います。ただ勉強ーだ

けの数学ではなく、 領で考える数学〕世の中に役立てる為の数学の知識カを重視するべきではないでしょう

ヵ、。

840 現在の数学教育はレベルが高いように思います。週5日制になっている今、ただ詰め込み教育になっているのが

現状ではないでしょうか。小・中学生は基本をしっかり身につけ、高・大学で専門的教育を受けるようにすれ

ばいいように思います。

851義務教育全般機会均等が大事である。(高校受験時に) 両親カ洪働きで子供の教育に目か届かない家庭と、

塾や家庭教師がつけられる家庭か受験時に同一であってはならない。義務教育中は塾に行かなくても良い様に、

システムを変えるべきである。

852算数で数字の計算をする事、またその内容か実際の社会生活の中で、どのようにかかわってくるのか、必要に

なってくるのかを理解させることができ、意識を持たせることができれば、子供述の数学に対する恩い舟渡わっ

てくるのではないでしょうか。どうも今の所、紙の上の数学と生活上の数学にへだたりがあるように感じてい

ます。(これは教える側にではなくて習う側の問題かもしれませんが)

863 私逮 (S31年生まれ)年代は、可も不可もなく暗記的な数学教育を受けて来ました。今の子供達はきちんと論

理的な教育がなされて大変よろこぼしい事だと思います。数学の不得手なるでもどこかに数学的なものの考え

方にすぐれて欲しいといつも願っております。

879程議年配の小・中・高の数学はさほど難しいという感じはしませんでしたが、最近の子供達の数学は時代の違

いとは言へ、難解であるように思います。得意な子供とそうでない子供がいるので、その理解度に大きな差が

つくのは歴然としていると思われます。ますます、難解になって行くと考える時、子供達(理解度の低い子)

にとっていちばん嫌な科目になるのではないかと心配します。

883算数・数学の楽しさを学んで欲しいと思う。

886教科の中で、算数・数学教育がいちばんわからなくなったら、授業についていけなくなるような気がします。

そうなってくると数学という制執濃いになってしまいます。これは私の経験晶、らです。従って数学の先生も

嫌いでした。数学はむずかしいという先入観をいまでも持っています。もっともっと算数・数学はこんなに楽

しい教科であるという授業をお願いします。

890 /J吟喰低学年の内容は以前に比へて由法、えてむずかしくなっている。すでにこの時期にいわゆる落ちこぼれ

のこがかなりでているようだ。子供が算数がおもしろくないとなかなか勉強しないので、親として苦しんでい

る。

941一也批会では算数程度で充分みたいです。数学となると専門的職業の方々は必要と思われる。小・中の教育は

どの程度まで能力を身につけさすのかが今後の課題でしょうか。

942数学を勉強することは、物事の判断・理解に遇じることなので重要と恩う。教える側、教わる側にゆとりのあ

る時代にかえってほしい。 (30年位まえ)

945 当事者である子供が「数学Jという教科について、どう考えているかも大事な事です。保護者のかなりの部分

がそうであるように「学校の中だけの算数・数学Jといういしきが強い、これカ苛穆Eです。入学試験の重要 r5
教科」の単なる1掛ヰとしてのとらえしかできていません。基本にもどった「楽しい役にに立つ数学」が子供に
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理解されるには、どのような方法があるのか、その模索で時間がかかるような気がします。

947小学4、5年の内容が大切だから、単元に入る前にモの基礎を確認してから教える。

957算数・数学は人周として身に付けるべきである。

976 IJ吟犠低学年の頃に時計の針がなかなかスムーズに読めなくて苦労しました。
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高等学校保護者の算数・数学教育についての意見

029 楽しく学びながら学カが向上するのがベストだと考えます。

030 1.隙生、中学1年までに算数を良く理解させ、数学へと進んできている日本の教育は高い能力を要求していると

思う。更に高度な数学力が必要となる。受験内容を変えぬ限りは、生きていくために必要な数学ではなく、受

験数学となり、その時だけ重要視されるカミそれも必要なことである。初めて算数は楽しい、おもしろいとい

う子供連の興味づけ、その興味をあたえる、教師の技術、、官肋に期待する。

045社会人となった今、思うことは数学よりも、算数特に計算 f加、、減、乗、除法)か重要に思います。日常の

生活の中で最も多く使用されるのは上記の他に面積の出し方、単位の変え方ぐらいだと思います。数学よりも

算数に重点をおいた勉強(教育)法を考えて欲しいと思います。

053調査書の中にも書きましたが、職業によっては、数学がかなり必要です。又、この調査の意味がよくわかりま

せん。又、今の義務教育では、極端な所1+1の計算もできない子供を卒業させ、世の中にだしている事もあ

るようにみえます。

065 基勝十算の徹底的な指導がされていない。(落ちこぼれ)

069 同時に自立と根気にめざめた時、楽しさを知ると思います。

084個人差、能力に応じた指導法をもっともっと教育現場で開発していけたらいいと思う。

093 教師が生徒に教えるだけでなく、もっと生徒たちが自分で経験しながら、家数・数学をやれるような授業のシ

ステムを保障したほうがよいと思う。

109専門的な分野に進む人なら数学は大事な事と思います。社会一般では生活に必要な計算が出来るようになれば

良いと思いますが、出来れば基本的な内容をもっと理解すれは敬学は楽しいとj思うのではないでしょうか。

111 小学生時の基本的な勉強時間が足りないと思う。人によっては追いついて行けない。特に3塑窃は教科書の進み

が早過ぎる。

117 算数・数学は実際に利用できることを学ぶことと同時に、現実とは次元を異にする世界を考えてゆく手段でも

あること、つまり「知jの世界の属するものであることを、早いうちから教え込むという方法と段階を組み立

てるべき。今のようなただ問題を与えて解くだけのやり方は嫌いになる人間をつくるだけではないのか。

118本当にここまでやらなければならないのか、と思うような内容がよく見られるのは算数・数学に限ったことで

はないが、もっとゆったりした気持ちで、楽しさが味わえるような教育を期待したい。

125 私もそうであったように、今の子供逮も数学の授業が楽しくおもしろいものであると感じている者は少ないの

ではないか。本来数学はおもしろいものだと思っているが、現在の学校での教え方には疑問がある。

126私も数学が好きな方だったので、図形の証明問題、むずかしい数式が解けると大変うれしかった事を思い出し

ました。自分のカで解く事によって、自信もついてきますので、今のような教育がこれからも必要だと思いま

す。

139 a 2_ b 2~(a + b)(a -b)になぜなるのか、どこをどうすればこうなるのか。又、証明の問題についてもな

ぜこうなるのか等、なぜという疑問点をわかりやすく新得いくまで教える。わからない場合は先に進まず、補

修授業等で落ちこぼれがない様にカバーしてはいかがでしょうか。

148今子供が高校生なので数学について述べさせていただきます。数学は殺か一見したのでは難しそうですが、い

とも簡単気に解いていくので感心してしまいます。マニュア凡通りに解いていくと解けないものにぶつかって

しまうでしょう。それを応用した数学の解き方を覚えていくと、自然に数学が楽しいものになってくるのでは

ないでしょうか。数学は難しいという固定拶念を捨てて、楽しいものになってくるような数学勉強が大切だと

思います。

155 センター試験に関しての時間配分です古文数学に関して数I、数E各1時間ではなく、考える時間がもう少しあっ

てもよいのではないでしょうか。

165 ():第2・第仕曜日の他に祝日も増え休みが多くなった分、授業にしわ寄せがでているように思う。得意な子供

は授業のスピードについていけるかもしれないけれど、苦手な子供はどんどん置いていかれて、気が付いた時

にはもう手遅れ・・・などという事にも。。全員がある程度理解したら次に移るというのは、今の学校の在り

方を見ていると I渥恕」という言葉もはるかに飛び越えて「絶望Jに近いように恩う。

167 ():基本をどう理解するかによって、数学カ呼等意科目となるかならないかになるもので、新しい基本を始め又教

えていただくときには、各学生の理解度チェックカ泌吾妻ではないか。。翌修をおこなわせるにも、問題意識を

持たせたもので課題を持たせたもので行ってもらいたい。
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193 私の意見として、小・中学校で蓋礎基本をしっかり身につけることが大切だと思います。

216 f:学校の授業が何の役にも立たなかったJと言われるのは、何も算数・数学だけではなく、英語なども中学・

高校例年間で習っても実用的に話せない。それどころか人によっては柑敏から大学まで習って話せないと聞

くと、どうしてなんだろうと思います。特にアジア極東地域の国々は話せる英語、理解しやすい授業を行って

いるとのこと。どこがどう違うのでしょう。数学でも英語でも基礎としての教育であれば、やらないよりは分

かるように分からせるようにやった方が良いと患います。ただ、その方法がそれぞれに興味を持ち親しめるよ

うでないと、苦痛だけで好きな学科嫌いな朝ヰが生まれ、最初でつまずいたら最後まで尾をひき、結局何をやっ

ているのか分からずついていけなくなってしまう。自分の高校の頃は数学でも理解出来ないところが先に進む

につれ多くなりくやしがったものです。くやしさのあるうちはよいが、あきらめがでできたらもうおしまい。

それで自分の進路が決まってしまったようなものでした。たった一度の受験の失敗で理数系はだめだと自分で

決めつけてしまったのも、親や教師ではなく自分自身が一番自分の能力を知っていたからに他ならない。あま

り好きになれなかったので、やらなかったというところが正直な気持ちです。難しく高度な数学でも何か楽し

く親しめる方法はないでしょうか。

218 1]吟犠中学年での積み残しが多く、以後学年相当の内容を理解できず、差が拡大するといった現状があります。

それらを改善するために察数の配当時間数を増やすことか望まれます。

223 新指導要領は数学の一貫性をないがしろにして内容がパラパラ、現場に混乱を招いている。指導要領は廃止し

たほうがよいと思います。

229 問題を解くことの楽しさを教えて欲しい。

247理解しないまま先に進み、これじゃ数学嫌いに。何とかならないものでしょうか。

264数学(算数)の分かる人は楽しいと感じると思います。逆に分からない人にとっては苦痛だと思います。問題

の解けた時の喜びを小さい時から経験すれば楽しく数学の授業が受けられると思います。

267 数学は気をつけてまわりを見渡すといろいろな場面で役に立っていると思います。又、四則計算はすべての人

が日常生活でも必凄だと思いますので、計算の仕方はマスターすべきだと思います。(スピードはあまり問題

ではないと思いますが・・・)が、いわゆる学問的数学や入試のための数学は、社会に出てからあまり必要な

いかもしれません。(もちろん職種によっては重要でしょう)ただ、その問題を解く過程(考え方)が大事だ

と思います。数学にかぎらずどの教科もそうですが、 “おもしろさ、楽しさ"を小さい時から経験した子供は、

自分から勉強するようになると恩います。子供がはじめてであう“数の世界"が興味をもってとらえるような

指導法があったら、すべての子供に経験させてあげたいと患います。私は子供にとっての指導者はまずはいろ

いろな面で母親だと思っていますので、。才からん学前位の子供に数のおもしろさを経験させられたらなと思っ

ていました。専門的でなくてよいのですから、小さい子がふりむくような接し方があったら是非世のお母様に

知らせてあげてほしいと思っています。

268 中学受験時、塾の先生か受験勉強は技術であり要領であるとの話をされていました。勉強はあくまでもペーパ

ーテストの点の取り方であり、偏劃直を上げることと明言されていました。本来数学に限らず勉強というもの

は本人の意欲や興味であり、学ぶこと(覚えること)が楽しくなければ長続きせず身につかないものだと思い

ます。授業がテストの点を多く取るためだけの詰め込み式受験テクニックに終始されるならば、子供達の興味

は育っすべもないと思います。

269能力別の授業を適して全体のレベルを引き上げて欲しい。

284難解なものを競うような教育ではなく、数学そのもののもつ“おもしろさ" “発見"をみいだすような教育を

してほしい。論理的思考は国語だけでなく、数学の考え方からもかなり影響をうけるので、数学教育にたずさ

わる人の“教える技有rのレベルアップを要望。先生の教え方のうまさで数学の好きな生徒がたくさんできま

す。

308私自身、できないと思い込む(本当はそれほどではなかったようですが)ことにより、むずかしい、わからな

い、きらいとどんどん好きでなくなってしまいましたが、たくさんの生徒の中には、ほのちょっとのつまずき

により、わからない、できない、きらいとなっているのではないかと思うのです。本人はわからない(わから

なくなった)ところがわからず、最初からきらいだった、できなかったと思い込んでいる。つまずいたところ

がわからない。(それがわかればもしかしたらつまずかなかったかもしれません)ちょっとそのつまずきを見

付け、解決してあげることにより、算数・数学好き ωpなくともきらいでない)子がふえるのではないでしょ

うか。また、今の子供はゲーム好きですから、ゲーム感覚での勉強(授業)など楽しく学べるように4吟犠低

学年からのくふうもよろしくお願いいたします。
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312 興味を持っきっかけがあると、おもしろく・楽しい時間が過ごせると思います。注意深く考える、ひらめくこ

とができる基本的な知識があると“つらく、苦しく、おもしろくない"思いをしなくてもよいのかなと思いま

す。

314 受験のためのテクニックだけ暗記してしまえばそれで終わりという数学の勉強法ではなく、考えて理論を理解

するという授業を行っていって欲しいと患います。

317 IJ吟笥査では(子供の場合7たのしさは味わっていないようです。塾に行っている子は、ゲーム的にたのしんで

いて子供同士そういう感覚で算数をとらえているようです。もっと実生活と密着した部分を多くして身近なも

のになるといいと思います。

318 作図がいいかげんになっている。図をフリーハンドで描くので、色々な定規の使い方を指導し、正確な線、形

を描けるようになってほしい。

332 入学試験に受かるための勉強はナンセンスとは思いますか、現在の制度ではそうせざるを得ないと思います。

349 生活の中で役に立つ算数・数学をもっと教えて欲しい。一つの答えを出す事にいく通りもの解き方がある事、

その考える過程の大切さを身につける教育であったらと思います。

374算数・数学はとっても楽しいもので、解き方もlつだけに限らずいろいろな解き方をしてもいいようになれば、

自分の考えるやり方をして楽しく数学ができるようになったら子供達も右う少し好きにな昌かちしれないし三

小さい時にきっちりと教え込もうとするので、にか企て意識がついてしまうのかとも思います。

377 f:考える楽しさ」がわかると、数学は最高の学問だというのがわかる。自分の経験からいっても、原理一法則

を自分の頭で考え、問題を時間をかけて解くクセをつけると、こんなにすばらしい知的興奮を与える学問はな

いと思う。塾とか家庭教師とかの外部に頼りすぎていて、かえって理解が遠のいているような気がする。

378 初期に学J~算数是漣解させる事により、正解を得る事に重点Jが置かれており、楽しさを全く与えていないので

は。→受験の弊害もあるが、教師がその流れに迎合しすぎではないか。数学では正解を得る事より、解法への

プロセス考え方を重視する事が大切ではないだろうか。近年の数学関連(中・高生向けの)良い書籍が多くなっ

ており喜ばしい。独学で十分に力は伸ばせると思う。

384社会に出て、算数は必要です。時の流れに必妥な算数・数学が身につくようになりたいです。

395 最近大学入試のために高校でコース別に科目を遼択する傾向が強いが、その場合とくに私立高校では早い段潜

から数学から離れるようである。(:拡立文系等)受験の為に数学から遠ざかってしまうのはとてももったいな

い気がする。もし文系に進む生徒も、興味のわく授業、将来役に立つ数学の授業が受けられたら、もっと身近

なものになると思うのだが。

412 指導をうける仰~ (子供の国ulの態度も大切です均七指導される側が個々の力に応じ、指導してほしい。(クラ

ス別に分けるとか)理解できないところにくるとつまづき、そこから脱出できずついに算数・数学嫌いになっ

てしまうようです。このアンケートは、あまり意味がないと思います。受験を対象にとっているようですね。

指導される方は、指導の原点にもどり、もう一度見直していただきたい。

422学校教育だけで終わらず、社会人になってからも算数・数学がレクリェーションふうに楽しめる場ガあれば、

ぷっつりと勉強しなくなるという事がなくなるのではないかと思っております。

427 0試験問題の解き方を理解しているから、問題を解けることは基本の理解の程度と考えられる。音機による成

果。 o.思考を育てる教育の基本を明確にしてほしい。

436 社会生活に必要な数的処理を自らのカで実行できる能力を、確実に身につけることを教育の中心にしてほしい。

(卓上計算機、パソコンなどの操作で処理することに慣れすぎていると恩う)難問・奇問を避けて基本に力点

をおいてほしい。

481 0子供の童l民識を増大させるような教育を追及していただきたい。 0函)的な教育で計算能力のみの向上とか

公式の丸暗記を必要とするような教育はあらためてほしい。

492 どんな教育においてもそうですが、入学試験のための教育ではなく、学』靖か苦開学習を通して、小さな成就

感を得ることができたら素晴らしいことと患います。 f何のためになるのか?jと問うことQL上に、楽しく学

ひ被ることができるというのが大切なことと思います。この中から自分の力で何かを解くことができたとすれ

ば自信にもつながり、又、実生活の中にも生かされると恩います。

515村被で学ばなければならない算数の問題が多すぎるのか、 IJ吟曜の基礎がしっかり学習できていないで中学・

高校の数学を勉強するため、数学ぎらいの子どもが増えているのではないかと思います。 IJ、母娘の算数をもう

少し丁寧に学習させてほしいと思います。

518数学の問題が分かるようになってくると、どういう訳か他の翻ヰの方もそれに比例して良くなってくるという
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結果が見られます。数学が抜群に良くて他の耕4はまるっきりダメという現象は見られないように思います。

ですから、数学の他教科にあたえる影響はかなり重いものがあると考えます。高校の時、数学の先生が途中か

わっただけで、自の前か明るくなる程よく分かるようになった事があります。その時に感じた事は、先生によっ

ては簡単に理解して数学が好きになれるものを、先生の教え方が自分に合わないために数学が嫌いになり、他

の耕ヰもできなくなってくる。勉強そのものが嫌いになってくる。はては非行に走ることもある、等。学校側

としては、もっと苦心して楽しく分かりゃすい数学の教え方を考えるべきであると思います。算数の年代で一

番分かりゃすいのは、周年令の子供の教える算数が一番分かりやすいと思った事があります。先生のレベルで

すと、こんなことも分からないのかと分からない子供がどうにも理解できない。こんなことも分からないのか

と頭から思ってしまうのです。子供はおや!なる程という教え方をして栂手にこれでもか、これでもかと教え

るからです。

539 0学習内容カ滋しすぎる。か問機できちんと指導する。(基礎・基本)0指導法の工夫・改善等、教師の指

導力の向上が必要。

554 学校5日制に向けて、教育課程を見直し内容を精選する必要がある。自主性を伸ばす、子供に考えさせるには、

多くの時間を必要とするが、やることが多すぎ、教え込まれて終わってると，思う。

561 中学校から図形や式などなかなか教えられず苦労しました。ねつから数学がわからないみたいで、今でも苦労

しています。中学校の特に1-2年で、もっと数学はおもしろい、数学はゲームだということを子供に教えてほ

しいと思います。テストばかりで数学におっかけられて逃げている子供を、先生はたすけてあげてほしいと思

います。

570 算数・数学と設問になっておりますが、小学校の算数は社会に出てからも犬切だと思います。しかし、中学・

高校の数学(例えば因数分解、ルートの値など)で高等になればなるほど実社会に遠いものになります。大学

入試の為の数学が高校数学の様に思います。算数と数学を分けて回答したくなりました。自分勝手な意見で申

し訳ございません。

571 数字を見るといやだなあ、という気持ちが先走り、数学の授業は好きでなかった。社会に出てお金を扱う仕事

をした時、もっと数字に強くなっておけば良かったと後悔した。中学・高校と数学の授業がいやだったけど、

かなりむずかしい事を勉強した。が、実社会では、直接役立てているひとは少ないと思う。ただ、物事に対す

る考え方、建設的なすじ道を通した意見を言える等、思議だけでは得られないことが、数学の順序立てた考え

方によるものだとj思う。子供達にはもっと実体験を通して、理科の実験や社会の見弘または調理実習等のよ

うに、楽しみながら数学を学んでいってほしい。

595 社会においても算数・数学教育は必要です。学ぶ事の楽しさを身につけていって欲しく思います。

605 試験の為に数学を勉強するのではなく、数学というものを適して、筋道立てて考える方法などを身につけられ

るようになったらいいなと思います。

619 計算機か湖面で入手できる現荘、小学校で計算の基礎を教えれば“計算"については充分だと思う。その後、

中・高では物事を理論立てて、順序を明らかにして解答を見いだす宮l惨事カt必要だと思う。

620 入学テスト用の複雑な計算問題の割隙など必要ないと思う。考える楽しさ、考える視点など日常的な問題を適

して理解させて欲しい。短い時間で多くの問題を解かすのはよくないと思う。

647 小学生時代、算数の理解カに欠けたまま中学へ進み、数学教育にとまどいを感じて数学かいやになってしまう

ケースをよく関きます。算数のおもしろさをもっともっと小学生時代に教えていただければ、数学嫌いな子供

達ももっと少なくなってくるのではないでしょうか? 数学などの勉強や理解をする事は人間にとって脳に柔

軟性を持たせ、刺激を与える上でとても重要だと思います。年令に関係なくむずかしい難問を解くことが出来

たときは何かとてもうれしい思いがあり、言十鐸や次の問題にチャレンジして行うとする意欲を感じさせる物で

す。

671 全員を数学者に育てようとしなくてもよい。例えばユークリッド、非ユークリッド系のように、文化比絞的な

材料がもっとほしい。

676今、学校でやっている数学の内容が、具体的に実社会において、どのように活用されているかどうかを考えて

教育していただきたい。試験の為だけの数学でなく、社会人になったときに、学んた数学を最大限社会におい

て活用できる数育であつて欲しい1い4ρ、
702 社会人となりそれそぞ.れの立場上で1つの答えなどは出ないと思います。又、社会人が過ぎ私のような主婦になる

と、算数・数学の考え方も違ってきますし、私の子供の時の経験からいえる事は、 1+3=4に何故なるのかと基

本がしっかり理解していると、応用がきき、証明問題にもはいれると恩うが、その時につまづくとそれがおを
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ひき嫌いな科目にもなりえる。専門分野にかかわらないかぎり、私のような主婦の立場になると算数・数学が

遠く感じます。日常的にも使う事均ぢPないです。

731 むずかしい証明・関数など苦労して勉強したのに社会に出たら全然役に立たない。ワープロ・パ、ノコンなども

授業の1つに加えて欲しい。

740 数学は現象を単純化、論理化することを目的とするものと思いますが、中学・高校と進むにつれて通常日常生

活に使われる役立つ数学から、実生活とはjJlJの論理の中の学問と考えられる領域があると思います。 官扮は

かすかに解った、積分は解った穏もりといわれるように・・・"その道に進む人には必要ですカ号、実社会で一

般に使われているかというと疑問を感じます。役に立つ楽しい数学がよいのでは・.. 

776 持制年生までに学ぶ、たし算、ひき算、分数、かけ算、わり算などをしっかり身につけさせる事がとても大

切な事と思っています。家庭でも復習を良くやらせて、どの子も算数好きになって欲しいです。

790 数学といってもどの程度まで理解が出来たらいいのかは、それぞれの能力又努力によってかわっていくと思い

ます。まずその耕ヰを好きになるように興味をもたすようにするのがむずかしいと恩う。

810 算数の基躍を学力を学校でしっかりつけてほしい。

811 数学は物事を論理的に考えることを教えてくれます。今の教育に不足しているのは、数学と他の学問{倫理、

社会、文弘歴史などの人文系)をつなぐものではないかとj忌います。 ぞれは重苦しい課題ーかもしれませんが、

数学本来の目的は人r.llがどこまで国家・社会について論理的に考えられるか、どこからは論理的ではない約束

事かを、明瞭に知ることではないかと思います。

826 1+1~2 なぜなるのかを考えさせる数学を学ばせること。

830子供の自主性を育てること、算数・数学の楽しさを経験させることについて、特に力を注いで裁きたい。(低

学年時から)

841 数学か宅士会経涜にどのようにかかわり、活用されているのかも注釈があれば良いと思う。例えば技術経済(建

築、機械、語「、商業etc)

853社会で使えるような算数・数学を生徒全員がよく理解できるような授業をしていただきたいと思います。

854基礎がしっかり身についていなくては、応用問題等に、次のステップに進むにも難しい。すぐに活用的に使用

しないので興味がわかないと思う。

862計算問題も必要ですが、もっと実社会に応じた応用問題も教育してほしい。

880 中学校では、それ程好きな翻ヰではなかった数学が、高校に進んでから好きな教科となった。その理由は詰め

込み的な教育ではなく、一つ一つの証明やどういう場合に応用したらよいのかということを教育していただい

たからだ。今高校の数学を見ていると、何を目的としてそのような問題を解く必要があるのかと疑問を持たざ

るを得ない。ただし、実社会と直接関係がないので不必要だといっているのではない。 伏学受験のために必

要であることも理解している。)数学は物事を論理的に考える力を身につけさせる容が重要であるとも理解し

ている。何故こういう式になるのかという基本的な事から、たとえば、微・積分はどういう時に応用したらよ

いのかという様に、基樹甘な事から実際に役立つ応用的な事を系統立った教育を行ってほしいと思う。私は普

通科高校ではなく高専であったが、私の受けた教育があまり好きではなかった数学を好きにさせてくれた。受

験に関係の無い数学の教育が大事ではないかと考える。

934今の数学教育は、実際に社会生活にあまり関係の無いひねった問題が多いようにおもいます。私自身今社会生

活をしていて、学校で勉強した算数の方ですネ。小学校て学んだこと位しか活用されていないようにおもいま

す。これは私カ湾詳述婦のせいもあります抗あまりむずかしい問題ぱ地、りするので、数学キライとなるみた

いですネ。菅みたいにソロパンの時間とか実技みたいのをもっと取り入れると、楽しくなるかもしれませんネ。

947 自分一人で学ぶ事は、現在の教育〈算数・数学)程度では難しく、限りがあることと実感いたしております。

948本来算数・数学はとても楽しい倒踊を持っていると思います。受験のための数学という現実が、数学教育を歪

ませているのではないでしょうか。

961 算数・数学に限らず学校教育と名ざす時、子ども朝aからは、押し付けられて詰め込むという意識がつょいと思

います。奥味を持てるような教育、楽しく求めるような授業が出来たらきらいになる学問などないと思います。

私事ですが、算数・数学のおかげで社会生活上役立っていることがたくさんあります。(自分の自信にもつな

がります)現代の子どもたちは、何事も探お心なく、気楽に生きたいようです。こんな時代だからこそ、算数・

数学を必要なものとして、奥妹を持てたらと・・・ふと思いました。

963 自分の経験からの判断ですが、学校で習った数学由主社会や仕事てあまり役にたっているとは思われません。む

ずかしいテストで悩まされたのは何だったんだと思います。受験のための数学なら子供がかわいそう。基本的
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(実際的)なものを教えて充分なのではと思いました。

972 算数か好きな子で、小中学を過ごしてきましたカ丈高校に入ってから、そのおもしろさがわからなくなり、一

歩も進めなくなった経験から(昭和39年胸、やはり楽しく学べる数学をめざしてほしいものです。

973 小さなうちなら(小学校~中学樹、基本的なことは自主性うんぬんよりも無理やりにでも教え込んでいただ

きたい。その際楽しさもあればよい。

974現行の指導要領に沿った指導内容が数学の構造を把握できないように組み立てら才い数学の体系的な構造を壊

しているため、本当の数学を理解できない暗記科目にしている。このことが数学離れの生徒を増加させている。

まさに数学教育の危様である。数学の構造に沿って、数理科学的発想を生み出すことのできる内容になるよう

に指導要領を改め、魅力ある数学教育を行わなければ、日本の数学は衛星の一途をたどり続けるであろう。

977 基礎さえしっかり理解できれば耳月解な答えの出る算数・数学が楽しく思えるので、段階を踏まえて学習するこ

とが大事に思います。

987 現在、学校で指導を受けている数学は、受験のためであって、実社会に出たとき、それ程必要性がないように

思います。しかし、一般的なことは知っていないと困ることも多いので、専門的なことは専門分野の方にお任

せして、普通程度の教育は必凌ではないでしょうか? 子供達由激学は楽しいと思える授業をしていただきた

いと願っております。

991 今の高校で習う数学の内容は社会に出てからあまり使わない個とが多い。本当にそういう物が必要な道に進む

人は、大学て一生懸命やればいいと思うし、今はほとんどの刊清校に進学するので、もう少し高校で教える

内容を減らしてもいいのではないでしょうか。
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東京都内私立進制嗣女子中学校の保護者の算数・数学教育についての意見

注: r1-01Jの初めの ilJは1学年を表す。したがって、 i2-J は2学年、 i3-Jは3学年である。

1-01応用中心でなく、基本瞬碩をわかりやすく楽しく、時間をかけて教えていくことカミ重要だとおもいます。

1-02 問題解法の郎専などよりは、数学を学び考えるなろこび"を体験させ、一生の間数学とつきあえるような教

育が必要だと思う。

1-03 数学は身近な所で有効に活用されている、広がりのある楽しい学問だと患います。さらに数学好きの人は、考会

え方の基礎が出来ると思いますので、本当に数学を勉強したいと考えたときに、自由に苑想して問題解決する

力をつけて頂きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

1-04 算数・数学の最も基礎的な段階は、子供逮全員にしっかり習得して欲しいと恩うが、あらゆる分野の学問がこ

こまで百渡に発達している現在、ある程度の段階から先は、理解できる入、興味のある人、能力のある人に重

点的に教育し、研究してほしいと思います。

1-05 1つの問題の答えを見つけるとき、計算があってるかどうかよ里、その問題解決に至るまでの推理考察などの

カが深くなればと思います。単に読み書きそろばんにとどまらず、困難な問題に立ち向っていく心を育てたい。

数学はミステリアスでありドラマであると思います。

1-06 数学が本当にできる人、数学の楽しさを教えることのできる人を教師に起用すべきである。もし、それができ

ないケースでは、国がすぐれたマルチメディア教材を開発し、同等の効果が得られるようにすべきである。な

お、入学試験の内容は算数・数学教育で大切とされることを問うものにすべきである。

1-07 小・中学校における算数・数学教育にはそれを教える教師の個性や性格が多大な影響を及ぼす事があるのでは

ないかと思う。画一的な教育にとらわれない事を望みます。

1-08 l草数・数学嫌いになる原因の1つに『なぜそうなる』カ泊、理解されない事があげられると思う。又、自分だ

けが解らないのではなかろうかという不安感も大きな原因にあると恩われる。(結果=)答を導く(プロセス

=)解き方、考え方を詳しく説明する事を大切にする事により、少しでも数学好きの子供がふえるのではない

かと思う。答にQxの判定をするだけでは数学が得意な子供のためだげの教育で終わると思う。もっとも、得

手不得手を肯定するのが自然だとかんがえるのなら、日常生活に必要な範囲以外は無理をしてまで学習する必

要はなく、それぞれが得意とする事を深く学習する事に意義を見いだす事もできる。何でも平均的に良くでき

るが得意といえるものはないという学習方法より良いのかもしれない。しかしここで学習のバランスという壁

にぶつかる。大学での専門的な学習の形態を小・中・高の学習方法に広げる事にも、いささかの不安を感じる。

自分の好きな事しかできない人間の集団なとヂ想像しただけで恐ろしい。

1-40 算数・数学は直感・ひらめきのところがあり、図形などでは特にその差が出ているようです。計算すること、

答か出ることの楽しさを教えてほしいと思います。数学や図13のトリックが好きになると、算数や数学がます

ます好きになり楽しくなるように思います。

1-50 理解できないまま先に進むことがないようにしたいと思います。(忘れてもかまわないことですけど)

1-51 算数・数学と問いただけで「にがて IJという言葉地頓に出てきてしまうことか現在でもあります。子供達も

その様なことがあると思います。受験を適して自分が小中学校の時に分からなかった計算もわかった部分もあ

りました。 iなぜあの時は分からなかったのか?Jと今恩うことがあります。やはりわからない所を「そのま

まに過ぎてしまった」と思います。わからない所は自分がわかるまで聞くこと、そして先生方もわかるまで教

えていただけることが大変でしょうが良いと思います。わかり始めると「算数はおもしろい」と恩います。

1-52 “数楽"楽しく学んで理解できると良いと思います。

2-01 <計算能力について〉電卓には負ける・・・正確で速い。電卓の使い方及びすべての機能を使いこなせる様に

なること。クリア 〈立体的に区1JI3~考える〉目視できない部分について、考察できること、コンビュータグ

ラフィックでシュミレーションして、より解き易い数学に接する。人間性が多面的になり、救いの道も見付け

易い。数学の答を自分自身で導き、その導き方を学ぶことによって、例え唯一正答であれその方法は幾多であっ

てもよいと知ることが大切だ、と思う。だから算数・数学教育は必要にして欠くべかざる物だといえる。

2-02 つぎからつぎへと問題をこなすのではなく、少し歯ごたえのある問題にじっくり取り組み、それが解けた時、

数学のおもしろさが分かってくるのだと思う。子供達に問題を解く楽しさを味わわせてやって下さい。

2-03 現在、学ぶ仰iからすると、実生活とかけ離れものを学んでいるとしか感じられないような教育になっているの

ではないでしょうか。
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2-04数学を学ぶことから得られるのは、物事を論理的に考えるカを身につてることだとおもうので、楽しく学べれ

ばいいのではないかと忠弘スッキリと解けた時の喜びゃ感動か味わえるようになって欲しい。

2-05 ①例:統計/確率にしても子供の生活に近い項目を選ひ'その中から知っておくべき事象等について教えてほし

い。②身構えて「ヨーイドン」的な教育だと子供連(私の過去も含む・・・)は論理的に考える事から逃げる。

③数学の数字の意味とか・・・問題を解答する事以外の事から楽しさを知ると、パズルやゲームで遊ぶ真剣な

楽しみがわかってもらえるのではないかと思います。

2-06 ただ教科書のカリキュラムをこなすということだけでなく、高校数学は社会のどんな分野で活用されているの

か。数学的な視点、はどんな役に立つのか。実社会に照らし合わせると子供は興味を感じるのではないでしょう

か。昔、開庁や幾何等学んだ経験から申しますと、難しくなればなる程「こんなもの一体何の役に立つんだろ

う」と悩みました。こういう時、実際どんな現場で応用されているのか話してくれると、意欲もわいたと患い

ます。

ト38計算問題ーっとっても、コツコツ多くの演習を重ねなければ実力はつかないか、一つの問題で十のことを知る

ことができる様な問題(教育)があったらと、数学苦手な娘をもっ母親は思うこのごろです。

2-39実際の社会生活の中で、算数・数学が具体的にどの様に生かされているかを楽しく教えて下さい。

2-40 個人的に数学が得手か苦手を見きわめてから、応用の世界に入るのか良いと思います。文学好きと理数好きで

は根本的に違います。

2-41 数学的考え方を身につけさせると、実生活でも算数・数学教育の大切さが世の中に理解してもらえるのではな

いかと思います。算数・数学嫌いの方にはこの“考え方"より“難しい"という先入観で割揺感がうえつけら

れたと思います。小・中学校では是非“考え方"を身につけさせて下さい。

2-42 子供が計算か面倒だという時、数学の楽しさを知らないなあと思います。答えを出す楽しさ、考え方がいろい

ろある様に問の答えにはたくさんの考え方により見つけ出す方法がある事を知らない(習ったやり方のみで)

ので、これからどんどん自分のやり方、考え方を見つけてほしいと思っています。教育とは、 “楽しさ"を教

えることだと思います。与えられるだけの勉強は苦痛でしかないと思います。

2司 43 計算問題をたくさんやる事より、発想の豊かさやおj意工夫の楽しさ、数学的な物の考え方などに重点を誼いて

教えてほしいと思います。

2-46 小寺教にでかけ算が十分理解するまで、教育してほしい。

3-01 コンビュータを利用した講義もぜひ取り入れてください。

3-02一般的に我国では小寺教中~高学年で生徒格差がひろがっていくように思えます。おちこぼれをなくすために

ここで教育内容を洗い直す必要があると思います。

3-27数学分野のオールマイティになるような教育より各分野のスペシャリストが育つような指導があってもよいの

ではないかと思っています。

3-28 中学受験問題用の算数は行きすぎ高度すぎる部分が多いと思う。ふるいにかけるわけだからしかたのないこと

もあると思う均にどんどん難問にエスカレートしていくのは考えたものだ。年令に応じた勉強をさせたいと思

う。算数・数学の楽しさを実社会で役に立つことを教えてもらいたい。
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東京近郊公立中学校の保護者の算数・数学教育についての意見

注:11-18Jの初めの 11Jは1学年を表す。したがって、 12-Jは2学年、 13-Jは3学年である。

1-18 算数・数学カミ苦手という子供がおおすぎます。

1-45 小・中・高と算数・数学ともに嫌いでした。算数を子どもにわからせるとき、お菓子やお金を使うとすく・に理

解します。自分が子供の時に、分数をケーキやバナナで教えてもらえていたらと思います。楽しい数学はきっ

と人生を明るくすると思います。

1-47一回つまずくと算数・数学のすべてがいやになってしまう。でも大人になってみると、数学というものはもっ

ともっと広い視野をもっていたんだということがわかる。一つの分野でわからなくても、いろんなアプローチ

があるよと教えてほしかった。不得意だったけれど、もう一度やりなおしてみたい未練がある教科・・・数学。

1-58算数→数学へのステップが大きすぎて、その時点でイメージが悪くなってしまう科目であり、現在の学校教育

においては、答えを求める方法し均官数えてくれず、そのギャップをどのようにする地¥子供の気持ちの変化ま

では、答えをだしてはヰれない。答えがーっという結果よ担も、そ句答えがい立つも出できたら、それが何故

かどこでどのようにかわったか、過程を把握して指導して欲しいし、入試のために努力して覚えたものが、高

校にはいってさらに社会に出ても活用できない事も大きな問題。実生活で必要な事はJや証明ではなく、 2-1

=?の基本だと思います。冷たい科目ではなく、少しでものぞいてみようという興味のもてる教育を望みます。

子供の大きな将来の為に。今まで算数が好きだったが、数学がきらいになってしまった先輩より。

2-03私の高校のときの数学の先生は、新しい単元に入るたびに、 「さあ、いよいよおもしろくなります。 Jr今度

はさらにおもしろくなります。 Jといって、数のひろがりや考え方の深まりを感じさせてくれました。残念な

がら私の頭では、それは混乱の深まりにしかなりませんでしたが、数学とは、美しく楽しいものだという恩い

は今も持っています。高校で教わった数学が、今の実生活に役立っているとは思えませんが、笑生活と結びっ

くところで、数学の楽しさがわかる教育であってほしいと強く望みます。

2-06現在の入試およひ祉会においての現状か主変わらなければ、算数・数学教育も変えることはむずかしいと恩われ

る。

2-07数学の勉強についてゆけない子供が多かれ少なかれいるとは思いますが、そういう子供連を絶対に見放さない

で補習等のできる時間帯を作って算数の基本・基礎から教えていって下さい。特に最近では週休2日制を取り

入れようとしている様ですが、その分月~金曜日の中で授業を消化させていくわけで、授業の進むベースも早

くなっていくことも考えられます。そうなると、数学の勉強についていけない子供はそのまま置いていかれま

す。それでは子供達がかわいそうです。算数・数学は小・中学校の時が一番大事です。よろしくお願い致しま

す。

2-30 ごく小さい頃 (/J'母性低学年)までは、かなり実生活に密着した授業だったと恩われるが、高学年になる程受

験=丸暗記一辺倒になりつつある。そもそも、数学は理論的徽学的)、科学的な考え方を身につけさせる基

礎カの充実である。これは哲学にも通じている。ここを基本に、なにより圧倒的な子どもが「楽しくないJと

いっているだろう授業を大改革するべきです。

2-35 ひっかけ問題をつくらず、基本的な問閣で数学の楽しさを学べたら良いのです均九現代の数学は学ぶことが多

すぎて楽しめないのではないでしょうか。子ども言わく「つまらない」そうです。

2-36教育内容が多すぎて詰めこまざるを得ない状況にあり、子供遣は、消化不良で楽しさも感じられないのかもし

れません。

2-37年々、高度な問題を低学年で学習しているように思います。 r完全5目指UJがいわれる中、ぜったい必要な算

数・数学教育を見直すべきだと思います。 1ゆとりのある教育」は無理でしょうか?

2-41 算数も数学も基本がだいじだと思います。算数の時に(小学生)基本がわからなく、そのまま進めば当然数学

(中学生)もわからないと思います。 4洋生の授業で楽しい教え方をすれば、子供達も算数を好きになると思

います。今は時間内にあれもこれもつめこむようで、わからない子でもくわしく教えるのではなく、わからな

いまま進んでしまっているようです。

2-45論理的思考法を学ぶために数学は重要と患います。思考のプロセスをよく教える様にお願いいたします。

2-46 私達の子供時代に比べ、年々難しくなっている様に思います。受験のレベルも上がりそのための学習になり、

学ぶ楽しさより劃l憾のようにも思えます。思考力を高める為にレベルの高さを競う事も必要なのかもしれませ

んが・・・。数学にはゲームのように問題を解く楽しさが含まれていると思います。そのことが感じられるよ
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うな教育か望まれると恩います。人は各々個性があり、能力に差があるのも当然ですが、どんな子供も学ぶ事

は楽しいと感じられるような・・・成績は悪いけど、勉強する事は楽しいと思える教育方法があれば・・・理

想論ですがそんな事ができればとても嬉しいことだと思います。

2-53 とても難しい内容にもかかわらず、現状では授業数が少なすぎると思う。

2-54数学の詐算問題はできても、文章問題や応用問題が全くできない子がいます。そこだけの知能が全く遅れてい

るようです。そのような子のためにもlllJ枠で耕糟なり指導曹を作成してもらい、学校・親か協力して指導が

できるような体制づくりをしていただきたい。

3-01 算数・数学教育は頭の訓練には良いと思いますカミ、中学校までに教わる内容の検討が必要に恩われます。その

上の教育課題において数学を楽しく学びたいと思う子供ははたして何人いるか分からないけれど。宇宙工学と

かに発展していく可能性を教育したり、将来の目的と共に必要なものだということも教えてもらいたい。

3-13実際の生活は算数程度で用が足りることがほとんどです。数学においては、どんな時に必要とされ使用するか

を楽しく学ぶ事が大事だと恩う。そのことがよく理解できた上で、さらに高度な数学に進むことカ淫ましい。

公式を使えば問題は解けるが、意味がよくわからないようでは因る。

3-21数学は好き嫌いがあると思います。それにあわせて本当に必要な事、なぜ必要か教えてあげてほしいです。そ

れからやっても出来ない子供がいるという事もあると思いました。

3-25一番大切なことは、教える先生か常に勉強していることです。いくらよい耕輔を作っても、結局先生が日頃

よく勉強していない限り、良い教育はできないものです。

3-42算数・数学がおもしろくないことはない、楽しいものと思いますが、教え方か湿めて楽しくないしおもしろく

ない。興味を持つ教え方工夫することが大切です。このままでは日本のぜ術が弱且します。

3-49子供は手法L上に大の数学カミ苦手です。基礎の段階で理解していない子供を対象にもう少していねいにお教え願

いませんか?
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Engl ish Version of Questionnaires and Response Rate 

1. Framework of Questionnaires 

2. Teacher Questionnaire on Mathematics Curriculum 

3. Guardin Questionnaire on Mathe田aticsEducation 

4. Response Rate of Teacher Questionnaire 

5. R巴sponseRate of Guardin Questionnaire 
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Framework of Questionnaires 

Teacber questionnaire on matbematics curriculum 

L Target teachers 

Mathematics teachers in elementary schools， lower secondary schools 

組 dupper secondary schools that紅 erandomly selected in Japan. 

Number of sampled schools are 500 schools for each level， and 2 

questionnむresare sent to each school. 

2.S加 lctweofteacher questionnaire 

2.1 Background 

1) Grade， age， sex 

2) Department ofuniversity 

3) Mathematics experiences 

4) Teaching practice 

(Cover， No.l(l)・(3): 6 items) 

(No.l(4) : 1 items) 

(No.16 : 7 items) 

(No.2(1)ー(3): 3 items) 

2.2 Attitudes toward mathematics education 

1) How to view mathematics 

2) How to view education 

3) Principles for construction of curriculum 

(No.13 : 30 items) 

(No.8 : 7 items) 

(No.ll : 4items) 

(No.12 : 12 items) 

(No.14 : 26 items) 

4) How to view teaching and its aims 

5) Importance ofmathematics content 

6) How to treat subject matters 

7) Reco伊 ition ofpast andpresent states 

8)E却 ectations

(No.15 : 10 items) 

(No.3 : 2 items) 

(No.17 : 25 items) 

2.3 Attitudes toward real-world problems 

1) Importance ofreal-worldproblems (No.6: 6 items) 

2) Use ofreal-worldproblems (No.6 : 6 items) 

3) Teaching approach (No.7: 18 items) 

4) Development ofteaching (No.10 : 3 items) 

5) Classroom teaching style 

6) Use ofteaching aids 

7) Use ofresource materials 
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Guardian questionnrure on mathematics education 

LTarget guardian 

Guardians whose students紅 ein elementary schools， lower secondary 

schools and upper secondary schools that紅 erandomly selected in J apan. 

Sampled schools are the same as schools for Teacher questionnaire， 

and 2 questionnaires are sent to each school. 

2.8位uctureofthe questionnaire 

2.1 Background 

1) Age，sex CNo.l，2 : 2 items) 

2.2 Attitudes tow紅 dmathematics education 

1) How to view mathematics CNo.3 : 10 items) 

Same as Part ofNo.13 ofteacher questionnaire 

Items: 9，10，11，12，16，18，20，21，29，30 

2) Reco胆 itionofpast and present states CNo.4: 2 items) 

Same as No.3 ofteacher questionnaire 

8)E司 ectations CNo.6 : 7 items) 

Same田 PartofNo.17 ofteacher questionn必re

Items:l，2， 11，7，23，8 

2.3 Attitudes tow紅 dreal-world problems 

1) Import阻 ceofmathematics education CNo.5 : 8 items) 
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Teacher Questionnaire on Mathematics Curriculum 

National Institute for 

Educational Research 

Section for Mathematics Educat墨田l

REQUEST 

Aim of this surveyおtocollect wide range of opinions on what mathematics 

cUITiculum in Japan should be and to analyze them. 

In this survey，皿athematicsproblems， teaching approaches and op主uonson 

education and mathematics etc. are asked mainly by selecting an alternative. By 

doing this， we-want to.seek the present situation a!ld I1!t¥!re _direction of Japan空間

mathematics education. 

Target perSons of this survey are teachers who are主lVolvedinto 

mathematics education in elementary， lower secondary and upper secondary 

schools that are selected randomly in J apan. Though question items of this 

survey are common to all school levels， please answer to each items with your 

schoollevel in m皿 d

We are very appreciate that you will send this by using an attached envelop 

until the end ofMarch， 1996， after answering. 
In publicizing results of thお su四 ey，we never do such matters as someone 

can五nd泊dividualrespo田 es.We are very grateful to you who are busy Please 

cooperate with us. 

CONTACT 

6・5-22Shimo・meguro，Meguro-ku， Tokyo， 153 

National Institute for Educa厄onalResearch 

Section for Mathematics Education 

NAGASAKI Eizo，τ宮L03-5721-5080 

SENUMA Hanako，TEL 03・5721-5081

1 
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About your school : please circle one number in each row 

(1) Schoollevel 

1. primary 2.1ower secondary 3. upper secondary 

(2) 7YJJe of school type 

1. public 2. private 3. national 

(3) System ofschool 

1. coeducation 2. gids only 3. boys only 

1. About yourself 

(1) Grade ofyour teaching: please circ1e appropriate number 

1.1st grade 2.2nd grade 3.3rd grade 4.4th grade 5.5th grade 6.6th grade 

(2) Your age: please circle one number 

1. Under 25 2. 25-29 3. 3ふ34 4. 35-38 5. 39-43 6. 44-48 

7.49-55 8. 56-59 9. Over 60 

俊)Sex: please circ1e one number 

1. Male 2. Female 

(4) Major subject al"ea a古university:please circ1e one number 

1. Mathematics in faculty of science 

2. Subject other than mathematics in faculty of science 

3. Mathematics in faculty of teacher training 

4. Subject other than mathematics in faculty of teacher training 

5. Mathematics in faculty of engi且eering

6. Subject otherぬ組mathematicsin faculty of engineering 

7. Subject in faculty ofliterature町 ts

8. Others(please specify) 

2 
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2. About your teaching 

(1) In genera1， whicb activity in tbe followings do you conduct in your mtltbematics 

1esson?: p1ease circ1e one number 

1. Wholeclass activity 2. Group work 3. Individual work 

(2) In your matbematics 1essons， bow often do you use textbook?: p1ease circ1e one 

number 

1. Textbook onIy 

2. Various materials in addition to textbook 

3. Y our own making materials mainly 

向)Are you teachi旦gany sv.bject in addi・tionto matbematics?: p1ease cir空1eone

且umber

1. Yes 2. No 

IfYes， write the subject you are teaching 

3. ~百Ilat do you tbink about matbematics education in our countzyヲ

p1ease circ1e one number 

(1) Wben you w'町 eae1e.皿entaryscboo1 student 

1. There were a little problems. 2. There were many proble血 s.

(2)Now 

1. There世 ea little problems. 2. There are many problems. 

4. How often in your 1esson are tbese teacbing aids used? 

: p1ease circ1e one number in eacb row 

1.frequent1y 2.sometimes 3.occasionally 4.never 

( 1) Models of solid 1. 2. 3. 4. 

(2)U凶fixcubes，Cuisi且瓜rerods， etc. 1. 2. 3. 4. 

( 3) Pegboard (Geoboard) 1. 2 

( 4) Photos， slides， TV， video tapes 1. 2 

( 5) Calculators 1. 2 

( 6) Graphic calculators 1. 2 

3 

-168-

3. 

3. 

3. 

3. 



(7) Co皿puters 1. 2. 3. 4. 

(8) Actual objects (e.g. soccer balls) 1. 2. 3 4. 

(9) Tape皿 easures，str泊E 1. 2. 3. 4. 

(10) Rulers， compasses， protractors 1. 2. 3. 4. 

(11) Your own teaching位ds 1. 2. 3. 4. 

please specify 

5. In preparing lessons， how often do you use the followings? 

: please circle one number in each row 

1企equently2.sometimes 3.occasionally 4.never 

( 1) Class textbook (for pupil.s) 1. 2 3. 4. 

(2) Teachers' guide for class textbook 1. 2. 3. 4. 

(3) Other mathe皿 aticsbooks for students 1. 2. 3. 4 

( 4) Books on mathematical education 1. 2. 3. 4. 

(incluむngjournals) 

( 5) Higher level ma the皿 aticsbooks 1. 2. 3 4. 

(6) Mathe皿 aticalresource books 1. 2. 3. 4. 

(7) Class textbooks of other subjects 1 2. 3. 4. 

( 8) Newspapers (including journals，皿agazines) 1. 2. 3. 4. 

( 9) Encyclopedia 1. 2. 3. 4. 

(10) Chronological Scien抵宣cTables 1. 2. 3. 4. 

(11) Materials企0皿 mathematicsworkshops 1. 2. 3. 4. 

(12) Other 1. 2. 3. 4. 

please speciか

6. liI月hatdo you think about the following mathema tics problems? Please put the 

following mathematics problems in order ofimportance and in order of degree 

ofuse. : please circle one number and one letter in each row 

Importance 1. very 2.relatively 3.not ve.ηF 

important important important 

4.not 

important 

Use a企'equently b.sometimes c.occasionally d.never 

f1) Abstract皿 athematicsnroblems 

(calculation， proof etc.) 

Ex.1 234+456= 

1. 2. 3. 4. 

EX.2 E却 I田nthat sum oftwo odd numbers is even number. 

4 
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Ex.3 Prove that bおectorof top angle of an iso田 eles凶阻gleis 

aper予endic氾larbisector ofthe base line. 

Ex.4 Find distance between two points A(3， 2) andB(-3，5). 

Ex.5 Describe characte必sticsof graphs ofy=ax 

十bx+c(a宇 0)

I2) Mathematics nroble皿 sin剖 chsituation as 

d首ldrenare familiar 1. 2. 3. 4. 

(word problems， written problems etc.) 

a.b.c. d. 

Ex.l Wew田 tpe町 -ga出目白g.Five pears in a basket cost 610 yen 

出 ldeight pears in a basket cost 940 yen. How much did a pear 

cost? 

Ex.2 A ladder that is two皿eterlong is stood against a wall. Now，泊四

bott沼田 oftheladder is stood 50 cm_apart 合omth_e曹 all.tlQw high 

does正hetop ofthe ladder reach the wallfrom the ground? 

Ex.3 In order to measure height AB of a tree， 1 looked up the top A of thβ 

tree 企oma point P where was 7m apart from the root B of the tree. 

The皿 easureof恒三glethat 1 looked up was 40 degree. Height ofmy 

eyes企omthe ground was 1. 7 m.日owhigh was the tree? 

!ID..R皇呈lIlr剥盟呈Z皇gardingmathematicsand 

exnr・essedbv actual data 
(proble血 sin reallife， problems in other 

subjects， environmental problems etc.) 

1. 2. 3. 4. a. b. c. d. 

Ex.l We are planning to play dodge ball game in our class. Number of 

teams is four and they play one game each other. How m四 yga盟国

are there， altogetherヲ

Ex.2 J apanese Sea Middle Part Earthquake in May， 1983 caused heavy 

damage to coast of the sea by tidal wave. The earthquake center was 

the bottom of the sea near Akita prefecture. From the result of 

observation， it found that distance to the centerwas 113 km企oman

observation station at Akita ne但:estto the center and distance to 

the epicenterwas 112 kmfrom the center. Then how deep was the 

center企omground surface? 

Ex.3 Gradient ofrail way is expressed by ratio ofperpendicular height 

to the horizontal distance 1000皿.The unit is %0. The steepest 

gradientof目立ofJR.Shin】mnsenis detel.mined as 15 %0. What is 

the angle of the gradient? 

5 
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i4) Problems in nlav and concerr吐m，mathe皿 aticlL 1. 2. 3. 4. 

(ga皿es，puzzles etc.) 

EX.1 Let's play Parcheesi by using dice. 

Ex.2' Let's make a variety of shapes by tangram thatお皿adeby cutting a 

a. b. c. d. 

square paper. 

Howtomake 

tangra血 E関
Ex 3 There is a game that two persons can play by using皿 atchsticks. 

They heap up any number of sticks and make two piles of sticks. 

Andtheyc田 1take any sticks 会oma pile once as you like or sam直

number of sticks仕omtwo piles. The pe四阻whoc阻 lastlytake

st日kswヨlw加 theg田ne.Let's think how ωwin all the time. 

f5) Problems re四円lin!7mathematical culture 1. 2. 3. 4. a. b. c. d. 

(hist冶ryof mathematics etc.) 

EX.1 Method to measure length has been devised in each culture. Let's 

investigate the皿ethodin old ti皿 eofEgypt， Ro皿.e，England and 

Jap姐.

EX.2 “正包goki"that was published in 1627 in Japan had been fa皿丑iaras

a popul町 mathe皿 aticsboo永durぬg250ye世 s.The following 

‘Numb町 ofMice'is very f:四 lQUS ‘Af:世ぬerandmothe日rmicebear 

12 children in January. These p世 entsand children bear 12 children 

inFebru町 y.Like也is，parents， children， grandchildren and great-

grandchildren bear 12 children in each month. How many mice w辿

be正herein December?' Let's solve this problem. 

EX.3 Before about 2500， Old Greek皿.athematicianPythagoras 

discovered凶 pleintegers that they ∞岨posethree sides ofright-

angled仕iangle，P列.hagoreanNumber. For e宜:ample，3，4，5. 

Py也agorase>申ressedthe number as 2a+ 1， 2a斗 2a，2a2+2a+1.VVhy 

is the e却吃essionpythagorean Number? 

f6) Problems d凹 ivedfrom自由討ment.obse刊 ation

and叩 γvev_and concerninE且益出旦呈話盗

(real problems etc.) 

1. 2. 3. 4. a. b.c.d. 

EX.1 Let's investigate jumping distance when a objectおdroppedfroma 

point to a place. In this case， the distance v町 田saccording to the 

6 
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objects， the heights and material ofthe place. Let's think 

皿 athematicalexpression for the distance， predict it and 田買periment

EX.2 How fast do human beings response to stimuli金omoutside? Let's 

experiment by using computer and investigate. A variety ofletters 

appear in display of computer. If an A appe紅 sin the display， 

experimenter touches space key as soon as possible. The 

experimentおrepeated，and average of the response討meis

calculated. Let's make computer progra皿 andexperi皿ent.

EX.3 Let's ex出回nethe world records ofmarathon. From the result， can 

you predict how about the world record will be in the future? 

7. How often do you bave students do tbe followings in your matbematics class? 

: please circle one令.numberin守each-row

1.企'equently 2.sometimes 3.occasionally 4.never 

(1) Approaches in teaching computation 

1.1 To consider the meanings of computation in concrete 

situations 

1.2 To understa且dhow to compute as algol'I.thms 

1.3 To become skilled in computation by using games etc. 

1. 4 To become skilled in co皿putationby giving exercises 

1.5 To inquire into real situations in which computation 

町 eused

1.6To 宣且dalgorithms of computation 

(2) Approaches in teaching geometry 

2.1 To consider properties of宣guresby using teaching aids 

2.2 To find a variety ofways ofproof 

2.3 To consider properties of宣guresby thinking logically 

2.4 To findfamiliar situations in which fi思江田町eused

2.5 To write detailed explanations ofproof 

2.6 To connect properties of宣guresby generalization or 

analogy 

(3) Approaches in teaching function 

3.1 To consider functions through reallife phenomena 

3.2To宣且drules in tables 

3.3 To make graphs for for皿 ulas

3.4 To find rules for graphs 
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3.5 To find concrete phenomena in which functions紅 eused L 2. 3. 4. 

3.6 To find ideas offunction in a1gebraic or geometric topics L 2. 3. 4. 

8. How important， in your opinion， are the following objectives in mathematics 
and how success血1do you think in achieving these objectives usually? 

: please circle one number in each row 

Importance 1. velァ 2.relatively 3.not very 

Success 

important 

1.very 

important 

2.relatively 

important 

3.notvezy 

successful successful successful 

Import恒lce

(1) Students' ab出tyto solve proble田 s L 2. 3. 4 

(2) Students' understanding of L 2. 3. 4. 

皿 athe皿 atica1∞ncepts

(3) Students' enjoyment ofmathematics L 2. 3. 4. 

4.not 

import白 1t

4.not 

ata11 

Success 

L 2. 3. 4. 

L 2. 3. 4. 

L 2. 3. 4 

Please bring the objective that is most i皿 portantin your view. 

9. How often do you use the following teaching匂rpesinyour mathematics class? 

: please circle one number in each row 

1.企'equently2.sometimes 3.occasionally 4.never 

(1) You give students a detai!ed 田q>lanation，de皿 onstrate L 2. 3. 4. 

也eirideas in example， and students do exercises， then 

you give shape to the idea. 

(2) You present students a proble皿， they solve it，血dso皿e

students expl担 ntheir own solutions， the whole class 

discusses their solved problem，位lenyou give shape 

totheidea 

(3) You present severa1 proble皿s，students can select their 

favorite proble皿 s，and work in small groups， and you 

suggest or teach as an occasi皿 de皿 ands.

L 2. 3. 4. 

L 2. 3. 4. 

(4) You and students decide severa1 themes in consultation， L 2. 3. 4. 

students can select their favorite theme， and work 

individually or in small groups， and you suggest or 

teach as an occasion demands. 

(5) Students set themes or problems by the皿selves1

8 
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and they tackle them， and you suggest or teach as an 

occasion de皿 ands，then they present their works each 

other. 

(6) Students work in textbooks on their own pace， and you 1. 2. 3. 4. 

suggest or teach them， jf they have trouble in their works. 

10. The fol1owing examples ofteaching flow seem to be excel1ent. 

日伍ichdo you prefer ? Though the situation is different， please choose two 

examples that you think the best. 

(l)A武田learningpoint s戸nmetry，students think the following problem. 

“Rectangle is point symmetry. Therefore， jf a line is draw through the center 

of point s戸nmetry，the -areaお bisect."After thinking the problem， students 
further thむ虫 thefollowing extended problem “There is a五伊remade of two 

attached rectangles shown below. Now， please bisect the area by using a 

straight li且e."

After thir虫主19this problem， students are asked to pose own problems based on 

the extended problem. “Now， please pose your own problems based on this 

problem." Students may pose in the following way: 

a. change rectangle to square， 

b. change rectangle to parallelogram， 

c. think difference of areas， put出 ga rectangle into another. 

And students solve their own problems all together in their class. 

(2) In teaching geometry， teacher brings a rectangle paper and presents the 

following problem situation “Here is a rectangle paper. 1 fold this rectangle 

paper ABCD to overlap. Then 1 fold a small rectangle EFCD through diagonal 

DF. C will overlap with P. Then the point P is on a place with a third of length 

and a third of width of the rectangle." 
A E D 

2 
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After that， students are asked to find own theme for learning企omthe problem. 

“A立erthis， what do you do? Please say what you want to do." Students will 

spontaneously tackle the following themes: 

a. is this true? 

b.おthおthecase for all papers? 

c. why is this the case? 

And groups are made for the same themes， students discuss their own themes 

in the groups and solve them， and lastly all groups present their solution in 

their class. 

(3) In the process ofle泣瓜ngquadratic function， students are requested to think 

the following real proble皿 onquadratic五mction “Brakingdistance of a c温r，

the distance that the阻 rproceeds企o皿 brakingto stopping， is regarded as 

quadratic function ofthe speed. Please confirm this relation between speed and 

distance." Then students are asked the following question so that students can 

generally grasp the relation in real situation.“If speed will be two times， how 

times the braking distance will be?・， Students will respond as follows: 

a. two times， 

b. three tiroes， 
c. four ti皿es.

After investigating thお， students areおrtherasked to grasp the relation 

generally in such real problems as falling movement， wind pressure， period of 

pendulum. 

(4) In learning linear function， students are requested to draw graphs of the 

following mathematical expressions in a coordinate plane. 

a.y=2x b.y=-3x c.y=3x+2 d.y=-4x-2 

e.y=-x f.y=3 x-6 g.y=l/x h.y=5 x+2 

After confir皿訂19that students draw the graphs， students are asked to find a 

variety of properties for linear五mction.“Pleasemention common properties 

among several expressions." Students w丑1find the following proper恥 s:

a.coe伍cientofx is positive (a，c，f，h)， 

b. graphs紅 eparallel (cふ

c. graphs rise right (a，c，f，h). 

After presenting the results， examining and arranging them together， students 

will sum up propeぬ esoflinear function. 
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(5) Teacher con五rmsthrough the following problem that students can draw 

graphs offunctions企eelyon display of co皿.puteror graphic calculator. “Please 

draw graphs of the following functions on必splay.y=3 X， y=-5 x+2， y 

=3 x究y=-4X 2目"Then， students are asked to learn graph by drawing 

picture.“1f we draw graphs of function， we団 nmake a variety of lines. Now 

p1ease draw your oW且 favoritepictures by us血gfunctiona1 expressions." 

Students will draw their own favorite pictures as follows: 

a. star by straight li且es，

b. pattern by straight lines and curves， 

c. picture by using functions tha t students do not learn. 

And students present their pictures and discuss their findings that students 

draw. 

(6) 1n order to.examine.use.of mathe皿atics-in.society，students are. asked 

“P1ease find mathematics in newspapers as many as possib1e." Students 

may list interesting items concerning mathematics as follows: 

a.五erceheat : average temperature， sales ofbeer， 

b. economics : exchange rate of dollar and yen， price index， 

c. society : suppo:此 ratefor govern皿ent，life ti皿e，
d. sports: win.defeat tab1e ofbaseball， golf. 

Con五rmingthat there are a variety of mathematics in society， students are 

asked to investigate interesting theme on mathematics in society in detail by 

groups.“We have understood that there目 ea variety ofmathe皿 aticsinso口ety.

Now 1et's investigate your own interesting theme on mathe皿 ati田 insociety in 

detail by groups." Themes are determined and tackled by groups. Last1y 

meeting for presentation is hold Presentation may be about spots， 

transportation， economics and mathe皿 atics泊 nature.

1四ichf10w do you prefer among (1)イ6)? 1宅1easechoose two f10w that you think 

the best and write concisely the reason why you choose the best one. 

The best flow ，The second宣ow

The reason why you choose the best flow 

11. How do you think about principle of curriculum development in mathematics? 

(1) To what extent do you agree or disagree with each ofthe following statemenお7

: please circle one number in each row 

1.strongly 2.generally 3.generally 4.strongly 
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agree agr田 disagree 白sagree

a.Cur.丘culumshould be based on mathematical topics 

which紅 enecessary for students to have a systematic 

understandingof mathe皿 atics.

b. Curriculum should be based on mathematica1 ac乱vities

which位 enecessary for students to make mathematics 

bythe血 selves.

c. Curriculu皿 shouldbe based on mathe皿 aticalideas 

which紅 enecess泣 yfor students to i皿provetheir

socialli吋且g.

向 Amongtbe above tbree， wbicb do you tbink tbe most important? 

1 think the most i皿portant.

L 2. 3. 4. 

L 2. 3. 4. 

L 2. 3. 4. 

12. In your teacbing ofmatbematics， bow often do you try to do? 
: please circ1e one number in eacb row 

1.very 2.sometimes 3.not 4.never 

often very 

( 1) To give an explanation that students can easily 

understand L 2. 3. 4. 

(2) To have students think L 2. 3. 4. 

( 3) To begin with但 1example that students阻 neasily 

understand L 2. 3. 4 

(4) To begin羽th阻 example企omeveryday life 1. 2. 3. 4. 

( 5) To foster co皿putationalskills L 2 3. 4. 

( 6) To have students learn systematically L 2. 3. 4 

( 7) To use problems that students will find interesting L 2. 3. 4 

( 8) To have students understand development of 

皿 athematicalideas L 2. 3. 4. 

( 9) To foster logical thin~也19 L 2. 3. 4. 

(10) To foster rational位linking L 2. 3. 4 

(11) To show application ofmathe皿 atics L 2. 3. 4. 

in other subject位 eas

(12) To talk about history of皿 athematics L 2. 3 4. 

13. VI石aatisyo町 viewon tbe following stateme且tsabout matbematics? 

: please circ1e one nu皿 berin eacb row 
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1.strongly 2.generally 3.generally 4.strongly 

agree agree disagree disagree 

(1 ) Mathematics develops logical thought目 1. 2. 3. 4 

( 2) Mathematics develops judgment. 1. 2. 3 4. 

( 3 ) Mathematics develops creative power 1. 2 3. 4. 

(4) Mathematics町 ousesintellectual curiosity. 1. 2 3. 4. 

(5) Mathe皿 aticsdevelops problem solving 1. 2. 3 4. 

ability 

( 6 ) Learning abstract皿 athematicsfacilitates 1. 2. 3. 4. 

皿 athematicalapplication. 

( 7) Learning mathematical application 1. 2. 3 4. 

facilitates logical thinking. 

( 8 ) Learning mathelliatical application deep ens 1. 2. 3 4. 

understanding of abstract mathematics. 

(9) Mathe皿 aticsis not practical. 1. 2. 3. 4. 

(10) Wide use ofmathematics is made in society. 1. 2. 3. 4. 

(11) Mathematics is a game of symbols. 1. 2. 3. 4. 

(12) Mathe血 aticsおnecess町 yfor daily life. 1. 2. 3 4. 

(13) Mathematics is abstract. 1. 2. 3. 4. 

(14) Mathe皿 aticsis not considered apart 1. 2. 3. 4 

合omreal world. 

(15) Mathe血 aticsshould be taught only to 1. 2. 3. 4. 

more able pupils. 

(16) Mathe血 aticsおmoreappropriate for boys 1. 2. 3. 4. 

th阻 girls.

(17) Many pupils fall behind in mathematics. 1 2. 3. 4. 

(18) Mathematics is needed by everyone. 1 2. 3. 4. 

(19) Mathe血 aticsis a developing subject. 1. 2. 3. 4. 

(20) Formality of mathematics日 restricting. 1. 2. 3. 4. 

(21) Mathematics is beautiful 1. 2. 3 4 

(22) Mathe皿 aticsis free金omexternal 1. 2. 3. 4. 

constr話且t

(23) Mathematics has clarity. 1. 2. 3. 4. 

(24) Mathematics c四 belearned on an 1. 2. 3 4. 

包dividualbeing. 

(25) Mathematics can be learned together 1. 2. 3. 4. 
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magroup. 

(26) Many different cultures have developed 1. 2. 3. 

mathematical thinlring目

(27) In mathematics， efforts in le位血ngare 1. 2. 3. 

rewarded. 。8)Only by persevering， you c姐 e河oy 1. 2. 3. 

mathematics. 

(29) In mathematics， efforts in le位 ningare 1. 2. 3. 

not rewarded. 

(30) Everyone can enjoy皿 athematics. 1. 2. 3. 

14. How important is tbe following matbematics content for compulsory 

education? H百b.atisyo町村ewon tbeir importance? Tbe content is not 

4. 

4. 

4. 

4. 

4. 

necessary inclusive as important content and may include tbe one tba位isnot

taugbt in tbe present compulsory education in Japan 

: please circle one number in eacb row 

1.ve:巧F 2.relatively 3.not very 4.not 

important important important atall 

( 1 ) Four operatio田 withdeci皿 als 1. 2. 3. 4. 

(2) Four operations with企actions 1. 2. 3. 4. 

(3) Si皿pli命ingalgebraic expressions 1. 2. 3. 4. 

(4) Solution of equations 1. 2. 3. 4. 

( 5 ) Inequalities 1. 2. 3. 4. 

(6)官回sfor皿 ationgeometry 1. 2. 3. 4. 

(7) Congruence conditions oftriangles 1. 2. 3. 4. 

(8) Angles註1circles 1. 2. 3. 4. 

(9)Py仕lagoreantheore皿 1. 2. 3. 4. 

(10) Projection I elevation 1. 2. 3. 4. 

(11) Trigonometry 1. 2 3. 4. 

(12) Perspectives 1. 2. 3. 4 

(13) Probability 1 2. 3. 4. 

(14) Rounding oflarge numbers 1. 2. 3. 4. 

(15) Scienti五cJstandardnotation 1. 2. 3. 4. 

(16) Three五guresystem and four宣guresystem 1. 2. 3. 4. 

(17) S回 .pleinterest and co皿poundinterest 1. 2. 3. 4 

(18) Calendar 1. 2. 3. 4. 
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(19) Compass directions 1. 2. 3. 4. 

(20) Calcu1ator use 1. 2. 3. 4. 

(21) View:ing approポ皿ately 1. 2. 3. 4. 

(22) Mathe田 atical皿 odeling 1. 2. 3. 4. 

(23) Ideas ofproof and deductive thinking 1. 2. 3. 4. 

(24)Ab出tytogener必ize 1 2. 3. 4. 

(25) Axio皿 aticthinking 1. 2. 3. 4. 

(26) Data handling and interpretation 1. 2. 3. 4. 

15. Inyo町 teachingofmathematics， to what extent do you concern with each of 

the followings? 

: please circle.one.number in each row 

1.ve:ry 2.sometimes 3.not 4.never 

often ve.巧F

( 1) When posing proble皿 sand exercises for work， 1. 2. 3. 4. 

1 use real number in spite of troublesome 

computation 

( 2) When posing problems回 dexercises for work， 1. 2. 3 4. 

1 use simple number so that the computation 

is not troubleso皿 e.

( 3) When solving、ηittenproble皿 s，1 have students 1. 2. 3. 4 

use calculators positively. 

( 4) When solving written problems， 1 do not have 1 2. 3. 4. 

students use calculators. 

( 5) When answers are com皿 onfractions or square 1. 2. 3. 4. 

roots， 1 have students esti皿 atethe values 

by change them to decimal fractions. 

( 6) When answers are common 会actionsor square 1. 2. 3 4. 

roots， 1 do not have students change them 

to decimal企actions.

( 7) When soIving proble皿 sor proving， 1 have L 2. 3. 4 

students positively use visuaI aids such 

as drawings， graphs. 

( 8) When soIving proble皿 sand proving， 1 have 1. 2. 3. 4. 

students tackle the皿 withoutvisual aids 
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such田 drawings，graphs as possible as 

they阻 n.

( 9)羽1henlearni且gtheoretical aspects of 

mathemati田， 1 give their practical examples. 

(10) When learning theoretical aspects of 

mathematics， 1 develop them mathematically. 

1. 2. 3. 4. 

1. 2. 3. 4. 

16. How do you白血kabout your own mathematical experience? To what extent 

do you agree or disagree with each of the following statements? 

: please circle one number in each row 

1.strongly 2.generally 3.generally 4.strongly 

agree agree disagree disagree 

(1) 1 had taken mathematics lessons which 1. 2. 3. 4. 

had血 adea goodi皿pressionon me. 

(2) 1 had always taken mathematics lessons 1. 2. 3. 4. 

which had been d叫1.

(3) 1 had learned application of mathematics 1. 2. 3. 4. 

in mathematics 1essons. 

(4) 1 had learned history of mathematics 1. 2. 3. 4. 

in mathematics lessons. 

(5) 1 had often read mathe皿 aticalresource books. 1. 2. 3 4. 

(6) 1 had heard wonderful talk on mathe皿 ati回. 1. 2. 3. 4. 

(吟 1had not been i皿 pressedby皿 athematics. 1. 2. 3. 4. 

17. ¥耳目aatis important in the future mathematics education? To wbat extent do 

youag問 eor disagree witb each oftbe following statements? 

: please circle one number in each row 

1.strongly 2.generally 3.generally 

agree agree disagree 

( 1) To develop students' autono皿y.

(2) To have student experience ple田町eofmathematics. 

( 3) To attach importance to tl山込也19mathe皿 ati回 TIy.

( 4) To emphasize appreciation of mathe皿 atics

( 5) To emphasize beauty of mathemati白.

( 6) To emphasize logical property of mathemati回.

16 
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4.strongly 

disagree 

1. 2. 

1. 2. 

1. 2. 

1. 2. 

1. 2. 

1. 2. 

3. 4. 

3. 4. 

3. 4. 

3. 4 

3. 4. 

3. 4. 



( 7) To have students acquire computational skills. 1. 2. 3 4. 

( 8) To have students understand basic knowledge of 

皿 athematics. 1. 2. 3. 4. 

( 9) To emphasize communication in皿 athematics. 1. 2. 3. 4. 

(10) To emphasize importance ofproofin mathematics. 1. 2. 3. 4 

(11) To increase topics on mathematics usefulness in 

society. 1. 2. 3. 4. 
(12) To increase topics on mutual understandingof 

various cultures. 1 2. 3. 4. 
(13) To i且ぽeaserecreational topiω. 1. 2. 3. 4. 
(14) To increase topics on history ofmathematics. 1. 2. 3. 4. 
(15) To increase topics on appreciation of mathematics 1. 2. 3. 4. 

(16) To_attachimportance to students' activi主ies. 1. 2. 3 4. 
(17) Not to lower quality ofmathematics content than 

now. 1. 2. 3. 4. 
(18) To think about learning that meet students' different 1. 2. 3. 4. 

degrees of progress. 

(19) To think about learning that meet students' interests. 1. 2. 3. 4. 

(20) To皿 akegood use of calculators and co皿puters 1. 2. 3 4. 

(21) To advance evaluation that shows each students' 1. 2 3 4. 
progress. 

(22) To advance evaluation that takes up students' good 1. 2. 3. 4. 
points. 

(23) To have students acquire abilities of proble皿 1. 2. 3 4. 
solving helpお1to entrance examinati阻

(24) Not to have students f:心1behind the others. 1. 2. 3. 4. 
(25) To appeal importance of mathematics to society血 d 1. 2. 3. 4. 

parents 

18. Ifyou have any opinion on mathematics education， would you please w1"ite 

freely. 

We a1"e ve1"y grateful f01" cooperating with us to you who a1"e busy. 
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Guardian Questionnaire on Mathe皿 aticsEducation 

Nation叫 Institutefor 

Educational Research 

Section for Mathematics Education 

REQUEST 

Aim of this survey日 tocollect wide range of op凶 o田 onwhat mathematics 

curriculum in Japan should be and to a且alyzethem.

Since 訪日 reantlysaid that school mathematics日 isolated企0現 real

society， the issueおspeciallyinvestigated. 

Presently it is very important to know guardians' opinion五orimproving 

mathematics education. 

We世 every grate白1toyouwho町 ebusy. Please cooperate杭 thus

Would you please hand thお answeredquestionnaire to your teacher during 

one week since you receive this. For keeping secret， you can seal pages by sellotape， 

if necessary. 

In analyzing results of thおsurvey，we never do such matters as someone岨 n

If you have any question on this survey， please ask to your teacher. 

About your school ; please circ1e one number in each row 

(1) Schoollevel 

1. pri皿ary 2.1ower secondary 3. upper secondary 

(2)匂1peof school type 

1. public 2. private 3. national 

(3) System of school 

1. coeducation 2. girls only 3. boys only 
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1. Your age : p1ease circ1e one number 

1. Under 25 2.25-29 3. 30-34 4. 35-38 5. 39-43 6. 44-48 

7.49-55 8. 56-59 9. Over 60 

2. Sex: p1ease circ1e one nu皿ber

1. Male 2. Female 

3. What is your view on the following statements about mathematics that you had 

1e剖 ledfrom e1ementary schoo1? 

: p1ease circ1e one number in each row 

l.strong1y 2.genera11y 3.generally 4.strong1y 

agree agree disagree disagree 

(I}Mathematics-is-necessary for daily-life. 1. 2. 3. 4. 

( 2) In mathemati回， efforts in 1earning are 1. 2. 3. 4. 
notrewardeι 

( 3) Mathematics is beau託五u. 1. 2. 3. 4. 

( 4) Mathematics is a ga皿eof symbols. 1. 2. 3. 4 

(5) Mathe皿 aticsis needed by everyone. 1. 2 3. 4. 

(6) Mathe血 aticsis not practical. 1. 2. 3. 4. 

( 7) Everyone can enjoy皿 athemati回. 1. 2. 3. 4. 

( 8) Mathematics is皿oreappropriate for boys 1. 2. 3. 4. 
than girls 

( 9) Wide use of皿 athemati田お皿adeinso口ety. 1. 2. 3. 4. 

(10) Formality of皿 athematicsis restric低ng. 1. 2 3. 4. 

4. What do you think about mathematics education in our country? 

: p1ease circ1e one number 

(1) When you were a e1ementary schoo1 student 

1. There were a little prob1ems. 2. There were many prob1ems. 

(2)Now 

1. There are a little prob1e皿 s. 2. There町 emany prob1ems 
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5. What is impbrtant in teaching mathematics in school? 

: please circ1e one number in each row 

l.vezy 2.relatively 3.notve:巧F 4.not 

important important important atall 

(1) To become able to solve prob1ems on computation 1. 2. 3. 4. 

(2) To become ab1e to solve prob1e皿 son proofin geometry. 1. 2. 3. 4 

(3) To become ab1e to solve prob1ems in real world by 1. 2. 3. 4. 

u説ngmathe皿 atics

(4) To become ab1e to solve mathematics prob1ems 1. 2. 3. 4. 

for entrance exam血ation.

(5) To acquire mathematics ability same as other students目
1. 2. 3. 4. 

( 6 ) To acquire ways of皿 athematicsthinking that can be 1. 2. 3. 4 

used in society 

A皿ong主heabove 6， please select two veIァimportantones and write the number. 

Themosti皿portant ，The second i皿 portant

6. What is important in mathematics education? To what extent do you agree or 

disagree with each ofthe following statements? 

: please circ1e one number in each row 

1.strongly 2.generally 旦genera11y 4.strongly 

agree agree disagree disagree 

(1) To deve10p students' autonomy. 

(2) To have student e却 eriencep1easure of皿 athematics

(3) Toinfor皿皿athematicsusefulness in society 

( 4) To have students acquire computation skills. 

( 5) To have students acquire abilities of prob1em 

solving he1pful to entr皿 ceexamination. 

( 6) To have students understand basic know1edge of 

皿 athematics

1. 2. 3. 4. 

1. 2. 3. 4. 

1 2. 3. 4 

1. 2. 3. 4. 

1. 2. 3. 4. 

1. 2. 3. 4. 

A血 ongthe above 6， please select the most important one and write the number. 

The most important 
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Ifyou have any opinion on mathematics education， would please write企eely.

引1田虫youvery much for cooperatingwith us. 

4 
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Response Rate of Teacher Questionnaire 

Table 1 Number of Sch∞Is. Teachers In Japan and Target Sch∞1 s. Teache rs 

Sch∞1 N四lber0 Numher of No. of lath. Target Sch. Target Teacher 
Leve1 sch凹 ls Teachers T.盟chers No. Rate No. Rate 
E1ement. 24.635 440.870 440.870 500 2% 1.000 0.2% 
Lower S. 11.289 293.879 40.000 500 4% 1. 000 2.5% 
Upper S. 5.497 343.843 43.000 500 9% 1. 000 2.3% 

Table 2 Nu仙erof Responded Sch∞1 s and Teachers 

Sch∞1 Target Sch. No.of' Responded Sch. Responded Tea. Rea1 Res. Rate 
E1ement. 500 1000 264 (52.8%) 511 (51.1百) 510 0.1% 
Lower S. 500 1000 240 (48.0耳) 436 (43.6耳) 441 1.1% 

Upper S. 500 1000 283 (56.6百) 546 (54.6%) 542 1.3% 
Tota1 1500 3000 787 (52.5%) 1493 (49. 8%) 1493 

Table 3 Sch∞1 Types and Organization of Responded Teachers 

Scb∞l Sch∞1 Type Scboo1 Org阻 ization

Leve1 Public Private Nationa1 Co-e止 Girls Boys 
E1ement. 97.6% 1.2% 1. 2% 100.0% 0.0% 0.0% 
Lower S. 91. 6% 7.5% 0.9% 93.9% 4.1目 2.0% 
Upper S. 75.1% 24. 5% 0.4% 84.3% 11. 8% 3.9% 

Table 4 Teachers' Sex and Age (Item 1) 

Sch，∞1 Sex Age (y，回目 old)

Leve1 l!a1e Female -25 25- 30- 35- 39- 44- 49- 56- 60- I 
E1ement. 43.1% 53.3% 3. 3% 14. 3% 21. 6% 18.4再25.5% 11. 8% 3. 5% 1. 0% O. 2% 

Lower S. 77.1目 21.3% 2.9% 14. 5百24.0% 23. 1% 16. 3% 8. 6克 7.7担1.8% 0.2% 
Upper S. 89.3% 8.9同 2.8% 12. 7% 24. 2% 15. 7% 17.0% 13.1% 9.2目 3.5% 1. 5% 

Table 5 Department of University that Teachers Studled (Item 1) 

Sch∞1 Department 

Leve1 Sc/llatb Sc/nll Ed/Kath Edl池 En/Yath En/nll nonSc Otbers 

Element. 1. 0% 2.4% 20.8% 56.3百 0.2出 1.0% 12.9% 3.5百

Lower S. 25.6% 4.5詰 52.4百 6.1% 2.3% 6.8自 1. 6% 0.2自
Upper S. 58.3% 4.4% 25.8% 1.1耳 2.6国 7.0% 0.2% 0.0% 
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Table 6 Mathe田 tlCSLesson (Item 2) 

Sch∞l Type of Lesson Treatment of Textbooks Teaching Subject 
Leve1 iho1e Group Individ田1TT 白l1y Text田 d 伽n Math Other 

c1ass Text Materia1 making on1y ects subject 
E1ement 89.0% 3.7% 6.1% 0.2描 24.7克 72.4百 2.5% 11. 8% 88.2満
Lower S. 94.8% 2.0% 2.5描 0.0%16.8% 75.3% 7.5% 81. 4% 17.5% 
Upper S. 99.6耳 0.0% 0.4% 0.0% 24.4% 68.8% 6.6百 95.9% 4.1% 

Table 7 Re∞gnition on Past and Present States of Ja問問seMath Educatlon (It聞の

E1ementary Lower S. Upper S. 
Prob1em a 1i ttle many a little m田y a little m叩 y
Past 56.5% 39.6% 63.3出 32.2% 79.5百 19.0% 
Present 27.3% 70.2% 30.4団 65.1% 18.3% 80.6% 

Table 8 Use of Teaching Aids (Item 4) 

Response Rate by Sch∞1 Leve1 (%) 

Teaching E1ementary Lower Secondary Upper Secondary 
Aid 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 
(1) 26.738.230.2 3.5 21. 3 27. 7 41. 3 9. 5 0.6 3.023.273.1 
(2) 19.4 24. 3 30. 6 24. 9 1. 6 7. 0 29.0 61. 5 0.0 0.7 5.093.7 
(3) 2. 4 12. 4 30. 2 51. 8 2.0 5.717.273.2 0.0 0.9 4.493.7 
(4) 4.113.340.040.8 1.1 9.529.957.4 0.4 2.012.984.5 
(5) 6. 5 16. 3 26. 3 50. 0 1.619.341.736.7 1. 5 5.2 19. 6 73. 6 
(6) 0.4 0.4 3.594.7 0.5 1.1 2.793.7 0.0 0.2 5.294.1 
(7) 2. 0 10.2 13. 7 72. 5 2.322.437.237.0 1.7 5.923.268.5 
(8) 29.039.829.6 1.2 8.223.646.321.1 0.9 5.525.667.5 
(9) 21.644.129.6 3.9 2. 0 10.9 40. 1 45. 8 1.1 4. 6 26. 2 66. 8 
(10) 69.422.0 6.3 1.2 74.8 21. 3 2.3 0.5 15.920.530.632.5 
(11) 9.822.229.0 8.0 10. 2 17. 7 30. 8 18. 8 6. 5 8. 1 14.4 55.4 

Table 9 Use of Resources (Item 5) 

Res仰，nseRate by Schoo1 Leve1 (%) 

Resource E1ementary Lower se∞ndary Upper Secondary 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 
(1) 88.4 7.3 3.7 0.4 80.011.8 6.3 0.7 84.9 7.9 5.7 O. 9 
(2) 55. 1 26.5 14. 7 3. 1 26.824.339.7 8.4 17.020.139.122.0 
(3) 20.830.833.913.7 43.535.119.0 1.8 62.728.4 6.8 0.4 
(4) 8.621.444.124.5 6.321.848.122.0 5.513.740.238.9 
( 5) 0.2 0.2 4.993.3 O. 2 1. 8 14. 1 81. 9 3. 5 7.2 29. 0 58. 7 
(6) 1.8 3.524.169.0 2. 5 14. 5 49. 7 31. 3 5.515.548.929.2 
(7) 3. 3 7. 3 25. 7 62. 5 1.4 3.418.874.8 1.1 6.323.267.9 
(8) 1.6 4.726.166.7 O. 5 3. 2 37.9 56. 9 0.6 2.225.170.7 
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0.0 1.820.476.91 0.0 1.4 13.8 83.41 0.2 0.912.984.3 

O. 0 1. 0 14. 5 83. 1 1 0.0 0.9 6. 3 90. 9 1 O. 0 0.2 7.0 91. 3 

3. 9 25. 7 47. 1 22.4 1 5.4 25.2 50. 8 17. 7 1 3. 1 15. 9 50.2 29.3 

2.5 2.9 3.525.71 2.5 2.3 6.341.01 1.3 3.0 3.355.0 

Table 10 I叩ortanceand Use of Varlous Mathe嗣 ticsProblems (Item 6) 

Response Rate by Scb∞1 Level (%) 

Problem Elemeotary Lower se∞odary Upper Secondary 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1) Im凹 rt.39.246.112.0 0.4 49.944.9 4.5 0.0 54.240.8 3.9 0.0 

Use 58.222.012.9 2.4 80.313.8 4.3 0.0 70.520.1 6.5 0.4 

(2) Im凹 rt.64.130.6 4.1 0.4 43.551.2 5.0 0.0 36.350.412.5 0.4 

Use 62.526.9 6.7 1.0 47.6 37.0 13.8 0.5 28. 6 41.1 26. 2 2. 8 

(3) Iml拍rt51.038.8 8.6 0.8 33.350.315.2 0.7 28.650.418.8 1.8 

Use 30.435.725.3 5.5 10. 0 29. 9 49. 9 8.8 11. 6 28. 8 48. 0 10. 5 

(4) Import 34.747.316.3 1.0 23. 8 52. 6 21. 8 1.1 16. 8 48. 0 31. 5 3. 3 

Use 22. 0 37.3 33. 3 4. 5 10. 2 26. 8 49. 2 12.2 3.9 19. 0 46. 1 29. 7 

(5) Im凹，rt. 7.630.452.2 8.0 11.342.940.8 4.3 12.445.836.7 4.4 

Use 1. 6 7. 5 42. 2 44. 9 2. 9 16. 6 53. 1 26. 1 2.417.241.038.0 

(6) Im凹 rt.18. 8 39. 6 33. 5 6. 1 19.346.729.7 3.4 12. 5 45. 0 34. 5 7. 4 

Use 4.3 14. 7 36. 9 39. 8 2. 3 13. 6 45.4 36. 7 2.0 9.432.354.4 

Table 11 Use of Teaching Approach (Item 7) 

T田 cbing Res凹nseRate by Scb∞1 Level (%) 
Approach Elementary Lower Secondary Upper se∞Indary 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1)1.1 85. 9 11. 8 2.0 O. 0 52.4 30.8 14. 5 1. 8 43.2 33. 9 18. 8 2. 8 

1.2 43.332.719.8 3.3 47.432.217.9 2.0 46.735.815.3 1.1 

1.3 21540.232.9 2.4 14. 5 29. 5 41. 5 14.3 2.613.538.043.9 

1.4 75.719.0 4.1 Q4 74.819.0 5.4 0.0 73.620.1 4.8 0.4 

1.5 30.241.026.1 1.8 13. 2 32. 4 45. 4 7. 9 14.633.242.8 8.1 

1.6 27. 6 43. 1 26. 3 2. 0 35.139.022.9 2.3 41.1 41. 7 14. 8 1. 7 

(2)2.1 76. 9 19.4 2. 7 0.4 42.0 37.9 17.7 2.3 9.022.038.029.5 

2.2 21. 8 31. 4 31. 2 14. 9 30.239.928.3 1.4 13. 5 31. 7 43. 2 10. 1 

2.3 29. 8 37. 3 26.5 5. 3 51. 5 32.4 14. 5 1.1 28.236.926.9 6.5 

2.4 45.736.915.1 0.8 14. 3 30.2 47.4 7. 5 8.7 25. 1 46. 7 17. 5 

2.5 6.121.035.535.7 44. 9 34. 2 18.6 1. 4 27. 9 30. 6 30. 6 9. 8 

2.6 16. 3 34. 7 34. 9 11. 8 24.542.929.3 2.5 23. 8 37. 5 29. 7 7. 6 。)3.1 27.628.422.216.1 37.039.020.4 3.2 18.834.737.6 7.7 

3.2 42. 9 30. 2 13. 3 8. 6 59. 6 31. 7 7. 9 O. 5 40.0 38.0 18. 3 2.6 

3.3 20.629.224.520.0 66.2 25.6 7.9 0.0 61. 6 27. 7 9.2 O. 6 

3.4 25.734.320.213.7 57. 8 32.2 9. 8 O. 0 57. 9 30. 3 9.4 1.1 

3.5 11. 0 30. 8 31. 8 20. 4 17.040.838.5 3.4 9.633.243.911.6 

3.6 6.5 22. 7 37. 6 27. 3 17.737.239.5 5.2 19.035.436.3 8.3 
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Table 12 Objectives of Mathematlcs Education (Item 8) 

Res開nseRate by Sch∞1 Leve1 (%) 
Objectives E1ementary Lower Secondary Upper Secondary 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 
(1) 1m凹'r.59.039.4 1.0 0.2 47.249.0 3.4 0.0 53.341.3 4.1 0.2 

Succe. 1.670.622.2 0.0 1.1 58.5 35.8 0.5 2. 8 60.0 31. 7 O. 7 
ーー・ーーーーー----_...._-ーーーーーーー・ーー..-・・・・・・・ーーーーー・・・・・・ーーー・ー.-_.--

(2) 1mpor. 75.922.5 1.0 0.0 67. 6 31. 5 O. 5 O. 0 69.028.0 1.8 0.0 
Succe. 2.768.622.5 0.0 2.765.327.4 0.5 3.059.032.8 0.7 -・・・・・ーーー..._-----・・・・・・ーーーーーーーーー-_.-唱...唱----------._---------.-.-ーー 事・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーー，

(3) 1m凹r.69.226.5 3.7 0.0 51.939.9 7.5 0.2 41.345.410.9 1.5 
Succe 6.140.846.1 1.2 1.837.252.8 4.1 1.825.859.0 8.5 

E田 t1m凹rt叩 t (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3) 
12.0 37.8 42.2 15.2 45.4 32.9 14.4 50.4 29.0 

Table 13 Use of Teaching Type (Item 9) 

Res凹nseRate by Schoo1 Leve1 (%) 

Teaching E1ementary Lower Secondary Upper Se∞ndary 
Type 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 
(1) 22.228.033.914.9 57. 6 25. 6 13.4 2.9 83.612.2 3.3 0.6 
(2) 57.829.012.4 0.4 32. 0 36. 5 27.4 3. 6 4.815.142.336.9 
(3) 2.712.438.645.3 3.913.837.044.9 0.4 2.214.981.5 
(4) 1.0 5.722.968.8 0.2 3.420.475.3 0.4 1.5 5.292.1 
(5) 2.910.031.654.5 O. 9 5.2 26. 3 67. 1 0.7 1.811.685.1 
(6) 2.712.028.655.5 3. 2 10. 2 19. 7 66.4 3. 3 9.4 24. 7 61. 8 

Table 14 Favorite Teaching Flow (Item 10) 

Res凹 n5eRate by Sch∞1 Level(出)
F10w The best flow The second flo百

EL LS U日5 EL LS US 

(1) 22. 5 27.7 19.9 13.5 19.5 16. 6 
(2) 22. 0 17. 7 10. 1 23. 3 16. 1 13. 7 
(3) 7. 3 10. 2 19. 0 10. 8 10. 7 17. 9 
(4) 9.026.331.2 12. 9 20. 4 23. 6 
(5) 8.6 5.7 6.1 13. 1 14. 5 12. 7 
(6) 21.89.89.4 16. 7 15. 2 10. 7 
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Table 15 Principle of Curric羽lumDevelopment (Item 11) 

Res阿国eRate by Sch∞1 Leve1 (%) 

Princip1e E1ementary Lower Secondary Upper Secondary 
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

a 37. 5 51. 8 8. 8 o. 0 46.345.8 7.3 0.2 51.1 43.0 4.6 0.4 
b 26. 5 47. 5 22.5 1. 6 18.645.632.2 3.2 12.441. 740.8 3.7 
c 20.846.928.0 2.0 13.240.641.0 4.3 10.942.142.4 3.3 

105t a b c a b c a b c 
1m凹rtant 40. 0 32. 9 20. 4 54.4 24.0 16.3 69. 9 13. 5 11. 1 

Table 16 Classr悶 nTeaching (Item 12) 

E田卯D5eRate by Sch∞1 Leve1 (%) 
Teaching E1ementary Lower Se∞Indary Upper Se∞ndary 

1 2 3 4 1 2 3 4 l 2 3 4 
(1) 87. 3 10. 8 o. 8 O. 0 91.2 8.2 0.2 0.0 94.8 4.2 0.6 0.0 
(2) 85.513.3 0.2 0.0 72.126.8 0.9 0.0 53.143.0 3.3 0.0 
(3) 60.435.1 3.1 0.2 60.133.6 5.4 0.5 72.024.2 3.3 0.2 
(4) 56.140.2 2.9 0.0 28.858.512.2 0.2 14.054.227.3 3.5 
(5) 65.129.6 3.9 0.0 60.533.1 6.1 0.0 50.237.610.7 0.7 
(6) 27.151.220.0 0.6 34.049.016.1 0.7 41.1 43. 7 14. 0 O. 7 
(7) 57. 6 38. 8 2. 2 O. 2 44.046.7 9.1 0.0 23.155.918.6 1.5 
(8) 23.149.823.3 2.5 20.256.223.1 0.2 25.151.321.0 2.0 
(9) 29.4 47. 6 20. 8 O. 6 38. 8 50. 1 10. 0 O. 9 44. 3 41. 5 12.4 1. 5 
(10) 15.741.436.7 5.1 19. 0 44. 0 32. 0 4. 8 19. 0 40.4 34.3 5. 7 
(11) 11.836.943.1 6.9 8.641.044.4 5.7 10. 1 50.2 33. 9 5.2 
(12) 2.215.344.936.3 6.338.342.013.2 4.636.945.912.0 

Table 17 View about Mathematics (Item 13) 

Re5poD5e Rate by Sch∞1 Leve1 (%) 
View E1ementary Lower Secondary Upper Secondary 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 
(1) 57.338.0 2.5 0.2 65.530.4 3.6 0.0 59. 6 37. 1 2. 8 O. 2 
(2) 19.252.725.1 1.0 25.2 47. 8 25.4 O. 9 25.847.225.3 1.1 
(3) 17. 5 47. 8 31. 8 1. 0 24.349.924.0 1.4 23.649.425.1 0.9 
(4) 39.645.112.9 0.6 39.946.312.0 1.1 31.249.118.3 0.4 
(5) 54.540.2 3.3 0.0 46.546.5 6.3 0.2 49.4 40. 6 8. 5 O. 6 
(6) 14. 7 49. 8 31. 8 1. 6 16. 1 46. 3 35. 1 1. 8 21.646.329.2 2.0 
(7) 19.056.921.2 0.8 24. 9 50. 6 22. 9 1.1 20.551.325.8 1.5 
(8) 17.553.725.5 0.8 19.752.626.8 0.7 24. 0 51.1 22. 7 1. 7 
(9) 2.4 24. 1 47. 8 23. 9 2.923.149.923.8 3.925.348.521.6 
(10) 25.339.630.8 2.2 33.338.825.2 2.5 31.540.826.8 0.4 
(11) 4.522.954.315.9 6. 6 23.6 51. 0 18.6 5.522.346.325.5 
(12) 32.546.718.4 0.6 21.547.429.9 0.9 17.745.932.53.1 
(13) 7.141.043.1 6.5 16. 6 49.0 31. 7 2. 0 17.749.428.6 3.5 
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(14) 28. 0 46.5 21. 6 1. 6 25.646.725.6 1.8 25.345.826.0 2.2 

(15) O. 8 5. 3 31. 0 61. 0 0.9 5.428.864.6 0.6 6.842.349.6 

(16) 0.0 3.926.567.5 0.9 8.831.358.3 O. 9 14.4 38. 7 45.2 

(17) 16. 1 41. 4 27.3 13. 3 21.1 46.3 24. 7 7. 7 20.745.623.6 9.6 

(18) 35.342.418.8 2.0 35.8 37. 2 23. 1 3. 6 28.443.423.1 4.6 

(19) 19.042.032.9 2.5 25.443.329.3 1.6 34.944.818.1 1.3 

(20) 5.336.543.912.2 7. 9 33. 6 47. 2 10. 9 6.634.945.212.4 

(21) 13.730.442.210.4 43.536.517.0 2.5 36.744.315.3 2.4 

(22) 11.033.144.5 7.8 23.839.732.9 3.2 28.041.525.6 3.1 

(23) 34.343.717.1 2.2 44. 2 41.7 12. 7 O. 9 36.948.911.8 2.0 

(24) 12.2 47. 8 34. 3 3.9 20.648.327.9 2.7 20. 7 51. 7 24.4 2.4 

(25) 8.641.644.9 2.9 8.440.447.2 3.4 3.135.854.4 4.8 

(26) 45.5 43.9 7.6 O. 4 53.139.5 6.3 0.5 45. 9 47. 8 4. 8 O. 6 

(27) 19.253.523.1 1.4 24.545.426.1 2.9 21. 6 46. 1 27. 7 4. 1 

(28) 3.719.854.519.8 5. 2 21.1 54. 6 18. 4 5. 5 26. 6 51. 5 15. 9 

(29) 0.4 6.346.744.7 O. 7 7. 3 46. 7 44. 7 0.6 8.350.640.0 

(30) 26.944.125.1 2.2 30.842.224.0 2.3 21.245.428.0 4.8 

Table 18 Importance of Mathematics Content (Item 14) 

Response Rate by Schoo1 Leve1 (%) 
Cont田 t E1ementary Lower Secondary Upper Secondary 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1) 53.538.4 6.9 0.0 48.135.116.1 0.2 65.923.2 9.4 0.6 

(2) 37. 8 42. 9 17. 8 O. 0 49.733.815.2 0.7 72.022.0 4.8 0.4 

(3) 33.546.118.2 1.0 52.239.9 6.8 0.0 66. 6 27. 1 5.5 0.2 

(4) 33.348.015.9 1.2 53.342.0 3.6 0.5 71. 2 24. 0 4. 1 O. 0 

(5) 23.349.024.9 1.2 29.546.919.0 3.2 55.532.110.9 0.4 

(6) 12.546.535.5 2.0 17.244.434.7 2.7 27. 7 45. 8 24. 9 0.6 

(7) 21.843.530.2 2.9 25.651.520.2 1.8 33.4 45.4 19. 7 O. 7 

(8) 15.736.742.2 3.3 27.446.522.4 2.7 28.844.124.7 1.7 

(9) 21.840.432.9 2.7 50.841.5 6.8 0.5 57.636.3 5.2 0.0 

(10) 13. 3 45. 3 37. 3 2. 2 13.446.535.1 3.9 15.743.236.5 3.1 

(11) 12.043.937.6 3.5 19. 5 40. 8 31. 5 7.0 39.944.312.7 1.8 

(12) 11.8 44.7 37.8 3.1 8.430.851.0 8.4 10.138.744.3 5.0 

(13) 15.3 47.6 33.3 1. 6 22.755.319.5 1.6 26.052.618.6 1.5 

(14) 54.337.5 5.9 0.6 28.642.224.9 3.2 24.044.125.5 4.8 

(15) 12.035.342.5 7.5 10. 2 32.2 46. 5 10. 2 12.440.638.7 6.8 

(16) 15.336.339.0 6.3 4. 5 20. 9 51. 9 20. 0 4.121.653.118.8 

(17) 7. 8 37. 5 44.5 6. 9 5.229.750.112.7 7. 9 35. 1 45. 8 9. 8 

(18) 17.841.232.9 5.5 9.330.646.312.5 5.725.553.314.0 

(19) 27. 5 40. 6 25. 3 3. 9 12.928.344.412.9 9.831.446.910.7 

(20) 34.942.419.6 1.4 22.244.926.8 5.2 14. 6 38. 9 36. 3 8. 9 

(21) 33. 3 47. 6 14. 3 2. 0 26.546.922.9 2.3 21.851.122.9 3.1 

(22) 17.1 42.9 33.1 3.5 22.752.222.2 1.8 20.744.829.7 3.1 

(23) 25.949.620.6 1.6 35.148.814.7 0.9 32.544.320.5 2.0 

(24) 38.4 47. 5 11. 6 1. 0 43.546.5 8.2 0.9 36. 2 46. 5 14. 9 1. 5 

(25) 20.449.825.3 1.4 25. 2 51.7 20. 9 1. 6 19.745.230.1 3.9 
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αの 147.5 44. 3 6. 5 0.2144. 0 48. 3 7. 3 O. 0 1 31. 0 56. 3 10. 3 1.5 I 

Table 19 Treatment of Content (Item 15) 

Response Rate by sch∞1 Level (%) 
Treatment El四回tary Lower Secondary Upper se∞Dd町y

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1) 10. 8 37. 3 46. 1 3. 1 7.729.355.8 6.6 10. 0 28. 2 53. 0 7. 7 
(2) 44.142.411.0 0.4 49. 7 42. 6 7.3 札2 46.745.9 6.5 0.4 
(3) 12. 9 29. 2 30. 6 24. 5 7. 3 20.4 44.4 27. 0 3.912.035.846.7 
(4) 23.118.431.422.7 35. 1 19. 0 31. 3 12. 7 48. 0 16. 8 21. 8 11. 4 

(5) 11. 6 40. 0 26. 3 16. 5 10. 0 48. 5 35.8 4. 8 10. 1 44. 3 32. 5 11. 8 
(6) 17.3 30.2 30.8 14.7 51. 5 28. 8 16. 3 3.2 60. 5 22. 7 13.5 2. 6 

(7) 59.0 31. 4 3.7 2. 2 74.822.9 1.8 0.0 68.628.0 2.4 0.0 

(8) 2.2 7. 8 50.8 35. 3 O. 5 5. 0 47.8 46. 3 2.6 5.554.236.3 

(9) 22.555.715.3 2.9 25. 6 55. 8 16.8 O. 9 26.855.915.1 0.9 

(10) 7. 6 36. 1 44. 7 6. 9 7. 7 52. 6 37.4 1. 4 10.549.335.4 2.8 

Table 20 Mathematical Experience (Item 16) 

RespoDse Rate by Sch∞1 Level (%) 

E却 erience Elementary Lower SecoDdary Upper Secondary 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1) 20.834.538.2 4.3 27. 0 40. 6 29. 9 2. 3 39.335.222.9 1.7 

(2) 4.723.949.219.6 1. 6 18.6 56. 5 23. 1 2.2 17.9 56.1 22.9 

(3) 8.0 33.7 47.8 7.6 12.239.943.5 3.4 13.337.143.5 5.2 

(4) 2.5 6.342.745.9 4.1 13.6 47.2 34.5 3. 1 10. 5 49. 3 36. 0 

(5) 7. 1 21. 4 42. 7 26. 7 14. 1 34.2 37. 9 13.2 23.134.932.78.7 

(6) 7. 8 23. 3 46. 1 20. 4 20.4 32. 0 37.9 9.3 22. 0 32. 5 36. 7 7. 9 

(7) 7. 8 28.6 37. 3 24. 1 2.519.042.435.6 2.211042.437.3 

Table 21 Future Mathe畑 ticsEducation (Item 17) 

Response Rate by Sch∞1 Level (%) 

Future E1ementary Lower Secondary Upper Secondary 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1) 60.833.1 3.9 0.2 47. 2 42. 6 8.6 O. 5 45.643.4 8.7 0.9 

(2) 82.2 16.1 0.6 O. 0 71.225.9 2.7 0.0 57. 6 37. 3 3. 7 札2

(3) 44. 1 46. 3 7. 8 O. 2 47.846.9 4.8 0.0 46.346.7 5.5 0.6 

(4) 42.039.815.1 1.8 40.844.213.6 0.7 27. 3 51.1 19.2 1. 3 

(5) 18.432.041.2 7.1 28.644. 723.6 2.7 24. 744.626.6 2.6 

(6) 17.544. 734.1 2.0 23.849.925.4 0.5 27. 7 52.2 17. 7 1. 5 

(7) 52. 0 37. 3 9.2 O. 4 47. 6 41. 7 9. 8 O. 5 46.539.512.4 0.9 

(8) 63.132.4 3.1 0.0 60.134.9 4.1 0.2 59.832.8 6.1 0.2 

(9) 7.6 39.4 46. 9 4.7 9.334.552.4 3.2 7.234.550.6 5.9 

(10) 5.336.951.2 5.1 12.544.440.8 1.8 16.140.437.8 4.4 
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(11) 29.250.018.2 0.8 27. 7 49.2 22. 0 O. 7 21. 2 51. 8 23. 6 1. 8 

(12) 12.739.041.2 4.9 11.834.249.4 4.1 10. 0 40.2 42. 6 5.5 

(13) 18.446.530.2 3.1 12.032.749.2 5.4 5.428.054.610.9 

(14) 6.328.252.910.8 10.944.041.3 3.4 8.943.541. 7 5.0 

(15) 10.2 45. 1 37.6 5. 3 8.245.443.3 2.7 8.749.138.7 2.6 

(16) 77. 1 21. 0 0.4 0.0 61. 0 32. 9 5. 2 0.2 33.652.212.5 0.71 

(17) 16.335.538.6 8.0 18.4 4Q8 34.7 5.4 25.6 4~0 25.3 3.1 

(18) 64.330.8 3.3 QO 56. 7 37. 2 4. 5 0.5 35.453.9 8.9 0.9 

(19) 68. 6 27. 1 2. 5 O. 2 51.940.4 6.8 0.2 27. 7 50. 7 18. 5 1. 7 

(20) 35.946.114.1 2.5 31.1 46. 9 19. 5 2. 0 18.344.330.1 6.5 

(21) 64.930.6 2.9 0.2 47.2 45. 8 5. 9 0.5 26.856.813.7 1.8 

(22) 66.128.6 3.5 0.2 48.542.2 8.6 0.0 27. 3 53.5 16. 2 2. 0 

(23) 6.731.242.917.3 14. 5 46. 0 31. 7 ~. 0 18.649.427.5 3.7 

(24) 55.5 35.3 7. 1 O. 6 45.143.5 9.3 1.1 35.153.7 9.0 1.3 

(25) 13. 1 37. 5 43.3 4.3 1 12. 5 42.4 40. 4 4. 1 114. 2 45.9 34. 1 5. 0 
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Response Rate of Guardian Questionnaire 

Table 1 Number of Guardlans. Sch∞Is 

Sch∞l No. of NO.of No. of No. of Respon止 Sch∞1 Type sch∞1 Organization 

Level Target Sch. Quest. Responded Sch. G田 rdians Public Private Natio. ωed. Girls Boys 

Element. 500 1000 255 (51. 0%) 498 (49.8百) 96.8% 1. 2% 1. 4% 99.2国 0.2% 0.0% 

Lower S. 500 1000 230 (46.0%) 447 (44.7%) 91. 3% 7.6百 O.日明 95. 7克 2.5目1.8% 

Upper S. 500 1000 264 (52.8%) 508 (50.8%) 74.8目 24.6% 0.4団 83.9% 12.8% 3.3% 

Public L 1 1 (一一一) 195 ( --%) 100.0% 0.0目 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 

Private 1 1 (ーーー) 236 (ーめ 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100. 0% O. 0% 

Total 1500 一(-%) 1884 ( -%) 

Table 2 Guardians・Sexand Age (Item 1-2) 

Sch∞1 S田 Age (Y回目 old)

Level IIale Fem.le -25 25- 30- 35- 39- 44- 49- 56- 60-

Element 28. 1% 70.3% O. 4~耳 1.2百lQ8%33.5% 3R4% 12.9描1.4克 0.2百 0.0%

Lower S. 34.9% 64.2% 0.7% O. 0% 0.2% 15. 2% 51ω28.9% 4.0田 川 札

Upper S. 36.6百 62.6% 1. 4% 0.8目 0.4目 4.3田33.1% 46. 9% 12. 4% O. 6% O. 2% 

Public L 14.9% 84. 6耳 1. 5% 0.0目 2.1目17.4~百 36. 9% 34. 4% 7. 7% O. 0目 0.0%

I Private Ij 25.0B75.0% I 0.0覧 0.0% 0.0% 10.2百45.3% 36. 4% 7.2百 0.0% 0.4% 

Table 3 Views about mathematlcs (Item 3) 

Res凹nseRate by Sch∞1.Sch∞1 Level (%) 
Elementary Lower Secondary Upper Secondary Public Lower S. Private Lower S. 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 
(1) 32.548.418.7 0.2 26.049.722.6 0.7 21. 3 51. 2 26. 0 O. 8 25.145.129.2 0.0 20.849.628.0 1.7 

(2) O. 4 9. 8 51. 6 37. 1 2. 5 10. 5 48. 8 38. 0 1. 0 10. 4 54. 1 33. 9 2. 6 10. 3 53. 3 33. 3 0.4 8.950.440.3 
(3) 10.835.542.6 9.0 13.232.042.510.5 15.230.342.3 9.8 13. 8 23.6 52.8 7. 7 14.4 42.4 31. 4 9. 7 
(4) 12.9 39. 2 39.2 7. 6 10. 1 37. 4 40. 0 11. 4 11. 2 44.1 32. 7 11. 2 12.844.133.8 8.2 9.741.1 39.8 9.3 
(5) 28.345.822.7 2.4 27.3 45. 9 24. 2 2. 5 22.649.424.6 3.0 18.548.730.8 1.5 20.345.829.7 4.2 
(6) 2.223.148.425.1 3.625.147.223.3 3.9 27. 6 45. 7 22. 0 2.633.343.120.5 2.534.345.317.8 
(7) 15.333.745.4 5.0 15. 0 30. 4 47.4 6. 0 9.4 29. 3 53.9 7.1 8.736.945.1 8.2 12.335.645.8 6.4 

(8) 1.413.944.440.2 2.5 19. 2 40. 3 37. 4 2.4 18. 3 47.4 31. 3 2.115.444.137.4 1. 721.246.630.5 

(9) 26.540.031. 7 1.2 26. 2 41. 2 31.1 1. 3 27.4 37.8 32.9 1. 8 17.436.943.1 2.6 18.240.339.8 1.7 

(10) 10. 0 41. 8 40.2 7. 6 10. 7 40. 9 38. 7 8.9 11. 0 44. 7 37. 0 7. 1 16. 9 39.5 35.9 7. 7 5.542.843.6 8.1 

Table 4 Recognltion of Past and Present (Item 4) 

Response Rate by Sch∞1.Sch∞1 Leve1 (%) 

El四 entary Lower S. Upper S. Public LS Private LS 

1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 
(1) 67.5 31. 7 73.2 25.1 72.6 26.6 65.1 33.3 75.0 24.2 

(2) 36.7 62.0 39.8 56.6 39.0 58.1 33.8 63.1 42.8 54. 2 
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Table 5 Important Matters in Mathm阻ticsEducation (Item 5) 

Res開 '5eRate by Sch<∞1.Sch∞1 Leve1 (%) 

E1ementary Lower seαondary Upper Secondary Pub1ic Lower S. Pri vate Lower S. 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1) 57. 0 37. 1 5. 0 O. 2 53.242.1 4.5 0.0 57.536.6 5.1 0.4 52.842.1 4.1 0.5 54.739.4 5.9 0.0 

(2) 16. 7 44. 4 36.3 1. 8 15. 2 44. 1 37.4 2. 9 16. 5 45. 5 35. 0 2. 6 14. 4 42. 6 36. 9 4. 1 11.452.133.5 3.0 

(3) 55.638.0 5.8 0.0 49.942.5 6.7 0.0 47. 8 42.5 8. 7 0.4 44.146.7 7.2 1.5 46.643.6 9.7 0.0 

(4) 23.542.628.5 5.0 32.943.821.0 1.6 25.041.329.3 2.8 26.741.025.1 4.1 17.839.438.6 4.2 
(5) 43.244.011.0 1.4 44.345.0 9.6 0.9 43.542.312.0 1.2 35.449.211.8 2.6 46. 2 41. 1 10.6 1. 7 

(6) 69. 1 27. 5 3. 0 O. 2 68. 7 27. 3 3. 8 O. 0 64.630.7 3.9 0.4 63.133.8 2.1 1.0 66.528.8 3.8 0.8 

Specia11y 1四回rt田 t(%) 

E1ementary Lower S. Upper S. Pub1ic LS Private is I 
l 2 1 2 1 2 1 2 l 2 

(1) 20.7 12.9 16.3 13.2 19.9 15.0 22.1 16.4 20.3 16.1 

(2) 0.2 2.6 0.2 2.9 1.23.1 2.1 1.0 1.3 2.5 

(3) 14. 7 30. 7 13.6 28.4 12.827.2 10.3 26.7 14.8 24. 6 

(4) 3.2 6.0 7.4 6.7 3.5 6.1 5.1 5.6 5.9 5.5 

(5) 8.4 18.3 7.4 20.1 8.920.7 6.717.4 4.720.8 

(6) 51. 6 28.1 53.0 26.0 53.0 26.4 49.2 27.7 51. 7 28.8 

Table 6 Future Mathematic5 Education (Item 6) 

Response Rate by Sch∞1. Sch∞1 Leve1 (%) 

E1ementary Lower Se∞nぬry Upper Secondary Public Lower S. Private Lower S. 

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 

(1) 44.438.214.9 1.4 42. 1 37. 1 18. 6 O. 9 40.240.416.9 1.4 41.036.915.9 1.5 43.6 35.2 14. 8 4.2 

(2) 70.126.3 3.4 0.0 67. 8 26. 2 5. 4 0.2 61. 6 33. 5 4. 7 O. 0 64.127.2 5.6 0.5 64.031.4 4.2 0.4 

(3) 51.840.2 7.4 0.4 50.839.4 8.3 0.2 47. 6 43. 3 8. 7 O. 0 52.834.4 8.7 0.5 50.039.8 8.9 0.8 

(4) 49.643.4 6.0 0.4 51. 0 44. 7 4. 0 O. 0 49.444.5 5.3 0.2 49.741.5 5.1 0.0 47.944.5 7.6 0.0 

(5) 17. 7 42. 8 31. 7 7.0 25.146.124.6 4.0 18.543.133.5 4.5 20.545.128.2 3.6 17.839.836.0 5.9 

(6) 65.531.1 3.0 0.2 69.827.7 2.2 0.0 66.930.1 2.2 0.0 62.130.8 4.1 0.5 69. 1 27. 5 3.0 0.4 

Most Import岨 t(%) 

E1ement. Lower S. Upper S. Pub1ic Private 

1 1 1 1 1 

(1) 11.6 12.5 8.9 10.8 11. 4 

(2) 40.4 36.0 34.3 34. 9 41. 9 

(3) 15.9 17.2 16.5 15.4 15.7 

(4) 6.4 7.8 9.4 4.1 3.0 

(5) 2.0 2. 9 3.3 2.6 1.7 

(6) 23.3 23.3 26.8 32.3 25.8 
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